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B1-3号井戸建築材出土状況

B2-谷遺構全景（西より、手前側に堰跡らしき木材の出土が見られる）





序

北関東自動車道の高崎一伊勢崎間が供用開始となり五年の月日が過ぎました。伊勢崎イン

ターチェンジに程近い当事業団の東毛調査事務所からも、当初予想を上回る交通量を目の当た

りにすることができます。

さて、ここに平成10• 11年度に発掘調査を実施した波志江中屋敷西遺跡の埋蔵文化財発掘調

査報告書を発刊することとなりました。この報告書では当事業団が調査した成果と、伊勢崎市

教育委員会が調査された成果を一冊にまとめております。波志江中屋敷西遺跡の調査区間は僅

か200m余りと決して長いものではありませんでしたが、 4ないし 5面の調査面を対象に発掘調

査が行われ、中世屋敷遺構や平安時代の集落や畠、古墳時代後期の水田、弥生時代以前の小穴

など多くの遺構を確認し、出土遺物を取上げました。特に柱材を出土した中世中頃の屋敷や、

大きな竪穴を伴い、平安時代の水路などが特徴的でした。今後、当該地域の歴史研究、調査に

資するものと考えております。

最後になりますが、日本道路公団東京建設局、同高崎工事事務所、群馬県教育委員会文化課、

伊勢崎市教育委員会文化財保護課、並びに関係者各位に厚く御礼申し上げる次第です。また整

理業務に携わった関係者の労をねぎらい序とします。

平成17年 3月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長小野宇三郎





例 言

1.本書は北関東自動車道建設及び同自動車道側道の建設に伴い事前調査された波志江中屋敷西遺跡（遺跡略

号「KT-220」「ハシエ中」）の発掘調査報告書である。

2.波志江中屋敷西遺跡は群馬県伊勢崎市波志江中屋敷西に所在する。

3.発掘調査は伊勢崎市教育委員会並びに日本道路公団の委託を受けた財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

が行い、整理事業は日本道路公団及び伊勢崎市教育委員会の委託を受けた財団法人群馬県埋蔵文化財調査

事業団が実施したものであり、群馬県教育委員会がその調整を行った。

4.発掘調査の期間は次の通りである。

発掘調査

整理期間

本線

側道

平成10年 2月 1日～平成11年 3月31日

平成10年11月6日～平成11年 2月17日・平成12年 2月14日～平成12年 3月2日

平成16年 2月 1日～平成16年 3月31日・平成16年 5月 1日～平成17年 3月31日

5.発掘調査及び整理事業体制

伊勢崎市教育委員会

事務担当

調査担当

田島國明、細谷清三、阿部 正、村田喜久夫

早川隆弘、和久（旧姓塚脇）美緒、高木善行

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

事務担当

調査担当

整理担当

菅野 清、小野宇三郎、赤山容三、住谷永市、神保侑史、右島和夫、渡辺

矢崎俊夫、中束耕志、相京建史、坂本敏夫、植原恒夫、丸岡道雄、笠原秀樹、井上

山建夫、高橋房夫、竹内宏、須田朋子、宮崎忠司、吉田有光、柳岡良宏、岡嶋伸昌、佐藤聖

行、阿久沢玄洋、田中賢一、

大澤友治、今井もと子、内山佳子、若田

真子、松下次男、吉田

相京建史、小林利夫、石守

斎藤幸男、石守

茂、

晃、滝沢

健、萩原利通、

剛、小

誠、佐藤美佐子、本間久美子、北原かおり、狩野

匡

晃

6.本書作成の担当は次の通りである。

編

執

集

筆

石守 晃

第 4章第 1節：宮本長二郎、第 2節：森 勇一、第 3節：楢崎修一郎

上記以外：石守 晃

遺構写真撮影

遺物写真撮影

金属器処理

木器管理等

整理作業

各発掘調査担当及び株式会社パスコ

佐藤元彦

（航空写真撮影）

関 邦一、土橋まり子、小材浩一、高橋初美

機械実測

大野容子

小野寺仁子、戸神晴美、小渕トモ子、南雲繁子、萩原光枝

高橋優子、金子加代、高田栄子、小林町子、根井美智子、高野淑江

田中精子、酒井史恵



7.①石材鑑定については群馬県地質研究会の飯島静男先生に御協力戴いた。

②テフラ分析等は株式会社古環境研究所

③樹種 ・種子同定、 14C年代測定、蛍光X線分析は株式会社パレオ ・ラボに委託した。

8. 出土遺物、遺構図面写真の保管については、伊勢崎市教育委員会調査分は伊勢崎市教育委員会に於いて保

管される。また当事業団調査分のうち出土遺物は群馬県の所有に帰し、遺構実測図 ・遺構写真等は財団法

人群馬県埋蔵文化財調査事業団の管理に於いて、共に群馬県埋蔵文化財調査センター内に収納される。

9.本書の作成に於いては以下の方々にご協カ ・ご指導戴いた。記して感謝の意を表します。

（敬称略）伊勢崎市教育委員会、小野義信、宮本長二郎、茂木 渉、森勇一、地元関係各位

凡 例

l 挿図中に使用した方位は、座標北を表している。座標系は日本測地系平面直角座標系（所謂国家座標、旧

座標）の第IX系を使用している。

2 遺構断面実測図、等高線に記した数値は標高を表し、単位は “m"を用いた。

3 遺構名称、遺構番号は区 ・調査面、遺構番号 ・遺構種別の順に「一」記号を入れて標記した。尚、遺構番号

は調査段階のものをそのまま踏襲したが、調査段階で二重に付してしまった番号については番号の後ろに

アルファベットを付して区別した。

4.本書に於けるテフラ（火山噴出物）の略局は以下の通り

As-A:浅間山噴出A軽石（天明 3年／1783) As-B :浅間山噴出B軽石・火山灰（天仁元年／1108)

As-C:浅間山噴出C軽石 (3世紀末葉） Hr-FA:榛名山ニツ岳噴出火山灰 (6世紀初頭）

5.遺構実測図の縮尺は下記を某準としているが、例外としたものは各図に記載している。

竪穴住居 ・掘立柱建物 1/60 鼈 ・炉 1/20 溝 1/100 

土坑 ・ ピット • 井戸 1 /60 

6.遺物実測図の縮尺は下記を基準としている。

土器 ・陶磁器等 ：甕 ・壺 ・内耳鍋 ・擢鉢 ・鉢・ 火鉢 ・瓦等 1/4 碗 ・坪・高坪．皿等 1/3

土錘等 1/2

石器・石製品等：台石・礎石・板碑・多孔石・こもあみ石等 1/4 石臼 1/6

敲石 ・磨石 ・打製石斧 ．砥石（小型） ・スクレーパー等 1/3

紡錘車 ・石製品模造品等 1/2 石鏃 4/5

木器・木製品：碗・曲物等 1/3 杭 ・建築材等 1/4 

古銭 ・金属製品 ：銅銭等 4/5 きせる ・釘等 1/2 刀子 ・鎌 ・包丁等 1/3 

ガラス製品等 ： ビン（大型） 1/2 ビン（小型） ・小型ガラス製品 4/5

7. 土層注記中の土色には農林省農林水産技術会議事務局監修 • 財団法人日本色彩研究所色票監修『新版標準

土色帖』を参考に記載している。
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写真図版 H次

口 絵 B区1面屋敷遺構 B 1-3号井戸建築材出土状況

PL 1 試掘中央東トレンチ 試掘中央東トレンチ

試掘中央東トレンチ 試掘中央東トレンチ

試掘北トレンチ全景試掘北トレンチ東部分

試掘（As-B下面） 試掘（As-C混土下）

PL 2 A区1面（本線部）全景 AS区1面

A区1面南部中央部 A区1面南部全景

PL3 南壁セクション東端南壁セクション西端

Al-1・2号溝北半部 Al-1・3号溝全景

A 1-2号溝全景 A 1-2号溝杭列

Al-1・2号 AS区 Al-1・2号溝

PL4 Al-1号井戸全景 A 1-2号井戸全景

A 1-1号土坑全景 A 1-2号土坑全景

A 1-3号土坑全景 A 1-4号土坑全景

A区l面ピット群 A 1-8号ピット

PL5 Al-11号ピット土陪断面（南東より） A 1-11号ピット

A区l面中世水田 A区1面中世水田

A区1面中世水田 A区1面中世水田AS区

A区1面近現代耕作痕 A区1面近現代耕作溝

PL6 Al-1・2号溝、AS区、A1-5号土坑、A区北トレンチ出土遺物

PL 7 A区2面 A区2面西端部

A区2面南西部 A区2面東南部

A区2面北東部

PL 8 AN区2面 AN区2面

A 2-1号住居全景 A 2 -1号住居掘り方全景

A 2 -1号住居鼈全景 A 2 -1号住居遺物出土状況

A 2-2号住居全景 A 2-2号住居掘り方全景

PL9 A2-2号住居鼈全景 A 2-2号住居鼈掘り方全景

A 2 -1号溝 A2-2・3・4号溝

A 2-5号溝 A 2-6号溝

A 2 -10号溝 A 2 -11号溝

P LIO A 2 -12号溝 A 2 -13号溝

A 2 -14号溝 A 2 -15号溝

A 2 -16号溝 A 2 -17号溝

A 2 -20号溝 A 2 -21号溝

PLll A2-22号溝 A 2 -23号溝

A 2 -24 • 25号溝 A 2-25号溝

A 2 -26号溝 A 2 -27号溝

A 2-28号溝 A 2-29号溝

P L12 A 2-1号土坑土層断面 A 2-2号土坑上層断面

A 2-3号土坑遺物出土状況 A 2-3号土坑土層断面

A 2-4号土坑 A 2 -1号ピット土層断面

A 2-8号ピット土層断面 A 2 -10号ピット土層断面

P L13 A 2-1 • 2号住居、A2-3号土坑、A区北トレンチ出土遺物

P Ll4 A区3面 A区3面

P L15 A区3面 A区3面

A区3面 A区3面

A 3-1号溝 A 3-2号溝

A区3面遺物出土状況 A区3面遺物出土状況

P L16 A区4面 A区4面

P Ll7 AN区4面 4-2号土坑土層断面

4-4号土坑 4 -6号土坑

4 -50号ビット土層断面 4 -72号ピット土層断面

4 -81号ピット 4 -99号ピット

P LIS 4 -106号ピ ット 4 -110号ピット

A区4面風倒木分布状況 4-14・15・16号風倒木確認状況

A 3-4号風倒木土層断面 A 3 -17号風倒木土層断面

1号トレンチ附近深堀 A区4面トレンチ全景

P L19 B区1面（本線部） 2区（上） • 3区（下）

P LZO B 1 -1号溝 3 -7号溝

B 1 -2 • 10 • 11号溝 B 1 -2 • 10号溝

3-14 • 15号溝 B1-3・4・5・6号溝

3-11号溝 B 1-6~8号溝

P L21 B 1 -8号溝

B 1-9号溝セクション 2-4号溝

B-1-19・20号溝 BW 1-1号溝

BW 1 -1 • BW 2 -2 • 3号溝 BW2-2溝

P L22 B 1-1号掘立柱建物 BW 1-1号井戸

BW 1-2号井戸 BW 1-3号井戸

BW 1-4号井戸 BW 1-5号井戸

BW 1-6号井戸 2-1号井戸

P L23 2 -2号井戸 2-4号井戸

2-5号井戸 2-1号土塙墓

2-2号井戸 2-3号土坑

2-5号井戸 2-6号土坑

P L24 B区1面屋敷

P L25 B区l面屋敷周堀東側

B区l面屋敷周堀東側遺物出土状況

2-5溝 2-5号溝遺物出土状況

東側周堀下駄出土状況

P L26 B区l面屋敷周堀北東隅（南西より） B区1面屋敷周堀北側

（東より）

B区1面屋敷周堀西側（北より）（南より）

屋敷周堀南西部全景（航空写真）

P L27 2 -7号溝（南側周堀） 2-8号溝（南側周堀）

2-8号溝障壁 2-8号溝障壁

B区1面屋敷北東部 B区1面屋敷北西部

P L28 B区l面屋敷南東部 B区1面屋敷南西部

B 1-12号溝 B 1-13号溝

B 1-13号溝土橋部分断面 B 1-13号溝盛土土橋

2-6号溝 B 1-14号溝

PL29 B1-15号溝 B 1-18号溝

B 1-1井戸 B 1-2井戸

B 1-3井戸建築材出土状況 B 1-3井戸

B 1-4井戸漆碗 ・籠出土状況 B 1-4井戸

P L30 B 1-5 A井戸 B 1-5 B井戸

B 1-6 A井戸 B 1→ 6B井戸

B 1-7井戸 B 1-8井戸遺物出土状況

B 1-8井戸 B 1-9井戸

P L31 B 1-10井戸 B 1-11井戸土層断面

B 1-12井戸遺物出土状況 B 1-13井戸遺物出土状況

B 1-13井戸 B 1-14井戸土層断面

B 1-15井戸土層断面 B 1-16井戸

P L32 B 1-17井戸遺物出土状況 B 1 -18A井戸集石状況

B 1-18井戸木杭打設状況 B 1-20井戸

B 1→ 1号墓塙 B 1-2号墓塙

B 1-3号墓壊 B 1-4号墓壊

P L33 B 1 -5号墓塙 B 1-6号墓壊

B 1-7号墓塙 B 1-3号土坑

B 1-9号土坑断面 B 1-19号土坑

B 1 -9号土坑 B 1 -29 • 30号土坑

P L34 B 1-32号土坑 B 1 -42 • 43号土坑

B 1-58号土坑 B 1-73号土坑

B 1 -77 • 53号土坑 B 1-83号土坑



B 1-91号土坑断面 B 1-113号土坑

P L35 B 1 -114号土坑 B 1-118 • 119号土坑

B 1 -125号土坑 B 1-139 • 140号土坑

B 1-20号ピット断面 B 1-60 • 61号ピット断面

B 1-20号ピット B 1 -60 • 61号ピット

P L36 B 1 -70号ピット B 1 -177 • 299~300号ピット

B 1 -232号ピット B 1-304~306号ピット

B 1 -376号ピット B 1 -481号ピット

3区ピット群 3区ピット群

PL37 Bl-1・3・8号溝

P L 38 B 1 -10 • 12 • 13 • 15号溝出土遺物

PL39 B1-14-18号溝、 2-8号溝出土遺物、Blー周堀出土遺物(1)

P L40 B 1 —周堀出土遺物 (2)

P L41 B 1ー周堀出土遺物(3)

PL42 B 1ー周堀出土遺物（ 4)

P L43 B 1ー周堀出土遺物(5)

P L44 B 1 —周堀出土遺物 (6)

P L45 B 1ー周堀出土遺物(7)

P L46 B 1 —周堀出土遺物 (8)

P L47 B 1 —周堀出土遺物 (9)

P L48 B 1-1~3号井戸出土遺物

PL49 B 1-3~4号井戸出土遺物

P L50 B 1 -4 • 5 • 6 A号井戸出土遺物

P L 51 B 1 -6 A • 7 • 8 • 10 • 12 • 13号井戸出土遺物

P L 52 B 1 -13 • 15 • 17 • 18号井戸出土遺物

P L53 B 1 - 18号井戸、 Bl - 1•2 ·4 号墓堀出土遺物

P L54 B 1-2 • 5~7号墓塙、 B1 -1 • 32 • 137号土坑出土遺物

P L55 B 1 -49・86・87・94・ 147号土坑、B1 -323号ピット、 B1 —屋

敷、 B1-サク状逍構、 B区1面、 B区表採出土遺物

P L56 BW 1 -2号溝、 2-5号溝、BWI -2 • 6号井戸、BWI面出土遺物

P L57 2 -5 • 6 • 8号溝出土遺物

P L 58 2 -8 • 3 -12号溝出土遺物

P L59 2 -8、3-16号溝、 2-1号墓壊、 B1-6号墓壊、B1-15号

井戸、 B1-15号溝、出土遺物

P L60 B区2面（本線部） 2区東部の遺構群

P L61 B 2 -1号住居 B 2 -1号住居掘り方

B 2 -1号住居鼈 B 2-1号住居鼈掘り方

B 2 -2号住居 B 2 -2号住居掘り方

B 2 -2号住居鼈 B 2-2号住居鼈掘り方

P L62 B 2 -3号住居 B 2 -3号住居掘り方

B 2 -3号住居鼈 B 2-3号住居貯蔵穴

B 2 -4号住居 B 2 -4号住居掘り方

3-1号住居 3-1号住居鼈

P L63 3 -1号住居遺物出土状況 3-2号住居

D-1号住居 D-1号住居鼈

D-2号住居 D-2号住居鼈

D-2号住居貯蔵穴 D-2号住居遺物出土状況

P L64 D-3号住居 D-3号住居貯蔵穴

2- 1•2·3 号溝 BW 1-5溝

BE 2-1号掘立 BW2-3号溝遺物出土状態

BW2-3号溝遺物出土状態 BW 2-4 • 5溝

P L65 B 2 -4号溝と谷地 B区2面谷地

B区2面谷地 B区2面谷地中央部

B区2面谷地東部 B区2面谷地中央部木器等出土状況

B区2面谷地 B区2面谷地

P L66 B区2面谷地 B区2面谷地

2区旧河道 2区旧河道

B 2 -1号土坑 B 2-2号土坑

B 2 -2号ピット B 2 -5号ピット

P L67 B区2面サク状遺構 B区2面サク状遺構

B区2面サク状遺構 B区2面サク状遺構

B区2面サク状遺構 2区サク状遺構

BE区2面サク B区2面サク状遺構土層断面

P L68 B 2 -1 • 2 • 3号住居出土遺物

P L69 B 2 -4号住居、 3-1 • 2号住居、 D-1号住居出土遺物

PL 70 D 1~4号住居、 BWZ-3号溝出土遺物

PL71 2 - 1 号溝出土遺物、 B2 ー谷出土遺物（ 1 ）、 BW2 —谷出土

遺物

PL72 B2ー谷出土遺物(2)

P L73 B 2ー谷出土遺物（ 3)

P L74 B 2 —谷出土遺物 (4)

PL 75 B 2 —谷出土遺物 (5)

PL 76 B 2ー谷出土遺物(6)

PL 77 B 2ー谷出土遺物(7)、BW区2面出土遺物

P L78 B区3面As-C復旧水田

2-7号溝（南側周堀） 2-8号溝（南側周堀）

B区3面As-C復旧水田

2-7号溝（南側周堀） 2-8号溝（南側周堀）

PL 79 3区As-C復旧水田

2-7号溝（南側周堀） 2-8号溝（南側周堀）

B区3面As-C復旧水田西部 B区 3面As-C復旧水田西

部 B区 3面As-C復旧水田東部 B区 3面As-C復旧水

田北東隅部

P L80 BE区3面As-C復旧水田 BE区3面As-C復旧水田

2区As-C復旧水田 3区As-C復旧水田

3区As-C復旧水田 D区As-C復旧水田

D区As-C復旧水田 D区As-C復旧水田

P L81 B区3面As-C復旧水田水口 BE区3面土坑群

BE 3 -2号土坑 BE区3面石鏃出土状況

B区3面出土遺物

P L82 B区4面

2-7号溝（南側周堀） 2-8号溝（南側周堀）

B区4面西部 B区4面北部

B区4面中部 B区4面東部

P L83 B区4面南部 B 4 -10号土坑

B 4 -173号ピット土層断面 B 4 -446号ピット

B区4面 9号風倒木痕土層断面

B区4面出土遺物

P L84 B区5面試掘調査 B区5面試掘調査 9号グリッド拡張部

B区5面試掘調査15号グリッド

B区5面試掘調査18号グリッド

2区K-130グリッド 3区K-140グリッド

D区C-110グリッド 側道での旧石器試掘調査

P L85 縄文時代の出土遺物(1)

P L86 縄文時代の出土遺物(2)

P L87 縄文時代の出土遺物(3)

P L88 縄文時代の出土遺物(4)、B区出土遺物

P L89 2区、 3区出土遺物

P L90 昆虫遺体

P L91 木製品顕微鏡写真

P L92 木製品顕微鏡写真植物化石





第1節発掘調査に至る経過

第 1章発掘調査のはじまりとその経過

第 1節発掘調査に至る経過

(1) 北関東自動車道建設計画と経過

群馬・栃木 ・茨城の北関東 3県を結ぶ高速道路建

設計画が明らかになったのは昭和43年10月の新しい

首都圏整備計画策定によってであった。当時この高

速道路は「北関東横断道路」と呼ばれ、計画調査を

経た昭和40年代末には 6車線道路という姿で描かれ

るようになっていた。

しかし計画が具体化するのは平成元年 (1989) 2 

月の国土開発幹線自動車国道法第 5条第 1項に基づ

く基本計画策定によってであり、平成 3年12月、高

速自動車国道法第 5条の第 1• 2項の整備計画によ

る施工命令が日本道路公団に下されて、北関東自動

車道建設が始まったのである。

(2) 波志江中屋敷西遺跡発掘調査に至る経過

さてこの建設工事の具体化を受け、群馬県教育委

員会スポーツ文化部文化財保護課（以下「保護課」

とする）は平成 6年度から日本道路公団、及び群馬

県土木部道路建設課高速道路対策室と路線内の埋蔵

文化財の取り扱いを協議し、本線部分の発掘調査を

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団（以下「事業

団とする」）へ委託することが決したのである。

平成 7年 6月より事業団への委託事業が始まった

が、その後保護課は伊勢崎市波志江地区への試掘調

査を実施し、本遺跡は略号「KT220」、「波志江中屋

敷西遺跡」の名称で登録され、事業団による本調査

が実施される運びとなったのである。

一方、群馬県は北関東自動車道の側道を幹線道路

と位置付け、当該地域の埋蔵文化財の発掘調査を地

元の市町村教育委員会に付託した。これにより伊勢

崎市教育委員会が本遺跡側道部分の発掘調査を実施

することとなったのであるが、県教育委員会及び当

事業団との協議に基づき、 A区の側道部分は当事業

団が担当することとなったのである。

第1図 波志江中屋敷西遺跡位置図

ー



第 1章 発掘調査のはじまりとその経過

第 2節発掘調査の経過

以下に波志江中屋敷西遺跡のおおまかな調査経過

と特記事項を記す。

〔平成10(1998)年〕

1月 事業団現地事務所設置

2月 事業団 2日、担当 2名、調査班 1個班着任。

準備作業開始。 4日、 B区（当初は区名称な

し）の表土除去、遺構確認作業に着手。 17日、

中世屋敷堀より遺構調査開始。 27日、西側公

道以西に遺構延伸の可能性が考慮されたため

トレンチによる試掘調査開始。尚、この試掘

調査結果に基づき当該地区の発掘調査の実施

が決定。尚、公道西側区域をA区とし、既調

査決定区域を B区とすることとした。

3月 事業団 31日、平成 9年度作業完了、調査班

解散。

4月 事業団 1日、担当 2名、嘱託 l名着任。 13

日、作業員召集、平成10年度作業開始。

5月事業団順調に推移

6月事業団順調に推移

7月 事業団 7日、伊勢崎市教委来跡。15日、創

立20周年、現場作業休止。 22日、現場事務所

移転。 27日、 A区表土掘削開始。

8月 事業団 4日、 A区1面遺構確認着手。 6日、

文化庁、宮本長二郎先生来跡。 27日、 B区東

部2面遺構確認開始。

9月 事業団 16日、台風 5号のため作業中止。19

日、現地説明会開催（波志江中屋敷東遺跡と

共催）。 22日、埼玉県立博物館小野氏、前橋市

教育委員会 5名来跡。 24日、 A区北部で 2面

調査開始。

10月 事業団 2日、 B区全体で2面調査に着手。
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7日、鶴ヶ島市教育委員会来跡。 15日、 A区

全体で 2面調査開始。 20日、道路公団とのエ

程会議開催。 A区南北側道の過半を調査する

ことになる。 21日、財団法人埼玉県埋蔵文化

財調査事業団来跡。 26日、 A区南側側道 (AS

区）調査開始。 27日、 26日、 A区北側側道(AN

区）調査開始。

市教委 22日、側道部分杭確認。 26日、 2区

調査開始。

11月 事業団 13日、 A区3面北半部調査着手。19

日、 A区3面調査北半部完了、南半部開始。

25日、清水伊勢崎市議来跡。 26日、保護課と

の工程会議。 27日、 B区3面調査開始。

12月 事業団 1日、 A区西側 2面調査開始（保護

課飯塚 • 田口と岡屋敷遺跡班対応）。 2 日、 A

区東部より 4 • 5面調査開始。

市教委 2区（南側側道）調査（本線 1• 2面相

当）。下旬より竪穴住居より 3区の調査を開

始。

〔平成11(1999)年〕

1月 事業団 6日、 A区調査完了。 7日、 A区

引渡し。 A・B区間公道下 (BW区）調査開始。

12日、 B区4面調査開始。 19日、 B区中世屋

敷範囲 5面調査開始。 20日、 BW区2面調査開

始。

市教委 3区（北側側道）調査（本線 1• 2面相

当）。後半、 2区旧河道（本線 2面）、 2• 3 • 

D区水田（本線 3面相当）調査。下旬、 2区

側より旧石器試掘開始。

2月 事業団 B区4面、 BW区2面調査継続

市教委上旬、 2区水田（本線 3面相当）完

了。 3区調査継続（本線 1• 2面相当）。旧石

器試掘継続。 2月17日実質調査終了。

3月 事業団 3日、 B区全体で 5面調査開始。 19

日、 B区調査終了、残務処理に入る。 24日、

撤収作業。作業員解散。 31日、調査班解散。

〔平成12(2000)年〕

2月 市教委 D区調査着手、 D区1面完了、 2面

着手

3月 市教委 D区2面調査完了
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第2図 調査区と区の配置及びグリッド設定概要図

第 3節 発掘調査の方法

1 区域の区分と設定 南北走行の公道下が時間差を以って調査され

① 本遺跡の調査区は、「区」に区分され、更に「グ たため、両公道に挟まれた本線部分を B区（本

リッド」により細分されている。尚、これら 書では「B区」と表記した）、西側のA・B区

は事業団と伊勢崎市教育委員会（以下「市教 の境に在る公道下区域をBW区、東側の波志

委」とする）調査区域では統一された基準に 江中屋敷遺跡との境に在る公道下の区域を

はなく、それぞれに設定されている。 BE区とした。

② 調査区のうち事業団調査区域に於いては、調 ⑤ 一方、市教委の調査された (B区）側道部分

査区中程の南北に走行する公道を境として大 のうち南側側道は 2区、北側側道部分は 3区、

きく 2区に区分され、公道西側の区域を「A 3区北東の北側側道拡幅部はD区と呼称して

区」とし、以東の区域を「B区」とした。 いる。（尚、市教委では中屋敷遺跡も調査とし

③ A区は第 2節に述べたように上位面では 4つ ては波志江中屋敷西遺跡に含め、中屋敷遺跡

小区域毎に時間差で調査が進められたのであ 北側側道区域は波志江中屋敷西遺跡 1区とし

るが、これらの小区域は本線のうち西側の波 て調査している。）

志江岡屋敷遺跡に近い区域を「AW区」、それ ⑥ 事業団側のグリッドは平面直角座標系、所謂

以外の本線部分は「A区」（本書では「A区」 国家座標第IX系に基づく lm方眼により設定

と表記した）とし、側道部分のうち北側側道 し、南東隅の座標値の下 3 桁を用い、「X値—Y

区域は「AN区」、南側側道区域は「AS区」と 値」の順でグリッド番号を表記した。

呼称した。 ⑦ 市教委側のグリッドは10m(5 m)方眼で設

④ B区（本線部分）に於いては区の東西に在る 定され、南北方向はX値＝39100.00をAとして
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南方向に10m毎に B、Cとアルファベットの

位置記号を記している。そしてこの10m位置

の中間に当たる 5m位置には直前の10m位置

のアルファベット記号にダッシュを付して位

置記号を記している（例 39105. 00はA)。ま

た東西方向はY値＝ー57610.00を0として西に

向かって10m毎に10、20と記し、 5m位置は

15、25のように整数値の下 2乃至 3桁を以っ

て記している。そして “K-130” のように「X

値（アルファベット） —Y値（算用数字）」の

順でグリッド番号を表記している。

2 遺跡略号と遺構番号

① 波志江中屋敷西遺跡の事業団部分の遺跡略号

は 1KT220」である。市教委部分の遺跡略号

は「ハシエ中」である。

② 遺構番号は原則として区 ・面 ・遺構の種別毎

に通し番号で付し、区・面、ハイフォン(-)、

番号 ・遺構種別の順で表記した。

（例 A区1面 1号溝： A 1-1号溝、

2区2号溝： 2-2号溝）

3掘削と断面観察

① 表土及び調査面間の層の掘削は、調査の効率

化を図るため掘削機械を使用した。

行ったが、 一部掘削機械を併用した。

③ 遺構断面の観察は適宜行った。

4 記録

① 遺構などの記録は、測量と写真撮影によって

行った。

② このうち測量は航空写真測量と地上測量を併

用し、適宜 1/10、1/20、1/40、1/100、1/

200縮尺の実測図を作成した。

③ 実測図には遺跡名・略号、実測図名称・縮率・

実測者 ・レベル高等を併記した。

④ 写真撮影はブローニ及び35mmのモノクロ及び

カラーフィルムを用いて適宜行い、空中写真

撮影も委託により実施した。

5 出土遺物

① 出土遺物は出土位置を記録し、適宜写真撮影

を行って取り上げ、遺構毎、種別毎に分別し

て収納ケースに保管した。

② 保管に当たって金属器はシリカゲルを挿入し

た袋に入れ、木器を含む木質については水浸

けにした。

③ 遺物は機会を見て洗浄し、土器 ・石器等には

注記を施し、木器を含む木質については中型

以上のものは添え木をつけて補強し、マイ

ラーベースに注記を施したものを縛りつけ

②遺構や遺物包含層の掘削は原則として人力で た。

第 4節 基本層序

前述のように本遺跡の基盤層は後期洪積世の扇状

地層である。本遺跡付近はこの扇状地が流水によ っ

て部分的な浸食を受け、谷地形が形成された後ロー

ム等で埋没したものである。その堆積層は細かく見

ると沖積層に於いても地点、地点により若干の異な

りがあるのであるが、特に洪積層は位置によって相

違が認められる。

次頁の第 3図に示したのは標準的な堆積層であ

4 

る。①は伊勢崎市教育委員会による発掘調査のうち

本線の中屋敷遺跡部分に当たる I区の堆積層で、同

調査で標準土層とされているもの。②は B区南壁西

よりの堆積層で沖積層の標準土層とみなされるも

の。③はA区5面の 1号トレンチの堆積層（上下別

位置の土層断面をVlll層でつないだもので、付編に掲

載したテフラ分析を行った地点のもの）である。

これらの堆積層を概観すると、表土層（現耕作土）



の下には圃場整備前の耕作土があ ① 

り、その下位には下位層にAs-B

が含まれるものもあるグライ化し

た褐色系の土壌がある。そしてこ

の土壌の下には稀にAs-Bの堆積

層があり、 As-B層の下位は黒色

系の土壌となり、所謂As-C混黒

色土、更にAs-Cを含まない黒色

粘質土が続く。ここまでの深さは

地表面から40~60cmほどである。

黒色粘質土の下層は徐々に暗褐

第 4節基本層序

L=Bl. 80m ①口区 2トレンチ堆積土〕

l ：黄褐色土：現耕作土

2 ：褐灰色粘質土と青灰色砂質土の混土： 1層の金床。酸

化鉄多く含みAs-A含む

3 ：褐灰色土：酸化鉄やや多く沈着しAs-B含む

4 ：褐灰色砂質土： As-

B含む
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11 

色、褐色と変化する所謂ローム漸

移層となっているが、 B区に於い

てはこのローム漸移層土中に浅間

山起源のAs-D（縄文中期）テフ

ラが確認されている。この下位層

は功績層となるが、 As-YPや八崎

パミスも確認されている。尚、事

業団側調査では多量に確認された

土坑・ピットの注記の効率化を図

るため、遺構覆土と地山堆積層を

標準化し遺構埋土類型（埋土類型）

と基本土層類型（地山類型）設定

した。本書中の注記もこれによっ

ているため、以下に記す。

遺構埋土類型（埋土類型）

a :暗褐色土：鉄分混入。当初は

現代の圃場整備による攪乱土

として設定したが、調査の結

果必ずしも現代に限定される

ものではなく、中近世上位土層も含まれるもの

① 口 区 2トレンチ堆積土〕

l ：耕作土

2 ：暗褐色土：白色粒子・黒色粘質土含む

3 ：灰黒色土：白色粒子含む

4 ：黒褐色土： As-C含む

5 ：黒色粘質土

6 ：灰褐色土

7 ：明灰褐色土： 6層土含む

② 

ia7
 

三 2.00m5 :灰黄褐色土：小豆色

と灰色のAs-B火山

灰多く含む

6 ：灰黄褐色土： 5層と

同じAs-B火山灰含

む。黒色粘質土多し

7 : As-B （火山灰・軽

石）

の二次堆積層： As-C混

暗灰色粘質土若干混

8 ：褐色土： 7層土とAs-YP（浅間板鼻黄色軽石）含む

9 ：橙褐色土

10 :黄白色土： As-OP（浅間大窪沢、 B.C, 15000)含む

11:暗黄白色土： As-BP（浅間板鼻褐色軽石）か

入

③
 

L=Sl. 40m 

③〔試掘トレンチ堆積層土〕

l ：褐灰色土から浅黄色土への漸移層

II：浅黄色土：酸化鉄と 1層土入る

III：川砂と浅黄色土の混土：酸化鉄多く入る

IV：灰色土から浅黄色土への漸移層

v ：褐灰色粘質土：軽石入る

VII 

VI: V層土から黄灰色砂質土への漸移層

VII: As-YP軽石層：浅間板鼻黄色軽石(B_C.11500)灰白色

Vlll：明黄灰色ローム

IX 2：灰白色土

IX: As-BP軽石層：浅間板鼻褐色軽石 (B.C.16000~20000) 

x ：灰黄色砂質土：明緑灰色砂質・褐灰色粘質土混入

XI ：明オリープ灰色粘質土

Xll ：黄灰色粘質土： XI層土部分的に混入

XIII：褐灰色粘質土：軽石やや多く混入しざらっく

XIV：明緑色粘質土

w：青灰色砂質土

IX 

―

-

―
―
 

_x-XI-XII-
皿

―

―

 

XV 

第 3図基本土層

と判断している。

b:黒褐色土 (10YR2/3):径 5mm~2 cmの黒色土

または褐色土のブロック含む。白色粒子少量含

む。基本土層aに由来。

b': bだが混入物なし、または非常に少ない。

C :暗褐色土 (10YR3/3):白色粒子を微量に含む。

d :黒褐色土 (7.5YR3/2) :細砂が主体。白色粒子

を微量に含む。

基本土層類型（地山類型）

a ：黒褐色土 (10YR2/3):白色粒子やや多い。 1.

2面段階の地山か。

/3 :黒色土： 3面段階の地山か。

ッ：暗褐色土： 4面段階遺構の埋土

〇：褐色土 (10YR4/4) : 4面段階の地山
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第 2章 遺跡を取り巻く環境

第 1節 地理的・地質的環境

本遺跡は群馬県庁（前橋市）の東北東12.1km、群

馬県中南部に在る伊勢崎市北端部の同市波志江町に

位置する。伊勢崎市（平成17年 1月に伊勢崎市、佐

波郡赤堀町 ・東村 ・境町が合併した）は東は笠懸町、

新田町、尾島町等の新田郡の各町に接し、西は佐波

郡玉村町、西から北を前橋市と接し、南は利根川を

挟んで埼玉県本庄市と接している。

市域の大半は前橋 ・伊勢崎台地上に位置するが、

赤城山南面に在って北側から南側に向かって緩やか

に傾斜しているものの、全体に平坦な印象を受ける。

市西部には中世までの利根川流域であった桃木川や

広瀬川が南方に流下し、台地上は洪積世から沖積世

にかけての小河川が幾筋も南方向に流下して細かな

谷地形を生み出しているが、本遺跡の北西500mにも

神沢川が南東に流れている。尚、本遺跡は後期洪積

世の扇状地上に在るとされるが、後述のように東西

の微高地に挟まれた谷地形の埋没地でもある。

さて、本遺跡の位置する伊勢崎市波志江地区は農

村地帯で、微高地に畑、谷地部に水田が耕作されて

いる。こうした耕作地の中をつなぐように農業用水

路が細かく敷設され、道路が縦横に走り、そして所々

に集落が展開している。しかし近年、波志江地区北

部を広域の幹線道である上武道路や、本遺跡地を含

む波志江地区の中程を北関東自動車道が通り、交通

量も増加している。こうした道路、即ち大きな土構

造物による物理的断絶はあるものの、部分的な地域

の景観には余り変化は無い。

こうした中、本遺跡は集落域に包まれるように在

る耕作地に位置しており、西側300m程には以前から

の地方幹線道である県道伊勢崎 ・大胡線が南北に

走っている。また本遺跡の西側には上述のように上

沢川の谷地形があり東側800m程にも谷地形があり

北東600mには谷地を堰き止めて作られた波志江沼

が造られている。

一流れ山

一扇状地 （後期洪積世前半）

ー 伊勢崎台地上の微面地

ー 伊勢崎台地上の後背湿地

ー 河成段丘 （旧中朴I：完新世）

ー 河成段丘 （後背湿地 ：完新世）

広瀬川低地帯の旧中州 (As-B降下後）

広瀬川流路 （旧利根川）

第 4図 周辺地域の地質分布図
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第 2節歴史的環境

本遺跡周辺の遺跡分布状況を概観すると、上武道

路や北関東自動車道路線周辺に集中する傾向が見ら

れる。しかしこの区域に発掘調査された遺跡が多く、

また第 5図は発掘調査の施された遺跡を中心に遺跡

範囲の中央をプロットしているため視覚的に偏りが

大きくなっているが、本遺跡南西の区域と、市街化

が進んでいる本遺跡（中央、 01) の南南東の区域に

その分布は薄い傾向が認められる。

さて本遺跡周辺地域に於ける旧石器時代遺跡は、

二之宮宮下西遺跡 (02)等の神沢川西岸域や波志江

西宿遺跡 (39) 等、本遺跡東方の波志江沼の在る谷

地の東岸域に分布が見られ、本遺跡に西接する波志

江岡屋敷遺跡（45) でも確認されている。

一方、縄文時代の遺跡は周辺地域では本遺跡以北

の区域に分布しており、飯土井中央遺跡 (07)等で

早草創期の遺物が、波志江中屋敷遺跡 (44)等で早

期の遺構、遺物が確認されている。前期以降になる

と扇状地の湧水点近くに集落が営まれ、飯土井二本

松遺跡（10) 等で前期、波志江中野面遺跡 (50) 等

で中期、荒砥二之堰遺跡（11)等で後期の遺構、遺

物が確認されている。

これに対して弥生時代の遺跡は少なく、波志江沼

の谷地の東岸域に五目牛新田遺跡 (27)等 3遺跡、

広瀬・桃の木低地帯の微高地に在る西太田遺跡 (57)

の計 4遺跡に確認されているに過ぎない。

古墳時代になるとその分布は濃密となる。古墳は

波志江沼の在る谷地の東岸域に蟹沼東古墳群 (29)

等の群集墳が広く確認されているが、 5世紀初頭の

華蔵寺裏山古墳 (35) や中葉のお富士山古墳 (56)

といった比較的大きな前方後円墳も見ることができ

る。また荒砥大日塚遺跡 (09) 等前期、上西根遺跡

(34) 等中期、八幡町遺跡 (38) 等後期の集落址が

広く分布し、本遺跡等で耕作址も確認されている。

この中で前期の粘土採掘坑の発見された波志江中宿

遺跡 (28) が特筆される。

律令期の遺跡も広範囲に分布しているが、則天文

字の墨書土器の出土した二之宮宮下東遺跡 (03) 等

多くの遺跡があり、波志江六反田遺跡 (19) 等、耕

作址の確認された遺跡も 7箇所あった。

中近世の遺構にあっては伊勢山遺跡 (41)で墓地

が調査される等集落関連遺跡は広範囲に確認された

が耕作址は確認されなかった。一方、城館址は広く

分布が見られたが、この中には赤石城 (46)等戦国

期の小規模城郭はあるものの、多くは館跡であった。

館跡は中 ・近世何れのものもあった。本遺跡に近接

する区域では、中屋敷 (44) で近世の回型の屋敷遺

構が東に隣接し、僅かではあるが周堀から近世の陶

磁器片が出土した岡屋敷 (45) は副郭の本郭側に土

塁の作られない中世期的な構造を持つ屋敷遺構で

あった。

第5図周辺地域遺跡分布図
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第 2章遺跡を取り巻く環境

第 1表周辺遺跡一覧表

時 代 遺 構 の 種 別

Nu 遺 跡 名
旧石器

縄文 弥生 古墳 古代 中近世 備 考

集落その他 集落その他 古墳集落田畑 集落田畑 城館集落

01 波志江中屋敷遺跡

゜ ゜゚ ゜゚02 二之宮宮下西遺跡

゜ ゜ ゜゚ ゜゚ ゜03 二之宮宮下東遺跡

゜ ゜ ゜ ゜
則天文字の墨書土器

04 二之宮宮東遺跡

゜゚ ゜゚
近世信仰遺物

05 荒砥青柳遺跡

゜06 荒砥天之宮遺跡

゜ ゜゚
竪穴住居206軒。溜井 4基

07 飯土井中央遺跡

゜ ゜ ゜ ゜
縄文時代草創期土器

08 女堀 古代末の未完成の大用水路

09 荒砥大日塚遺跡

゜ ゜10 飯土井二本松遺跡

゜゚ ゜ ゜ ゜ ゜11 荒砥二之堰遺跡

゜ ゜゚ ゜
7世紀後期の群集墳

12 宮貝戸下遺跡

゜ ゜13 宮貝戸古墳群

゜14 下触牛伏遺跡

゜゚ ゜ ゜15 石山片田古墳群

゜16 牛伏第 1号墳

゜
円墳。横穴石室

17 祝堂古墳

゜
円墳。横穴式両袖型石室

18 波志江天神山遺跡

゜ ゜19 波志江六反田遺跡

゜ ゜ ゜゚20 波志江天神山遺跡

゜ ゜21 鷹巣遺跡

゜ ゜22 八幡林古墳群

゜
洞山古墳他

23 洞山古墳群

゜
横穴式無袖型古墳

24 寺跡古墳

゜
横穴式無袖型古墳

25 五目牛南組遺跡（上武）

゜ ゜゚ ゜26 五目牛南組遺跡（北関東）

゜ ゜ ゜27 五目牛新田遺跡

゜ ゜ ゜ ゜28 波志江中宿遺跡

゜
△ 

゜
古墳時代前期の粘土採掘坑

29 蟹沼東古墳群

゜
55基

30 地蔵山古墳群

゜
70基

31 間ノ山遺跡

゜ ゜
方形周溝墓他

32 台所山古墳群

゜33 三蔵院屋敷

゜34 上西根遺跡

゜ ゜35 華蔵寺裏山古墳

゜
5世紀初頭の前方後円墳

36 八幡町遺跡

゜37 八幡町遺跡(B地区）

゜ ゜38 八幡町遺跡(D地区）

゜39 波志江西宿遺跡

゜ ゜
古墳時代前期の粘土採掘坑

40 波志江伊勢山古墳

゜
横穴式両袖型石室の円墳

41 伊勢山遺跡

゜ ゜
近世の墓塙

42 大沼下遺跡

゜ ゜43 波志江中屋敷東遺跡

゜ ゜ ゜
多量の古墳時代前期建築材

44 波志江中屋敷遺跡

゜゚ ゜゚ ゜
建世屋敷

45 波志江岡屋敷遺跡

゜ ゜ ゜
近世に続く細井氏居館

46 赤石城

゜
戦国期、赤石左衛門尉居城

47 赤石城（発掘）

゜
葉研堀、柱穴列確認

48 波志江西屋敷遺跡

゜ ゜49 里野屋敷

゜
戦国期、中野丹後守居城

50 波志江中野面遺跡

゜
△ 

゜ ゜゚
方形周溝墓17基含む

51 波志江館 波志江氏、細井氏居館

52 西稲岡遺跡 △ 溝遺構のみ

53 中組遺跡

゜ ゜54 中組遺跡

゜55 中組遺跡 △ 

゜
方形周溝墓 1基

56 お富士山古墳

゜
墳丘長125m、長持型石棺

57 西太田遺跡

゜ ゜ ゜
竪穴住居209軒
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第 1節 A区 l面

第 3章発見された遺構と遺物

第 1節 A 区 1面

(1) A 区

A区は東西両側寄りの区域は東側の本遺跡B区と

西側の波志江岡屋敷遺跡（以下「岡屋敷遺跡」とす

る）に続く微高地となっているが、区の過半は東西

両側の微高地に挟まれた低地部分が占めている。こ

れは昭和23年撮影の航空写真で見られる地形と一致

し、同写真によると A区南端以南も微高地となって

いる。また、こうした地形に伴って B区と岡屋敷遺

跡に連なる遺構群も確認、調査されている。調査時

点でA区は圃場整備を経た水田として整備され、南

北 2面の水田として土地利用されていた。

A区は前述のように本線部分をA区、北側側道部

分をAN区、南側側道部分をAS区、岡屋敷遺跡との

間の公道附近をAW区として発掘調査を行った。し

かし本書に於いては遺構として細分の必要がないた

め一括A区と呼称し、細かい地区を示す場合は本線

部分のA区は「A区」と表記することとする。

さてA区の調査は 4面の確認面を以って調査を

行ったが、第 4面で下位面での試掘調査を行った。

従ってこれらを加えた 5面のものとして調査成果を

以下に報告する。

(2) A区 1面の概要

A区1面は上述の圃場整備による削平で北側の水

田部分は削り取られていたため、後述のAl-1・ 2

号溝が 2面に於いて延長部分が確認できた以外は、

A区南半からAS区とAN区北西隅部で調査できた

に過ぎなかった。

A区1面は中 ・近世の遺構確認面である。確認さ

れた多くは近世後期以降の耕作痕であったが、A区

中程には南北に長い溝 2条があり、井戸 2某が確認

された。また東部にはピットが散漫に分布し、AW区

には土坑 4某があった。

(3) 近代以降の耕作痕（第 6図）

概要・規模・構造 A区1面の調査範囲では広い範

囲で耕作痕跡を確認することができた。この耕作痕

は2種類あり、一方は長方形、或は短冊形を呈し、

主軸が東西、南北方向を向くものが多く、接続して

鉤形や口字形を呈するものもある。その規模には大

小があり最大5.9~3mを計り、深さは十数cmほどで

あった。分布範囲はA区中南と西南を中心に広く分

布している。これに対してA区東部に分布するのは

サク状遺構であり、幅26cm、深さ 8cm程で、 30cm間

隔で掘削されている。その長さは場所によって異な

るが、概ね 7m以下である。

昭和23年米軍撮影の航空写真を元に作製した地形

図によれば前者の分布は圃場整備前の水田の範囲と

概ね一致し、後者は同じく畑と一致する。

時期 以上の点と覆土の状況から、 A区1面の耕作

痕は昭和時代後期の圃場整備以前のもので、凡そ江

戸時代後期以降の所産と判断されるものであった。

尚、水田域に掘削される面積を有する掘削痕は開墾

に伴う掘削と想定されるため、水田形成当初のもの

と認識される。

(4) A 1 -1 • 2号溝（第 7• 19図、 PL3 • 6) 

概要 A 1-1・2号溝は区中程に位置し南北に調査

区を横断する溝である。共に南半部は 1面に調査さ

れているが、北半部は 2面の調査で底部付近が確認

されている。

両溝は近接或は重複して位置しており、 2号溝の

方が新しく、 1号溝の埋没に伴って 2号溝を掘削し

直したものと思慮される。

両溝は何れも水路と認識されるもので、昭和23年

米軍撮影の航空写真に見られる農業用水の位置とほ

ぼ一致している。特に 2号溝では南部でアカマツ等

， 
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第 1節 A 区 l面

n
 

A □) エ／ A □ _}/__ i 
1井戸 2井戸

A L=S! 09m A' A L=Sl 09m A' 

2亨 口

〔2号井戸覆土〕

1 ：黒褐色土：埋土類型b。細砂、褐

色土少量含む

2 ：黒褐色土：埋土類型 b。褐色土多

く含み、黒色土（地山類型/3)プ

ロックと鉄分含む

3 : 1層土のプロック

4 : 1層土に同じ

5 : 2層と同じだが、プロックやや少

ない

〔1号井戸覆土〕

1 ：黒褐色細砂：暗褐色粗砂プロック混入

2 ：暗褐色土と暗褐色土粗砂ブロックの混土

3 : 1層に似るがブロック多し

4 ：暗褐色土細砂：暗褐色土と黒褐色土混入

5 : 4層土に黒褐色土混入

6 : 1層に似るがプロック少なく、鉄分混入

の褐色土混入

7 : 6層に比しプロック大きく被い。黒褐色

土混入

第8図 Al-1・ 2号井戸

を用いた杭を溝の走向に直交するように打設されて

いるものが10本確認されている。分水のための堰跡

と認識される。これは溝を堰止めて、水田に農業用

水を分水するのに用いたものと判断される。

出土遺物 1 • 2号溝からは 2号溝を中心に施釉陶

器碗(1.2)、焼締陶器甕片（ 3)、薄板材 (4.

5)、厚板材 (6~8)、杭 (9• 10他）が見られた。

時期 2号溝は下限を圃場整備段階とするが、上限

は不明である。 1号溝の上限は凡そ江戸時代後期と

判断されるが。

規模 (1号溝）長さ ：20.lm 幅 ：123cm 深さ：

9 cm 

(2号溝）長さ ：64.4m（南半： 20m 北半 ：31.1

m) 幅 ：351cm 深さ ：38cm

構造 1 • 2号溝は共に北北西ー南南東方向に走行

を取る。概ね直線的であるが、幅員は多少の増減が

見られる。

掘削形態は共に浅い箱堀状を呈し、壁面はやや開

く。

(5) 井戸（第 8図、 PL4) 

概要 A区1面ではAl-1・ 2号井戸の 2基の井戸

が確認、調査されている。 1号井戸はA区中央部、

2号井戸はA区中南部にあり、何れも A1-2号溝の

西側 2m付近に位置しているが、他遺構との重複は

見られなかった。

何れの井戸も下半部の壁面が灰褐色砂層となって

おり 、ここが湧水となっていたものと思慮される。

尚、 2号井戸に於いては調査時点に於いて、その最

も低い位置に湧水が見られた。

遺物 両井戸共に特段の出土遺物を見ることはでき

なかった。

時期 何れの井戸も覆土等の所見から中世以降、江

戸時代中期以前の所産と認識できるだけで、時期の

特定には至らなかった。

規模 （1号井戸）径： 169X 176cm深さ ：166cm

(2号井戸）径 ：208X188cm深さ： 177cm

構造 1 • 2号井戸ともに円形プランの井筒型を呈

し、底面が若干窪んでいる。
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第 3章 発見された遺構と遺物

4号土坑

1号土坑
A
-

A
 

¥
z
 

〔1号土坑覆土〕

1 ：暗褐色細砂： 2種の黒褐色

土シルトブロック混入

2 : 1層に比し混入物少ない

3 : 1層に暗褐色上混入

4 :暗褐色 ・黒褐色土シルトプ

ロック混土

5 ：暗褐色シルト：黒褐色土混

入

6 : 2種の黒褐色シルトと極暗

褐色シルトのプロック混土

7 :黒褐色シルト

¥
“
2
 

A' 

三`71上

A
 

坑土

_
〇
キ
ー
号
が

2
 

A L•82. OOm A' ．．  

1こ 2

〔2号土坑覆土〕

l ：暗褐色細砂：白色粒子と 2種の黒褐色土プロック混入

2 :黒褐色土ブロック

3 : 1層に同じだが白色粒子無く、褐色土ブロック少量

4 ：黒褐色土：暗褐色土プロック混入

(6) 

概要

L=Sl. 80m., 
A A ． ． 

1℃ 3 

〔3号土坑覆土〕

1 ：暗褐色土： 2種類の黒褐色土と

白色粒子混入

2 : 1層に比し白色粒子少ない

3 : 1層に比し混入物少ない

土坑（第 9図、 PL4) 

A区1面ではその南半にA1-1~5号土坑

〔4号土坑覆土〕

1 ：黒褐色シルトと褐色土のブ

ロック混土

2 ：暗褐色シルト

3 ：黒褐色細砂と褐色土のプ

ロック混土

4 ：黒褐色土 (10YR3/2) と褐

色土のプロック混土

＼
』
／A

 

3
 

第 9図

5 ：黄褐色土粘土

6 ：黒褐色土粗砂

7 : 4層土と黒褐色土 (10

YR2/2) の混土

8 : 4層土に似るが暗褐色土少

ない

□]] 
___A_. . L 

1-=ラデ三 l

〔5号土坑覆土〕

1 ：黒褐色土：白色粒子混

入。洪水層土だが土質緩

し）

2 ：黒褐色土：植物の痕跡

L=Bl. BOm 

~,/□坑l
A区1面の土坑群と出土遺物

の5基の土坑を調査した。 1~3号土坑はその西部

に南北に連なり、 3号土坑は南側が調査区外に出る。

各土坑とも掘削目的は特定することはできなった。

遺物 若干の遺物が見られたが、

坑出土の灰釉陶器皿 (5 坑— 1)

14 

この中には 5号土

も見られた。

時期 1~4号土坑は形態的に中世の屋敷遺構に多

く見られる土坑ではあったが、出土遺物も少なく、

概ね中世以降の所産とできるだけで時期の特定には

至らなかった。



第 1節 A 区 1面
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1可
L=82. 00m 

A A' ． ． 

]言`
L=82. OOm 

A A1 ．．  

1-w 
L=Bl. 90m 

_j,_. ．ぷー

仁や = 3

〔1号ピット〕

1 ：黒褐色土 ：ょ

り暗い黒褐色

土と褐色土粒

混入

/
N-
◎
 

A
_
 

L=Bl. 90m 
A AI ．． 
1-

〔7号ピット〕

l ：黒褐色土：

白色粒子 ・

明黄褐色粒

子混入

〔2号ピット〕

l ：暗褐色土：黒褐色土

と明黄褐色土粒混入

2 : 1層に同じだが混入

物なし

ー
z
-

゜
A
-

L=B!. 90m 

A A' . . 

戸詞 3

〔3号ピット 〕

1 ：黒褐色土 ：細

砂・白色粒子混入

2 : 1層に同じだが

混入物なし

上．口•L
L=B2. OOm 

A A' . .  

｀ 〔8号ピット〕

1 ：黒褐色シルト：白色粒混入

2 ：黒褐色土：黒色土 2種と暗褐色土混入

3 : 2層で黒色土 1種混入なし

4 : 3層と同じ。暗褐色土多し

〔9号ピット〕

1 ：黒褐色土と

暗褐色土の

混土。白色

粒子混入

〔5• 6号ピット 〕

1 ：暗褐色土： As•B混入

2 ：黒褐色シルト質土：黄橙色粒子混入

3 ：黒褐色土：白色 ・明黄褐色粒と地山

黒色土混入

i 上． ◎ •止

〔4号ピット〕

1 ：暗褐色土 ：褐色

土粒混入

2 ：黒褐色土 ：混入

物なし

L=82. OOm 
A A' ．．  

戸 3

〔10号ピット〕

1 : As-C二次堆積層

2 :黒褐色土 ：As-C混土か。

黒褐色シルト混入

3 : 2層土で混入物なし

4 :黒褐色シルト質土

＼
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L=82. OOm 

A A' ． ． 
l-

〔11号ピット〕

l ：暗褐色土：

As-B混土か

L=82. OOm 
A AI ． ． 
2--=マ2

L=81. 90m 

A A' ．．  

L=Bl. 90m 

A A' ..  

〔12号ピット〕

1 ：黒褐色シルト：植物痕

2 ：暗褐色土：白色粒 ・鉄分混入

規模

構造

lニモコー

〔14号ピット〕

1 ：黒褐色シルト：橙

色粒子混入

第10図

巻末土坑 ・ピット一覧参照

〔16号ピット〕

l ：暗褐色土：褐色土（現

L=82. OOm 耕作土）プロックと白

L． ．止 色粒子混入

}~ 25 2：暗褐色土：白色粒と酸

化鉄混入

3 :暗褐色シルト ：白色粒子少凪含む

4 ：黒褐色シルト：白色粒子混入

5 ：暗褐色土 ：白色粒子混入

にモプ3

〔15号ピット〕

1 : As-C二次堆積ブロック

2 ：黒褐色土 ：明黄褐色粒子混入

3 :暗褐色土シルト

A区1面のピッ ト群

のプランを呈する。

1~4号土坑は長方形のプランを呈するが、

4号土坑は長短軸の比が小さい。 5号土坑は正方形

掘削形態は何れも箱形を呈しており、底面は平ら

である。
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第3章発見された遺構と遺物
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 〔1号ピット〕

l ：暗褐色土：埋土類型

a層

［二：
3瓦丈i

1:◎ •ぷ上．◎•瓦

二 I:ぐ
〔2号ピット〕 〔3号ピット〕

1 ：暗褐色粗砂：白色 l ：暗褐色シルト：鉄分少量混入

粒子混入 2 ：黒色土：地山類型B。植物痕跡か

／宣 I 上_.A_•9,-:
で 2 2万え 2

/ :L-9,Om: 
ヽ l

〔4号ヒ°ット〕

1 ：暗褐色シルト： 黒色土（地山類型(J)と

少量の酸化鉄分混入

[ ;:m: 
〔5号ピット〕

l ：黒褐色土 ：酸化鉄分と地山類型fJ少輩混入

2 ：暗褐色シルト：酸化鉄分と黒色土（地山類

型(J)少塁混入

3 :黒色土プロック ：地山類型(J

〔6号ピット〕

1 ：黒褐色土：白色粒

子混入

2 ：暗褐色土細砂プ

ロック

〔7号ピット〕

1 ：黒色土ブロック：地山類型¢

2 ：暗褐色土シルト：白色粒子と

鉄分混入

〔8号ピット〕

1 ：暗褐色土シルト：

白色粒子混入

3 :暗褐色土シルト：白色粒子と鉄分混入。 2層より締まる

第11図 AS区1面のピット群

ーーーーJ、―
S=l/400 

AS-B. AS-B混土分布範囲

口AS-B. AS-B混士分布範囲
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第12図の 1 A区l面中世水田址（その 1)(S = 1 / 400) 
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1
而

l
而

EPT 
L=82. 10m 

第 1節 A 区 1面

(7) 小型ピ ット （第10図、 PL4) 

概要 A区 1面ではA1-1~17号ピット

及びAS区のAS-1~8号ピットの合わせ

て25基の小型ピット（以下「ピット」とす

る）を調査した。これらは区の東部に多く

位置するが、その分布は散漫である。

掘削意図は特定できなかった。これらは

形態的に柱穴の可能性があるが、建物等を

復元することはできなかった。

尚、 AS-5 • 7 • 8号ピットは覆土の観察

所見から遺構でない可能性も考慮される。

遺物 遺物の出土は見られなかった。

時期 これらは中世以降であり、細かい時

期特定には至らなかった。

規模 巻末土坑 ・ピット一覧参照

構造 各ピットのプランはA1-17号ピッ

トが隅丸三角形を呈する他は、円形か円に近い楕円

EPS' 形を呈する。

掘削底面はA1 -1 • 3 • 4 • 5 • 8 • 9 • 11 • 12 

号ピットとAS-1 • 5 • 6号ピットが丸そこを呈し、

EPT' 他のピットは平底を呈する。

As-B. As-B混士分布範囲

EPK〖言B.As-B混土分布範囲 EPO□_ EP01 

EPC' 

EPB' 

(8) 水田（第10• 11図、 PL4) 

概要 A区1面ではAs-Bを混入する土壌で覆

われた、 As-B混土下の所謂疑似畦畦が確認さ

れた。しかしこれらは部分的に散在するもので、

残存部分を以って水田全体を復元することはで

きなかった。

S=l/100 

|
l
L

、
一
—
’

EPO EPO' 

L=82. !Om 

l
茄

EPO EPO' 

第12図の 2 A区1面中世水田址（その 1）（全体図： S=1400 部分図： S= 1 /100) 
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第 3章 発見された遺構と遺物
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第13図 A区 1面中世水田址（その 2 S = 1 /100) 

遺物 若干の出土があったが、

因示すべきものはなかった。

時期 水田址は覆土の状態等か

らAs-B降下後の所産であり、

概ね中世以降の所産と認識され

る。しかし、 As-Bの含有状況か

らAs-Bの降下後大きな時間経

過が見込まれないことから中世

の所産と認識され、或いはAs-

B降下後の復旧水田に伴う 12世

紀段階のものである可能性も考

慮される。

規模 確認範囲78X22m

畦幅： 119cm 深さ ：10cm

構造 遺存ヶ所が散漫で全容は

つまびらかでない。また疑似畦

畦であるため一部明瞭でない箇

所もあるため、個々の水田面の

状態も把握できなかったのであ

るが、仮に全体の水田面の区画

が均質であるとするならば、東

西 4m、南北 5mの区画を想定

することができる。

尚、水口等は特定することが

できなかった。

18 



ASl-1 

。／：ロ
こASl-4 

：／口
ASl-3 

J/3 

第14図 A区1面遺構外の出土遺物

(9) A区 1面遺構外の遺物（第14図、 PL6) 

概要 A区 l面では最としては余り多くは無かった

が、古墳時代前期の土師器片や平安時代を中心とす

第 1節 A 区 1面

A北トレーl

口／言
A北トレー2

ご乙□
A北トレー3□,1,/3戸

る時期の土師器、須恵器、灰釉陶器片などの出土遺

物を得ているが、この中にはAS区から出土した磁器

碗(1)、青磁碗 (2) といった中・近世以降所産の

遺物や、砥石（ 3)、敲石 (4) といった石器、石製

品なども見られた。

また、 1面には限定されないが、試掘調査時のト

レンチからも古墳時代前期の土師器片や平安時代を

中心とする土師器、須恵器片、中世以降の陶器、磁

器片などの遺物の出土を得た。この中には施釉陶器

碗(l•2) や磁器（ 3) 、 鎚かと思われる鉄製品破

片 (4) といった遺物も見られた。

19 



第3章発見された遺構と遺物

第 2節 A区 2面
A区2面は古代の遺構の確認面と：口□゚fこ各遺構は時期特定を明確できなかついるものと認識

が、一部古墳時代の遺構も含まれて
される。

土坑、小型ビットを謬 2面ロロニ：口調査したAW2-1号
調査した。ー

が区画されるよう
溝を境として微高地部と低地部と

れも以西の微高地部分
で、平安時代の住居 2軒は何

判断される。
に確認され、岡屋敷遺跡の集落の一部と これらの多この他28条以上の溝遺構を調査し：：口土坑、 22基のくはAW2-1号一溝1：ここ］：域に散在して確認さピットもAW2

1•2 号溝の延長部
れた。尚、溝群では 1面のA1-分 (A2-1a号溝）を確認、調査している。

;
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＋ こコし
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土80-860

II 
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ff 
l I ,, 
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II 
こ o/ ¥/-

a ／ 

第15図の 1
A区2面全体図 (S== 1 / 400) 
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(1) A 2 -1号住居（第16• 17図、 PL8 • 13) 

概要 本住居はAW区南部（A区南西隅部）に位置す

る。他遺構との重複は認めらなかったが、 A区の微

高地と低地部を画すると想定される A1-13号の 4

m西に在り、短軸の方向が13号溝のこの部分の走向

の方向と一致する。

上位は削平され、床上部分の遺存状態は良好では

なかったが、床面も残されており、一定の情報を得

ることができた。

第 2節 A 区 2面

遺物 土師器片等の若干量の出土が見られたが、図

示すべき遺物には奈良時代の土師器坪(1~3)、磨

石（ 4)があった。

時代 本住居は出土遺物から推して概ね 8世紀前半

期の所産と判断される。

規模 径．・414X 329cm 高さ ．・ 21cm

〔竃〕幅 ：95cm以上奥行 ：120cm

（左袖）幅 ：32cm 長さ ．・ 17cm

（掘り方）径 ．・ 37X119cm 深さ ．・ 20cm

〔床下土坑〕径： 69X105cm 深さ ：25cm

o20-Bso 
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第15図の 2 A区2面全体図 (S= 1 /400) 
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第 3章 発見された迫構と迫物
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こ 二

A' 

二

〔住居覆土〕

1 :黒褐色土：ローム多量に含む。

2 :黒褐色土：ローム（やや大きい）多鼠に含む。

A-1住 1

1/3 

長

ヮ~/3

下イト

〔窟覆土〕

1 ：黒褐色土 ：灰白粒子、暗褐色土、灰褐色（竃構築粘土

片）混入。

2 ：暗褐色土：赤色焼土若干混入。

3 ：暗褐色土：赤色焼土多量に混入在。斑状。

〔鼈袖部授土〕

a ：暗褐色土 ：ローム、焼土若干混入

b ：暗褐色～黒褐色土：ローム、焼土、褐色土粒若干混入

S5 ｀゚S4

8
 

゜

平65-892

口

A-1住 3

A-1住 3

1/3 

可

I屯

日
0
8
'1
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吋
~ . _K_ 

2三
第16図 A 2 -1号住居と出土遺物

22 



ー＝＝←
965-892 

＋ 司

A
 

A' 

叫

A
 

oo| 
A' 

L=81.90m 

司

--J I 

A
_
 

委 /
T
 

u
0
6
 

A
 

A' 

~ I 

第 2節 A 区 2面

構 造 本住居は縦長の隅

丸方形プランを呈する

が、西壁南半がやや欠け

る。掘り方を有しており、

これを黒褐色土や暗褐色

土等で埋め戻している

〔住居掘り方授土）
1 ：黒褐色土 ：床構築 が、灰褐色粘土を含む黒

材の一部と思われ

る。灰褐色粘土塊

含む

2 ：黒褐色土 ：灰白色

粒子多く含む

3 ：黒褐色～暗褐色
u 

土：ロームプロッ

ク、ローム土粒、

褐色粒子、灰白色

粒子等、混然と含

まれる

4 ：暗褐色～褐色土 ：

ロームプロック多

量、暗褐色土と混

在。斑状

5 ：褐色～淡褐色土：

やや青みがかった

粘性土（ローム？）

プロック多派に混

入。暗褐色土若干

含まれ、斑状を成

す

可
十

965-892 

褐色土で貼床を施してい

る。またこの貼り床の下

位にも黒色土褐色土を用

いた古い段階の貼り床と

思しき土層も認められ

る。

L=Bl.BOm 

〔鼈掘り方覆土〕

1 ：灰色粘質土 ：鼈袖構築材。被熱

2 :赤褐色土：焼土プッロク多量に含む

3 ：灰色土：赤褐色土（焼土）多最に混在する灰色土

4 ：黒色土：炭を含む。焼土、焼土粒子混在

oo| 

鼈は東壁の南寄りに偏

る位置に付設されてい

る。壁を跨いで浅い掘り

方を掘削し、これを焼土

を含む灰色土等で埋め戻

して燃焼面を作り出して

いる。燃焼部の両側には

焼土やロームを含む土壌

を用いて短い袖を設けて

いるが、袖材の有無は不

詳。袖より上位の構造は

詳かでない。

床面はほぽ平坦を呈し

ている。尚、床面に於いて

も掘り片面に於いても貯

蔵穴、柱穴などは確認さ

れなかったが、掘り方の

南東隅部に土坑状の掘削

が見られた。
5 ：灰褐色粘質土

6 :焼土プロック

〔住居掘り方匹土〕

7 ：暗褐色土：焼土粒、灰褐色土粒等含む。（住居掘り方 3層に相当）

8 :暗褐色土 ：灰褐色土、プロック等多位に斑状に含む。（住居掘り

方4層に相当）

〔貯蔵穴覆土の一部〕

9 ：灰褐色土：粘性あり。暗褐色土混入在

第17図 A 2-1号住居掘り方
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第 3章発見された遺構と遺物

(3) A 2 -2号住居

（第18図、 PL8 • 9 • 24 • 25) 

概要本竪穴住居はAW区南部

(A区南西隅部）に在り、 A1-1 

号住居の北西に近接して位置す

る。本住居は重複するAW2-A・

B・C号溝の埋没後に作られてい

る。 トレンチに切られ、更に上位

も大きく削平されて遺存状況は良

l
什
り
上
ー

A' 

813-90午

oo 

-+- 」 /@‘

Ìアf-f. /l -f. 

o j 
．． .., 
．． 

，
 

A' 
--［ ：ロ

I屯
A' A

 

L=82. !Om 

ー
几

u
f

好とは言い難かった。

遺物 本住居からは土師器甕片（ 1)等僅かな遺物

が出土したに過ぎなかった。

時期 本住居の時期は出土遺物から推して概ね 9世

紀の所産と思慮される。

規模 径 ：366X332cm 高さ： 10cm

〔鼈〕残幅： 65cm 奥行： 110cm

（右袖）幅 ：28cm 長さ： 58cm

〔床下土坑 1〕径： 32X52cm 深さ： 25cm

〔床下土坑 2〕径： 36X36cm 深さ ：20cm

構造 本住居は正方形に近いプランを呈するが、南

西隅部は隅丸形を呈する。
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第18図の1 A 2-2号住居と出土遺物



第 2節 A 区 2面

973-903 

＋ 

|
|
|
、
`
―

＼べ

。

〔鼈毅土〕

1 ：黒褐色土： As-C軽石含む
2 ：黒褐色土 ：As-C軽石、焼土粒少獄含む
3 ：黒褐色土：焼土粒多量に含む

4 ：黒色灰

c ~ここ三三
C' 

973-903 

＋ 

ク ー
I 

＼ 

＼ 

I 

|
|
J
-

＼べ

〔鼈掘り方覆土〕

5 ：暗褐色土：焼土粒少量含む

c
 

cI 

第18図の 2 A 2-2号住居と出土遺物
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第 3章発見された遺構と遺物

〔1• 3号溝覆土〕

1 : a :酸化鉄 ・白色粒子混入

2 : 1層土に ．yブロック混入

A
 

L=8220m 

← 戸
A' 

〔1• 3号溝毅土〕

1 : a ：細粒で粘性有り

B
 

L=82.20m 
I I 

ーヘ —---ノ
B' 

I"" 

3a溝

十

ー

ー`。
轟
“

う 。

｀ーラ で、
ダ＼ ＿ 

I 

,' 
／
ん
u

,

＋
 

十・

／ 

第19図の 1 A区2面の溝群（その 1)

，
 

遺構埋土類型 （埋土類型）

a ：暗褐色土：鉄分混入

基本土層類型 （地山類型）

a ：黒褐色土：白色粒子やや多い

¢： 黒色土

ァ：暗褐色土

壁から垂直に細長く伸

びる右袖が確認されてい

るが、構築材の記録を残

せなかったため細かい構

造は不詳。また上位構造

も明らかにできなかった。

床面に於いては貯蔵穴

も柱穴も確認することは

できなかった。しかし掘

り方面に於いて、柱穴状

の土坑 2基を確認した。

このうち床下土坑 2は本住居に関連するものか否

｀ 

掘り方を有してはいるが、これを暗褐色土等で埋

め戻してい箇所と共に地床部分もあった。また貼床

等も見られなかった。

鼈は東壁中央に壁を跨いで設置されているが、ト

レンチにその左半を削られているため全容を明らか

にすることはできなかった。焼土粒を含む暗褐色土

で埋め戻した掘り方が遺存するが、詳細は不明。

26 

かを特定することはできなかったが、住居南西隅部

に在る床下土坑 1は位置的に貯蔵穴の可能性がある

ものの、土坑周囲に窪みがあり、同様の窪みが南西、

北東隅にも認められることから柱穴の可能性が大き

いものと思慮される。従って掘り方を掘って柱穴と

し、柱設置後に床を貼る形式の柱であったものと判

断される。



〔4号溝覆土〕

1 : a 

L=8220m 

C 1 C' 

―•一，一

D
 

E_ 

〔1• 3号溝覆土〕

1 :/3とAs・Cの混土

2 : 1層土とyの混土

第 2節 A区 2面

確認、調査した。またこれら39条溝遺構の他に

も遺構番号の付されていない溝遺構が幾つか確

認されており、合わせて40数条の溝遺構を調査

することができた。

これらの溝遺構のうち、北西ー南東方向に連

なる中北部の 4号溝と北東部の15・ 1 b号溝と、

北東部に於いて北東から中南方向に連なってい

る11• 17号溝は、それぞれ掘削位置と走向のラ

インから同一の溝と判断されるものであった。

L=8220m D' 

EI 

L=8220m 

3 1'3 2 4 

〔2号溝毅土〕

1 : a：酸化鉄と白色粒子混入

l': 1層土に 2層土プロック混入

(1号溝覆土〕

2 : a : 1陪より細粒で粘性有り

3 : 2層度と aプロック混土

〔3号溝毅土〕

4 : 2層土に同じ

第19図の2 A区2面の溝群（その 1)

(3) A区 2面の溝（第19~25図、 PL9~11) 一方、中北部の 1• 3 a 

概要 A区2面に於いて最も目に付いた遺構は溝遺 号溝と北東部の 2• 3 b 

構であった。 A区2面の溝遺構はA区のほぼ全面に 号溝、西部のAW2-a.

分布していた。溝遺構は中北部にA2 - 1 · 3•4a •

21~23号溝と 1面のA1-1.2号溝に繋がり 1面

に帰属する A2-1 a号溝が在り、中南部にA2-

1 b • 2 ・24~28号溝、北東部にA2-2・3b・4b・

5 • 6 • 10~20号溝、南東部にA2-29号溝、そし

て東端部に 7~9号溝が在ってこれらを調査し、西

部のAW地域にAW2 - l•a ~C 号溝の 4 条を（↑)

号溝はそれぞれ溝の中心

で100cm、70cm、130cm程

の間隔を以ってほぽ並行

な位置関係に在るもので

あった。また中北部の21

号溝と22号溝、 中南部の

24号溝と25号溝、北西部

A2-2溝

27 



第 3章発見された遺構と遺物

／
 

基本土層類型（地山類型）

a ：黒褐色土：白色粒子やや多い

fJ ：黒色土

〔23号溝覆土〕

1 : /3 • As-C • aプ

ロックの混土

L=82.!0m 
A A' —• 1,  _ 

し，I

〔21号溝授土〕

1 : a：酸化鉄分混入

L=82.10m,1 
A A 

—• I • 
-J  

L=82.10m 
A A' 

ー ・ 12・ -

て土今

〔22号溝覆土〕

1 : " 
2 :/3:As・C混入

＋
 

ー

＋D
 

ロ

。

a
 

ー
＋
 

、
＝てア〖／一
I 

第20図の 1 A区2面の溝群（その 2)

の12• 13号溝と11号溝、 1b • 11 • 14号溝、 1b号

溝と 2• 3 b • 4 b号溝が重複関係にあり、北東部

の4b号溝と10号溝、及び16号溝と17号溝も重複し

ていたものと判断されるものであったが、 25号溝が

28 

24号溝を、 3b号

溝が 1b号溝を切

ることが確認でき

た以外は、その新

旧を特定すること

はできなかった。

悔西部の BW2 

- a~C号溝は

BW2-2号住居

と重複するもので

あったが、これら

3条の溝は同住居

の建築前に埋没し

た、即ち 2号住居

に先行する溝遺構

であった。

A区2面の溝遺

構のうち、西部の

AW区域に在る

AW2-l号溝は

位置的に西側の微

高地と低地部との

境を画する溝と判

断されるもので

あったが、片や

1 • 3 a号溝と



叫

...A_. L•81.90m 

1 A' 

て
•一

B L=8l.90
m 

ー •
BI 

で
1.一

豆4号溝覆土〕

1 : a,．． 酸化鉄分混入

第 2節 A区 2面

C 
L=81.8O

m 

ー•
1 

ー＝己・よ
(25号溝覆土）

2 

1.. c．・白色粒
子

2.. a : 1層に比・酪化鉄分混入

(24号溝覆土〕 し酸化鉄分少量

1・
• er :白色粒子混入

D L•Bl.BOm 

ー•
I DI 

―•一

〔~5号溝覆土）

1 : " 

"11 

2 • 3 b号溝、 AW2

溝は並r
-a. c号

丁な位瞳関係にあるため

道路としての使用

慮される
の可能性が考

付されてし。
l;また北東部の番号の

走向の溝群はよい掘削の浅い東西

されているtこ近め接に並列で掘削

あった可能性が考、こ二｀クで

方、各溝共も流水
。一

れなか
の痕跡は見ら

った。このよ

図を想定できる
うに掘削意

の殆どの溝につしものはあるもの

特定するこ
穴て掘削意図を

とはできなかった。

A L=8l.8伽

ー•下 上

＋ ， 
。D 

゜

ラ`い／りI 26n  | 

〔24・25号溝記）

1 :々 UOYR3
/

｀ 

3 : 
2.. a (7.5YR3

/ 

• " (7.SYR3
/; 

吋 24・25溝

｝；） 
こ二ニ□

？）

吋

こょ 上］＿二上
こ

〔26号溝覆土〕

1 : 
• <l':白

色粒子少塁

2 : a, 

〔26号溝覆土〕

1 :・ C:酸化鉄分混入

B L•BI.BOm 

ー • 1 B9 

-
•一

[27号溝覆土〕

1..“ 

◎ 

第20図の 2
A区2面の溝群（その 2)
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第 3章発見された遺構と遺物

＼
 

基本土層類型（地山類型）

a ：黒褐色土：白色粒子やや多い

¢：黒色土

B-B'(15号溝覆土〕

1 : a (7.5YR2/2) :白色粒子・酸化

鉄分混入

A-A'〔12号溝裂土〕 11-8 

l ：黒褐色粗砂：白色粒子 ・酸化

鉄分混入

2 : a ：酸化鉄分混入

C-C'〔14号溝覆土〕

1 : a ：白色

粒子 ・酸

化鉄分混

入

2 : 1層に比

し混入物

多し

3 :/3プロッ

ク

D-D'〔11号溝覆土〕

1 : a:白色粒子・酸化鉄分混入

E-E" (11号溝毅土〕

1 : a (7.5YR2/3) :白色粒子・酸化

鉄分混入

2 : a (7.5YR2/2) :白色粒子・酸化

鉄分混入

[13号溝覆土〕

3 : a (7.5YR3/3) :白色粒子混入

4 : /Jブロック

D
 

L=82.10m 

l,_!'. 

—-

H-H'〔11号溝毅土〕

1 : a (7.5YR2/3) :白色粒子・酸化

鉄分混入

〔14号溝覆土〕

2 : a (7.5YR3/3) :白色粒子・酸化

鉄分混入

3 : a: 2層に比し酸化鉄分多し

I -I'〔1号溝覆土〕

1 : a:白色粒子・酸化鉄分混入

2 : /3 :白色粒子・酸

化鉄分混入

L=82.00m 
E I E' 
- 3.  --

一4 2 

L=82.10m 

H
 

20溝／／）＇

下亨マ

F-F'〔15号溝覆土〕

1 : a (7.5YR2/2) :白色粒子・酸化鉄分混入

2 : /3:白色粒子少贔混入

G-G'(20号溝覆土〕

1 : a:白色粒多し

2 : a (7.5YR2/3) :白色粒子混入

3 : /3：白色粒子混入 (As-C混土）

遺物 A区2面の溝群からは土師器

片等僅かな出土遺物は得られたもの

の、図示すべきものは見られなかっ

た。

J -J'且1号溝覆土〕

1 : "：白色粒子混入

2 : /3：白色粒子混入

(As-C混土）

L=82.00m 
L LI 

一I 

L-L'(14号溝覆土〕

1 :黒褐色粗砂と aプロック

の混土：白色粒子 ・酸化

鉄分混入

--よ
HI 

F
 

F' 
1・-ァ

L=82.!0m 

I' 下
L=82.1Dm 

G G' 
L=82.!0m 

J J' — • 1. _ 

ー2 

L=82.10m 

K _.  K' —•2 I ・一
I —ク（
3 

K-K'〔14号溝覆土〕

1 : a:白色粒子・酸化鉄分非

常に多い

2 ：黒褐色土に白色粒子混入

3 :fJ： 酸化鉄分混入

時期本溝群のうちBW地域のBW2 -a・ b • c号

溝は、重複する 2号住居との関係から少なくも奈良

時代以前の所産として把握されるものであった。し

かし乍らA区2面で確認された各溝は共に出土遺物

も少ないか全く見られず、或いは土層からも時期を

30 

第21図の1 A区2面の溝群（その 3)

特定するに足る所見を得ることができなかった。こ

のため本溝群各溝の時期は、確認面と の関係から概

ね古墳時代後期以降、律令期までの所産として把握

できるに過ぎず、細かい時期を特定するには至らな

かった。



規模〔A・AN・AS区域〕

(1号溝）長さ： 18.5m 幅： 113cm 深さ： 8cm 

(1 b号溝）全長： 29.9m 幅： 40cm 深さ： 22cm

(2号溝）全長： 68.9m 幅： 74cm 深さ： 26cm

(3号溝）長さ： 7.0m 幅： 40cm 深さ： 36cm

(3 b号溝）全長： 15.4m 幅： 64cm 深さ： 25cm

(4号溝）長さ：1.9m 幅： 48cm 深さ： 8cm 

(4 b号溝）全長： 26.8m 幅： 143cm 深さ： （lO)cm 

(5号溝）長さ： 3.2m 幅： 35cm 深さ： 8cm 

(6号溝）長： 4.5m 幅： 32cm 深さ： 23cm

(7号溝）長さ： 2.5m 幅： 61cm 深さ： 9cm 

(8母溝）長さ： 2.6m 幅： 30cm 深さ： 25cm

(9号溝）長さ： 0.9m 幅： 24cm 深さ．・ 15cm

(10号溝）長さ： 5.3m 幅： 31cm 深さ： 4cm 

(11号溝）長さ： 8.5m 幅： 41cm 深さ．・ 10cm

M-M'〔3a号溝覆土〕

1 : a (7. 5YR3/3) :白色粒子 ・酸化鉄分混入

〔1号溝競土〕

2 : /J:白色粒子・酸化鉄分（プロックか）混入

3 : a (7. 5YR3/2) :白色粒子 ・酸化鉄分混入

4 : a (7. 5YR2/3)：酸化鉄分と少輩の白色粒子混入

L=82.00m 

M MI 

¥D ii 

N-N'(1号溝毅土〕

1 : a:白色粒子 ・酸化鉄分混入
L=82.00m 

N ,  N' 
l. -

ー＝サ—

第 2節 A 区 2面

(12号溝）長さ：1.8m 幅： 48cm 深さ： 13cm

(13号溝）長さ： 2.0m 幅： 33cm 深さ： 9cm 

(14号溝）全長： 21.3m 幅： 41cm 深さ： 34cm

(15号溝）全長： 7.2m 幅： 37cm 深さ： 17cm

(16号溝）長さ： 2.5m 幅： 42cm 深さ： 一cm

(17号溝）長さ： 5.5m 幅： 53cm 深さ： 一cm

(18号溝）長さ： 3.2m 幅．・ 129cm 深さ： （5)cm 

(19号溝）長さ： 2.9m 幅： 36cm 深さ： 一cm

(20号溝）長さ： 1.9m 幅： 42cm 深さ： 22cm

(21号溝）長さ： 19.4m 幅： 34cm 深さ： 9cm 

(22号溝）長さ： 11.7m 幅： 50cm 深さ： 8cm

(23号溝）長さ：1.4m 幅： 28cm 深さ： 5cm 

(24号溝）全長： 15.7m 幅： 33cm 深さ： 14cm

(25号溝）全長： 19.Sm 幅： 36cm 深さ： 13cm

(26号溝）長さ： 6.lm 幅： 36cm 深さ： 5cm 

(27号溝）長さ： 2.5m 幅： 25cm 深さ： 8cm 

(28号溝）全長： 9.lm 幅： 64cm 深さ： （25)cm 

(29号溝）長さ： 3.8m 幅： 25cm 深さ： 14cm

+ = ‘ '‘‘雁保 ＼） 

＋ 

゜
ロ＼ ノ
り

+ ゜ [‘ ’ 
＋ 

＼＝で穴＿

＋ 

＾゚＼

第21図の 2 A区2面の溝群（その 3)
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第 3章発見された遺構と遺物

゜ L=82.20m 

A
 

AI 《

吋可
-----

三＝

2溝 B
 

L=8220m 

1 1 4 1 

--Iズ ＇／ 亨ノ

B1 吋 吋

A-A'(2号溝覆土〕

1 : a (7. 5YR3/3) :白色粒

子・酸化鉄分混入

2 : a (7.5YR2/3) :白色粒子

混入

〔3b号溝覆土〕

3 : a (7. 5YR3/3) : 1層に似

るが白色粒子少量

B-B'〔2• 3 b号溝覆土〕

1 : a (7.5YR3/3) :白色粒

子 ・酸化鉄分混入

2 : a (7. 5YR2/3) 

3 : a (7.5YR2/2) :酸化鉄分

混入

4 : fJ:白色粒子混入プロック

D-D'〔2号溝覆土〕

1 : a (7.5YR3/2) :白色粒

子 ・酸化鉄分混入

〔1b号溝覆土〕

2 : 1層に似るが白色粒子少な

＜酸化鉄分多い

3 : a: 1層と同じ。水田の痕

跡か

― 

〔AW区域 (AW2一）〕

(1号溝）全長 ：49.2m 幅 ：66cm 深さ ：llcm

(a号溝）長さ ：5.3m 幅 ：22cm 深さ ．・18cm

(b号溝）長さ ：3.0m 幅 ：24cm 深さ ：23cm

(c号溝）長さ： 12.8m 幅 ：25cm 深さ ：llcm

構造 本溝群各溝の軸線の方向は一定しないが大別

すると凡そ30゚毎に分けると、南ー北方向を向くもの

が7号溝と14号溝南部、 北北東ー南南西方向 2• 3 

b • 4 b • 18 • 23号溝、北東ー南西方向がll• 17 • 

20 • 25 • 27 • 29号溝、東北東ー西南西方向が 9号溝、
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JL. 1 2 3 .ェ
→一JI こ

18溝

こ仄夏

こニー
第22図の 1 A区2面の溝群（その 4)



第 2節 A区 2面
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ニア〖／一
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ノ
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C--C'(2 • 3号溝覆土）
~ : : (7,_5YR3/3) :白色粒子・酸化鉄分混入
2 : /3プロック

□
ロ

ーど

基本土層類型 （地山類型）
a ：黒褐色土：白色粒子やや多い
f3 ：黒色土

こ

28溝

竺 E--E'(2号溝覆土〕
1 : a (7. 5YR2/3) 

三
L=81.80m 

E 1 

て土乏

吋

E' 

吋
第22図の 2 A区2面の溝群（その 4)
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l、

T

-:.o¥ 
10溝

｀ A-A'〔10号溝覆土〕

a:白色粒子 ・i

鉄分混入

三
L=82.00m 

B I B' 
— •—• -·— 

B-B'〔5号溝覆

土〕

1 : a:白色混入

:=I+ 
シ

+ 。
~ I 

ロD 

,' 
II 

＋
 ＋ 

ごア〖／一
｛ 

|
|
J
、
―

L=81.80m 
D D' 

29溝

I 

→ユフ—-

D-D'〔29号溝覆土か〕

1 : a (7. 5YR2/3) 

E-E'〔29号溝覆土か〕

1 : a (7. 5YR2/3) 

L=8!.90m 

C 1 4 C' 

ロ □言：入

基本土層類型 （地山）

a ：黒褐色土： 白色粒

子やや多い

§： 黒色土

L=8l.80m 

E I E' ．．  

一之「

第23図 A区2面の溝群（その 5)

東ー西方向が西端部を除く 1• 3号溝と 8.

10 • 12 • 22 • 24号溝及び 6号溝の西半、西北

西ー東南東方向が 5号溝と 6号溝の東半、 北

西ー南東方向が 1b • 4 • 15 • 21号溝と 1.

3号溝の西端、14号溝中程及び26号溝の南半、

北北西ー南南東方向が13• 16 • 19 • 28号溝と

14号溝北部及び26号溝北半であった。一方、

その走向ラインは直線的なものが多かった
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第 2節 A 区 2面

\\—|J 

゜

~·,:J+ 
+ 0 ノ

~ I ゜尻 I・. 十 ／ 十

`―-ーーき／

｛ 
¥ ¥.  j 

基本土層類型 （地山類型）

a ：黒褐色土 ：白色粒子やや多い

fJ ：黒色土

A-A'〔7号溝覆土〕

1 : " 

2 : ":白色粒子 ・酸化鉄分混入少贔含む

3 : ":白色粒子 ・酸化鉄分混入多し

B-B'(8号溝覆土〕

1 :黒褐色土 ：少屈の白色粒子とf3プロッ

ク混入

2 : 1層に比し混入物多し（プロック大）

3 : 1層とブロック径同じだか混入物多し

4 : /3：黒褐色土ブロックと白色粒子混入

C-C'〔9号溝覆土〕

1 : a:白色粒子と少旦の酸化鉄分含む

2 :/Jプロック

3 : /J :酸化鉄分混入（プロックか）

が、東西走向の 1• 3号溝は

西端で北西方向に走向を転

じ、 14号溝はクランク状を呈

している。また 6• 21 • 26号

溝はへ字状に屈曲しており、

10・29号溝は緩やかに湾曲す

るものであった。

一方、前述のように並行な

位置関係にある 1• 3 a号溝

L=82.!0m 

三 己工

|
|
J
‘
―
_
 

L=82.00m 
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吋 6溝
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吋
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C 3 2 1 C' _ :_ u」- 9 -
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第24図 A区2面の溝群（その 6)
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(A号溝覆土）

1 :暗褐色土：灰白色粒子僅かに含む

〔B号溝覆土〕

2 ：褐色砂質土

3 ：灰褐色砂陪 ：風倒木痕覆土多く含む

〔C号溝覆土〕

4 ：暗褐色土：灰白色粒子僅かに含む

5 ：褐色～暗褐色土：褐色土粒点在

吋
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゜-(--+-

乙
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第25図の 1 AW2-l号溝
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第 2節 A 区 2面

(4) A区2面の土坑（第26• 27図 PL12• 13) 

概要 A区2面ではA2-l~4号土坑の 4基の土

坑を確認、調査した。

これらの土坑は中部と、その北西或いは北東寄り

に分散していて関連性は認められない。このうち 1

号土坑は前述のA2-4b溝と重複するがこれを

切っている。また 3号土坑は覆土等の状況から推し

て江戸時代後期以降

の所産で、或いは近

代になるものと推定

される。従って本来

は1面に属すべきで

あったが、 1面に於

いて確認できなかっ

たため本節で述べる

こととする。

4基の土坑の 3号

土坑はその構造等か

ら板壁を施した何ら

かの貯蔵穴であった

ものと判断される。

また 1号土坑も同様

の用途を持っていた

ものと思慮される。

2 • 4号土坑の掘削

は中心間の距離で100cmの隔たりを持ち、同じく 2.

3 b 号溝は70cm、 AW2 - a•c 号溝は130cmの隔た

りを持って位置している。また、走向ラインの一致

から同一の溝と判断される 4• 15 • 1 b号溝は全長

で46.9m、11• 17号溝は全長で18.9mを測った。

掘削形態は各溝共に概ね箱堀状を呈しているが、

A2-8 •11号溝とAW2 - a~C 号溝は横断面形

が丸底状を呈するものであった。 第25図の 2 AW2-l号溝

37 



第 3章 発見された遺構と遺物

遺構埋土類型（埋土類型）

a ：暗褐色土：鉄分混入

基本土層類型（地山類型）

fJ ：黒色土

ァ：暗褐色土

〔1号土坑毅土〕

l ：黒褐色土 (lOYRZ/3): 

暗褐色土 (10YR3/3)• 

AsB （か） ・酸化鉄分混

入

2 : /Jとyの混土

3 :暗褐色シルト (7.5YR3/

3) 
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L=82.00m 

土 ．・上

口
(3号土坑覆土〕

1 : a :酸化鉄分含む。均一

2 : a ：外へ木材の材と木材含む
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第26図

A' 

〔2号土坑覆土〕

1 : "':径〇．5~2.0cmの礫多く

混入

〔4号土坑覆土〕

1 :黒褐色シルト (10YR3/

2) :白色粒子 ・酸化鉄分と

少量のAs-B混入

2 : 1層土にロームプロック多

く混入

3 : 1層土に酸化鉄分多し

4 : 1層土に 6層土ブロック状

に多く入る。

5 ：黒褐色細砂 (10YR2/3): 

白色粒子混入

6 : 10層土にローム粒、グライ

化したロームプロックに酸

化鉄分入ったもの（赤褐色）

混入

7 ：黒褐色粗砂 (10YR2/3)に

6層土とロームプロック入

る混土

8 : 7層に似るがローム少ない

9 : 7層に似るがロームと粗砂

プロック多し

10 :ロームブロック

11: 6層土に同じだが白色粒子

少ない。グライ化したロー

ムプロック少羅

12 : 11層に比しグライ化した

ロームプロック少ない

A区2面の土坑群

意図は確認できなかったが、 4号土坑は覆土の状態

から推して風倒木痕の可能性を有する。
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遺物 3号土坑からは壁に用いたと思われる薄板材

(1~3) や切断痕のある木材 (4~7) など多数
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第 2節 A 区 2面

ピットを調査している。

一文〉j;--I 

一戸＝—---- --

I 

騎三
| 5 

第27図 A 2-3号土坑出土遺物

の木材の出土が見られたが、他の土坑からの出土遺

物は見られなかった。

規模 巻末土坑 ・ピット一覧参照

時期 上述のように 3号土坑は覆

土や木材の遺存状態から近世後期

以降で近代の所産である可能性が

高いと推察されるが、他の 3期に

ついては古墳時代後期以降律令期

までの所産とできるだけで、細か

い土器の特定には至らなかった。

構造 1号土坑は短冊形のプラン

を呈し、箱状の掘削形態を成す。 / \~ Q ii 

2号土坑は遺存状況が悪く全容は

詳らかでないが、長軸の長い楕円

形のプランを呈し、底面の横断面

形はやや丸みを持つ。

3号土坑は縦横比の小さい長方形プラ

ンを呈し、箱形の掘削形態を呈す。出土

材から推して壁は板を貼り付け、垂木を

用いて屋根を葺いていたものと思われる。

4号土坑は隅丸台形のプランを呈し、

底面が平らな擢鉢状の掘削形態で、北東

部に一段高い短冊形プランの掘り込みが

付属する。

3 ］ れぞれ単独に在り、

これらのピットはそ

1/8 
ピット同士の重複は見

られなかった。

また、南側の A2-5~7.

12~15・17・18号ピ ットとAS-l 

~ 4号ピット、 A2-1・3・8・

9 ・lO・ll・16号ピットは整然とした配列を見せる。

+ q. in =--・一。

ヽ

＇ 
＋ 

/llどこ→、
_

i

 

D
 

ロ

＝フ¥'+/4'+ 
＋ ー ゜

ノ

(5) A区 2面のピット

（第28• 29図、 PL12)

概要 A区2面では南東部にA区域でA

2-1~18号ピットの18基、 AS区域で

AS 2-1~4号ピットの 4基の小型 第28図 A区2面のピット群分布圏
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3号ピット ／

4·5号ピット —←こ—

1号ビット＼ 2号ピット1 — •@ — 6—号ビ◎ット-i 

7号ピット

ー◎• 一ー◎ 一 ー ◎ ー —• •一
ヘノヽ J-

1 エゴー~=8 170rn L=Sl 70m 

l二 L=Bl70m 1ニ L=81.70m 汀~=8170m ~ =8170m 

8号ピット ［ 9噸号ビッ• -ト { 10号ピット 1 11号ピット ｛ 12号ピット→チ＝— 13号ピッ＼ 
―・◎ • 一 ー・◎ 一 ― ◎―  一⑨一 ― ◎ 

1 ..::l:プ―~=8 1.70m I __::lゴ~=8!.70m 1立 ＝81.70m I ~ L=81.70m I立~=8l.70m I コご~=81.70m

14号ピット［

―◎  • 一

15号ピット ／

— ◎ • 一

16号ピットI
ー ◎―

17号ービッ` t―
18号ピット i 

—· ◎ • 一

AS 1号ピット ｛

ー◎・一

• 一

1； - L=8l.70m 1立 ＝8170m 1コ L=Si 70m tズ＝81.70m Iユプ・L=8170m 立 ＝81.60m

AS3号ピット ｛ AS4号ピット i
〔A2 ~ 1 • 2 • 3 • 8 • 9 • 11 • 12 • 13 • 14号ピット覆土〕

AS2号ピット 1 : "：黒褐色細砂、白色粒混入

◎ -/ — 怠） ． ＿ —• — 〔A2 -6 • 10 • 15 • 16 • 18号・AS2-2 • 3 • 4ピット覆土〕
1 :黒褐色シルト： AS2-4号ピットは白色粒混入

1文プ~=8l.60m
〔AS2-1号ビット覆土〕

I __:3=アL=81.60m ℃プ~=81.70m 1 :黒褐色シルト：fJプロック少量混入

第29図 A区2面のピット群

このうち前者は配列としては西側に庇を持つ掘立柱

建物の可能性を有し、後者も 1X 3間以上の掘立柱

建物である可能性を有する。しかし前後者共に 2面、

即ち古代以前の掘立柱建物とするには柱穴の規模が

小さすぎること、後者が掘立柱建物としては彎曲し

た配列を見せていることを勘案すると、畠作に伴う

ピッ トである可能性も考慮される。

遺物 ピッと群からの出土遺物は見られなかった。

40 

規模 巻末土坑 ・ピット一覧参照

構造 各ヒ゜ットは円形若しくは楕円形のプランを呈

し、掘削底面は平底を成す。

前述北側のピット群はピット間の距離が2.lm程

で 1X 3間の配列を成し、南西隅は欠ける。南側の

ピット群はやはりピット間の距離が 2X 3間の配列

を成し、西側北寄りがピット間の距離で1.2mを測る

張り 出しを持つ。



第 3節 A 区 3面

第 3節 A 区 3面

A区3面は凡そ古墳時代の前 ・中期の遺構の確認

面であり、後述するB区3面のAs-C復旧水田の調

査面に対応する調査面である。

A区3面の調査に於いてはB区

の続きとなる水田遺構の表出を期

待したが、上位面からの削平が著

しいのか、中 ・西部に於いては全

く遺構を確認することができず、

遺構らしい遺構を殆ど確認するこ

とができず、僅かに東南部に於い

て溝 2条を確認できたに過ぎな

1/400 

かった。

尚、 3面の調査に於いては最後

に調査区域となった北東隅部に上

位層のものと認識される溝群を一

括調査し、後述するBW区2面の

溝も図化していたが、前者は 1面

に属するものと判断して 1面の全

体図の箇所に掲載している。また、

後者についても B区2面に報告す

るため、全体図からは削除した。

(1) A 3 - 1号溝

（第31図、 PL15)

概要 本溝はA区南東部に位置し

ている。他の遺構との重複は見ら

れなかった。

本溝の掘削意図は特定できな

かったが、 A3-2号溝との位置

関係から水田等の耕作に関連する

可能性が考えられる。また一方で

北寄りと南寄りの箇所で分岐する

傾向が見られるため、降雨時等に

通水する自然の流路であった可能

性も考慮される。

遺物 出土遺物は見られなかった。

|

|

J

-

--¥0-840 土10-820

/ c:;::::;::? 

―― -̀---

第30図 A区3面全体図
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上．—• A' 

三
L=Bl.70m 

＼
 

A' ・--..c.:.._ 

〔1号覆土〕

L=8!.70m 
B BI 

ー・ I 2 • 

乏
1 ：黒褐色土(lOYR2/3):白色粒子 (As-Cか）混入

2 : 1層より白色粒子多い

3 : 2層土とf3のプロック混土

〔1号覆土〕

l : a (lOYR2/3) :白色粒子 (As-Cか）多く含み酸化鉄分混入

2 : /3とAs-Cの混土：白色粒子 l層より少ない。暗褐色土プロック少鼠混

入

2': 2層に比し混入物少ないがブロック多い

3 : /3とAs・Cの混土： As・C非常に多い

＼
 

＋ ＋ 

基本土層類型 （地山類型）

a ：黒褐色土：白色粒子やや多い

¢ ：黒色土

S=l/100 

第31図 A 3 -1号溝
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第32図 A 3-2号溝

第 3節 A区 3面

時期 確認面と覆土の観察所見から凡そ古墳時代

前・中期の所産とできるだけで、細かい時期の特

定には至らなかった。

規模 長さ： 33.5m

幅： 99cm

深さ： 56cm

構造 本溝は南側が調査区外に出ているため全容は

詳らかでない。

しかしその走向は凡そ南北方向に取り、緩やかに

蛇行していて、北端近くと南寄りの 2箇所にそれぞ

れ北北東、北北西に分岐するように見られる箇所が

ある。

掘削形態は箱堀状を呈している。

(2) A 3- 2号溝（第32図、 PL15)

概要 本溝も A区南東部に在り、 A3-l号溝の北

より部分の東側に位置しているが、重複はなかった。

本溝の掘削意図も特定できなかったが、 A3-l

号溝との位置関係から水田等の耕作に関連する可能

性は考慮される。

遺物 本溝からの出土遺物は見られなかった。

時期 本溝は出土遺物も無く、確認面から推して凡

そ古墳時代前・中期の所産とできるだけで、細かい

時期を特定することはできなかった。

規模 前長： 17 . 4m 幅．•60cm

深さ ：一cm

構造 本溝は溝の底部附近のみが確認されており、

途中で確認できない箇所があり、 3条の溝の集合体

として確認される。

走向は西部に於いては東西を向き、中部では弧を

描き乍ら走向を東北東に変じ、途絶えているため明

確ではないが恐らくはへ字状に屈曲して走向を東に

変じている。

掘削形態は箱堀状を呈している。
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第3章 発見された遺構と遺物

第 4節 A 区 4面

A区4面は凡そ弥生 ・縄文時代の遺構を想定した

遺構確認面である。

4面に於いては 7基の土坑と 168基の小型ピ ット

を調査し、 36基の風倒木痕を確認した。このうち風

倒木痕は区全域で確認されたが、土坑と小型ピット

は区の東部にほぽ限定して確認された。

尚、 4面に於いては縄文土器片や上位層からの流

入品も確認しているが、縄文時代の遺物については、

第11節に一括掲載している。

(1) 風倒木痕（第33図）

概要 上述のようにA区4面の全域で36基の風倒木

痕を確認した。風倒木痕については一部バックホー

を用いて断面観察を行ったものもあるが、過半は確

認面に於ける観察に止めている。

風倒木痕の分布は調査区北半部全体、南東部、南

側西端部に集まる傾向にあり、中南部から西寄りに

かけては薄かった。/~ 
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第33図の 1 A区4面風倒木痕分布状況 (S=l/400)
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風倒木痕の倒木方向については、西側が10基、西

南西が 9基、南西が 3基、南南西が 2基、北西 3基、

北が 2基、南が 1基であり、全体的には西寄りに倒

れるものが多く、東側に確実に倒れているものは認

められなかった。こうした状況から、倒木の原因は

台風によるものが多かったようである。

時期 5基は古墳時代以降の可能性があり、他は弥

生時代以前のものと認識されるが、時期は特定でき

なかった。

第 4節 A 区 4面

規模風倒木痕の大きさは様々だが、径 4m程のも

のが多かった。

構造 方形や三角形プランを呈するものが多く、倒

木方向に先端がある力＼突出部を持つ傾向にあった。

また断面観察所見からすると風倒木痕一般に見ら

れるように縦断面の壁面の傾斜は倒木方向に緩く、

根側にきつい傾向が見られた。

":/10  

這7

三ヽ

：
 

哀

9疇 夏

1号風倒木痕

L=81.90m 

第33図の 2 A区4面風倒木痕分布状況 (S= 1 /400) 白色シルト ローム上面暗色帯
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第3章 発見された遺構と遺物

(2) A区 4面の土坑（第34• 35図、 PL17)

概要 A区4面では東部に於いてA4-1~8号土

坑の 8基の土坑を確認、調査している。このうち東

部中の北部に 6• 7 • 8号土坑が、南部の中程に 1.

2 • 4 • 5号土坑がそれぞれまとまりを持って位置

しており、その東方、調査区際に 3号土坑が単独で

位置している。

これらの土坑の周辺には後述する小型ピットが分

布していたが、個々の土坑は単独にあり、それぞれ

他遺構との重複関係は見られなかった。

これらの土坑の掘削意図を特定することはできな

かったが、その形態から推して 2号土坑には貯蔵穴

の可能性が考えられ、 4号土坑には柱穴の可能性が

考えられる。また 6号土坑には柱穴や貯蔵穴の可能

性がある。尚、 5号土坑は斜めに掘削されているた

め植物の根の痕跡であった可能性がある。

遺物 出土遺物は見られなかった。

時期 各土坑は概ね弥生時代以前の所産とできるだ

けであり、時期の特定には至らなかった。しかし、

覆土の観察から 1~4号土坑よりは、 5~8号土坑

゜
A区4面
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第34図の 1 A区4面の土坑・ピット分布図 (S= 1 /200) 
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の方が古い段階のものである可能性が考えられる。

規模 巻末土坑 ・ピット一覧参照

構造 A区4面の土坑は相対的な規模の違いからの

うち、 2号土坑は大型であり、 6号土坑は中型、他

の7基は小型として分類できるものである。しかし

後 2者の規模の違いはあまり認められない。尚、各

土坑共に掘削深度は浅く、遺存状態は良好とは言い

難いものであった。

プランは 1号土坑が三角形、 2号土坑が円形に近

い楕円形、 3号土坑が半円形、 4号土坑が隅丸方形、

第 4節 A 区 4面

6号土坑が方形、 5号土坑が細長い隅丸方形、 7.

8号土坑が細長い楕円形を呈している。

5号土坑が船底形を呈し、南壁がオーバーハング

しているが、これ以外の土坑の底面は何れも平底で

箱状の掘削形態を呈するものであった。

(2) A区 4面のピット（第34• 36図、 PL17• 18) 

概要 A区4面では東部を中心に168基の小型ピッ

トを確認している。

これらのピットは後者が新しいA4 -28 • 29号

0 0 
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第34図の 2 A区4面の土坑 ・ピット分布図 (S= 1 /200) 
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第 3章発見された遺構と遺物
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第35図 A区4面の土坑群

ピットを除き重複関係はなく、それぞれ単独に位置

している。 A区4面のピットの多くについては写真

撮影、或いは土層断面の図化を行っているが、本書

に於いては個々のピットの一部について掲載してい

るだけであることを付記しておく。

A区4面のピットの分布は蛇行するものの北北西

ー南南東方向に線的に連続する状態がA区東部の西

寄り見られ、弧を描くように分布するものも同北寄
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りに認められ、或いは 2基のピットが近接して在る

ものも何箇所かで見られたが、明確に連続して柵等

を構成する要素を認めることはできなかった。

これらのピットについては形態的に杭の打設痕で

あった可能性の高い尖底のものがあり、丸底のもの

についても杭の打設痕の可能性が考えられる。しか

し乍ら、円形や方形のプランではない幾つかについ

ては植物の根の痕跡である可能性も考えられた。



第 4節 A 区 4面
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遺物 各ピットとも出土遺物はなかった。

規模径10数cm~20数cmのものを中心とし、

掘削深度は10数cm以下と浅いものが多い。

構造 プランは円形、方形、及び縦横比の小さい楕

、
ー
、

部（
 

群

ー

卜の

[

e
 

面4
 

区ロ
円形のものが殆ど占めているが、三角形、半円形、

縦横比 2: 1程の楕円形若しくは隅丸方形を呈する

ものも見られた。

掘削底面は丸底を呈するものが多かったが、尖底

を呈するものも少なくなかった。しかし平底を呈す

るものは殆ど見られなかった。
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第3章発見された遺構と遺物

第 5節 A 区 5面
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第37図 A区5面試掘トレンチ配置図

A区5面は旧石器時代の遺物確認面であるが、実

質的には 4面からの試掘トレンチを掘削してだけ

で、以下にその所見を述べる。

(1) A区 5面の試掘調査（第37• 38図、 PL17• 18) 

概要 A区4面の調査に並行して、東部に11本の試

掘トレンチを設定し、掘削を行い、このうち東南の

1号トレンチで深堀を行った。

また中、西部に於いては、記録を残せていないが、

一部で掘削を行い、本線の上位面調査に伴って周囲

の水田耕作時に側道との境に掘削した排水路の矢板

撤去後の溝で観察を行っている。

50 

これらのトレンチ調査の結果、 A区に於いては旧

石器時代の遺物を確認することはできなかった。ま

た4面で確認された風倒木痕の土壌観察等も、行っ

たが旧石器時代の遺物は確認されなかった。

A区は本遺跡に於いても低地部に当る地域で、本

遺跡自体が西側の岡屋敷遺跡と東側の波志江中屋敷

遺跡遺跡（以下「中屋敷遺跡」とする）にとっては

微高地間の谷地であることが確認された。後述のB

区5面の所見と併せて、 A区は更新世に於いては明

瞭な谷地であったと判断され、堆積土壌も水成堆積

のものが多く、旧石器時代の遺物が確認された岡屋

敷遺跡とは全く異なった土壌の状態であった。
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第38図 A区5面試掘トレンチ土層断面模式図

従って旧石器時代の遺跡は明確な微高地である A

区西側の岡屋敷遺跡に於いては確認されているが、

本区以東ではA区には無く、本遺跡B区以東に可能

性を残すものと判断した。尚、本遺跡東側の中屋敷

遺跡に於いては、縄文時代早期の出土文化財を確認

しているが、旧世紀時代の遺物は確認されず、もう

一つ大きな谷を隔てた波志江西宿遺跡まで、当該期

の遺物を確認することはできていない。
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第 3章 発見された遺構と遺物

第 6節 B
 

ー 面

(1) B
 

区

B区は本遺跡に於いて微高地に当る部分である。

西部はA区、即ち低地部に向かっており、東部は同

じ微高地である波志江中屋敷遺跡遺跡（以下「中屋

敷遺跡」とする）に続いている。広く見ると本遺跡

は中屋敷遺跡と西側の岡屋

敷遺跡に挟まれた低地部に

当り 、西に向かって徐々に

低くなっているが、後述す

る屋敷遺構のある本区西部

はその中にあって一端高ま

る部分に当る。一方、細か

3区

く見ると本遺跡B区の方が中屋敷遺跡よりは低く、

中屋敷遺跡に近い東部は小さな低地部を形成し、近

世以降は用水路が掘削されていた。昭和23年撮影の

航空写真によると B区は畠地であった。

B区の区域の呼称は本線部分を旦区とし、東側の

＆ ． 
~. ヴ゜ ．． ． 

..。 oo .• :・。 800 

ヽ• ° 0 °。
・ヽペ゚． 

゜゚

。゚/ 

｀
 

D

0

8

。[
]

0
〇 ＇

。第39図の 1 B区1面全体図
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第 6節 B区 1面

中屋敷遺跡との境の公道下を調査した部分をBE区

とした。 また側道部分は伊勢崎市教育委員会によっ

細かい地区は 2・3・D・BE・BW区の名称で、

また本線部分のB区は「旦区」 とする。

て調査され、北側側道部分を 3区、南側側道部は 2

区とされ、 3区北東部分をD区と呼称している。尚、

これらは全体をB区と呼称し、
〇
◎゜

゜
0
0
.
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調査面を以って調査している

ため、個々の遺構に照らして 1~5面

にそれぞれ分けているが、必ずしも正

確に分類されていないことを付記する。

(2) 近代以降の耕作痕（第39図 •PL19)

概要・規模・構造

◎
 

D区

B区は 4面の確認面を持つ

が、第 4面で下位面への試掘

調査を行っているので、

を加えた 5面の調査成果を以

下に報告する。尚、堆積層或

いは調査期間との兼ね合いか

らBW・BE区と 2• 3 • D区

は（試掘を含み）

B区1面では中世遺構の調査に

伴って B区南東部に耕作痕を確認した。

これ

2~3面の

これらは特

に8X9m範囲に集中して見られた。不整形プラン

を呈するものが多いが、多くは東西方向に連なり、

広く見ると溝様の連なりを呈するものであった。 そ

の規模は幅40cm以下、深さは凡そ10cm以下のもので

あり、連なりとして見た場合40~80cm間隔に掘削さ

れ、 7~9mの長さで確認されている。

□-/J'O 
近現代サクー 1

昭和23年米軍撮影の航空写真を元に作製した地形

図によればその分布は畑と一致する。

時期 これらの耕作痕は覆土の状況から昭和時代後

第39図の 2 B区1面全体図

期の圃場整備以前と判断されるもので、凡そ江戸時

代後期以降の所産と認識される。
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第3章発見された遺構と遺物

。
,:1.. ~. 

〔3-14号溝授土〕

1 :現耕作土

2 ：暗黄褐色砂質土：小礫含む

3 ：暗茶褐色土：黒色粘質土と軽石含む

4 ：灰茶褐色土：軽石と酸化鉄帯含む

5 ：灰茶褐色砂質土：粘性あり

6 ：灰褐色砂質土と褐色砂質土の混土

7 :灰褐色砂質土：僅かに粘性あり

｀ 

B B'L=B2. 1 Om 

冑
D
 

3 4 8 I 2 

亨6 9 10 9 7 

D'L=Bl. 6m 

0
8
L
'
0

ほ

0
8
r
9
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O
L
I
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c
 

C' L=82.0m 

〔3-13号溝覆土〕

l ：現耕作土

L=82.l竺． I 2.L  

ードャ—―

万5 

2 ：茶褐色土：砂混入。堅い 〔3-12号溝覆土〕

3 ：茶褐色土：砂混入。 2層 1 ：暗褐色土：白色粒子と黒 I 4：灰褐色土：黒色粘

に比し軟らかい

4 ：暗茶褐色土：軽石僅かに

含み粘性あり

5 ：灰茶褐色土：砂粒含む

色粘質土プロック含む

2 ：灰褐色土：白色粒子含む

3 ：灰色砂質土と褐色砂質土

の混土 ：酸化鉄分含む

質土プロック含む

5 ：粗砂と細砂の互層

6 ：灰色粘質土

7 ：細砂層

右
吋 5

A
 

A'L=82.10m 

1 2 

ー

冑 1/4

＼三,2

3-12溝

~1/3 

3-12溝

第40図の 1 B区の溝群

□1/43 

3-12i髯
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E E1 81. 6 
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5賃10溝 7 8 913 14 17 16 18 

ピット

｝
一

蘊
笞

＇ 

B 6 4 2 1 3 B' L=Bl. 7 ー：

〔B1-10号溝覆土〕

l ：酸化鉄凝集見える川砂層：褐灰色土塊混入

2 ：小礫と川砂層 ：酸化鉄分沈着あり

3 :川砂層：小礫と 1層土塊混入

4 : As-C混じりの黄褐色土と褐灰色粘質土の混土

5 ：黒色粘質土

6 ：細礫 ・川砂と 4 • 5層土塊の混土

7 ：細礫混じりの川砂層 ：褐灰色粘質土塊混入

8 ：川砂混じりの褐灰色粘質土： 5層土若干混入

9 : 2層土に褐灰色粘質土混入

〔ピット覆上及び自然堆積層〕

10:川砂とAs-C混じりの灰褐色土塊の混土

11：細砂混じりの川砂層

12: : As-C混じりの黒色 ・灰黄褐色土と川砂層の混土

13：細礫混じりの川砂層： As-C混入の黒色 ・褐灰色土等やや多く混入

14：細礫混じりの川砂層とAs・C混入の黒色 ・褐灰色土の混土

15: As-C混黒色・褐灰色土と川砂の混土 ：明黄褐色土粒混入

(B 1-2号溝覆土〕

16 :川砂とAs-C、細礫、黒色 ・褐灰色土、褐灰色粘質土の混土

17：川砂多く入る黒色粘質土の混土

18：川砂層：褐灰色粘質土若干混入

19 : 16層に似るが砂礫の径小さい

〔B1 -20号溝覆土〕

1 :黒褐色土 ：黒色土含む。グライ化か

2 ：暗褐色細砂と褐色細礫層

3 : 6層に似るが礫多し

4 ：暗褐色細砂：川砂か。黒色土混入

5 ：褐色細礫層

6 ：黒色細砂 ：川砂か

7 :暗褐色シルト： 5層混入

8 : 7層に似るが礫少ない

玉． 2 3 I 4 ・_t_L=87. I 

三
-=fピ

熙 贄

18溝

10溝

〔B1-1号溝覆上〕

1 :白色粒子やや多い黒褐色土と粗砂の混土

2 ：黒色土と粗砂の混土：地山の崩れ

3 : 1層に似るが色調明るい

4 ：粗砂層

5 ：黒褐色シルト質土と黒色土の混土

6 :小礫と粗砂

7 ：黒色シルト質土

8 ：暗褐色シルト：酸化鉄分混入
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第40図の 2 B区の溝群





第 6節 B区 1面

こ ロニ□三／

Bl-1溝

こ

｀
 

］ 
＼＼ 

11 6 

第41図 B 1 -1 • 10号溝出土遺物 B 1-10溝ー 1

(3) B区 1面の溝群（第40~45図、

PL20 • 21 • 37~39 • 57 • 59) 

B区1面では20条余りの溝遺構を調査した。この

うち本項では屋敷遺構に含まれないB区所在のB1 

-1~5 • 6 a • 6 b • 7 • 8 • 10 • 19 • 20号溝、

2 区所在の 2 - 4 号溝、 3 区所在の 3 -11 • 13~15·

17号溝について述べることとする。

このうち Bl-1号溝と 3-17号溝、 Bl-2号溝

内至10• 20号溝・2-9号溝と 3-14号溝、 B1-11号

溝と 3-15号溝、 B1-3号溝と 3-13号溝、 B1-4 

(・ 5)号溝と 3-11号溝、 B1-5号溝と B1-6号溝、

B 1-8号溝と 2-4号溝、 B1-16号溝と 2-10号溝、

B 1-20号溝と 2-9号溝は同一の溝である。また B

1 - 2 • 10号溝と B 1-11号溝、 B1-10号溝と B1-2 

号溝、 B1-5号溝と B1-4号溝は重複し何れも前

者が新しく、新旧は特定できなかったがB1-6号溝

と8号溝、 B1-10号溝と B1-16号溝も重複している。

これらの溝のうち Bl - 8 • 2 - 4 号溝は圃場整備

に至るまで使用された農業用水路であった。これ以

外の溝も覆土下位に川砂を混入するなど流水の痕跡

の認められるものが多く、また走行が直線的で比較

的長い距離を掘削しているものが多いことなどか

ら、本溝群の各溝は一様に水路として使用されてい

たものと判断される。

遺物 本溝群の出土遺物は B1-1号溝では土師器

坪(1 • 2)、須恵器坪(4)、かわらけ(5)、内耳鍋

(6)、敲石（ 7)、こも編み石があり、 B1-2号溝で

は古墳時代前期の土師器片が、 B1-3号溝では土師

器坪（ 1）、須恵器坪(2)、B1-6号溝では石塔の破

片と思われるもの (3)の出土も見られた。また、 B

1-8号溝では軟質陶器鉢（ 1）や形象埴輪片(2)、B

1 -10号溝では古墳時代前期の土師器甕（ 1）、 B1 

-11号溝では土師器坪（ 1）、 B1-20号溝からは須恵

器片の出土が見られた。
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第 3章発見された遺構と遺物

愈
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ー

1/3 Bl-3溝ー 1

喜
1/50 

＼と仁＝8200m

｀ 時期本溝群のうち 2

-4 •Bl - 8 号溝は昭

和の圃場整備を下限と

する近世後期以降の所

産と認識されるもので

あり、 Bl-2 •10号溝は出土遺物から推して或いは

2面か 3面に属するものである可能性を有するもの

であった。その他の溝は中世以降の所産と認識され

るのであるが、このうち少なくも 3-17・Bl-l号

溝は屋敷遺構よりは新しいと判断される。また B1 

-6 • 7・号溝も明瞭ではないが屋敷遺構より新しい

可能性を有している。
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〔3-13号溝毅土〕

l ：灰褐色土：褐色土含む

2 ：黒色粘質土

3 ：黒色粘質土：褐色土と砂含む

4 ：砂層

〔B1-3号溝覆土〕

l ：褐色砂質土： As-C少贔含む。流入土

2 ：灰黄褐色土：細砂、粘土含む

3 ：灰黄褐色砂質土： As-C含む

4 ：褐色砂質土： As-C含む

1/50 

lL_ 7¥:.t.J.=81.90m 

1/100 

し ｀
第42図 3 -13 • B 1 -3号溝と出土遺物



第 6節 B区 1面

1/50 

A.  _K__L=82.20m 
一—

亨 l

(3-11号溝毅土〕
l ：耕作土
2 :灰褐色土：砂粒含む
3 ：暗灰褐色土 ：白色粒子含む
4 ：黒色粘質土と暗褐色土の混土

虚

1/50 

上三旦L=Sl.90m 

〔B1-5号溝覆土）
1 ：褐色砂質土
2 ：褐色砂利層
3 ：褐色細砂質土
(B 1 -4号溝覆土）
4 ：茶褐色土： As-C混入
5 :茶褐色土 ：As-C僅か

に含む

6 ：黒色土
7 :黒色土とAs-C混
黒色土の混土
〔B1-4号溝覆土〕
8 : As-C混黒色土

＼
 

(B 1-4号溝覆土〕
l ：褐色砂質土： As-C混入
2 ：黒褐色土： As-C混入
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第43図 3 -11号溝及びBl-4・5・6号溝と出土遺物
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第 3章 発見された遺構と遺物

1/4 

〔B1-8号溝毅土〕

I ：黄灰色砂質土： As-A含む。近世以降耕土に近い

2 ：灰黄褐色土： As-C、川砂、酸化鉄と若干の 3層土含む

3 ：灰黄褐色粘質土： 2• 4層土混入

4 ：褐灰色粘質土：黒褐色 ・にぶい黄褐色粘質土とAs-C混入

5 ：褐灰色粘質土と 3層土の混土：明黄褐色・黒褐色粘質土粒混入

／り二□
-＼

 

Bl-8溝ー 1

＼
 

¥
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第44図の 1 B1-8 • 2-4号溝と出土遺物
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第 6節 B区 1面

c:::..―--
Bl-8溝ー3
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B
 

〔2-4号溝毅土〕

B'L=81.40m 1 :灰褐色土：白色粒子含む

2 :灰褐色土：白色粒子・小石 ・鉄分含む。締まりあり

3 ：灰褐色土：白色粒子 ・黄色粒子含みやや締まりなし

4 ：灰褐色上：白色粒子・黄色粒子 ・黒色粘土塊含む

5 ：暗褐色土：暗黄褐色粘土塊含む

：
 

第44図の 2 Bl -8 • 2 - 4 号溝と出土遺物
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第 3章 発見された遺構と遺物

L=81. 70m 

A A' ．．  ～ 1 ・2 1/50 

--JI 
斗 16号溝
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』

吋
1/100 

〔B1-16号溝毅土〕

l ：暗褐色土： 酸化鉄分多く混入

2 ：暗褐色土 ：酸化鉄分混入

規模 (B 1-1 • 3-17号溝）長

さ： 51.2m

溝： 14.7m)

さ： 80cm

13.0m) 

cm 

(1溝： 38.0m、17

幅： 163cm

幅： 100cm

深

(B 1 -2 • 3 -14号溝）長さ：

51. 7m (2溝： 38.2m、14溝：

深さ： 31

(Bl - 3 • 3 - 13号溝）長さ：
第45図の 1 Bl-16・20号溝と 2-9• 10号溝

28.4m (3溝： 16.3m、13溝： 12.9m) 

深さ： 15cm

(Bl-4•3-11号溝）長さ： 25.8m 

m、11溝： 11.8m) 幅： 54cm 深さ： 16cm

(B1~5•6a 号溝）長さ： 9.4m

6溝： 4.2m) 幅： 39cm

(B 1~6 b号溝）長さ： 14.6m

さ： 15cm

(B 1-8 • 2-4号溝）長さ： 62.2m

m、

構造

62 

4溝： 7.2m)

15溝： 12.9m) 

m、10溝： 5.4m)

深さ： 9cm 

幅： 159cm

38.0m、14溝： 13.0m、

深さ．•52cm

(4溝： 13.3

(5溝： 3.9m、

幅： 104cm

(8溝： 54.9

深さ： 70cm

(B l -10•2 - 9•3 -14号溝）長さ： 59.4m (10溝：

9号溝： 3.7m)

幅： 78cm 深さ： 27cm

(B 1 -16 • 2 -10号溝）長さ： 42.9m

幅： 47cm

幅： 48cm

深

幅： 87cm

(B 1-ll • 3 -15号溝）長さ： 18.9m(ll溝： 5.4m、

(16溝： 36.9

深さ： 10cm

B区 1面の屋敷外所在溝のうち B1-1 • 3 

-17号溝は南南西方向に流下する直線的な走行を取

るものであり、 B 1 -2 • 10 • ll • 20 • 2 -9 • 3 -14 • 

15号溝は真南に近い南南西方向に走行を取ってやは

り直線的に流下するが、 このうち10• 20号溝は、南

寄りで西に4.5m程揺れる緩やかなクランク状を呈

する折れを見せている。一方、

はく字状のプランを呈し、中位より西では北西—南東

に走行を取っており、東部で屈曲して東に走行を変

じている。

3 -13 • B 1-3号溝

また 3 -ll•Bl - 4 号溝は緩やかに蛇行

しながら南方向に流下するものであり、 これから分

岐するように在る Bl - 5•6a 号溝は緩やかな弧を

描きながら南西方向に変じている。 B1-6 b号溝は

B 1-8号溝から分岐するように北東方向から入っ

て直ぐに南に変じておおむね直線的に流下し、 B 1 

-8 • 2-4号溝は南方向に直線的に流下するが、北

端で西に傾いている。

掘削形態はB1-1 • 3-17号溝は薬研堀状を呈す

る以外は箱堀状を呈している。
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(4) B 1-1号掘建柱建物

（第46図、 PL22)

概要 本建物はB1-350・351・

353・367~376号ピットの13基の

ピットで構成される掘建柱建物

であり、 B区東半部中程、屋敷

から10m程東に離れた箇所に位

置している。

本建物は近代以降の耕作遺構と重複するものの、

〔2-9号溝覆土〕

1 • 2 :耕作土

3 ：灰茶褐色土：細砂つまり堅く締まる

4 • 6 • 10：茶褐色土：粗砂と細軽石混入

5 :灰茶褐色土：細砂と細かいもの中心の軽石含む

7 :黒茶褐色土：粘性ややあり締まる。掘り過ぎか

8 ：暗灰褐色土：細砂と粘質土混入。堅く締まる

9 ：黒茶褐色土：粘性ややあり。 7層に同じか

C C'L=81.90m 

ご□言 1/50

第45図の 2 B1-16・20号溝と 2-9 • 10号溝

周囲に本建物と同時期と認識される遺構は認められ

なかった。

遺物 本建物から出土遺物を得ることはできなかっ

た。

時期 本建物の時期を特定することはできなかった

が、建物及び柱穴の規模、構造等から推して概ね室

町時代以降の所産として認識されるものである。

規模 全体： 930X 435cm 建物規模 ：888X 400cm 

〔桁間〕： 220.13土6.13cm(213~228) 

〔梁間〕： 199.25土4.27cm(194~204) 

〔柱穴〕（個々の柱穴規模は巻末ピット一覧参照）

径： 30.77土4.96cm (24~42cm) 

深さ： 33.23士4.96cm (23~62cm) 

構造 本建物は東西方向に棟方向を持つ 4X 2間の

掘立柱建物である。棟持柱を有するが、その建て位

置は10~15cm程外側に出ている。また、南東隅部に

は374• 375号ピットの 2基の柱穴が東西に連なって

いて前者が位置的に主柱穴と認識されるが、後者は

副柱であった可能性を有するものである。

尚、柱の径は柱痕の断面観察から12cm程と想定さ

れるものである。
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遺構埋土類型（埋土類型） 基本土層類型（地山類型）

a ：暗褐色土 ：鉄分混入 a：黒褐色土：白色粒子やや多い

b ：黒褐色土 ：黒色か褐色土、少量の白色粒子含む f3：黒色土

b': bだが混入物ないか非常に少ない。 ッ：暗褐色土

第46図 B 1-1号掘立柱建物
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゜
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6B井戸

吋 司

］ I一

A 

p¥OO) ） 
A' 

） 詈冨）＼s：- ／ 
L=81. 60m 吋 吋

〔B1-6 B号井戸覆土〕 SPA 早 SAPA' ' 
1 ：暗褐色土：鉄分、地山A 

＼ 黒色土混入

2 ：暗褐色土： 1層に似る

が 1層より赤く黒色土

少ない

3 ：暗褐色土 ：地山黒色土

A L=Sl 60m A' 混入するが 1層に比し
B L=81 60m 

少ない

第47図 B 1 -6 B • 11 • 12号井戸と出土遺物

〔B1-11号井戸

覆土〕

1 ：黒褐色土：暗褐

色土含む。鉄分 SPA 

多く赤味掛かる

2 ：黒褐色上：鉄分

多し

3 ：黒褐色土：鉄分

等含む

（右下に続く）

11井戸

トレンチ
,l
lJ

一
ー

SPA' 

L=B!. 80m 

SPA 6口已皇尋：塁

、3

u
 

0
9
.
I
O
O
"
1
 

二

灰

砂

砂

砂

4 ：黒褐色土 ：白色粒子混入

5 ：黒褐色土 ：白色粒子とやや

少星の鉄分含む

6 ：暗褐色土： 同上

7 ：黒褐色土 ：鉄分やや少最

8 ：黒褐色土：鉄分やや少鼠。

As-B二次堆積か

9 ：黒褐色土：鉄分少ないが

3 • 8層に比し粗粒

10: 9層に似る

11：黒褐色土粘質土

1 ：暗褐色土 ：鉄分含む

(B 1 -12号井戸覆土〕

2 : 1層に似るが鉄分少ない

3 ：黒色土：褐色粒子混入

4 ：暗褐色土 ：鉄分含むが少贔

5 ：黒褐色土：暗褐色土含む

6 ：黒褐色土 ：鉄分と少量の黒

色土含む

7 ：黒褐色土：褐色土と鉄分含

8 ：黒褐色土 ：褐色土と鉄分含

9 ：暗褐色土 ：鉄分やや多い

10：暗褐色土 ：鉄分含む
12井ー1

口
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〔Bl-13B号井戸覆土〕

1 ：黒褐色土： As-Cと少量の明黄褐色土含む

2 ：黒褐色土：鉄分含み明黄褐色土より多く含む

3 ：黒褐色土

4 ：黒褐色土：多少黄色味を帯びる黒褐色土を多量に含

み、 Hr-FAを含む

5 ：褐灰色土：明黄褐色ローム多く含む

6 ：褐灰色土：酸化鉄多く含み、黒褐色土・川砂含む

7 ：褐灰色土 ：黒褐色土含む
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第48図 B 1-13号井戸と出土遺物
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1井戸 2井戸
3井戸
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L=81.40m A' 
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A L=BO. 90m A' 

／
 

[

O

i

 

6井戸

〔2-2号井戸覆土〕 ヽ /--、

~':::~iご言：言＼U
み、酸化鉄の筋あり

3 ：灰黒色粘質土：締まる(2 -1号井戸覆土〕

l ：暗褐色土：黄色・白色粒、黒 I
土、黄色土含む ： 5 ：暗褐色土：ローム含み締

2 ：暗褐色土 ：黄色粒子含み締りなし： りなし

3 ：暗褐色土 ：黒色土含み締りなし i 6：暗褐色土：締りなし

4 ：暗褐色土：締りなし ： 7 ：黒褐色土：締りなし

第49図

(5) 井 戸

（第47図、 PL22• 23 • 30 • 31 • 51 • 52 • 56) 

概要本項ではB• 2 • 3 • BW区 1面で調査した井

戸のうち、屋敷遺構に拘わらない可能性の考えられ

るBl-6B・ll~13A• BW-1~6 • 2 -1~2. 

3-3~6号井戸の16基について報告する。尚、 BW-

3 • 4号井戸は屋敷に伴う可能性も有する。

これらの井戸は屋敷の東側に B1-6 B・12• 13 • 

2 -1号井戸、南側に 2-2号井戸、西側にBW-1

~6号井戸、北側に 3-3~5号井戸が在る。また、

B 1 -6 B • 12 • 13 • 2 -2 • BW-3 • 4号井戸は屋

敷周堀と重複するが、 B1-12号井戸が堀に切られ、

B 1-13号井戸が堀を切るものの、 4基については他

新旧を特定することはできなかった。

また記録化が十分でないものもあったが、アグリ

の形成の認められたのはBW-2 • 3 • 5 • 6号井戸

のみで、多くはその形成が認められず、短期間の使

用であったものと判断することができる。

遺物 B 1-6 B号井戸か らは五輪塔地輪片かと思

われる不明石製品(1)、 B1-11号井戸からは土師
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器・須恵器片、 B1-12号井戸からは礎石（ 1)と杭

(2)、b1-13号井戸からはかわらけ (1~3)・須恵

器坪（ 4)．焙烙鍋（ 5).石鉢(6)・敲石（ 7)・火打

石（ 8)・木製角棒(9)やすだれ状の破片と思われる

竹片が複数出土した。またBW-2号井戸からは台石

(1)、 BW-6号井戸からは砥石（ 1)と磨石（ 2）の出

土が見られた。

時期屋敷周堀と の関係から B1-12号井戸は15世

紀以前の所産として把握され、 B1-13号井戸は15世

紀以降の所産として把握されるが出土遺物からは15

世紀前半以降という年代が与えられる。これ以外の

井戸は何れも中世以降のものと把握されるものの、

時期特定には至らなかった。

規模 (Bl-6B号井戸）径： 157X 144cm深さ：

172cm 

(B 1-11号井戸）径： 152X 163cm深さ： 47cm

(B 1 -12号井戸）径： 94X70cm深さ： 119cm

(B 1 -13号井戸）径： 83X108cm深さ： 120cm

(2 -1号井戸）径： 122X 136cm深さ： （137)cm 

(2 -2号井戸）径： 100X (86)cm深さ： 102cm
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4 ：暗褐色土：粗砂と少鑓の

黒色シルト（腐食土か）

混入。やや締まる

4':黒色シル ト多い

4" :・黒色シルトない

5 :黒色シルト：腐食土か

6 ：黒褐色土：細砂混入粘性

ややあり

7 ：暗褐色シルト ：粘性やや

あり
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(BW 1-1号井戸覆土］

l ：黒褐色粗砂： As・B少

混入。やや締まる

l': As-B多く、青いA

亜種混入

2 : Iこぶい黄褐色粗砂：

B少凪混入。締まる

3 : As-B二次堆積層 ：ゆる

s
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邑
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〔BW1-2号井戸覆土〕

1 ：黒褐色粗砂：黒色土 ・暗褐色

土 ・黄褐色ローム ・礫プロッ

ク混入

吋

A
 

_£_ L=81.80m 

口 2井戸ー1

第50図の 1 BW 1 -1 • 2 • 3 • 4号井戸と 出土遺物
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黒褐色土

灰褐色火山灰砂
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A' 

(BW 1-2号井戸）径： （100) X 100cm深さ： 112cm

(BW 1-3号井戸）径： 86X80cm深さ： 53cm

(BW 1-4号井戸）径： 65X53cm深さ： 77cm

(BW 1-5号井戸）径： 144X 128cm深さ： 156cm

(BW 1-6号井戸）径： 148X138cm深さ： 254cm

構造 B 1 -6 B • 3 -5 • BW-1号井戸は円形プラ

ン、 BW1-2 • 6号井戸は隅丸方形プラン、 BWl

-5号井戸は楕円形プランの朝顔型、

は方形の箱型の溜井型、

は楕円形プラン、

B 1-11号井戸

B 1 -12 • 13 • BW-4号井戸

2 -1 • 2 • BW-3号井戸は隅丸方

吋

A' 

第50図の 2

青灰色粘性土

BW 1-5 • 6号井戸と出土遺物

(3 -3号井戸）径： 216x (121) cm深さ： 101cm

(3 -4号井戸）径： 70X85cm深さ： cm 

(B 1-11号井戸）径： 152X 163cm深さ： 47cm

(B 1 -12号井戸）径： 94X70cm深さ： 119cm

(3 -5号井戸）径： 128x 142cm深さ： 131cm

(3 -6号井戸）径： 109X (86)cm深さ： 91cm

(BW 1-1号井戸）径： 96X 95cm深さ： 100cm

g
 

u
o
L
.
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O
"
1
 ▽ 

BW 1-6井戸ー2

-2号井戸で44cmに、

BW 1-6井戸ー1

形プランの井筒型を呈している。

湧水箇所は底面から B1-6 B号井戸で68cm、B1 

-12号井戸で47cm、BW1-2号井戸で44cm、BWl

B 1-13号井戸で底面から上 9

~21cm、BWl-5号井戸で同じく 21~78cm、BWl

-6号井戸で同じく 63~66cmの間に確認されている。

またBW-2号井戸は北東側に底面から18cmの間に

奥行き15cm程の、 BW-5号井戸で底面から75• 93cm 

付近に高さ60cm、奥行き13cm以下、 BW-6号井戸で

底面から84・172cm付近に高さ60cm、奥行き 10cm程の

アグリが形成されている。
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B 1-3墓 ー
〔巳上

A L=81.70m A' 

三
〔B1-3号募塙覆土〕

1 ：黒褐色土 ：明黄褐色ロームを含むが、非常

に少ない。植物痕か

2 ：暗褐色土 ：黒褐色土 ・黒色土を含むが少な

く小さい

3 ：黒褐色土：黒色土含むが少ない。骨を含む

B1-6墓

A
 

l.
―
 
A' 

A L=BI.60m A' 

〔B1-6号墓塙覆土〕

l ：黒褐色土：褐色土と少最の白色粒子含む

2 ：黒褐色土 ：鉄分混

3 ：黒褐色土 ：黒色土多く含む

4 ：黒褐色土：黒色土と少量の白色粒子含む。締

りなし

5 ：黒褐色土：黒色土等混入物少ない

6-1 

6-2 

◎ ◎ ◎ 

6-4 

6-5 

6-3 6-6 

第51図の 1 B区1面屋敷外の墓壊と出土遺物 (4/ 5) 

(6) 墓塙（第51図、 PL32• 33 • 54) 

概要 本項ではB区1面の墓壊のうち屋敷外に在る

B1-3·6·7•2 - l 号墓壊について記す。

このうち人骨の出土したのはB1-3・6・7号墓

壊の 3基で、共に中世の土塙墓に典型的な北頭位西

向横臥屈葬による埋葬であった。尚、人骨の鑑定所

見については第 4章第 3節に掲載する。

これらの墓塙は何れも屋敷周堀の東肩より 7.5m
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程の位置に掘削されており、屋敷外周に想定される

緩衝地帯のような空白域の外縁、或いはその位置に

布設されていた道路沿いに掘削されたものと思慮さ

れる。尚、 Bl-3•2 - 1 号墓塙の時期は明瞭では

ないが、 •6 • 7号墓壊は屋敷廃絶後の掘削であるも

のと判断される。



第 6節 B区 l面

B 1-7墓
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〔B1-7号墓塙覆上〕

1 ：黒褐色土：黒色土、鉄分と少旦の白色

粒子混入

2 :黒褐色土： 1層に似るが混入土少ない

3 ：黒褐色土：黒褐色土 ・黒色土少ない

4 :黒褐色土： 2層に似るが黒色土少ない

2-1墓 ：ニエ三／ ¥ 
ーー、‘一

1/3 

2-1-1 
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第51図の 2 B区1面屋敷外の墓壊と出土遺物

遺物 出土遺物についてみると、かわ らけは 6号墓

壊から 1枚、 7号墓壊から 2枚(2塙ー 1、 6塙ー7、

7塙ー 1• 2)出土し、模鋳銭中心の渡来銭が 6• 7 

号墓塙から各 6枚が出土し、 6号墓塙からは永楽銭

も出土した。尚、かわらけは 2-2号墓壊では遺体の

下肢部分に出土し、銭は胸部か腹部附近に出土する

傾向が見られた。

時期 これらの墓塙の時期については出土遺物から

推して B1-6号墓塙と 2-1号墓壊は15世紀後半、

B 1-7号墓塙は16世紀に埋葬されたものと判断さ

れる。尚、 B1-3号墓壊については出土遺物もなく

時期の特定には至らなかったが、埋葬の状態から概

ね中世の所産と判断され、少なくとも 17世紀より下

ることはない。
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〔B1-91号土坑覆土〕

1 ：暗褐色土：鉄分混入

（標準 a層）

〔B1 -133号土坑覆土〕

l ：暗褐色土：鉄分、白

色粒やや多い黒褐色

土と 黒色土、 As-C

混黒色土混入

2 :褐灰色シルトと浅黄

色シルトの混土：酸

化鉄混入

3 :褐灰色シルトとにぶ
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第52図の 1 B区 1面屋敷外の土坑及びピット群（その 1)
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第 6節 B区 1面
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遺構埋土類型（埋土類型）

a ：暗褐色土：鉄分混入

b ：黒褐色土 ：黒色土か褐色土、少量の白色粒子含む

b': bだが混入物ないか非常に少ない

基本土層類型（地山類型）

a ：黒褐色土：白色粒子やや多い

B：黒色土

y：暗褐色土

〔B区1面屋敷外所在ピット覆土〕（太字はピット番号）

3:1=blZ=yか I3=b、混入物少 8 :/3混入の a 478 • 483 • 

484 • 485 • 498 • 500 • 502 • 505 • 506 • 507 : b' 4 79 • 480 : a混入の b 481・

490:ッ混入の b 482 : : 1＝ぬ昆入の bI 2 =a多い b 486 : 1＝混入

物ない b'I2 = b 487 • 488 : b 489 : 1＝混入物ない b'IZ=b'(lO 

YR3/2) 491 : 1＝混入物ない b'I2 =/3 •As-C 混土 192 : 1 = a 

| 2 ＝混入物ない b' 493: 1＝暗褐色粗砂 I3 = : b 494 • 495 :黒褐

色シルト 496:白色粒混入の黒褐色シルト 497:混入物非常に少ない

b' 499 : 1 = b'I 2 =/3塊 501: 1 = b'I 2 = a多い b 504 : a 

第52図の 2 B区1面屋敷外のピット群（その 1)
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第 3章発見された遺構と遺物
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遺構埋土類型（埋土類型）

a ：暗褐色土：鉄分混入

b ：黒褐色土：黒色土か褐色土、少量の白色粒子含む

b': bだが混入物ないか非常に少ない

基本土層類型（地山類型）

a ：黒褐色土 ：白色粒子やや多い

¢ ：黒色土

L=Sl. 90m 

A A' 

レ

〔B区1面屋敷外所在ピ ット覆土〕（太字はピット番号）

508・510・512・536: b' 509:白色粒多い b' 511 • 539 : b 513 : 

暗褐色b' 538:炭化物少量混入の b' 540 • 541 : 1 = b'I 2 = b 

554 : 1＝現耕土 I 2＝圃場整備客土 I 3＝鉄分沈着の 2層土

I 4＝固い aI 5＝白色粒 ・鉄分多い aI 6＝白色粒 ・鉄分少塁の

黒褐色 I 7＝白色粒混入の a| 8=(J・As-C混土 557: 1＝現耕

土 I2＝鉄分入る aI 3＝固い aI 4＝黒褐色aI 5 = 4層より暗

ぃaI 6 = /J • As-C混土 558 : /J混入の a

第53図 B区1面屋敷外のピット群（その 2)
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第 6節 B区 1面

規模 (B 1-3号墓塙）径： 56X83cm 深さ15cm する。

(B 1-6号墓壊）径： 87X 137cm 深さ68cm

(B 1-7号墓塙）径： 109X 140cm 深さ60cm

(2 -1号墓壊）径： 100X 121cm 深さ40cm

構造 4 韮の墓塙のうち Bl-3·7•2-1 号墓塙

は隅丸長方形、 B1-6号墓壊は長方形のプランを呈

する。

掘削形態は何れも箱形で底面は平底を呈する。

尚、土層断面に於いて棺の痕跡等を確認すること

はできなかった。

(7) 土坑（第52図、 PL36• 55) 

概要 本項ではB区1面に確認された土坑のうち屋

敷外に位置している B1-91 • 92 • 133B • 138 • 147 

号土坑の 5基の土坑について述べることとする。

これらの土坑はB区南東部に分布しており、近現

代の耕作遺構と絡む他は、中世を中心とする時期の

遺構との重複関係は認められなかった。尚91号土坑

は北半が切られていて、全容を確認することはでき

なかった。

また147号土坑は出土遺物とその出土状態から墓

塙であった可能性が考慮されるものの、掘削意図を

特定することはできなかった。他の土坑についても

掘削意図を特定することはできなかった。

遺物 92号土坑から土師器甕片、147号土坑からはか

わらけ（ 7)と永楽通賓(8~10)の出土が見られた

が、 91• 133B • 138号土坑からの遺物の出土は認め

られなかった。

時期 本土坑群の土坑のうち147号土坑は出土遺物

から16世紀後半の所産と認識されるものであるが、

他の土坑については中世以降、近世中期以前の所産

と認識できるだけで細かい時期の特定に至ることは

できなかった。

規模 （巻末土坑・ピット一覧参照）

構造 91号土坑は隅丸方形プランと推定されるもの

で、 92号土坑は円形、 133B号土坑は隅丸方形、 147

号土坑は長円形のプランを呈する。

掘削形態は何れも箱状を呈し、底面は平底状を呈

(8) ピット（第52~54図、 PL36)

概要本項では B区1面所在ピットの うち屋敷外に

在る B1-3 • 8 • 478~492 • 494~513 • 536~541・

554~558及び 2-1~20号ピットについて述べる。

本ピット群のうち B区所在のピットは区南東部を

中心に分布していた。一方 3区に於いては 1面に属

する可能性を有するビット様の遺構が区全体に見ら

れたが、このうち明確な遣構として認識された遺構

が 3区東寄りに確認されている。これらのピットは

B 1-3号ピットがB1 -4号ピットを切っている以

外はピット同士の重複は認められなかった。

各ピットは形態的に柱穴、或いは小型のものは杭

の打設痕の可能性を有する。特に 2区のピット群に

あっては掘立柱建物となる可能性のあるものもあっ

たが、掘削意図を特定することはできなかった。

遺物 本ピット群各ピットからの遺物の出土は見ら

れなかった。

時期 出土遺物もなく、各ピットの時期を特定する

ことはできなかった。尚、覆土及ピットの規模から

推して B区のピット群は概ね中世の所産と思慮され

る。また 3区のピット群も中世の所産として取り

扱ったが、これらはその規模から古代に遡るもので

ある可能性を有するものである。

規模巻末土坑 ・ピット 一覧参照

構造本ピット群のピ ットのプランは B1-3 • 

479~482 • 484 • 492 • 494 • 497~499 • 503 • 504 • 

507~509 • 511~513 • 538 • 539 • 555 • 556号ピット

及び 3-9・11・12・15・17~20号ピットは方形、 B

1 -4 • 483 • 486 • 488 • 501 • 502 • 505 • 506 • 536 • 

537 • 540 • 541号ピット及び 3-4~6• 10 • 14 • 16 

号ピットは楕円形、 B1 -8 • 4 78 • 485 • 489~491・

495 • 500 • 510 • 554 • 557 • 558号ピット及び 3-3 • 

7 • 8 • 13号ビットは円形、 B1 -487 • 493号ピット

及び 3-1号ピットは台形、 B1 -496号ピットは不整

形、 3-2号ピットは台形を呈する。

掘削形態は多様であったが、底面はBl-3・4・
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第 3章発見された遺構と遺物

(3 -3号ピット覆土〕

1 ：褐色土：軽石多く含む

2 ：褐色土 ：軽石、黒褐色土含む

3 ：淡褐色粘質土

4 ：淡褐色土：軽石、黒褐色土少

麗含む

〔3-8号ピット覆土〕

l ：黒褐色土 ：軽石多く含む

2 ：淡褐色粘質土

3 ：淡褐色土

4 ：褐色土 ：黒色土、ローム含む
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□ 琶
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3
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〔3-9号ビット授土〕

1 ：黒褐色土： 軽石多く含む

2 ：淡褐色粘質土

3 ：褐色土 ：ローム少鼠含む

〔3-11号ビット授土〕

l ：黒褐色土：軽石多く含む

2 ：褐色粘質土 ：軽石若干含む

3 ：褐色土 ：軽石若干含む

4 ：褐色土 ：黒色土、ローム若干含む

可

宣 c13  

AI 

可こ12
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叫£... • ェ司 可戻

0疇301 B' 
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478 • 479 • 481 • 486 • 494 • 497 • 499~502 • 505 • 506 • 

508 • 509 • 513540 • 541 • 557 • 558号ピ ット及び 3-4 • 

5 • 12 • 13号ピットは平底、 B1 -480 • 481 • 484 • 

491 • 493 • 495 • 496 • 498 • 510 • 554 • 556号ピット

及び 3-10. 11・17• 18号ピットは尖底、 B1 -483 • 

485 • 487~490 • 492 • 503 • 504 • 507 • 511 • 512 • 

536~539 • 555号ピット及び 3-3 • 10局ピットは丸

第54図の 1 2区1面のピット群

底を呈する。

尚、 3区のピット群のうち西寄りに所在する 3

-3 • 5 • 7 • 8 ・lO・ll・13号ビットは 1棟の掘立柱建

物と なる可能性が考慮され、同様に 3-1 • 4 • 6 • 12 

号ピットも掘立柱建物となる可能性が考慮される。
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第 6節 B区 1面

〔3-17号ピット覆土〕

1 ：褐色土：軽石多く含む

2 ：黒褐色土：軽石多く含む

3 ：黒色土

〔3-18号ピット毅土〕

1 ：黒褐色土：軽石多く含む

2 ：黒色土

3 ：褐色土 ：軽石若干含む
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ul 吋
第54図の 2 2区1面のピット群

第 6節の 2 屋敷遺構

(1) 屋敷遺構の概要（第55図、 PL24)

概要 B区 1面では西寄りに屋敷遺構 1ケ所を確

認、調査した。この屋敷遺構は本遺跡に於ける東西

両側の浅い谷地形に挟まれた微高地に当たる区域に

造られていたもので、未周知のものであった。屋敷

の規模は半町クラスに分類される小規模なものでは

あったが、北側の主郭と、その南に在る主郭に比べ

て南北方向に狭い副郭（以下「二郭」とする）の 2

つの郭から成るものであった。尚、本線及び南側側

道の発掘調査を合わせた範囲の発掘調査によって、

二郭の南東隅部を除く屋敷遺構の大半は調査できた

ものと認識している。

この屋敷遺構は、上述のように 2つの郭で構成さ

れる遺構として確認されたのであるが、郭内に確認

された堀の状況から推して、当初は0.7間幅規模であ

まり掘削深度の深くない薬研堀によって囲まれた単

郭方形の屋敷（以下「 1期とする」）として建設され

たものと想定される。そして次の段階で南に拡張し、
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第3章発見された遺構と遺物

概ね 2間幅規模の箱堀に囲饒された単郭の屋敷遺構

として整備され（以下「 2期」とする）、更に南に拡

張されて、堀によって南北に区画される 2郭構成の

屋敷遺構に（以下「 3期」とする）造り変えられて

いる。尚、第 3期では基本的な構造は変わらないも

のの、南西隅の堀が一回り内側に掘り直されている

ため、早い段階のものを「 3前期」、最終段階のもの

を「 3後期」と表記する。

第55図 B区1面屋敷遺構全体図 (S= 1 /300) 
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このように主郭の規模は時期によって増減がある

ため、それに伴って郭内に於ける正確な位置は異な

るのであるが、大きく見て主郭は中央部東寄りから

南にかけての内区と、この東 ・北 ・西側を包み込む

ように在る外区に分けることができ、内区には柱穴

群が集中しているものの、土坑等の掘削は少ないた

め、建物の分布域と認識される。尚、これらの柱穴

群については宮本長二郎先生の御尽力で17棟の建物

が確認（第 4章第 1節参照）されている。これに対し

て外区は土坑、井戸、墓塙が集中して柱穴の分布が

薄いのであるが、このうち墓塙は出土遺物から推し

て時期の異なる可能性が考慮されるため、所謂屋敷

墓となるものではなく屋敷廃絶後の土地利用の中で

埋葬場所として選地されたものと考えられる。こう

した点から外区は居住域に対する貯蔵区、或いは水

場と使用されたものと認識されるものである。

一方、二郭には土坑、井戸は掘削されるものの建

物はあまりないため、位置的に武者溜り的性格のも

のであったか、主郭の外区と同様に貯蔵域等の性格

のあったことが想定される。

尚、郭の外周部に柵或いは塀の設置の痕跡は確認

できなかった。また土塁の設置は遺構の分布状況か

ら推して内堀の内側での設置の可能性が考慮される

が、外堀に面する土塁についてはその可能性は否定

されないものの証左を得るには至らなかった。こう

した状況から、本屋敷遺構は時期によっては生垣を

廻らせていた可能性も考慮されるのである。

時期 出土遺物から推して、本屋敷遺構は概ね15世

紀段階の所産と判断される。

尚、周堀の上述のように 3時期に分け得る遺存状

態と、第 3期に於いて西堀南半とこれに続く南堀で

新旧 2条に分かれることを併せて 4期、更に内堀の

一つ B1-13号溝の土橋の状態が 3時期に分けられ

ることを勘案すると、少なくも 5期以上の相対的な

時期区分が行えるのである。また、第 5章に掲載し

た宮本長二郎先生による掘立柱建物の分析からは 7

期の時期区分がなされているため、長期間の存続が

認識されるのである。

第6節の 2 屋敷遺構

規模 全体東西： 47.9m 南北： 57.8m

主郭第 1期： （39.6) X32.4m 

第 2期： （39.6) X38.lm 

第 3期： 39.6X 33.5m 

外区幅： 5~18m

内区：約20X20m

二郭： 36.0Xl4.8m

堀幅 l期： 2.0m

2期： 3.lm

3期： 3.5m

構造 本屋敷の全体的なプランは西縁が張り出す逆

D字形を呈するものの、概ね縦横比の小さな方形様

のプランを呈している。

主郭の形状は時期によって異なるのであるが、 1

は方形、 2期はやや縦長の方形、 3期は東半部が南

に張り出す靴型状のプランを呈している。また二郭

は東西に長く南側が僅かに狭くなる逆台形様のプラ

ンであるが、主郭と咽み合わさるように西半部が北

に張り出している。

虎口は南側中央やや東寄りに設置され、主郭は各

期共に平虎口である。二郭虎口は、確認された西側

の周堀に対応する東側の周堀が調査範囲に確認され

なかったため断定はできないが、西側堀の東端部の

形状から二郭虎口は主郭虎口に直線的につながる中

央やや東寄りに設けられていたものと判断される。

尚、最終段階では東側の堀は南に寄る、即ち外郭ラ

インは折れを持っていたものと想定されるため、ニ

郭虎口は順の喰い違い虎口であったものと判断され

る。一方、第 3期に於いては西寄りの内堀が喰い違

いとなっており、やや窮屈ではあるものの虎口にな

り得たものと判断される。内堀には東寄りに主たる

虎口が設けられているが、この主たる虎口を埋門と

して西寄りの虎口は緊急時に虎口として使用したで

あったものと想定している。

繰り返しになるが、主郭に於いては（東寄りの）主

たる虎口の正面に居住域が設定されその外周、特に

西 ・北の区域が貯蔵や水場の区域となっていたもの

と認識される。
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第56図の 1 屋敷周堀と出土遺物（その 1ー東堀）
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〔周堀覆土〕

1 :にぶい黄褐色土： As-C・酸化鉄若干混入

2 ：褐色土とAs-C混じりの黒褐色土の混土

3 :灰黄褐色土 ：ややグライ化見られ、 As-C・酸化鉄混入

4 :褐灰色粘質土：酸化鉄やや多く含み川砂入る。 7層に比し暗い

5 ：酸化鉄凝縮層

6 ：黒褐色土：粘性あって川砂と酸化鉄含む

7 ：褐灰色粘質土：酸化鉄粒多く含み、明黄褐色土ローム粒混入

8 ：灰褐色粘質土：橙色ローム粒 ・酸化鉄混入

9 ：褐灰色粘質土：細砂入り酸化鉄沈着

10：褐灰色粘質土：淡黄色ロームと細砂を若千混入する

11：褐灰色砂質土 ：粘性あり。川砂入り酸化鉄沈着

12：褐灰色粘質土 ：植物遺体入り淡黄色ローム若干混入

13：褐灰色砂質土 ：粘性あり。淡黄色ローム混入

14 : 15層土に淡黄色ローム入る混土 ：酸化鉄目立つ

15：黒褐色粘質土：泥炭層。黄色ローム混入し植物繊維、昆虫遺体入る
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〔2-5号溝覆土〕

1 :暗褐色土 ：白色粒子、小石含む

2 ：暗褐色土 ：白色粒子、褐色土、黒色土含む

3 :暗褐色土 ：白色粒子、小石、黒色土、黄色粒子含む

4 ：暗褐色土：白色粒子、褐色土含む

5 ：黒褐色土 ：白色粒子、黒色土、褐色粘質土含む

6 ：灰褐色粘質土：白色粒子、黒色土、鉄分含む

7 :灰褐色粘質土：白色粒子、黄色粒子含みやや粘性あり

8 ：灰色粘質土： 8層より明る＜褐色土含む

9 ：灰色粘質土：鉄分を帯状に含む

10：暗灰色粘質土 ：鉄分含む

11:暗灰色粘土：鉄分、砂粒含む

12：暗灰色粘土 ：褐色粘質土多星に含む

13：黒灰色粘質土 ：暗灰色粘土、褐色粘土含む

14：黒灰色粘質土 ：砂粒多く含む

15：黒色粘質土：黄白色粘土含む
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〔周堀（北西部）覆土〕

1 ：褐色砂質土：小粒含む

l＇：小礫均質含む

2 :褐色砂質土：小礫、ローム小塊含む

2':ローム含まない

2"：礫も含む。 3層境に赤褐色塊（酸化鉄）含む

3 : 〔注記不備〕

4 :灰褐色土：ローム、砂利含みさらさらしている

5 ：黒褐色粘質土：石臼 ．礫等多く投

げ込まれる

5＇：流れ込み状を呈す

5" : 1'層土と 5'層の混土

6 ：暗褐色粘質土：下部は砂質土。石臼 ．礫等多く投

げ込まれる。拳大の礫含む（ピート混入）
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第58図の 1 屋敷周堀と出土遺物（その 3ー北堀）
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第 6節の 2 屋 敷 遺 構
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〔周堀（北堀東部）覆土〕

1 :褐色砂質土：小礫含む

1':やや酸化鉄含む 1 " :やや砂質土含む。レンズ状堆積

2 : 〔北西部（前頁） 2層に同じ〕 2'：褐色砂質土

3 : 〔注記不備）

4 : 〔北西部（前頁） 4層に同じ〕

4':灰褐色土：ローム粒一部に含む。粘性大

5 : 〔北西部（前頁） 5層に同じ〕

6 : 〔北西部（前頁） 6層に同じ〕

6':一部泥炭含む。暗褐色土 6":ローム粒含む。褐色土

6 "':暗褐色土：下層ほど暗い。 中部に泥炭。下部にローム含む

黄色ローム：二次堆積

4' 

1/6 

第58図の 2 屋敷周堀と出土遺物（その 3ー北堀）
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〔周堀（内側堀）覆土〕

1 ：暗褐色土 ：白色粒含む

2 : 3暦より明る＜小円礫含む

3 : 1層に似るが暗い

4 : 3層に似るが明るい

5 ：黒褐色土：白色粒含む

6 ：褐色土 ：白色粒少量含む

7 ：褐色土：酸化鉄と互層状に小円礫層含む

8 ：暗褐色土：酸化鉄含む

9 :褐色土 ：酸化鉄と小円礫含む。粘性あり

10 : 12層に小円礫含む

11: 12層土に似るが小円礫含む

12 : 13層土に似るが明褐色土の色調暗い

13:褐色土 ：酸化鉄と少屈の小円礫含む

14：極暗褐色土 ：小円礫含み粘性あり

15 : 14陪土と11層土の混土

16 : 15層に似るが11層土多い

17：明黄褐色シルト ：地山の可能性あり

〔BW1-1号溝（外側堀）覆土〕

18: 4層に似るが白色粒少ない

19 : 18層に似るが暗く酸化鉄微鼠混入

20：褐色土 ：酸化鉄含み小円礫密に含む

21：暗褐色土：酸化鉄縞状に含み明赤褐色土含む

22:小円礫層：酸化鉄多量に含む

23：褐色土 ：粘性あり

24：暗褐色土 ：酸化鉄多く含む

25:小円礫層
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第59図の 2 屋敷周堀と 出土遺物 （その 4ー西堀）
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第60図 屋敷周堀の出土遺物（その5)
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第63図 屋敷周堀の出土遺物 （その 8)
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〔2-7号溝覆土〕

1 ：暗茶褐色細砂質土：わずかに白色軽石含む

2 ：暗茶褐色土：黒色土含む。粘性なく堅く締まる

3 ：暗茶褐色細砂質土：やや粘性あり

4 ：暗茶褐色土と黒色土、暗黄茶褐色土の混土

5 ：灰褐色細砂質土：鉄分塊含む

6 :黒茶褐色土：粘性あり。きめ細かい

7 ：灰褐色粘質土

8 :灰褐色土：粘性僅かあり。きめ細かくよく締まる

9 :灰褐色土：粘性僅かあり。きめ細かい

10:暗灰褐色土：粘性ありきめ細かい。締まりあり

n:暗灰褐色土：粘性かなりあり

ll 10 9 II 

〔2-8号溝覆土〕

1 :暗褐色土：黒色土・白色粒子・黄色粒子・小礫含む

2 ：暗褐色土し灰褐色土の混土：白色粒子含む

3 :灰色土：砂粒・白色粒子・鉄分含み、やや粘性あり

4 ：砂層

5 ：灰色粘質土：白色粒子 ・砂粒 ・鉄分含む

6 ：灰褐色土：白色粒子と褐色粘質土含む

7 ：暗灰色粘土：鉄分含む

8 ：暗灰色粘土：黒色土と砂粒含む

9 ：黒灰色粘質土：ローム含む

10 :暗灰色土：黒色土・黄色粒子・砂粒・ローム含む

11：黒褐色土：ローム・黒色土含む

(2) 堀（第56~69図、 PL25~27• 29 • 38~46) 

概要 本屋敷の堀は周堀（濠、以下「周堀」と表記す

る）、 B1-12~15・18号溝、BWl-1号溝、 2-5~8

溝がこれに該当する。このうち周堀と 2-5 • 8号溝

は同一の遺構（以下「周堀」とする）であり、 B1-14 

号溝と 2-6号溝（以下「 6号堀」とする）、 BWl-1

号溝と 2-7溝（以下「 7号堀」とする）もそれぞれ

同一の堀である。また B1-13号溝と B1-18号溝対

94 

第65図の 1 屋敷周堀（その10ー南堀）

を成し、 2-6 • B 1 -14号溝と B1-15号溝も対を成

すものと判断される。（以下B1 -12 • 13 • 15 • 18号

溝もそれぞれ「12号堀」、「13号堀」、「15号堀」、「18

号堀」と表記することとする。）

これらの堀遺構のうち、周堀は12号堀及び 6• 7 

号堀より新しいことが確認されているが、一方13• 



ーg->/2 

、一

第65図の 2 屋敷周堀（その10ー南堀） （S = 1 /100) 

18号堀は周堀に達しないよう、即ち周堀を意識して

掘削されている点からこの 2条の堀とは同時期のも

のと認識される。こうした点を勘案すると堀の時期

は大きく 3期に分けられ、 12号堀は 1期、 6• 15号

堀は 2期、 7号溝は 3前期、その他は 3後期の堀と

大きく分けることができる。

また13号堀の中程には土橋が在るが、この土橋は

一回掘削された後、最終的に褐灰色土等（第66図の

1上の 2• 3層）で埋め戻されて再度作り直された

ている。一方、周堀の 2-8号溝部分には堀障子が見

られた。しかしこの堀障子は軍事的な機能を果たす

には小規模であり、寧ろ滞水を目的としていたもの

と認識される。

尚、東と北側の周堀は昆虫遺体及び花粉種子の分

析及び付編から常時滞水し、草の繁茂していたこと

が確認されたが、少なくも畝堀の遺存から南側の堀

も同様の状態であったものと判断される。

遺物 各堀からは土師器 ・須恵器片等の出土も見ら

第6節の 2 屋敷遺構

れたが、多量の石製品や中世のかわらけ、

内耳鍋等の出土も見られた。この中でB

1 -12号溝からは焙烙鍋（ l)、内耳鍋

(2 • 3)の他、男瓦(4)やこも編み石(5

~8)の出土が見られ、 B1-13号溝から

は内耳鍋（ l）、 B1-14号溝からは焼締陶器甕(1、

2 - 8 溝— 5 と接合）や砥石と思われる石製品 (2) 、 B

1-15局溝からはこも編み石(1)や鉄滓(2)、B1 

-18号溝からは内耳鍋（ 1）や模鋳銭らしき咸平元賓

(2)、不明石製品（ 3)、磨石(4)、2-5号溝からは

内耳鍋(1.2入礎石(3入杭（ 4• 5入割材(6~8)、

2-6号溝からは内耳鍋（ 1）、 2-8号溝からはかわ

らけ(1~3）、内耳鍋（ 4）、焼締陶器甕(5、B1-14 

溝ー 1と接合）、模鋳銭(6、皇宋通賓）、石臼の上臼

(7)、茶臼の下臼（ 8)、石鉢（ 9)、こも編み石(10)

の他、緑釉陶器碗(12)、須恵器甕（13)などの出土も

見られた。一方、周堀では東堀と北堀に多く出土し、

特に北東及び南西隅部には集石箇所が見られた。出

土遺物にはかわらけ(1~13)、白磁皿片(14)、施釉

陶器皿(15)、内耳鍋（16~20)、知多半島系のものを

含む焼締陶器甕片(21)の他、漆椀(100~104）、下駄

(105)、丸棒（106入薄材(107入箆(108)、小木片(109)、

石臼の上臼(30~38)や下臼(39~47)、石鉢(48~52)、
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（左図）

〔B1-13号溝毅土〕

l ：灰黄橙色土：細砂と酸化鉄含む

l＇：灰黄橙色土 ：細砂とローム粒若干混入

〔改修土橋構築層〕

2 ：褐灰色土：黄橙色ロームや黒色粘質土含む

-----------―- 3：黄灰色粘質土：黄橙色ロームや黒色粘質土涅入

（下図）

〔B1 -13号溝毅土〕

工
¥¥し-- -

1 :にぶい黄褐色土： As-Cと2• 3層土混入

2 ：褐灰色粘質土： As・C・酸化鉄若千混入

3 ：褐灰色粘質土と灰黄色ロームの混土 ：As-Cと炭化物含む

4 ：灰黄褐色粘質土： 5層土入る

5 :褐灰色土、にぶい黄色砂質土、灰黄褐・黒・黄橙 ・黄褐 ・

浅黄橙色粘質土の混土 ：As-C• Hr-FA多く含む

6 ：灰黄褐色土：若干のAs-C等混入

7 ：褐灰色粘質土：多くの細砂 ・酸化鉄と若干の酸化マンガン

混入

8 : 7層に似るが明黄褐色土混入

9 : 7 • 8 • 10層土ベースとする酸化鉄凝縮層

10：黒褐色粘質ヘドロ陪：黒 ・暗灰黄色粘質土と酸化鉄、昆虫

混入

A
 

2 I 
13溝

A' 

v̀
 

乙

：ロ
＜
 

、

J

I

1/4 

13溝ー1

〔B1-13号溝覆土〕

l ：鈍い黄褐色土 ：褐灰色土 ・黒色粘質土等混入

2 : 1層に似るが黒褐色土混入

3 ：黒色粘質土と灰黄褐色土の混土 ：As-C混入

4 ：灰黄褐色土 ：黒色粘質土混入

5 ：暗褐色土：黒褐色粘質土多く、 As-C等含む

6 ：黒褐色土：黒色粘質土と酸化鉄等混入

7 ：黒色粘質土と暗褐色土の混土：ローム等混入

8 ：黒色粘質土と黄褐色土、暗褐色土の混土

9 ：灰黄褐色上：黒色粘質土、ローム等若干混入

10：褐灰色土、黒色粘質土と黄橙色ロームの混土

11：暗灰黄色粘質土と褐灰色土の混土：黒色粘質

土 ・明黄褐色ローム多旦に混入

12 ： 黒褐色土：細砂 • 黒色粘質土等混入

13：褐灰色粘質土 ：黒色粘質土粒等僅かに混入

14 :黄灰色土 ：黒色粘質土、 As-C少量混入

(/) 

第66図の 1 屋敷内堀と出土遺物（その 1)
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第6節の 2 屋敷遺構

Bl-12号溝 □ l l/4 

1/4 

I I 2 

1/4 

I I 3 

1/4 

12溝

三 亨芦□0m

c
 

cI 

13溝 ロ

〔B 1 —周堀覆土〕

1 :灰黄褐色土： As-B、黒

色粘質土、酸化鉄混入

2 :黒褐色土： As-B、黒色

粘質土混入

〔B1-12号溝覆土〕

3 ：黄灰色土と黄褐色土の混土：黒色粘質

土・酸化鉄・ As-B若干混入

4 ：褐灰色粘質土と灰黄褐色粘質土の混土：

Hr-FAパミス混入

5 ：褐灰色に暗灰黄色入る粘質土の混土： 6 

層土混入

6 ：黒褐色粘質土： 5層土と黒色粘質土混入

13号溝

B
 

L•81. 60m 

B' 

15：黒褐色土：黒色粘質土、 As-C少量混入

16：灰黄褐色土：川砂含み、黒色粘質土粒・黄橙色ローム粒少量含む

17：暗灰黄色土：川砂含み、黒色粘質土粒・黄橙色ローム粒少量含む

18：黒褐色土：細砂含み、若干黒色粘質土と酸化鉄含む。ヘドロか

19 :黄灰色土：粘性あるが細砂と僅かな黄褐色ローム含む。グライ化

20：黒褐色粘質土：細砂と若千の黒色粘質土と黄褐色ローム含む

〔B1-12号溝覆土〕

21：灰黄色土と褐灰色土の混土： As-C混入

22：褐灰色土に鈍い黄褐色土入る混土層：黒色・鈍い黄橙色粘質土混入

23：褐灰色粘質土に黒褐色粘質土入る混土層：鈍い黄橙色土若干混入

第66図の 2 屋敷内堀と出土遺物（その 1)
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第66図の 3 屋敷内堀の出土遺物（その 1)

五輪塔の空風輪(53)、板碑片(54~57)、軸受けかと

思われる不明石製品(58)、砥石(59~66)、敲石

(67~79)、磨石(80~85)、削痕跡のある礫(86)、加

工痕のある石材(87）、こも編み石(88~93)、台石

(95~99)、酸化焔焼成を含む須恵器坪(25~28)、女

瓦(29)も見られた。またピート（泥炭）層からは植物

遺体に昆虫遺体の出土も見られた。

時期 本屋敷の時期は、出土遺物から見た堀の変遷

に基づく 1期が15世紀前半、 2期が凡そ15世紀中葉、

3後期が15世紀後半と判断される。

規模 （周堀） 長さ： 159.0m 幅： 456cm 深さ：

138cm 

(12号堀） 長さ： 10.9m 幅： 130cm 深さ： 71cm

(13号堀） 長さ： 22.2m 幅： 285cm 深さ： 107cm

(15号堀） 長さ： 24.2m 幅： 285cm 深さ： 84cm

(18号堀） 長さ： 13.9m 幅： 294cm 深さ： 94cm

(6号堀） 長さ： 11.4m 幅．・ 230cm 深さ： 102cm

(7号堀） 長さ： 42.4m 幅： 236cm 深さ： 82cm

構造 1期の堀である12母堀は概ね東西方向に走行

し、直線的なプランを呈している。 12号堀は堀底が

浅いので失われたものと解釈しているが、東・北・

西側は周堀の位置に掘削されていたもの

と想定される。そして南側については12

号溝の西寄りが13号堀に切られているた

め詳らかではないが、 13号堀のラインを通って西に

延び、 18号堀の南辺りで西堀に達していたのではな

いかと想定している。

2期の堀である 6• 15号堀は東西方向に直線的に

走行しているが、前者ではそのラインが西側で少し

南に下がっている。両堀は4.lm程の間隔を以て隔

たっており、ここが虎口と認識されるが、両溝の中

心線は虎口中央で40cm

程 6号堀が南に下がつ ＼ 

て若干喰違い虎口のょ ＼ 
＼ 

うな状況を見せてい

る。両溝とも端部が周

堀内に突き出してお

り、 2期の堀も東・北・

西側は周堀の位置に掘

削されていたものと想

定される。尚、 15号堀

の西端は若干終息する

傾向があり、南西隅部

／

＼

 ＼
 

9

,

 

に虎口のあった可能性

第67図の 1 屋敷内堀（その 2)
も考慮される。

3期の堀である周堀は上述のようにその南西部が

路線外に出るため全容は詳らかでないが、概ね縦横

98 



比の小さい縦長の方形で西縁が若干張り出した逆D

字形のプランで掘削されていたものと判断される。

また東部が路線外に出ているため明瞭ではないが、

想定される堀の位置から虎口は南縁東寄りに開口部

を持つ順の喰違い虎口であったものと想定される。

3区の周堀は南西部で新旧関係を持つ 2条に分かれ

る。即ち 7号堀が古く周堀が新しいのであるが、両

第 6節の 2 屋 敷 遺 構

堀共に走行プランは余り変化が無いものの後者のほ

うが一回り内側を走っている。

3期の主郭と二郭を画する13• 18号堀は、共に東

西方向に直線的なプランを以って掘削されている。

13 • 18号堀は東西に連続するように在るが、 13号堀

が南、 18号堀が北に位置し、 13号堀の西端と18号堀

の東端は50cm程の重なりを持ち、 lm程隔たった平

行な位置関係に掘削されている。両者の間はやや変

則的な形ではあるが虎口と解釈される。

□ 3 

1/6 ロニロ~4

-:..:¥ 
18号溝

ミ
。 i

 吋

＋ 

＼ 口 / L=8160m◎@
4/5 

2 

□ 
第67図の 2 屋敷内堀と出土遺物（その 2)
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第 3章発見された遺構と遺物
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〔B1-15号溝骰土〕

l ：褐灰色粘質土：黒色粘質土 ・浅黄色砂質土等混入

2 ：褐灰色粘質土：黒色粘質土 ・浅黄色砂質土やや多く混入

3 ：褐灰色粘質土 ：黒色粘質土 ・浅黄色砂質土僅かに混入

4 : 明黄褐 ・ 褐灰 • 黒色粘質土、黒褐色土、浅黄色砂質土の混土 ： As-C 含む

5 ：灰黄褐色砂質土 ：黒 ・褐灰 ・明黄褐色粘質土と浅黄色砂質土やや多く入る

6 ：黒褐色土 ・黒 ・明黄褐色粘質土 ・浅黄色砂質土の混土

7 ：褐灰色粘質土の混土 ：黒色粘質土、浅黄色砂質土混入

8 ：褐灰色粘質土：浅黄色砂質土、酸化鉄、細砂やや多く混入

9 ：灰黄褐色粘質土：若干の黒色粘質土と浅黄色砂質土混入し、川砂多く入る

¥ ¥ 14-1 

1/4 

B-15号溝

1/3 

14-2 

第68図の 1 屋敷内堀 (S= 1/100) と出土遺物（その 3)
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第 6節の 2 屋敷遺構
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Bl-14号溝
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ク
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2-6号溝

上 冑止し＝8160m

〔土坑覆土〕

1 :にぶい黄褐色粘質土： Hr-FA入るにぶい黄

褐色土 ・黒色粘質土 ・灰白色粘質土混入

2 :にぶい黄褐色粘質土：黒色 ・灰黄褐色 ・浅黄

色粘質土混入

〔B1-14号溝覆土〕

3 :浅黄色粘質土：川砂、灰黄褐・浅黄・灰白・

黒褐 ・黒色粘質土、 As-C混黒色砂質土入る

4 ：浅黄色粘質土：灰白色粘質土 ・黄橙色ローム

入る

5 :浅黄・灰白色粘質土・黄橙色ロームの混土

6 ：黒色粘質土：灰白色粘質土・黄橙色ローム入

る

7 : As-C混黒色砂質土と黒色・褐色・にぶい黄褐

色粘質土の混土： 5層土若干混入

8 ：褐色粘質土：若干のAs-C混黒色砂質土、黒

色 ・灰黄褐 ・浅黄色粘質土、川砂入る

9 ：褐色粘質土： As-Cと黒・灰黄褐・浅黄色粘質

土、川砂混入

10：黒褐色粘質土：黒・灰白色・浅黄色粘質土、

黄橙色ローム多く入る

11：褐色粘質土：黒・浅黄色粘質土、川砂混入の

灰黄褐色粘質土混入

11': 11層土に同じだが混入物少ない

12 :川砂混入の灰黄褐色土： As-Aと、若干の黒

褐•黒色粘質土、黄橙色ローム混入

13 :にぶい黄褐色粘質土：褐 ・灰白色粘質土、黄

橙色ローム若干混入

14 :黒 ・褐・にぶい黄褐 ・灰白・浅黄色粘質土、

川砂混入の灰黄褐色土 ・灰黄褐色粘質土、浅

黄褐色土の混土

15：褐色粘質土：川砂混入の灰黄褐色土入る

16 :褐色粘質土ブロック

17：褐灰色砂質土：酸化鉄・As-C多く含む。川砂

混入の灰黄褐色土ベースに若干のAs-C混黒

色砂質土入る

18：褐灰色砂質土：細砂と若干の黒・灰白色粘質

土混入

19 :にぶい黄橙色ローム質土： As・C混黒色砂質

土 ・黒色粘質土若干混入

20：褐 ・にぶい黄褐色粘質土、川砂混入の灰黄褐

色土・灰黄褐色粘質土と浅黄褐色土の混土

上三；員已已言冒言鸞乞□14号：

〔2-6母溝覆土〕

1 ：灰茶褐色土：白粒、黒色土

混入。締りよく堅い

2 ：灰黄褐色土：白色軽石と黒

色土多最に混入。締まりよ

＜堅い

3 ：灰褐色土：白色軽石、砂含

む。締り良し。粘性にない

さらさらな土

4 ：灰褐色土：白色軽石わずか

に含む。砂・鉄分塊含む。

締り良し、粘性なし

5 ：灰黄茶褐色粘土：鉄分塊含

む。締り良し

6 ：灰暗褐色土：砂・鉄分塊含

む。粘性はないが絞まり良

い土

7 ：灰褐色土：鉄分含む。粘性

あり締り良し

：言言旦L=8140m

9字゚
／ 

1 B. I, I 
_..:::--・ I 、

ヽ

-- ごニ一

第68図の 2 屋敷内堀 (S= 1 /100) と出土遺物（その 3)
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第3章 発見された遺構と遺物

L=81. 50m 

A -℃ミピ言←← A' 

[B 1-1号溝覆土］

l ：黒褐色細砂：小礫少量含む 1 4 ：暗褐色細砂層

2 ：暗褐色土：細礫混入 5 ：黒褐色土シルト

3 :小礫層

第69図屋敷内堀（その 4)

掘削形態は12号堀が薬研堀状を呈する以外は箱堀

状を呈するものであった。また壁面は全体的に内郭

側の傾斜が外郭側に対して鋭角になる傾向が見られ

た。また周堀のうち南西の 2-8号溝底部には堀障子

が見られた。当該区域の底幅は1.2m程で堀障子の形

状かつて畝堀と呼ばれたタイプの 1列の障子堀で、

障壁は幅40~60cm、高さ11~18cmと小規模なもので

3ケ所確認された。障壁と障壁の間隔は 5~6.4mで

あった。

102 

(3) B 1 -19号溝（第69図、 PL21)

概要 本溝はB区南西部に在り、 15号堀と周堀の間

に位置しているが、遺存状態は良好とは言い難く一

部が確認されたに過ぎない。

本溝は幾つかのB1 -140号土坑など幾つかの土坑

と重複しているが、本溝の方が新しい。

本溝は周堀である可能性は有し、或いは郭内を画

する可能性を有するが、堀とするには形態的に整っ

ておらず、位置的に本溝と周堀の間には 3mの隔た

りがあるため、土塁の内郭側の溝であるものと思慮

される。

遺物 本溝では土師器甕片 5片が出土したに過ぎな

かった。

時期 出土遺物も少なく 、本溝の時期は特定するこ

とはできなかった

が、周堀の土塁に

伴うものである場

合は15世紀後半と

いう年代感が与え

られる。

規模 長さ ：llm 幅 ：162cm 深さ ：27cm

構造 本溝は概ね東西に方向を取るが、若干の蛇行

を見せている。

掘削形態は箱堀状を呈している。

(4) 掘立柱建物（第70~75図）

概要 屋敷遺構では主郭中央から南東寄りを中心に

柱穴群が確認されており調査時点でも何棟かの建物

の抽出を試みていたのであるが、これらの抽出建物

については現在の中世掘立柱建物の研究水準に照ら

して問題があったため、整理作業段階で東北芸術工

科大学の宮本長二郎先生に再抽出を依頼した。その

結果B1-SBOl~17号建物の17棟の掘立柱建物を抽

出戴いたのである。これらの建物の細かい所見つい

ては第 4章第 1項に先生の鑑定所見を掲載したので

繰り返さないが、ここではその概要を述べることと

する。尚、新しい抽出建物については発掘調査時点

でのものと識別するため、建物番号に「SB」番号を
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付すこととする。

建物の大半は主郭中央から南東寄りの居住域に分

布しているが、 SBOl号建物が北東、 SBlO号建物が北

西の土坑 •井戸の集中域に分布が見られた。

またSB2 • 5 • 9 • 13 • 16号建物等の主屋建物が

確認され、建物の分析から建物群は 7期に亘ること

が想定されている。

遺物 本建物群では出土遺物を認めることはできな

かった。

時期 本建物の時期は特定できなかったが、建物構

造の解析から中世後期の所産と認識され、屋敷遺構

の時期である15世紀という時期に整合している。
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(SB08)東西： 687cm 南北： 453cm
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第70図 SB-01掘立柱建物

遺構埋土類型（埋土類型）

b ：黒褐色土：黒色土か褐色土、少量の

白色粒子含む

b': bだが混入物ないか非常に少ない

c ：暗褐色土：白色粒子微見に含む。

基本土層類型（地山類型）

ァ：暗褐色土

〔B1 ~SBOl号掘建柱建物柱穴覆土〕

（太字はピット番号）

27 : b 30: 1 = c（黒褐色） I2 = c 

（暗褐色） 32 : 1＝白色物少なく炭化

物入る cI 2＝白色粒少ない C 92: 

1 = b'I 2 = b 413 : 1 = b（黒褐色）

I 2 = b（暗褐色） 414 : 1 = b I 2 =y 
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第 3章発見された遺構と遺物

(SB17)東西： 438cm 南北 ：1113cm

（各柱穴の規模は巻末ピット一覧、柱間は第 4章

第 1節参照）

構造 SBOl号建物は 2X 3間建物であり、 SB02局

建物は身舎が 1X 3間の南北庇付き建物。 SB03号建

物は 2X 3間の建物で、 SB04号建物は北側 l間と南

側2間の柱間の異なる 4X 3間の建物である。

遺構埋土類型（埋土類型）

b:黒褐色土 ：黒色土か褐色土、少鼠の白色粒子含む

b': bだが混入物ないか非常に少ない

c ：暗褐色土：白色粒子微械に含む。

基本土層類型 （地山類型）

a ：黒褐色土：白色粒子やや多い

¢：黒色土

〔B1 -SB02号掘建柱建物柱穴覆土〕（太字はピット番号）

108 : c 113 : 1 = b'I 2 = b 115 • 118 • 238 : b' 

117 • 298 : b 125 : 1 = b'I 2 =/J多い b 132:/Jない

139 :明黄褐色土含む b'
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第 6節の 2 屋敷遺構
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第 3章発見された遺構と遺物

5号掘立
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138 : 1 = b'I 2 =a塊 l137:3=bl4啜 多い b 418 : 1 = b I 2＝植物痕 147 : 1 = b I 2＝白色粒少ない bI 3 =a 165 : b 186 : b 39 
坑： l＝酸化鉄入る (10YR3/2)I 2＝酸化鉄入る (10YR2.5/2) I 3＝酸化鉄入る(lOYR3/3) 199 : 1 = b'I 2 = b 234 : b 245 : 1 = b'I 2 = 
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I 319 : 3 = b'I 4 = b I 5 =/Jなく ッ含む b 346 : 1 =a多い b'I2＝プロックない b'I3 = b 

第72図の 1 SB-05号掘立柱建物
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第 6節の 2 屋敷遺構

〔B1 -SB06号掘建柱建物柱穴覆土〕（太字はピット番号）

109 : 1 =/3ないB'I2 = b' 124 • 233: b' 141 : 1＝黒褐

色土（柱痕） I 2 =/3少量含む黒褐色 bI 3 =/3少漿含む暗褐

色 b 182 : 1 = b I 2 = a 231 • 330 : 1＝大きいプロック

入る b'I2＝ブロック極大の b'235: 1＝プロックない

b I 2 =a 253 : 1 =a I 2＝溝覆土 259 • 260 : b 

遺構埋土類型（埋土類型）

a ：暗褐色土：鉄分混入

b ：黒褐色土 ：黒色土か褐色土、少量の白色粒子含む

b': bだが混入物ないか非常に少ない

基本土層類型 （地山類型）

a：黒褐色土：白色粒子やや多い

f3：黒色土

y：暗褐色土

SB05号建物は西側北寄りに下屋の付く 2X 5間の

建物で、 SB06号建物は 2X 4間の建物であり、 SB07

とSB08号建物は 1X 3間の建物。 SB09号建物は身

舎が 1X 4間で四囲に庇の回る建物で、 SBlO号建物

は2X 4間、 SBll・SB12号建物は 2X 3間の建物。

SB13号建物は身舎が lX 4間で北側に庇の設けら

れる建物で、 SB14号建物は 2X 2、SBS15号建物は

1 X 2間、 BS16号建物は 2X 4間の建物。 BS17号建

物は 1X 5間の建物である。

棟方向はSBOl• 05 • 06 • 10 • 17号建物は南北に向

いているが、他の12棟は東西を向いている。

(5) 井戸（第76~82図 PL26~28 • 48~53) 

概要 本屋敷では主郭の外周部に B1-1~4 • 5 

6号掘立
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第72図の 2 SB-06号掘立柱建物

A・5B・6A・7~10 • 14 • 15 • 17 A・17B・18・ 

20・21（旧210ピット）号井戸の18基の井戸を確認、調

査した。

このうち東部には 1~4・14号井戸、南側に 6A・

7 • 9 • 21号井戸、西側に10• 15 • 17 A • 17 B・18• 

20号井戸、北側に 5A・5B・8号井(116頁へ）戸が
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第 3章 発見された遺構と遺物

7号掘立
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第 6節の 2 屋敷遺 構

(B 1-SB09号掘建柱建物柱穴覆土〕

（太字はピット番号）

42 : 1 = c [ 2 = c I 3＝白色粒子混黒褐色土 56 • 

69 • 436 : b 57 : 1 = c I 2 = b' 58 : 1 = b I 2 =/J 

少ない bI 3 =/J十As-C 66: 1＝ブロック少ない

b I 2＝プロック少なく a多い b 67 : 1 = b I 2 = 

白色粒子ない b 89 : 1 = b I 2 = /J（地山か） 113• 

198 : 1 =/Jない bI Z=b [ 3=b'l 4=/J少ない b

I 5 = b 158 : 1＝礫 ・炭化物少鼠含む cI 2 = c 

162 : 1 = c I 2 = b 164( • 165) : 1 = b I 2 =a （士也

山か） I3＝軽いし多いa（地山か） 181 : 1 = c I 2 

= b I 3 =/J多い bI 4 = b' 206 : 1＝黒褐色土（植物

痕） [2=cl3=b（柱痕か） 212 : 1 = b'I 2 = b 

293 : 1 = b I 2＝黒色土（植物痕） 298 • 436 : b 

323 (・ 48 • 324) : 1 b'I 2＝プロックない bI 3＝鉄

分混 bI 4＝白色粒子多い b'I5 =/J少ない b'I6 = 

b 328 • 329 : 1 = b'I 2 = a I 3＝プロックない b'

I 4＝プロック多い b 404:l=b'IZ＝ガンマ多

いb 408 : 1＝プロックない b'I2＝白色粒子少な

い bI 3＝白色粒子多い b 432 : 1 = b I 2 =/J 

438 : 1 = b I 2 =/J・ 白色粒子混入の黒褐色土粗砂

遺構埋土類型

（埋土類型）

a ：暗褐色土 ：鉄分混

入

b ：黒褐色土 ：黒色土

か褐色土、少羅の

白色粒子含む

b': bだが混入物な

いか非常に少な

し）。

c ：暗褐色土 ：白色粒

子微屈に含む。

基本土層類型

（地山類型）

a：巣褐色土 ：白色粒

子やや多い

¢ ：黒色土
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第3章 発見された遺構と遺物

10号掘立
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〔B1-SBlO号掘建柱建物柱穴覆土〕（太字はピット番号）

272: 1＝プロック少ない b'I2 =a（地山か） 275(・274・347): l= 

b I 2＝白色粒子多い bI 3 =/3多い b 278 • 281 : b 335 : b' 

341 :プロック小さい b 391 : 1 =/3ない b'I2 • 3 =y 

〔B1-SBll号掘建柱建物柱穴毅土〕（太字はピット番号） 128: 1 = 

b'I Z=b I 3=/3（地山か） 142(・ 141) : 1＝黒褐色土（柱痕） I2 • 

3 ＝鉄分•/3少量の b I 4 =a（地山か） 255:/3ない b 331 : 1＝大

プロック混b'I2＝小プロック混 b' 442: l=b'I 2=b 
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屋 敷 遺 構

遺構埋土類型（埋土類型）
a ：暗褐色土：鉄分混入
b:黒褐色土：黒色土か褐色土、少

鼠の白色粒子含む
b': bだが混入物微量か無い
C :暗褐色土：白色粒子微量に含む
a ：黒褐色土：白色粒子やや多い
fJ： 黒色土

d ：黒褐色土 ：細砂主体。
白色粒子微量に含む

基本土層類型（地山類型）
y：暗褐色土

第 6節の2

(Bl -SB12号掘建柱建物柱穴習土〕

（太字はピット番号）

54 : 1 = /J少ない b l2=/J（地山か） 100 : 1 = c I 2 = b 

154 : C 175 : 1＝にぶい黄褐色土混入の b'I2 = b' 299 (• 

300) : b 328 (・ 329) : 1 = b'I 2 = a I 3 =プロックない b'

I 4＝ブロック多い b'

ヽ
~

，
 

2
 

3
 

、y.
(

8冗
32

ー

ヽ

／

〔Bl-SB13号掘建柱建物柱

穴覆土〕（太字はピット番号）

47 : b 48 : 1 = b'I 2 =/3な

い b'I3 =/3ない b 60(・ 

61) : 1 = b I 2 = c I 3 = b 

I 4＝白色粒子混a 68: 1 = 

/3ない b'I2＝褐色粒子含む

b'l3=b'l4=プロック少

ない b'I5＝黒褐色土（植物

痕跡） I6 • 7=b' 113(・ 

193) : 1 =/3ない b I 2 = b 

l3=b'l4=/3少ない b I 5 

= b I 6 =/3多い b 141 (・ I A A' A A' 
142) : 1＝黒褐色土含む黒褐 ＿． ＿ ＿． 2 • 一

色シルト（柱痕跡） 1 2.3＝鉄 てニフー ＼ジケ
分 •/3少蘇含む b I 4 =a（地山 A 

，； 間：言； ［よ ------.C)よ 上 C]し上◎エ
土混黒 154 100 

褐色シルト 169(・330) : 1＝大ブロック入る b'I2 = b' 177 : 1 = c I 2 = b 185 : b' 301 (・ 303) : 1 = b'I 2 

=b l3=1層よりプロック多い b'l4=bl5＝黒褐色粘質土 324 ( • 48 • 323) : 1 = b'I 2＝プロックない b I 3 = 

鉄分混 b I 4＝白色粒子多い b'I5 =/3少ない b'I6 = b 407 : 1 = b'I 2 • 3 = a（地山・植物痕か） 425 : 1 = b' 

I 2 = b＇（植物痕か） I3 =/3多い b 435 : 1 = b I 2 =/3 |3=b'I 4=a多い b
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第 3章発見された遺構と遺物

14号掘立
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〔Bl-SB14号掘建柱建物柱穴覆土〕

（太字はピット番号）

188 : b 207 : b'209 : b'195 : b 190 : 1 =(Jない

b'I Z=a I 3=As-C混(J 4=(J 334: b'313 (•314): 

l=bl2=b'か I3 = b'I 4＝暗褐色土（溝覆土）

遺構埋土類型（埋土類型）

b ：黒褐色土：黒色土か褐色土と少量の白色粒子含む

b': bだが混入物ないか非常に少ない

c ：暗褐色土：白色粒子微量に含む

基本土層類型 （地山類型）

a ：黒褐色土：白色粒子やや多い

fJ：黒色土

y：暗褐色土

〔Bl -SB15号掘建柱建物柱穴覆土〕

（太字はピット番号）

189: b 197(・ 196): l=b I Z=b' 217: 1＝炭化物含

む b| 2 ＝暗褐色軽石塊 309:l=b'I Z=b 314 ( • 

313) : 1 = b'I 2 = b'か I3 = b'I 4＝暗褐色砂（溝覆土）
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第 6節の 2 屋敷遺構

〔B1 -SB16号掘建柱建物柱穴覆土〕（太字はピット番号）

46:l=b'IZ=/3 65 : 1＝鉄分混 clz=cl3=/3 161 : l =b 211 : 

1 ＝プロックない b'I2 = a I 3 = b 402 : a混 b 426: 1＝ブロックない

b'1 2 =/3少絨含む b'I3 = y混 b 424 : 1 =ブロックない b'I2 ~ b 

437 : 1＝黒褐色土（植物痕） l2=b'l3=y+b
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ー一｀“ 〔Bl-SB17号掘建柱建物柱穴覆土〕

ジ (42） （太字はビット番号）

41 (・ 42) : 1 ° c J 2 ° c I 3＝白色粒子涅黒褐色土

49 : b 133 : b 157 :ブロック少ない b 166(・ 

165) : 1 ° b'J 2 "/3入る bI 3 ° b 174 :・ 1＝炭化

物混 cI 2 ° c J b'304 :プロックない bか

431 : 1 = b'1 2 =y多い b 409:プロックない b'

410 : 1 ° b'I 2＝ゆるい bI 3＝植物痕 437 : 1 C 

植物痕 I2° b'I 3°y+b 
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第 3章発見された遺構と遺物
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〔B1-1号井戸覆土他〕

1 ：暗褐色土 ：白色粒子少屈混入

2 ：暗褐色上：黒褐色土混入

3 :暗褐色土： 1層に比しやや暗い。

白色粒子少輩混入

4 ：黒色土 ：地山層

5 ：黒褐色土： 2層に比しやや暗い

6 ：黒褐色上： 5層と同じだが、やや粘性低い

7 :黒褐色土： 5層と同じだが、粘性高い

8 :黒褐色土： 3眉と同じだが、やや粘性高く、粒子細かい

9 ：黒褐色土： 5層に比し浪い

10：黒褐色土： 5層と同じだが、粘性あり堅い

11:黒褐色土： 9層に比し粒子細かく水分含む
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塁 L=81.60rn _ SPA' 
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〔B1-2号井戸覆土〕

1 ：暗褐色土： 1号井戸ー2層に

同じ。黒褐色土と黒色土ブ

ロック一つづつ混入

2 :暗褐色土： l層に比し暗い
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u
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.
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T
 

吋
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51土

—--―、 I 
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ょ ：褐灰色火山灰灰

1-1 

第76図の 1 B1 - 1•2 号井戸と出土遺物

114 



、U

E
0
9
 

よ
ーヽ

／
 

2
 ul] 

皇

第 6節の 2 屋敷遺構

1/6 I 

図

叶 叶 (B 1-3号井戸覆土〕 I 1 

l ：暗褐色土 ：黄褐色土含む 6 ：黒褐色土

塁 L"81.60m 3 l ? 4 享ー 2 ：暗褐色土：鉄分含む 7：黒褐色土：黄褐色土含む

’ ’’ ’ アー 3 ：暗褐色土 ：にぶい黄褐色土多く含む 8：黒褐色土

8 4：暗褐色土：にぶい黄褐色土少屈含む

6 ~久 ‘7 5：黒褐色土：暗褐色土少星含む
6 

言 1/9

5 

第76図の 2 B 1-3号井戸と出土遺物（その 1)
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第 3章 発見された遺構と遺物

：
 

4-1 

1/9 

1/9 

3
 

位置している。井戸同士の重複は無

かく、 15号井戸は 1号溝に切られ、

14号井戸は周堀に切られるようであ

るが、重複する 9号井戸と13号堀の

新旧関係を特定することはできな

かった。

これらの井戸のうち 1 · 3 · 4 •

5 A • 6 A • 8 • 9 • 10 • 17 • 18号

井戸にはアグリの形成が認められた

が、 3• 4 • 5 A • 8 • 17 • 18号井

戸は長期の使用が窺われるもので

あった。その形成も大きくはなく、

屋敷内の井戸は全体として短期間の使用であったこ

とが窺われる。

遺物 9 • 20 • 21号井戸からの遺物の出土は見られ

なかったが、これ以外の各井戸からは古代～中世に
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第77図 B 1-3号井戸の出土遺物（その 2)

到る時期の遺物が出土してきている。このうち 1号

井戸からは火鉢（ 1)• 2号井戸からは刀子(2)と鎌

(3)が出土した。また 3号井戸からは礎石（ 1)、杭

(5)、切断痕の見られる木材（ 6）の出土が見られた
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口
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L=Bl 70m 

B' e ◎ 
’黒―褐→色火山灰

〔B1-4号井戸覆土〕

l ：黒褐色土：黄褐色土含む

2 ：黒褐色土：黄褐色土、黒色土含む

3 ：黒褐色土：黒色土含む

4 ：黒褐色土

5 ：黒褐色土

第 6節の 2 屋敷遺構

のであるが、特に注目されるのは 3本の建築材(2

~4)の出土したことである。このうち (2)• (3)は

一端が、 (4)は両側が腐食によって欠けている。 3

本の建築材のうち（ 2）の樹種はケヤキ材であ

るが、他の 2本については細かい樹種は明確

にできなかった。また (2)• (3)は5寸角の

角材で、 (4)は4寸角の角材であり、 (2)は

l方向に貫通する、 (4)は交差する 2方向に

貫通するホゾ穴が穿たれていた。さて、 4号
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ロ
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第78図 B 1-4号井戸と出土遺物（その 1)
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〔14号土坑器土〕

1 ：黒褐色土
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〔B1-5 A号井戸覆土〕

2 ：暗褐色土 ：b I 7：黒褐色土粘質土

3 ：黒褐色土 8：黒褐色土粘質土

4 ：暗褐色土 ： 9 ：黒 褐色土：鉄

5 ：黒褐色土： b 分 ・黒色土含む

6 ：黒褐色土

b ：黒褐色土 ：黒色土

か褐色土と少凪の

白色粒子含む

第79図 B 1-4号井戸の出土遺物（その 2)

井戸からは石臼の上臼(1~3)、礎石（ 4)、漆碗

(5)、竹籠の断片（ 6)、切断の痕跡のある木材(7)

の出土が見られた。また 5A号井戸、 5B号井戸の

何れからの出土かは特定できなかったが礎石（ 1）の

出土が見られている。一方、 6A号井戸からは板碑

(1~3)片、8号井戸からは内耳鍋、茶臼の下臼

(2)、敲石(3~5)が、 10号井戸からは水輪と思わ

れるもの(1)、 15号井戸からは陶器合子（ l)、礎石

118 

第80図の 1 B l-5A号井戸

(1 • 2)、可能性のあるものを含む鉄製鍬(4 • 5) 

の出土が見られ、 17A号井戸、 17B井戸の何れから

の出土かは特定できなかったが軟質陶器鉢（ 1)、木

製角棒(2)、18号井戸からは焼締陶器甕（ 1）や杭(2

~8)、杭と思われるもの (9・10)、切断痕のある木

材(11~13)の出土も見られた。



第 6節の 2 屋敷遺構
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〔B1-5 B号井戸裂土〕
A L=B! 70m 

1 ：暗褐色土：黒色土含み、

白色粒子と鉄分混入

2 ：暗褐色土：黒色土含み、

白色 ・黄色粒子と鉄分混

入

3 ：暗褐色土：鉄分混入
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A' 〔B1-6 A号井戸覆土〕

1 ：黒褐色土：植物の痕跡

2 ：暗褐色土 ：炭化物微最

に混入

3 ：暗褐色土：黒色土多輩

に混入
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第80図の 2 Bl-5B・6A号井戸と出土遺物

119 



第 3章 発見された遺構と遺物

7井

可

＼：（入嘉

¥ 2-_ L=8 l. 60m ， 叶
A' 

__! 

4やーーニ—三
乙二） 3

6 

B
 

L二81.60m B' 

〔B1 -7号井戸毅土〕

l ：黒褐色土

2 ：暗褐色土 ：明黄褐色土含む

3 ：暗褐色土：鉄分含む

4 ：黒褐色土：鉄分含む

5 ：暗褐色砂質土 ：鉄分含む

6 :暗褐色土：湧水のためか水分多い

〔B1-8号井戸覆土）

1 ：暗褐色土 ：炭化物混入し、白色粒子微荒に含む

2 ：暗褐色土 ：白色粒子微鼠に含む

3 ：暗褐色土

4 ：黒褐色土：径の大きい褐色土と少絨の白色粒子含む
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第81図の 1 Bl-7・8号井戸と出土遺物
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第 6節の 2 屋 敷 遺 構

可＼ A L=81. 50m A 'B  L=81. 50m B' 
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〔B1 -10号井戸覆土〕

1 ：暗褐色土：鉄分と微輩の黄褐色粒子混入

2 ：暗褐色土：鉄分混入

3 ：暗褐色土：鉄分混入

4 ：暗褐色土 ：鉄分混入

5 ：暗褐色土：鉄分混入

6 ：暗褐色上：鉄分混入

7 ：暗褐色土：鉄分と微緻の黒色土混入

8 ：暗褐色土：黒色土、鉄分混入

暗褐色土： 8層に比し径の小さい黒色土、鉄分混入

〔B1 -14号井戸覆土〕

1 ：暗褐色土：鉄分少斌含み、As-C混入

2 ：黒褐色土 ：鉄分少麓含み、 As-C若干混入

3 ：灰黄褐色粘質土：やや締まりに欠ける

4 ：黒褐色土 ：2層に比し色調明る＜締まりあり。 As-C混入

5 ：黒褐色粘質土
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尚、 18号井戸には礫が充填する

ように投棄されていた。

時期 出土遺物のないものもある

ため屋敷内所在井戸の時期は明瞭

にできなかったものが殆どである

が、多くは出土遺物から推して中

世の所産と判断される。 3号井戸

は出土木材を14C年代測定にかけ

た結果、平安期～中世という年代

が与えられたが、最も新しい15世

紀前半という年代が 3号井戸の時

期として与えられるものと判断し
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第 3章

15井戸

発見された遺構と遺物
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遺構埋土類型（埋土類型）

b ：黒褐色土 ：黒色土か褐色土と少量の白色粒子含む

b': bだが混入物ないか非常に少ない

また 8号井戸は内耳鍋から15世紀中葉以降と認

識され、 15号井戸は出土遺物から15世紀以降という

年代が与えられ、 18号井戸は焼締陶器片の年代から

14世紀中葉以降という年代が与えられる。

規模 (1号井戸）径： 126X 130cm深さ： 171cm

(2号井戸）径： （85) X 91cm深さ： 209cm

(3号井戸）径： 154x 170cm深さ： 236cm

(4号井戸）径： 132X 128cm深さ： 181cm

(5 A号井戸）径 ：100X91cm深さ ：131cm

(5 B号井戸）径 ：93X 99cm深さ： 148cm

(6 A号井戸）径： 160X 162cm深さ ：164cm

(7号井戸）径 ：198X 210cm深さ： 229cm

(8号井戸）径： 132X 144cm深さ ：192cm

(9号井戸）径： 150x (116) cm深さ ：232cm

122 
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〔B1-15号井戸毅土〕（右下「逍構埋土類型」参照）

1 : b :黒色土非常に多い

2 ：褐色土：黒色土と白色粒子、及び多屈の明黄褐色土混入

3 : b：黒色土と明黄褐色土多磁に混入

4 : b : 3層に比し混入物少ない

5 : b’ ：黒色土と明黄褐色土多鼠に混入し炭化物混入

6 : b'：黒色土混入

7 : b’ ：黒色土、褐色土、明黄褐色土混入

8 : b':混入物 4層に似る

9 : b':黒色土、褐色土少ない
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B 1 -15号井戸と出土遺物

(10局井戸）径： 114x 108cm深さ： 169cm

(14号井戸）径： 80X78cm深さ： 135cm

(15号井戸）径： 128X 112cm深さ： 198cm

(17 A号井戸）径 ：97X 100cm深さ： 174cm

(17B号井戸）径 ：（86) X89cm深さ ：127cm

(18号井戸）径 ：153X 170cm深さ ：180cm

(20号井戸）径： 101X 118cm深さ： 163cm



(21号井戸）径： 68X62cm深さ： 134cm

構造 屋敷内の井戸のプランは 1~4・5A・5B・

6A・ 8 ・14・15・17A・l7B号井戸が円形を呈し、

7 • 10 • 21号井戸が楕円形、 9• 18 • 20号井戸は方

形を呈するものであった。

その形態は 1• 3 • 4 • 7 • 8 • 9 • 15 • 18号井

戸は井筒朝顔型に分類され、 2・5A・5B・6A・

10 • 17 • 20 • 21号井戸は井筒円筒形に分類される。

尚、 1号井戸の下部は粗染巻き井戸の可能性があり、

4 • 17号井戸はアグリが深く筒部分は丸底フラスコ

状を呈している。また 9号井戸の下部は隅丸方形と

思慮されるものであり、 5B • 6 A号井戸はやや鉢

状を呈するものであった。

掘削深度は何れも 2m前後と深くなく、本遺跡付近

の推移の高かったことが窺われるが、湧水層は、 1

号井戸は底面から 0~60cm、 2号井戸は底面から 0

~90cm、3号井戸は底面から 0~45cm、 4号井戸は

底面から 0~70cm、5A号井戸は底面から 0~20cm、

5 B号井戸は底面から 0~60cm、 6A号井戸は底面

から 0~45cm、7号井戸は底面から 0~140cm、8号

井戸は底面から 0~90cm、9号井戸は底面から

30~70cm、10号井戸は底面から 0~100cm、14号井戸

は底面から25~35cm、15号井戸は底面から 0~90cm、

17A号井戸は底面から20~60cm、17B号井戸は底面

から 0~20cm、18号井戸は底面から 0~30cm程と判

断される。尚、 20• 21号井戸は想定することはでき

なかった。

アグリは 1• 3 • 4 • 5A • 6A • 8 • 9 ・10・ 

17 • 18号井戸で確認されたが、その形成には強弱が

あり、 1号井戸では底面から25~35cm程の位置に高

さ30cm、奥行き 5cm以下の弱いアグリが、 3号井戸

では底面から lm程の位置に高さ80cm、奥行き18cm

以下の比較的深いものが、また 4号井戸では底面か

らlm程の位置に高さ45cm、奥行き14cm以下のもの

が確認された。 5A号井戸では底面から90cm程の位

置に高さ40cm、奥行き20cm以下と比較的深いものが、

6A号井戸では底面から85cm程の位置に高さ30cm、

奥行き 5cm以下と浅いものが認められている。一方、

第 6節の 2 屋敷遺構

8号井戸では底面から50cm程と130cm程の二箇所に

アグリが確認され、前者は高さ40cm、奥行き 12cm以

下、後者は高さ60cm、奥行き 12cm以下であった。ま

た9号井戸では底面から lm程の位置に高さ50cm、

奥行き 5cm以下、 10井戸では底面から40~50cm程の

位置に高さ25cm、奥行き 7cm以下の何れも浅いもの

が確認されているが、 17号井戸では底面から50cm程

の位置に高さ50cm、奥行き 14cm以下と比較的はっき

りしたものが、 18号井戸で底面から85cm程の位置に

高さ50cm、奥行き10cm以下のものが認められている。

尚、 10号井戸は断面観察から、少なくも上位には

桶状のものが据えられているものと判断され、 18号

井戸に於いては井戸底面の北東寄りの一角に杭が10

本余り、直径75cmの円形になるよう打設置されてい

た。

(6) 土塙墓（第85• 86図 PL28 • 29 • 53 • 54) 

概要屋敷内に於いてはBl-1・2・4・5号墓壊

の4基の土塙墓を確認、調査した。

これらの分布についてみると 1号墓塙が南西隅、

2号募塙が中東部東寄り、 4号墓壊が中北部やや南

寄り、 5号墓塙が中南部南寄り、即ち主郭外周の土

坑•井戸の多い区域に散在している。

何れの土壌墓からは全て人骨が出土しているが、

4号墓塙の遺体は土坑の北西寄りに埋葬され、 5号

墓壊は中世の土塙墓に典型的な北頭位西向横臥屈葬

であった。また Bl-2号墓塙は北頭位東向横臥屈

葬であった。

これらは屋敷内に在るため考古学的な（民俗学の

概念によるものではない）屋敷墓である可能性が考

慮され、特に 1• 2号墓塙の年代感は屋敷のそれと

園酷は無いのであるが、後述する出土遺物との関係

から 4• 5号墓壊は屋敷廃絶後に掘削された可能性

が高いため、屋敷地が廃絶後に墓地になっていた可

能性も有する。従って 1• 2号墓についても単純に

屋敷墓とするには検討を要する。

遺物 2号墓塙から 1枚、 6号墓塙から 1枚、 7号

墓塙から 2枚のかわらけ (2塙ー 1、6塙ー7、7壊
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第 3章 発見された遺構と遺物
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゜〔B 1-18号井戸習土〕

1 ：褐灰色土： As-Cと若干の黄橙色粘質土と浅黄色土混入

2 :にぶい黄褐色上：若干の 3層土と黄橙色粘質土、浅黄色土、 As-C混入

3 ：黒褐色土： 2 • 6層土混入

4 :黒色土 ：5層に比し若干赤味掛かる。上位中心に浅黄色土粒混入

5 :黒色土： 浅黄色土僅かに混入

〔B1-1号溝覆土〕

6 :にぶい黄色粘質土と灰黄褐色粘質土混入
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第 6節の 2 屋敷遺構

〔Bl-17b号井戸覆土〕（下「遺構埋土類型」参照）

1 : b':黄褐色土混入し、白色粒子多い

2 : b':白色粒子やや多い

3 : b':混入物非常に少ない

4 : b':混入物殆ど無い

5 : b':ブロック径大きく 、暗褐色土混入

6 : b':ブロック径大きく、暗褐色土混入し、砂のブロック含む

7 : b':水分含む

〔B1-135号土坑覆土〕

8 : b :径の小さい黄褐色土含む

9 : 8層に似るが混入物少ない
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（埋土類型）

b ：黒褐色土：黒

色土か褐色土

と少量の白色

粒子含む

b': bだが混入

物ないか非常

に少ない

冒
□

ロ
ロ
ロ
ロ
：
日
~1/6 
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第84図の 1 B 1 -18号井
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第 6節の 2 屋 敷 遺 構

-1 • 2) の出土があり、模鋳銭を中心とする渡来銭

がB1-1号墓塙から 8枚、 4号墓塙から10枚、 5号

募壊から12枚の出土があり、 4• 5号墓塙からは永

楽銭の出土もあった。 4号墓塙からは棺の残欠と認

識される木質の出土も見られた。尚、かわらけは、

2号墓壊では下肢の部分に出土し、銭は全体的に胸

部或いは腹部附近に出土する傾向が見られた。

時期 これらの墓壊の葬法は中世に属する可能性が

高いものであるが、副装品から共に中世の所産と断

定される。このうち 4~7号墓塙は概ね16世紀の所

土〕

21号井戸（旧210ピット）

A
 

A' 

1 : b' 

2 : b :プロック多い

3 : b 

L=Sl. 60m 

A 」

ど ?構:1:；：下9：色土と少蘭

の白色粒子含む

b': bだが混入物ないか非常に少ない

第84図の 2 B 1 -21号井戸
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1/60 
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A L=81. 70m 1 A' 

て 2
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〔B1 -2号墓壊毅土〕

l ：黒褐色土(lOYRZ/3): aか。白色粒子少鼠含む

2 ：暗褐色土(10YR3/3)

3 ：暗褐色土(10YR3/3)：微鼠の炭化物含む

第85図 B 1-2号墓壊と出土遺物

産と判断される。

規模 (B 1-1号墓壊）径 ：91X 158cm 深さ21cm

(B 1-2号墓塙）径 ：70X 120cm 深さ13cm

(B 1-4号墓塙）径： 86X 134cm 深さ32cm

(B 1-5号墓塙）径： 101X131cm 深さ38cm

構造 1号募塙は隅丸長方形、 2• 5号墓塙は楕円

形、 4号募壊は長方形のプランを呈する。

掘削形態は箱形で底面は平底を呈する。
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第 3章 発見された遺構と遺物

〔B1-1号墓堀棺部分毅土）

1 :黒褐色細砂： （7.5YR3/2) :。/3.

ローム粒含むが、共に非常に少ない

〔B1-1号墓壊毅土〕

2 :黒褐色シルト (10YR2/3):骨含む

3 ：黒褐色シルト (10YR2/3)：暗褐色

土 (10YR3/3)と骨含む

4 :暗褐色シルト (7.5YR3/3) :白色粒

子、明黄褐色ローム粒子(10YR6/8)
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〔B1-4号墓壊覆土〕

1 : b (lOYRZ/3) : 2 cm大

2 : b (10YR3/3) : a多い

3 : b (lOYRZ/3) : a 2眉に比し多い

4 : b (lOYRZ/2) : a 3陪に比し多い

1-6 
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◎◎ 
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4/5 

第86図の 1 Bl-1・ 4号墓塙と出土遺物 ◎
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第6節の 2 屋 敷 遺 構

-4/r  
5墓
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L=81. 60m 

：口上

1/60 

〔B1-5号募塙覆土〕

1 : b':白色粒子少ない

2 : b': 1より混入物少ない

3 : b 

4 : b':炭化物微絨に含む

5 : b':/3なし、 a多し

6 ：黒褐色土(10YR2/3)：炭化物混入
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遺構埋土類型（埋土類型）

b:黒褐色土：黒色土か褐色土、少屈の

白色粒子含む

b': bだが混入物ないか非常に少ない

基本土層類型（地山類型）

a ：黒褐色土：白色粒子やや多い

f3：黒色土

第86図の 2 Bl-1・5号墓壊と出土遺物

129 



第 3章発見された遺構と遺物

頃

l
l
H＼
十
ー ： 

L=81. 60m 

— l 』2 

2坑

I 289P[ 

〔B1-1号土坑覆土〕

l ：暗褐色土：白色粒少ない

2 ：暗褐色土：白色粒微星。黒褐色土混入

黒褐色土：暗褐色土混入

291P 

I 

285P 

290P 

圧
に
亨
／

―――ニュ
E
0

ご
8
1
1
1

6
8
Z
 
8
8
Z
 S

S
Z
 

□ロ
L=81. 70m 

287 f-285→ 
I l286e9ll29ol I 

｀：  〔ピット埋土〕 ， 
1 : b (10YR3/2) : (287Pit) 

2 : b (lOYRZ/3) :/3少ない。(286Pit)

3 : b (7.5YR3/3) :/3少ない。(291Pit)
4 : b (7.5YR3/2) :/3少ない。(290Pit)

〔B1-2号土坑授土〕

5 : c (7. 5YR3/2) I 9 : b (lOYRZ/3) 

6 : b (7. 5YR3/2) I 10 : b (lOYRZ/2) : 

7: c(7.5YR3/2) /3多く混入

8 ：黒褐色土(10YR I 11: cl' 
2/3）と aの混土

一

一

8坑

L=Bl. 70m 

5坑

〔B1-8号

土坑覆土）

1 : b (1 O 

YR2/3) : 

黄褐色土粒

子含むが少

ない

2 ：黒褐色土

(lOYR3/ 

2) 

1 2 

三
根 3

〔B 1-3号土坑覆土

2 : b 
1 : b : 2 ／習に比し出

一

L=81. 70m 

〔B1-4号土坑覆土〕 1 
-ー-¥------

1 : a• 黒褐色土 • /3の混土：鉄分混入

L=Sl. 70m 

L=81. 70m 

-¥ _ _  —←ノ- --=―べ了
l 頂 1 - 5 •6•7 号土坑授土〕

1 : b：黒色土少なく、径大きい

L=81. 70m 

7坑

L=81. 70m 

——=――ヤ――
I 

口

遺構埋土類型 （埋土類型）

a ：暗褐色土：鉄分混入

b ：黒褐色土：黒色土か褐色土、少旦の白色粒子含む

c ：暗褐色土：白色粒子微量に含む

d ：黒褐色土：細砂主体。白色粒子微量に含む

基本土層類型（地山類型）

a ：黒褐色土：白色粒子やや多い ッ：暗褐色土

f3：黒色土 8：褐色土 (10YR4/4)

第87図の 1 B区1面屋敷遺構の土坑群と出土遺物 (S= 1 /60) （その 1)
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9坑

こ一
L=81. 70m 

〔B1-9号土坑覆土〕

1 : c (10YR2/3) 

2 : b (lOYRZ/2) 

3 : b (lOYRZ/3)：→  

粘性あり

13坑

叶シ

—--、I 2 

L=81. 60m 

10坑 i

□
 

L=Bl. 70m 

-—ーマ
I 

〔B1-10号土坑覆土〕

1 : b 

i
 

L=Bl. 70m 

―¥ -、•コー
I 

〔B1 -15号土坑覆土〕

1 : b 

一
〔B1-14号土坑覆土〕

1 : d 

〔B1 -13号土坑覆土〕

2 : d：黒色土混入

11坑

L=BL 70m 

'— し、→一

I 

〔B1-11号土坑覆土〕

1 : d 

16坑

1 / ―  

〇―

1 L=Bl. 70m 

こ

12坑 /nli 

l
lJ
｀
一
＇

L=81. 70m 

I
 

一
〔B1-12号土坑授土〕

1 : b 

ロ
ロ

坑17 

。
辱

一

L=81. 60m 

一I 2 

〔B1-18号土坑覆土〕

1 :暗褐色土(7.5YR3/3) : 

白色粒 ・酸化鉄混入

2 :黒褐色土(7.5YR3/2) : 

白色粒混入

〔B1-19号土坑覆土〕

1 : b :ローム粒少量

〔B1-20号土坑覆土〕

1 :暗褐色土(7.5YR3/4):

白色粒少量混入

2 ：黒褐色土：植物痕

3 :暗褐色土 (10YR3/3): 

白色粒非常に少ない

2 L=81. 60m 

―•一・一

1 

〔B1-16号土坑覆土〕

1 : b 

2 : b : 1層に比し暗い

21坑

A
 

吋

L三°`-

CB 1-17号土坑覆土〕

1 : C 

2 ：黒色土塊

3 : d 

A
 

し暗し少し比こ,・"' 層
ー
ー
仕
十
l

2
 

．．
 d

 
．．
 4

 

〔B1-21号土坑覆土〕

1 : b（暗褐色10YR3/4)
2 : b（黒褐色lOYRZ/3)
3 : b（黒褐色7.5YR3/2)

L=Bl. 80m 
—. 2 I 

了芦丁
4 3 4 

A
 

吋
I 

―==ぞ_
3 

可

L=81. 80m吋
AI 

〔B1-22号土坑覆土〕

1 : d：黒色As-B混

土含む

2 : b :黒色土少ない

i
0
 

22坑

: 4：暗褐色土 (10YR3/3): 
： 白色粒子含まない I 

（土―

第87図の 2 B区1面屋敷遺構の土坑群 (S= 1 /60) （その 1)
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坑3
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坑

0
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氾

一

[

C

B

l

-

幻
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B
 

2

一
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L

□
5

-

8

1

-

6

ー

□
2

ロ

坑2

5

-

L=81. 80m 

-=====-ャ
I 

ミ

〔B1-23号土坑器

1 : b：黒色土少；

土坑覆土〕

b
 

〔B1-25号土坑覆土〕

1 : b (7. 5YR3/2) 

2 : b (7. 5YR3/3) 

3 : b (7.5YR3/3) :黒色土やや多い

4 : b (7.5YR3/3) :黒色土 ・褐色土やや少ない

1 : b 

L=Sl. 80m — ·根 1 L=Sl. 80m 

事ー一六―
I 

5 : b (7.5YR2.5/2) 

6 : 5層に同じ

7 : b (7.5YR3/2) :/3少ない

1/2 

I 

- = - '1 , 

L=81. 80m 

〔B1-33号土坑覆土〕

1 : C 

根 L=81.70m 

―----
I 

〔B1 -31号土坑覆土〕

1 : b (10YR2/3) 

2 : /Jプロック

3 : b (10YR2. 5/3) 

4 ：黒褐色粘質土(10

YR2/3) 

5 ：黒褐色粘質土(10

YR3/2) 

m~ 

゜
8
 

ー8
 

＝
 

L
 

□
 

35坑 ［

ーロ—
L~81. 8 

ヽ——ャーーノ
I 

〔B1-35号土坑覆土〕
l:b -

37坑

〔B1-32号土坑毅土〕

1 : C :白色粒子多し

2 : b (10YR2/3) 

3 : b (10YR3/2) 

36坑 i

32-2 

L=81. 80m 

〔B1-34号土坑覆土〕 〔B1 -37号

1 : b：黒色土少ない 土坑覆土〕

遺構埋土類型 （埋土類型）

b ：黒褐色土 ：黒色土か褐色土、白色粒子少屈含む

b': bだが混入物ないか非常に少ない

c ：暗褐色土：白色粒子微輩に含む

d ：黒褐色土 ：細砂主体。白色粒子微菫に含む

基本土層類型 （地山類型）

a：黒褐色土：白色粒子やや多い

¢：黒色土

冒6

〔B1-36号土坑覆土〕

1 : b：黒色土多し

2 : b：黒色土 ・褐色土少ない

3 : b：黒色土なし

4 : b 

5 ：黒褐色土 ：黒褐色土。白色
2 :/Jブロッ ー一＝／ 砂粒混入

L=81. 80m 2 
ク 6 : b : 4層に比し暗い

3 : b (lOYR —· l -- 7 : b : 5層より湿質で細粒

2/3) '/ - ~ ： 黒褐色土：黒色土少量含む
3, 3 

B区l面屋敷遺構の土坑群（S= 1 /60) と出土遺物（その 2)

1 : C : (7.5 

YRS/2 -

~3/2)粒

子混入

第88図の 1

132 



第 6節の 2 屋敷遺構
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司 i 垢
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2 : b (10YR3/2) :プロック小さく少ない

3 : b (7. 5YR2/3) 

4 : b (10YR3/2) 

： ロ〔B1 -29 • 30号土坑覆土〕 L~8 1. 80m 
1 : b (10YR2/3) : プロック小さく少ない~・ 1 4 

□ 

90坑

ロ
`

J

J

 

•I8111 

〔B1-90号土坑覆土〕

1 : b (lOYR3/2) :微量の酸

化鉄固まり含む

2 : b (lOYR2/3) : 1層より

少ない酸化鉄分含む

[ B 1-26号土坑毅土〕

1 : C 

2 :/3プロック

3 : C 

4 :黒色土(7.5YR2/l) :/3より

明るい

5 ：黒褐色土(10YR2/3)：黒色

土(7.5YR2/l)少塁含む

6 :/3プロック

7 : a 

8 : 5層に同じ

5 : b (7.5YR3/2) :白色粒子少ない

6 : b (10YR2/3) 

7 : b (10YR2/3) 

8 : b (10YR3/2) 

9 ：黒褐色粘質土(10YR2/3)：混入物なし

38坑—i

B' 

L=81. 70m 

(B-B') 

〔B1-39号土坑毅土）

l:F-F'-2層に対応

z:F-F'-5層に対応

3:F-F'-6層に対応 I 2:F-F'-5層に対応

g
 

{

-

坑3

9

-

L~81. 80m 

〔B1-30号土坑覆土〕

1:F-F'-7層に対応

40坑
ーらこ‘‘

c L=81. 8 

一ニニ三
〔B1 -29 • 30号土坑覆土〕

1 : b (10YR3/2) 

2 : (7. 5YR3/2) :白色粒子少ない

L=81. 70m 

I 

一＼ ／ ／ ノ

〔B1-38号土坑覆土〕
亨

C' 

41坑
i
l
H
¥
+
l
 

1 : b 〔B1 ~39号土坑覆土〕 〔B1-40号土坑覆土〕

―---

1 : b'(lOYR2/2) :鉄分混入 1 : b (10YR2/3) 

2 : b'(10YR2. 5/3) :鉄分混入 2 : b (10YR3/3) :ゆる ＜、プロック少

□□ こ3b::]]2:5三□入白色粒子微簸：〔B:；［！言¢〕プロク少なし

L=Sl. 60m 3 : b'(10YR2/3) :混入物微星

― ―-
2 第88図の 2 B区1面屋敷遺構の土坑群 (S= 1 /60) （その 2)

L=Bl. 70m 

こ
3 : "プロック

4 ：黒褐色土(lOYRZ/3)
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42坑 ー

L=81. 70m 

こ〔B1-42号土坑覆土〕

1 : b (7.5YR3/2) :白色粒子 ・B多し

2 : b (7. 5YR3/2) : (3少ない

3 ：黒褐色粘質土(lOYRZ/3)

〔B1-43号土坑覆土〕

4 : b (7.5YR3/2) :白色粒子・¢少な

し）

46坑

1 L=81. 80m 

― - - =---ノ -

〔B1-46号土坑覆土〕

1 : b :ローム粒含む。

i
 

-I ;r--

47坑

L~81. 80m 
I 

__ ‘/ _j― 

〔B1-47号土坑覆土〕

1 : b :黒色土小さく少ない

l/― 
51坑

i 
49坑□8坑゜

＼ 
1/6 

II ： 口L=81. 70m 

49 86 87-3 

l 

L=81. 70m 
‘ ‘――-←-----ノJ4 8 にコ 土坑覆土〕〔B1- 方

1 : b 

〔B1-49号土坑覆土〕I/ ,r---... 

1 : b':プロックなし

2 : b 50坑

口
i 55坑 /==` 

！［ II 

｛ 
＼＼ I 

〔B1-50号土坑覆土〕

1 : b 

52坑

L=81. 60m 

口
〔B1 ~51号土坑覆土〕

1 : b 

2 : C ：黒色土多し

L=Sl. 80m 
L=81. 70m 

こ ニニフ
〔B1-52号土坑覆土〕

1 : b (10YR2/3) :/3少なく 黄褐色土混入

第89因の 1 B区 1面屋敷遺構の土坑群 (S= 1 /60) と出土遺物（その 3)

＼ー ーマ―

1 

〔B1-55号土坑覆土〕

1 : b :黒色土ブロック少ない
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53坑 ←ー 56坑 ／ 57坑 i 58坑 ｛

。。 三 I,1 ーロ／／m □□ 
：暗褐色土（7.5YR3/3):/3含

2 :黒褐色土（7.5YR3/2):/3含む。

3 :極暗褐色土(7.5YR2/3) :/3含み多い。 3 : b 

叶：口f 1]ーロロ :0mーロ ー 0m

。
゜

〔B1-58土坑覆土〕

1 : b :白色粒子を含む

2 : b (lOYR3/3) 

63坑 一

三`；上
□L□三三冒上

L=Sl. 80m 
I 

--—- .I 」-
—+/—--· 

〔B1-59土坑覆土〕

1 : b (lOYR3/3) 

〔B1-62土坑覆土〕

1 : b 

65坑

67坑

〔B1 -63土坑覆土〕

1 : b (7. 5YR3/2) 

2 : b (10YR3/2) 

ーサ＝＝—

AI 

〔B1 -53 • 78 • 49号土坑覆土〕

1 : b (lOYRZ/3) :/3少ない。黄褐色土（7.5YR5/6)を含む

2 : b (lOYR3/2) :黄褐色土(7.5YR5/6)含む (76号土坑

毅土）

3 : b (10YR3/3) :/3少ない。黄褐色土(7.5YR5/6)粒少羅

含みf3やや多い。 (77号土坑翌土）

4 : b (10YR2/3)：黄褐色土(10YR5/6)少量含み¢やや多

B

[
'

虚6
 

8’ ~ 
A
 

B_ 

L=Sl. 80m 
A' 

◇ 

ーラ＝＝で
L=Sl. 80m 
B' 

い。

5 : b (10YR3/3) 

6 : b (10YR3/2) 

―--- ‘、 J―

I 

遺構埋土類型 （埋土類型）

b ：黒褐色土：黒色土か褐色土、少量の白色粒子含む。

少量含む

b': bだが混入物ないか非常に少ない。

基本土層類型 （地山類型）

f3：黒色土

y：暗褐色土

(A-A') 

〔B1-65土坑覆土〕

1 : b 

(B-B') 

〔B1-65土坑覆土〕

1 : b (10YR2/3) 

〔B1-64土坑覆土〕

2 : b (10YR3/2) 

L=81. 70m 
I
 

万
〔B1-67土坑覆土〕

1 : b (10YR6/6) :プロック少量含む

2 : b (10YR3/2)：明黄褐色土(lOYR6/6)含む

3 : b (lOYR6/6) :プロック少量含む

4 : y 

第89図の 2 B区l面屋敷遺構の土坑群 (S= 1/60) （その 3)

(7) 土坑（第87~93図 PL33~35 • 54 • 55) 

概要 外周部を中心に B区で137基、 2区で 6基の合

わせて143基の土坑を確認、調査し、重複するものの

うち41基で新旧関係を特定した。
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A'L=81. 70m 
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- 、---、ノー

(A-A') 
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69坑

〔B1-68土坑覆土〕
(C-C') 1 : b, 

〔B1-69土坑覆土〕

1 : b':・白色粒子多い

B ,,,  B'L=S L 70m 
一卜＋・ 4 9 -

-I、¥ | ¥ l 

2 I 

(B-B') 

C-

〔B1 -68 • 69土坑覆土〕

1 : b':白色粒子多い

2 : b' 

c1.=81. 70m 
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A' 吋
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A'L=81. 70m 

〔B1-72土坑覆土〕

1 : b :/3少ない

2 : b 

〔B1-71土坑覆土〕

〔B1-66土坑

毅土〕

1 : b (lOYR 

2/3) :プロッ

1/3 

3 : b :/J少ない ク径小さい

4 : b :(J径小さく少ない 2 : b (7.5YR3/2) :黒色土

匠 I口 少なく褐色土なし

□ 

3 : b (10YR2/3) :黒色土径大きい

|01. A L=81. 70m 巨
I I 

〔B1-72土坑授土〕

1 : a 

2 : b：明黄褐色ローム (10YR6/6)粒少量含む

A' 

こ二こ三2

ロ／口

63坑 \ ( B'~~;\
1 : b (lOYR 

3/3) 

_ ¥¥ (222P) I/ _ 

L=81. 70m 
1 

¥f  

第90図の 1 B区1面屋敷遺構の土坑群 (S= 1 /60) と出土遺物（その 4)
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各土坑の掘削意図は特定で

きなかった。

遺物 54基で遺物が出土し、

敲石 (1坑ー 1)、土錘 (32坑

-2)、礎石(49・86・87坑ー3)、

陶器碗(66坑ー11)、茶臼(94坑

-5)、石臼(137坑ー 5)、かわ

らけ (147坑ー6)、永楽通賓

(147坑ー7~9、坑ー10)も見

られた。 (145頁に続く）
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一ー／ l

可

A
 

86坑

吋

A
 

1 86 
87 | 

I t----88 

己＼ I己曰

ロ：ロI( i I 
ーc--,, -.----r--- u I t 

:：口0 ：I 〔B1-87土坑渕土〕

1 : a 

6 : b': 1層に比しブロック多い 2 : b :ブロック少ない

7 ：黒褐色土(lOYR2/3): bなし 3 : b 

〔B1-89土坑覆上〕

叫

ul 88坑

(A-A') 

〔B1-87土坑覆土〕

1 : b'(10YR4/6)と褐色土(10YR4/6)の混土

〔B1-86土坑毅土〕

2 :/3と黒褐色土(lOYRZ/3)の混土

3 : yと黒褐色土(lOYRZ/3)の混土

4 : b': 1層に比しプロック少ない

5 : b :/3なし。褐色土(10YR4/6)混入

〔B1-88土坑覆土〕

8 : b' 

9 ：黒褐色土(10YR2/3)：褐色土

(10YR4/6)多し

10: 9層に比しブロック

少なく、 5より多い→ 

u
o
L
 
8
1
1
1
 

と

4 : b' 

(C-C') 

〔B1-87土坑毅土〕

1 : a 

2 : a :白色粒子多い

3 : b :ブロック少量

4 : b' 

u
o
L
 
I
8
1
1
T
 

坑上
幻

ぅ

姐

覆

，

E

1

b

 

-
B
 

.. ー

E

[

 

(

I

 

|
 

、3
3

(D-D') 

〔B1-89土坑毅土〕

1 : a 

2 : b 

3 : b : aブロック非常に多い

5 : b :明黄褐色土(lOYR

6/8)多く混入

6 : b：明黄褐色土

5に比し少ない

〔B1 -88土坑覆土〕

5 : b 

I 
-―/ ・-

2 
-_-

4 
3 

L=81. 80m 
A
 

〔B1-73土坑覆土〕

1 :/3(7.5YR3/2) 

2 :/3(7. 5YR3/2) :径大きい。a混入

3 :/3(7. 5YR2/3) :径大き い

4 :/3(7.5YR2/3) 

遺構埋土類型（埋土類型）

a ：暗褐色土：鉄分混入

b ：黒褐色土： 黒色土か褐色土、少誠の

白色粒子含む。少量含む

b': bだが混入物ないか非常に少ない

基本土層類型（地山類型）

a ：黒褐色土：白色粒子やや多い

f3： 黒色土

y：暗褐色土

75坑 L=Sl. 70m 

A f-ー一 ~ → N ．．  

A' 

〔B1 -75土坑覆土〕

1 : b (10YR2/3) :/3は径大きいが少量

〔B1-74土坑覆土〕

2 : b (lOYR2/3) 

村／
B L=Sl. 70m B' 

六ニー―」-:
74坑 〔B1-74土坑覆土〕

1 : b 

ーご
〔B1-83土坑覆土〕 83坑
1:b:3cm大の灰を含む

2 :黒褐色土(lOYR2/3):にぶい

黄褐色土(10YR4/3)含む。 bか

3 :黒色粘質土（7.5YR2/l)

4 ：黒褐色粘質土(7.5YR3/l)

5 ：黒褐色粘質土(10YR3/2)

6 : b (10YR2/3) :にぶい褐色土

(7.5YR5/3)・ローム粒子を少

L~S l. 80m 

鼠含む
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ーー、ヽ
l

吋
85坑

＜
 《
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I¥ Il ¥ 

＼ ＼ 

ッ 塁こニシク128坑

叶

汐A ー

84坑

l
 

・r
n
1
1
1
 

`

3

3

 

L~8 1. 70m 

B B'A  A' -- --.  

六 ＼
2 

(A-A'・ B-B') 

〔B1-84 • 85土坑覆土〕

1 : b I 2 : o 
D D’ L=81. 70m 

___..'.:'._ ・ 85 +-r-> 128 ・ --'1-

ヘ 2 

- l7井;j_

2三/ 3 

(D-D') 

(B 1-85土坑覆土〕 I 〔B1-128土坑器土〕

1 : b :径小 い 2 : b : 1層に比しプロック少ない

ロ ニ上息N

且、 怜ー
...l 

98坑

‘、

吋

L
.IOO111 

吋

(C-C') 

〔B1 -128土坑裂土〕

1:b:D-D'~Z 層に

同じ

(E-E') 

〔B1-84土坑

覆土〕

1 : b :径小

さい

〔B1 -128土坑

覆土〕

2 : b: D-D' 

-2層に

同じ

注

E
0
9
.
I
8
1
1
1
 

〔B1 -7井戸覆土〕

1 :にぶい黄褐色シルト：ロー

ムプロック若干混入

2 :黒褐色シルト： As-B混入

3 : 2層土に 4層土入るプロッ

ク混土層

(B 1-94号土坑覆土〕

4 : As-C混黒色砂質シルト ・

5層土ブロック ・川砂の混

土

5 ：灰黄褐色粘質シルト：川砂

混入

(B-B') 

〔B1-97号土坑覆土〕

1 ：暗褐色土と黒色土の混土：

灰のブロックを含む

〔Bl -101号土坑覆土〕

2 : b :径小さく鉄分入

3 : b :径小さい

4 : b :径層より小さく、鉄分

混入

5 : b :プロック少ない

6 : b :プロック多い

7 ：黒褐色土と暗褐色土の混土

1/6 
／ 

二
〇
疇

94-5 

8

9

 

10YR2/ 3 

10YR2/ 3 

叶 =| 

A L=81. 50m 2 
・ ,  I I 

2 

＿ 一三’、 I ’、--
4 3 

“

2

 

＇
，
 

3
 

遺構埋土類型（埋土類型）

b :黒褐色土：黒色土か褐色土、少元の白色粒子含む。 少量含む
C :暗褐色土：白色粒子微尺に含む。

基本土層類型（地山類型）
/3 :黒色士 o:褐色土 (10YR4/4)
ァ：暗褐色土

(C-C') 

〔B1-98号土坑覆土〕

1 : C 

2 : C : /J、黄褐色・明黄褐色粒含む

(A-A') 

〔B1 -16号溝覆土〕

1 ：暗褐色土： y少盤混入れ

〔B1 -100号土坑覆土〕

2 : C : /J、黄褐色・明黄褐色土

粒子含む

〔B1-15号溝覆上〕

3 ：黒褐色土

4 ：黄褐色土：礫混入

〔B1-97号土坑覆土〕

3 ：暗褐色土と黒色土の混土：

灰のプロック含む

4 ：黒褐色土と黒色土の混土：

灰のプロック含む
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第 6節の 2 屋敷遺構

l/— -lf一

― -- ― ―- 'I 、,-- -
2 地山

〔B1-102号土坑覆土〕

1 : c (7.5YR3/2) :炭化物及び褐色土(10YR4/6)プロックを含む

〔B1-15号溝授土〕

2 :暗褐色土(7.5YR3/3)

L=81. 50m 

二

□
＇ 

．

坑3
 ゜

ー

L=81. 50m 

103 ← 104 

2 

l 

- --

／
り
必
ー

L=81. 5 

108A坑

A
 

〔B1 -105号土坑覆土〕

1 : c (7.5YR3/2) :赤褐色土

(5YR4/8)・鉄分粒子及びaプロックを含む

B

一(A-A') 

〔B1-13号溝覆土〕

1 ：黒褐色土(7.5YR3/2) :白色粒子少な的6坑

〔B1-109号土坑毅土〕

2 : b (10YR4/6) :プロック含む

可 可

〔B1 -103号土坑毅土〕

む含＜
 

多クツ口

土

プ

砂

ム

ー

細
..
 

口

土

：

授

）

ー

①

坑

1
2
`
3

/

2
 

5

土

R

R
号

Y

Y

4

5

 

0

0

.

 

ー

1

7

(

-
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b

1
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:
B
:
l
l
¥
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（
 

1

2

 

A' 

109坑

B' 

喜

竺
u¥ 

107坑

`

O

I

O

 

W
Q
9
']
8
1
1
1
 

3 : b :/3 • a多いが、小さい

：］言］~:::::□言三：A6 
4/6)含む 7 8 4 

10 : b (10YR2/3) : 9層に比し混入物少量10 2 

II 
(B-B') 

12 

〔B1-107号土坑覆土〕

1 : b (10YR2/3) :/3少ない

2 : b : 1層よりf3多し

〔B1-13溝覆土〕

3 :暗褐色土(7.5YR3/3) : cか。白色粒含む I8 : b (lOYR3/3) :混入物多く、鉄分を含む

吋

6 : b (7.5YR3/2) :混入物少ない

7 : b (10YR3/2) :径大きいが非常に少なく、

白色粒子なし

4 :暗褐色土(7.5YR3/3) : cか。白色粒 6に 9 : b (10YR3/2) :プロック少ない

比し少なく、黒褐色土(10YR2/3)含む 10 : b (10YR3/2) 

〔B1-106号土坑覆土〕 11 : b (10YR2/3) 

5 : b (7.5YR3/3) :混入物少なく鉄分含む 12 : b (lOYR2/3) :プロック少ない

(C-C') 

〔B1-106号土坑授土〕

1 : b (7.5YR3/3) :混入物少なく鉄分含む

2 : b (7.5YR3/2) :混入物少ない

3 : b (10YR3/3) :混入物多く、鉄分を含む

4 : b (10YR3/2) :プロック少ない

5 : b (10YR3/2) 

7 : Cか

6 : b (lOYR2/3) 

〔B1-108号土坑覆土〕

I, 0 : 8 :(J 

(D-D') 

〔B1-109号土坑覆土〕

1 : b (10YR2/3)：褐色土(10YR4/6)含む

2 : b (10YR3/3) :混入物多く 、鉄分含む

3 : b (10YR3/2) :ブロック少ない

〔B1 -107号土坑覆土〕

4 : b (10YR3/2) :ブロック少ない

5 : b (10YR3/2) 
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-I)rー＝一

110坑

〔B1-110号土坑覆土〕

1 : C :白色粒子 1より多い
I 

¥――-―'テ

〔B1 -108号土坑覆土〕

1 : C :黒褐色土(7.5YR3/2)含む

i 
ロ一三

i5P 113坑

一三L□bun:一ーローご8口 m

： ： 口 ： 言：：比し多し ： i :：二：なしし力少なし 一亨皇］ど゚：〔B言 ］ 礫

7 : b :ブロック小さい。別の遺構か
〔B1 -198号ピット覆土〕 〔B1 -116号土坑毅土〕

1 : b :/3ブロックな し 2 :黒褐色土(lOYR

2 : b I 3/2) :白色粒子混入

〔B1-113号土坑覆土〕 3 ：黒褐色土(lOYR

司 3: b' 2/3） ：白色粒子少量

4 : b :/3プロック小さい 含む

5 : b I 4：黒褐色粘質土(10

-.JI II 6 : b':/3ブロック多い YR3/2) :釘含む

(A-A') I 3 : b (7.5YR3/2) 

〔B1 -114号土坑覆土〕 4 : b (10YR2/3) :白

1 : b (10YR2/3) :/3 色粒子少ない

多い 5 : b (10YR2/2) :/3 

2 : b (7.5YR3/2) 多い

3 : b (lOYRZ/3) :白 〔B1-115号土坑授土〕

¥9 I) 色粒子少ない 6 : b (7.5YR3/2) :/3 
ど

1 (B-B') 

吋 〔B1 -114号土坑覆土〕

1 : b (7.5YR3/3) :白

色粒子多い

2 : b (lOYRZ/3) :/3 

-I)た―~―

15溝

可
114坑

c
 

L=81. 70m 
cI A 

＼ 口、
I 

吋

□ 2 

A' 

A' 

少ない

(C-C') 

〔B1-115号土坑覆土〕

1 : b (7. 5YR3/2) :/3 

少ない

多い
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〔B1-82号土坑毅土〕

1 : b : a・ /3・白色粒子混入

2 : b : a・ o混入

〔B1 -117号土坑覆土〕

3 : b 
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L=81. 70m 
A 

〔B1 -120号土坑覆土〕

1 : b 

環

D
 

[
`
-
1
2
 

A' 

AI 

I 2 

〔溝毅土〕

2 :暗褐色土(7.5YR

3/4)軽石層

〔B1-118号土坑覆土〕

1 : b' 

〔B1 -ll9号土坑覆土〕

2 : b (lOYR3/ 4) :明黄褐色土(lOYR6/8)

粒含む

3 : b (lOYR3/3) : 2層に比しプロック

汐

A' 

／` 一 L=81.60m
土 ． 4 2 土

下
〔B1-121号・122号土坑覆土l
1 : b' 

2 : b 

3 : b :/3なく、 a混入

多い。明黄褐色土（10YR6/8)粒含む

4 : b (7. 5YR3/3) 

5 : b'(lOYR3/4)とf3、大軽石含むaの

混土

〔B1-244号ピット覆土〕

6 : b (10YR3/3) :ブロック小さい。（柱痕）

7 : b (7.5YR3/2) :プロック小さい

＇ 
埠

／

12 

〔B1-125号

— 土坑覆土〕

1 : b' 

L=81. 60m 

ロ

）
 

土

ー

覆坑土号4
 

2
 

ー
-
'
 

l

b

 

B
 ..
 

ー

（
 

g̀

u
0
9
.
I
8
1
1
1
 

8
 

4 : " :プロック混入

i : ioYR2/3:白色粒混入 132坑

6 : /J:白色粒混入

遺構埋土類型（埋土類型）

b ：黒褐色土 ：黒色土か褐色土、少量の白色粒子含

む。少最含む

b': bだが混入物ないか非常に少ない。

C :暗褐色土 ：白色粒子微輩に含む。

基本土層類型（地山類型）

a ：黒褐色土：白色粒子やや多い

¢：黒色土

y：暗褐色土

8：褐色土 (10YR4/4)

-1 IF--

L=81. 60n 

第92図の 2 B区1面屋敷遺構の土坑群 (S= 1 /60) （その 6)
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〔B1 -132号土坑覆土〕

1 : b :炭化物混りブロック小
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127坑

I / ir-:::::-」占乏
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I"" I"- ILーノI--<、ノ

国
123坑

L=81. 70m 

3 i3 A A' 

L=81. 70m 

〔B1 -127号土坑授土〕 旦 」
2 

：〔B;三］］←少ない ［口□9ニプ

〔B1 -126号土坑覆土〕

5 : b :褐色土(10YR4/6)プロック混入

（二9

¥o 
・
 

`
3
 

l
lJ
、
一

u
 

u
0
9
.
I
8
11
1
 

D
、
L
11
8
1
.
6
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〔B1 -131号土坑覆土〕

1 : b 

130坑

長

〔B1 -133号土坑覆土l--

1 : b 

2 : b' 

3 : b': oプロック混入

129坑

B' 

133A坑

□ 
口

遺構埋土類型

（埋土類型）

b ：黒褐色土 ：黒色

土か褐色土、少量

の白色粒子含む。

少量含む

b': bだが混入物

ないか非常に少な

し＼。

基本土層類型

（地山類型）

fJ： 黒色土

8：褐色土 (10YR4/

4) 

A
 

---—-七E—―-=
l 撹乱 l 

〔B1-130号土坑覆土〕

2 : b':炭化物、にぶい黄褐色土(10

YR4/3)・暗褐色土(7.5YR3/4)混入

戸＝81.60m 
A 

上 ． 3

3⑬ニ―129号□□□□—
4 ：攪乱

L=81. 60m 
B' 
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L=81. 70m 

ゴーー／

〔B1 -134号上坑授土〕

1 : b' 
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三

ーノ‘2 

B'L=81. 50m 

〔B1 -138号土坑覆土〕

l ：暗褐色土(10YR3/3):/3プ

ロックと白色粒少量、ロー

ム微鑓に含む

〔B1 -96号土坑翌土〕

2 :灰黄褐色シルト (lOYR

5/2) : As-C混入

L=81. ?Om 

ー・、- l, -: 

I 2 

〔B1-141B号土坑翌土〕

1 : b' 

2 : b : /3多い

口
］ ／口：三□―□]L-816

＼ ／ 1 :b ：黄褐色土(10YR5/8) 〔B1 -137号土坑覆土〕

¥ / 含む。プロック径は全体に 1 : b' 

___  / 小さい 2: b ：褐色土(lOYR4/6)プ
2 : 1層に比しプロック少ない

139坑， 16溝'i

口
〔B1 -16号溝土坑毅土〕

1 ：暗褐色細砂(10YR3/3)

〔B1 -139号土坑裂土〕

2 : 19溝A-A'lOと同じ

-b← 

L=81. 50m 

2~ニー］
〔B1-10号溝授土〕

1 ：暗褐色細砂

2 ：黒褐色粗砂

L~81. 50m 土坑毅土〕

三］三三:,竺二多

ロック多し

3 : b : yプロック多し

/]/1ロ
IIIII__/---/  14:〔A:114号溝覆土〕

色土微菌に含む

〔B1 -141A号 142A坑

L=Sl. 50m 

〔B1 -140号土坑授土〕

3 ：暗褐色上 と白色粒やや多い黒

褐色土、明黄褐色粒子の混土

4 ：黒褐色細砂

-
L=81. 70m 

て二～＋ノ―
1 

第93図の 2 B区1面屋敷遺構の土坑群 (S= 1 /60) （その 7)

〔Bl-142A号土坑覆土〕

1 : b' 
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□ - l□:8`  

〔B1-142B号上坑覆土〕

l ：黒褐色土 ：白・ 赤褐色粒

2 ：暗褐色粗砂：ゆるい

3 ：黒褐色土 ：1層より混入

-(I  -

ら／ 146坑

14ロロ(F
~1 0—亥145坑吋。 4 : b' 

ッ
A
 

A'L=Sl. 80m 

〔B1 -144号土坑覆土〕 〔B1 -146号土坑覆土〕

1 : b I 2 : b 

3 : b' 

遺構埋土類型（埋土類型）

a ：暗褐色土 ：鉄分混入

b ：黒褐色土：黒色土か褐色土と少屈

の白色粒子含む

b': bだが混入物ないか非常に少な

し）

基本土層類型（地山類型）

f]：黒色土 y：暗褐色土

一
口］

L=Bl. 50m 

口
〔B1-150号土坑覆土〕

1 : b' 

〔B1 -20号井戸覆土〕

1 : b' 

2 : bとロームの混土

〔Bl-151A号土坑覆土〕

3 : b':プロック少最

L=81. 50m 

こ L=81. 50m 

[ --
〔B1 -151 B号土坑覆土〕

1 : b':プロック少ない

2 : b :(Jの径大きい

第94図の 1 B区 1面屋敷遺構の土坑群 (S= 1 /60) （その 8)
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1坑

A' 

L=Sl. 40m 

A A' 

口
L~Sl. 40m 

B B' 

こ

C 4 C'L=81. 40m 

第6節の 2 屋敷遺構

i -3坑

I L=Sl. 40m 
- ~-

ーニ
言

〔地山層〕

l ：灰褐色土

〔2-5号土坑毅土〕

2 ：暗褐色土：黒色土多く

含み、白色粒子含む

3 ：暗褐色土：白色粒子含

む

4 :暗褐色土：小礫含み締

まる

5 ：暗灰褐色土：少屈の黒

色土含む

〔2-1号土坑覆土〕

1 :暗褐色土 ：ローム、黒

色土含む

2 ：暗褐色粘質土：ロー

ム、黒色土

〔2-2号土坑覆土〕

3 ：暗褐色土：黒色土と

ローム粒含む

〔2-1号ピット覆土〕

4 ：褐色土：ローム粒、黒

色土含む

5 ：黒色粘質土 ：暗褐色土

含む

〔2-3号土坑毅土〕

1 :暗褐色土：黒色土、ローム、

灰色粘土含む

L=81. 60m 

1 L=Sl. 40m 

＿ ←――----+-.-

□-
一二三フ―

I L=81. 40m 

〔2-4号土坑覆土〕

1 ：茶褐色上：白色粒子、

黒色土、灰色粘質土含

む

〔2-6号土坑覆土〕

l ：暗褐色土：黄色粒子含

む

2 ：暗褐色土：黒色土、

ローム粒含む

時期 147号土坑が16世紀と認識できる以外の各土

坑は、概ね中世の所産と認識されに過ぎなかった。

規模 巻末土坑 ・ピット一覧参照

構造 プランは短冊形を呈するもの12基、長方形91

基、方形21基、楕円形12基、円形 8碁、その他 1基

で、方形を基調とするものが多かった。

掘 削形態は箱形を呈するものが多かっ

た。 （8) ピット（第87~93図 PL35~36• 55) 

概要 屋敷外周部を中心に多数のピット（柱穴）を

確認したが、掘立柱建物以外で259基があった。

これらの多くは建物や柵の柱穴と認識される。

遺物 このうち10基から土師器片を中心とする出土

遺物を得たが、図示すべきものは特になかった。

時期 ピットは何れも概ね中世の所産と認識される

が、時期は特定できなかった。

規模 巻末土坑 ・ピット一覧参照

一ロ― 構造 方形或は円形プランのものが(153頁に続く）

第94図の 2 B区 1面屋敷遺構の土坑群 (S= 1 /60) （その 8)
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遺構埋土類型（埋土類型）

a ：暗褐色土：鉄分混入

b ：黒褐色土： 黒色土か褐色土、少量の白色粒子含む。少量含む

b': bだが混入物ないか非常に少ない。

C :暗褐色土：白色粒子微量に含む。

基本土層類型（地山類型）

a ：黒褐色土 ：白色粒子やや多い

f]：黒色土

〔B区 1面屋敷内所在ピット授土〕（太字はピ ット番号）

1 ：黒褐色土： aか。ローム微鼠 2 : 1＝酸化鉄踏む aI 2＝白

色粒やや多く、fJ多く、暗褐色土少量含む 5 : 1＝白色粒少量含む

暗褐色土、 aか I2＝白色粒混入の I3＝黒褐色土 6:l=b l2= 

As・C入る b 7:1=a/2=/J多く含む a （両層とも 13溝上位層

か） 9 : 1 = b、柱痕か IZ=a I 3=b 12: l=a I Z=As-C混

土 I3 =a I 4 =As-C混/J 18•19: 白色粒微量の黒褐色土 20•23• 

25•82 • 91 : b 22 : 1 = b I 2＝黒褐色粘質土 26 : 1 = c I 2 = As-

C混/JI 3 =/J 28:/J少塁の b 29 : 1 =/Jなく炭化物入るい b I 2 

啜ない b 31:/Jない C 32: aとaの混土 34:1＝黒褐色土

I 2＝白色粒入る Cとaの混土 40:l=C/2=/J入る C 51 • 85 : 

C 52: 1 =/J少ない b I 2＝黒色シルト 55:l=b /2=/J多い

b 59 • 90 : b' 62 : 1 = b'I 2 = b (7. 5YR3/2) I 3＝混入物少な

いb 63 • 183 : 1 = c I 2＝酸化鉄分混入の c 71: l=b'I Z=As-

C混入の/J 76 • 77 : 1 • 2 = C 78 :混入物ない C 79 • 80 : 

1 = c I 2＝混入土ない b'I3 • 4 =/J少ない b 83:l=b /2=/Jな

いbl3=b 84：黒褐色土 86：洪水層土混入の黒褐色土 87: 

1 =/J・ にぶい黄褐色土含む黒褐色土 I2＝黄褐色土 ・黒色土 ・灰塊含

む暗褐色土 91 : 1 = b 93 : c 94 :/J・褐色土含む C 96 • 97 : 

1 • 4＝白色粒少ない c I 2＝白色粒ない c I 3 • 6 = c I 5 =As-C入

る/JI 6 : s層土入る b 101：酸化鉄分混入の b' 102 • 103 : 1 = 

黄褐色土混入の b'IZ=b 104:l=b'IZ=b 

第95図の 2 B区l面屋敷遺構のピット群 (S= 1 /60) （その 1)
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〔B区l面屋敷内所在ピ ット毅土〕（太字はピッ

ト番号）

105: l=C I Z=b 111•112•129•221•233• 

256 • 257 • 258 • 268 • 271 • 279 : b'114 : 1 = 

c I 2=b'I 3=b I 4=/J多い b 120 • 135 • 
213 : c 121 : 1 = c I 2 = y（地山か） 123 • 

131 • 171 • 180 • 187 • 222 • 227 • 241 • 242 • 262 : 

b 136 : 1 = b I 2 = /J（地山か） 137 : 1 = b' 

I 2 =a I 3 = b I 4 =f]多い b 139:明黄褐色

土含む b'I2 = b' 145 : 1＝白色粒子含む C

| 2＝焼土含む cI 3 = c 152 : 1 = b I 2 = /J 

多い b 153 : 1＝混入土ない blZ=b'l3=

b 165:l=b'IZ=/J・白色粒子多い黒色 b

I b 170 • 196: 1 = b I 2 = b'192: 1 = c 

I 2 =As-C含むfJ（地山か） 193 : 1＝黒褐色 b

| 2 ＝暗 褐 色 b 194：炭化物少星含む b'

L=Bl. 70m 
198 : 1 =/Jない bI 2 = b 201 : 1 =As-C入る

― c I 2 =As-C入る暗褐色土 I3 =As-C入るfJ

てフー 202 : 1＝暗褐色土・a・f]・ As-Cの混土 I2 =As-

C入るfJ 204 : 1 = c I 2 = b 205 : 1＝暗褐

色土 bI 2＝黒褐色土 b 215 : 1 = c I 2 =/J多

いb 216: 1＝炭化物含む bI 2＝褐色粒含む b 219 • 220 : 1＝混

入土ない bl混入土少なく大粒の bI 3＝酸化鉄分含む黒褐色土（地

山か） 223 : a 226 : 1 = b'I 2 = b 230 • 231 : 1 = b I 2 = As-C 

I 3＝礫層 243: 1 = b'I 2＝混入物ない b 248 : /J少ない b'

274 • 275 • 347 • 348 : 1 = b I 2＝白色粒子多い bI 3 =/J多い bI 4 

= b'I 5＝混入土ない b'
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〔B区 1面屋敷内所在ピット覆土〕（太字はピット番号）

292 • 327 • 332 • 339 • 405 • 411 • 416 • 427 • 439 • 447 • 449 • 452 • 
459 • 460 : b 303 : 1 = b'I 2 = b 305 • 306 : 1＝炭化物少最含む

c I 2 = 1より軽石多い cI 3 = 2より軽石少ない C | 4=b | 5＝黒

褐色細砂 307:/3・暗褐色砂質土混入の黒褐色土(bか） 310•332• 
333 • 340 • 343 • 360 • 423 • 433 • 434 • 457 : b' 318 : aのみ入る b'

1 L=81. 70m 1 ~ 70m 1 L=81. 70m L=81. 70m 3_1~ :, 1 _= b_'I, 2 ~ bf _3 =/3ない b 326 : 1 =/3大きい b'! ~ =a入
＿―-― -r -ゃ— —下― るb| 3=b'| 4＝にぶい黄褐色土 336: l=b'| 2=a大きい b'

2 1 338 : 1 =a・小礫 ・炭化物の混土 I2＝小礫層 342: 1＝白色粒多い

2 b'1 /3ない b 344 • 345 : 1 = b'I 2＝混入土ない bI 3 = b' 

354: 1 =a+/3 |2 = b 356 :/3ない b 363 • 364: 1＝混入土ない

b'I 2＝鉄分入り固い bf 3=b'l4=bl5=/3多い b 366: 1 = 

混入物微最の b'I2＝ややf3多い b'I3 = 2層土＋白色粒子 I4 = 

3+/3 379 : 1＝黄褐色粒入る黒褐色粗砂＋al2＝礫少最含む黄褐

色土砂十a 380: 1=2に黄褐色粒混入 I2 =a混入の黒褐色土

381 ：炭化物・ a混入の b' 400 : 1 = b'I 2 =/3 401 : 1＝白色粒な

いb'I2 =y入る b'403: 1 = b'I 2 =yのみ入る b 412 : 1 = b 

（暗褐色） I2 = b（黒褐色） 415 : 1 = b I 2 = a I 3 =/3十As-C

420:炭化物入る b'445 • 446 : 1 = b f 2 = /3（地山か） 448 : 1 = 

b'I 2=y 450•454: l=b'I 2=b f 3=/3 |4 = 2より暗い bI 5 

＝混入物微量の bl6=b'l7=2l8=6より混入物yより粘性少な

＜緩い黒褐色土 451:炭化物入る b 453 : 1 = b I 2 =/3 455 • 
456 : 1 = b I 2 =/3 | 3＝混入物微鼠の bI 4 =/3なく a入る bI 5 = 

b I 6 =/3粒混入の b 458 : 1 = a I 2＝暗褐色粒（テフラか） I3 =r 

多い bf 4=2+3 f 5=bl6=/3多い 3

遺構埋土類型（埋土類型）

a :暗褐色土：鉄分混入 b': bだが混入物ないか僅か

b ：黒褐色土：黒色か褐色、 C ：暗褐色土：白色粒子微最

白色粒子少旦

基本土層類型（地山類型）

“：黒褐色土：白色粒子やや f3：黒色土

y：暗褐色土

-4:P- -4c[_  

ー 一 三 70m_;疇8970m ―呵国70m

3 7 

452P ¥ 453P] 456P¥  

―◎――◎ー一ご覧一
455P 

-2筐芦―
I 5 L=81. 70m 

多い

第97固の 2 B区1面屋敷遺構のピット群（S= 1 /60) （その 3)
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下デ― ＼丁 ＼こ二
第98図の 1 B区1面屋敷遺構のピット群 (S= 1 /60) （その 4)
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第6節の 2 屋敷遺 構
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〔B区1面屋敷内所在ピット毅土〕（太字はピット番号）

461•462•463: l=(J少ない b I 2沼大きい b I 3＝黒褐色 b

464 • 466 • 474 • 477 • 514•520•524 • 526 • 532 • 534 • 542 : b 

465 : 1 = b I 2 = b' 467 • 519 • 521 • 523 • 529 • 531 : b' 

ビ 50m 468 : 1＝混入土ない b'I2 =y多い b 469 : 1 = b I 2＝混入

物ない b 470 • 517 : 1 = b I 2 = /J 471 : 1 = b'I 2 = y 

472 : 1 = b'f 2＝混入土ない b 473 • 530 : 1 = b'I 2啜

475 : 1 = b'I 2＝暗褐色の b' 476 : 1 =/J塊 I2 = b 515 : 

1 = b I 2 =/J多く黒褐色粘質の b I 3 = 2より¢多し 516 : 

l啜ない b'I2 =a（地山か） I3 =/J多く粘質の b: 518: 

l＝暗赤褐色細砂 I2 =/J＋礫層 I3＝酸化鉄分混入の小礫 ・粗

砂層 I4＝酸化鉄分混入の粗砂 522 : 1 = y I 2 = b 525 : 

混入土小径の b 257 : 1 =/Jない b'I2 =(J • y非常に多い b

258 : 1＝混入土小径の b I 2 = 1より混入土多い b I 3＝白色

粒子のみの b' 533 : 1 = b'I 2 =y+ (J 535 :白色粒子混入

のaか 551 :径小さい b

遺構埋土類型（埋土類型）

b ：黒褐色土：黒色土か褐色土、少磁の白色粒子含む

b’: bだが混入物ないか非常に少ない

基本土層類型 （地山類型）

a ：黒褐色土：白色粒子やや多い

f3：黒色土

y：暗褐色土

多く、底面は丸底を呈するものが多かった。

こロニニニ 彎霞 （：）の他B屋区敷1カロ：ト ロ図ていPるL055•56)
BW1-3 BWl-1 また、土師器片等に混じり似 1面の以降外の遺物

＿ -— - ― ーニ聞—1-2 としては B 区の施釉陶器碗（ 1) 、焼締陶器甕 (2) 、
聖宋元費（ 3)、角釘(4• 8)、敲石（ 5)、磨石(6)、

第98図の 2 B区l面屋敷遺構のピット群 (S= 1 /60)（その 4)同銭（ 7）、 B W区の須恵器瓶（ 1)、焙烙鍋（ 2)、磁

及びB区1面の出土遺物 器皿 (3) などが見られた。
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第3章発見された遺構と遺物

第 7節 B 区 2面

(1) B区2面

B区2面に於いてはB区中南部と東部及び 2区の

東寄りの一部にかけての区域で畠（サク状遺構）が

確認され、その北側外周域に 9軒の竪穴住居が調査

された。そして東西両側には合わせて 7条以上の溝

が確認され、このうち 1~2条の溝には谷状の遺構

が鈎形に接続しており、この接続部を中心に多量の

杭等の木質の出土が見られた。

この他、水田面としては認識されなかっ

たもののAs-Bの面的堆積（第100図の網部

分）が西部の溝や谷の位置に於いて 3ケ所

で確認された。また 2面に於いては幾つか

の土坑及びピットを確認した

のであるが、その多くが 1面

の掘り残しと判断されたた

め、これらのうちBE区の 4基

と、 B区の 1基の合わせて 4

基の土坑について記載 、

することとする。

尚、遺構外から土師

器杯 (BW-1)等の出

土遺物が得られた。

／
 

(2) 畠（サク状遺構） （第100図、 PL67)

概要 畠遺構はB区南東半部に確認された。サクは

116条以上が確認され、 10面余りを特定できた。

このうち北部の人字状に切り合うものは北東—南

東方向に走行する一群が、東部の格子状に重複する

ものは南北方向に走行するものの方が新しい。また

;
 

ロ

：
 

=・ 
=— 

ジ<‘ミこ‘`

｀
 

ミミ疇：
、In

、。
4
 

／
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第99図の 1 B区2面全体図 (s~ 1 / 400) 



西部の何れも西北西東南東に走行する 2面の畠に

ついては新旧を特定することはできなかった。

遺物 畠のサクからは平安時代を中心とする時期の

土師器坪片等が出土したが、特に図示すべきものは

認められなかった。

時期 畠の時期は出土遺物と覆土から概ね平安時代

第 7節 B 区 2面

と認識されるが、 B2 -1 号との関係からAs•B降下

後の可能性も有する。

規模 範囲： 52X56m 各畠規模 ：14X 32m以下

◇ 0‘ 

\。•

ミ

゜
゜

｀ 

ぎ`一響。
馨‘ ：：：：：
翠 -̀=- -．．． 

/~ 

サク 幅 ：30cm程度

深さ ：12cm以下

構造 サクは概ね南北

或は東西かそれに近い

方向に、直線的な走行

を取るものが多いが、

中南部のものは弱く屈

曲する。

掘削形態は箱堀状を

呈するが、横断面形は

箱形と U字形のものが

ある。

つご＝
→ ~ —=== 

こ

『

〔サク状遺構覆土〕

l ：黒褐色土：白色

粒子やや多く酸

化鉄含む

2 :褐色土：白色粒

子と黒色土、細

砂含む。ゆるい

第99図の 2 B区2面全体図 (S=1/400) と畠 (S= 1 /100) 
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第 3章 発見された遺構と遺物

(3) 

概要

B 2 -1号住居（第100図の 1、PL61• 68) 

本住居はB区中北部に在り、南西部を中世の

土坑に切られるが、 2面の他遺構との重複はない。

南半は削平が深く掘形でその範囲を認識するほど

で、北半もまた床面をかろうじて検出した。

遺物 本住居からは甕（ 1）等の土師器、台石(2)、

敲石(3)などの出土が見られた。

時期 本住居の時期は特定できなかったが、出土遺

物から推して概ね平安時代の所産と認識される。

構造 プランは南北に長軸を持つ方形を呈する。

床下土坑を伴う掘り方を有し、

戻して床を造る。

これを黒褐色埋め

鼈は東壁南寄りに設けられ、壁面を30cmほど凸出

隅丸三角形の浅い掘り方を掘削し、 これを焼土を含

む灰黄褐色土等で埋め戻して燃焼面を造る。 その両

側に灰黄褐色土を使用する短い袖が造られる。

床面に柱穴は認められなかったが、竃右側に楕円

形プランの貯蔵穴が掘削される。

規模 径： 314X 252cm 深さ ：0cm 

鼈 幅．・ 118cm 奥行き ：88cm

（左袖）幅： 19cm

（右袖）幅： 36cm

貯蔵穴

(36)cm 

径： 41X 47cm 

深さ： 10cm

掘り方貯蔵穴 径 ：（45) X 

深さ： 7cm 

床下土坑 l

奥行き ：32cm

奥行き： 32cm

径： （30) X 62cm 

f
,
 

口
• 

G
 

深さ： 4cm

床下土坑 2 径 ：54X65cm

l

.

l

 i遍
9

二

｀

5
l
-
l
l
u

深さ ：3cm

ヽ 土28
-776 

B-2面l住

ヽ

-----A' B
 

+028 
-776 叫

< I 

口
＜
 

旦
0
8
'
!811
1

n 8 

N

N

N

 

＇
~
＼
ー
ト
＼r

互
I

賛：

A 
~. L=BJ. 70m A' 

文•一
〔貯蔵穴覆土〕

1 ：暗褐色土：シルト、白色粒子混入

2 ：黒褐色土：焼土粒及びやや焼土化した灰白色シルト粒混入

第100図の 1

B_ 

十928
-780 

L=81. 80m 

B 2-1号住居

B-2面1住掘り方

BI 

9--J～ノツー
2 

〔住居掘り方覆土〕

1 :黒褐色： 黒色土混入．白色粒子少ない。（貼床材か？）

2 :黒褐色：黒色土プロック混入。白色粒子多い。（貼床）
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第 7節 B区 2面

カマド掘り方

(4) 

概要

B 2 -2号住居（第101図の 1• 2、PL61・68) 

本住居は旦区中部西寄りに在り、北東部を中

～ヽJ• I 叫

B
 口 B' 

．
 

`

V

8

0

8

.

I

8

11
1
 

世の土坑に切られるが、

複は見られない。

2面に在る他の遺構との重

本住居は所謂焼失家屋で、炭化材の状態から南風

の時に東側竃付近に着火したものと思慮される。

遺物 本住居からは須恵器高台付碗（ 1)・碗(2).

B
 

..,, I 
BI 

L~B l. 80m..一
I 

ーマ竺＝一↓
5 4 

吋

甕（ 5)、土師器甕（ 3)・台付甕（ 4）などの出土が見

られた。

また、住居南側を中心に垂木中心の炭化材が遺存

していたが、北側では桟と思わしきものも見られた。

柱や梁、桁、棟材は確認できなかった。

〔鼈掘方毅土〕

1 ：橙色焼土

2 ：灰黄褐色土 ：焼土粒、炭化物、灰白色シルト粒混入

3 ：灰黄褐色土 ：灰白色土粒若干混入

4 :褐灰色土：灰白色土小ブロック ・粒混入

5 ：灰黄褐色土 ：焼土粒及びやや焼土化した灰白色土粒混入。

時期

所産と判断される。

規模

鼈

本住居は出土遺物から推して10世紀前半期の

径： 314x 266cm 

幅： 90cm

深さ： 15cm

奥行き： 70cm

（左袖）幅： （15)cm 奥行き： （6) cm 

（掘り方）径 ：93X 40cm 深さ ：6cm 

B-2面1住ー1

B-2面1住ー3

0 1/3 

B
-
2
ffijl{出ー
2

第100図の 2 B 2 -1号住居と出土遺物

貯蔵穴

構造

径： 34X28cm 深さ： 9cm 

プランは隅丸方形を呈する。

幅広の不整形な周溝状の掘り込みを伴う

掘り方を有し、 これを暗褐色土等で埋め戻

し、黒褐色シルト質土等で貼り床を設けて

し汀た。

鼈は東壁南寄りに造られ、壁に接して楕

円形様プランの浅い掘り方を掘削し、 これ

を焼土を含む黒褐色土等で埋め戻して燃焼

面を作る。袖は右側に地山掘り残しのもの

が残るのみだが、袖や天井はにぶい黄橙粘

土や褐色粘土で作っている。

床面に柱穴は確認されなかったが、竃右

側に小型の浅い掘り込みの貯蔵穴が確認さ

れた。

尚、上屋構造は把握できなかったが、屋

根は垂木に細かく桟を添えていたことが確

認された。 また南西部に焼土の面的分布が

詔められたことから土葺き屋根であったも

のと認識される。
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言・ミ`
ミ＇`

〔鼈授土〕

□ 1暗夏言入｀：
2 : 1よりプロック少ない

3 ：暗褐色土：細砂、構築材粘土、焼

土多量に混入

3':粘土多い 3":焼土多い

4 ：黒褐色土：シルト、構築材粘土、焼

土多戯に混入

5 ：構築材粘土（天井部の崩落） ：焼土と 4

層土少量混入

6 : 4層土と同じだが焼土なし

7 : 3層土＋構築材多い

8 : 3層土＋焼土（褐色）かたい。煙道部

9 :褐色土 ：シルト、構築材少量混入

10 : 9層土と同じだが構築材は少ない

11：黒褐色土：しまる。焼土化した明褐色粘土混入。鼈の

構築材底部。

可
〔住居覆土〕

1 ：暗褐色土 ：黒褐色土、細砂、白色粒子と少混の鉄分混入

l'：黒色土多い。三角堆積

2 ：黒褐色土：シルト質。白色粒子 1層より少なく黒色土を

少量含む

3 ：黒褐色土： 2層土に炭化物混入

4 ：暗褐色土 ：シルト質、白色粒子、黒色土少量含む

4':黒色土多し

5 ：黒褐色土：シルト質、黒色土、白色粒子少鑓混入、炭化

物を含み、ややしまる

5': 5に炭化物多く混入

6 :黒褐色土：シルト質、植物痕。ゆるい

7 ：黒色土
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〔貯蔵穴覆土〕

1 ：黒色土：炭化物多し

2 : 1層土と橙色焼土の混土

3 : 1層土と同じだが混入物なし

4 : 2層土と同じだが混入物少ない。

B 2 -3号住居（第102図、 PL62• 68) 
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概要

の遺構との重複は見られなかった。

本住居は上位が削平されていて遺存状態は不良で

AI 
ーあり、一部を欠失する状態の床面より下をかろうじ

て調査できたに過ぎなかった。

遺物

本住居はB区中部北端に在り、 2面に在る他

本住居からは図示すべきものはなかったが土

師器坪 ・甕片13点、須恵器碗片 3点を出土した。

た天井石が出土している。

ま

A L=81. 70m 

下I'・5 ー王ぞ三
土

第101図の 1 B 2 -2号住居

時期

けで、細かい時期は特定できなかった。

規模

概ね平安時代の所産として把握できるだ

径 ：280X 199cm 深さ： 0cm 
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鼈幅： 74cm 奥行き： 69cm

（左袖）幅 ：19cm 奥行き ：37cm

（右袖）幅 ：19cm 奥行き： 7cm 

貯蔵穴 径 ：40X 47cm 深さ： 20cm

床下土坑 径： 76x 128cm 深さ ：26cm

構造 本住居は横長の長方形プランを呈する。

大型の床下土坑を伴う掘り方を有し、これを黒褐

色土等で埋め戻して床を造っている。

鼈は東壁南寄りに設け、壁を跨いで楕円形プラン

の浅い掘り込みの掘り方を掘削し、これを焼土粒を

〔貼り床構築材〕

1 :黒褐色シルト質土：黒色土と白色粒子 (As-CまたはHr-FPか）多

く混入

2 : 1層土に比し黒色土多く、 パミス少ない

〔住居掘り方覆土）

3 ：黒褐色シルト（植物痕）

4 ：暗褐色土：黒色土、白色粒子少凪混入

文
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第 7節 B区 2面

含む褐灰色土で埋め戻して燃焼部を造り、その両側

に円礫を据えて袖石としている。上位構造は不詳。

鼈右側に貯蔵穴を確認している。柱穴はなかった。

〔鼈掘り 方覆土）

l ：黒褐色土：粘性あり、白色粒子を少見含む

l'：焼土粒子混入

2 : 1'陪土ににぶい橙色粘土多 く混入。ゆるい

3 ：黒褐色土：やや粘性あり、粘土（にぶい橙）、炭化物混入

4 ：黒褐色土：白色粒子、焼土、 黒褐色、黒色土混入

4': 4陪土に比し混入物少ない

5 ：黒褐色土：やや粘性あり、白色粒子少屈混入

6 ：黒褐色土：砂粒、焼土プロック（にぶい橙）混入

7 : 6屈土＋白色粒子。混入物少ない

7’ ：炭化物混入

8 ：黒褐色土：炭化物混入

9 ：黒褐色土：白色粒子混入

10 :黒褐色土：粘土プロック、f3プロック非常に多い

11：黒褐色土：粘質、シルト

12 : 10隠土より混入物少ない
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三 B-2面2住ー3

第101図の 2 B 2 -2号住居と出土遺物

B-2面2住ー5
／ ／ 
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第 3章 発見された遺構と遺物

(6) 

概要

B 2 -4号住居（第103図、 PL62• 69) 

本住居はBE区北部に在る。他の竪穴住居との

重複はなかった。攪乱で西側中央と北側の一部を壊

されている。

本住居は焼失家屋であり、東部中程と北東、南西

に面的な焼土の分布域を確認している。

乱もあって点火位置等は推定できなかった。

遺物 本住居からは土師器片を中心に須恵器高台付

碗(1)等の出土が見られた。

炭化材は状態が良くないが、板状かと思われる。

時期

しかし、攪

本住居の時期は出土遺物から推して概ね10世

規模

鼈

径： 348X270cm 

幅： 85cm 奥行き： 83cm

（左袖）幅： 25cm

（右袖）幅： 18cm

貯蔵穴

深さ： 0cm 

奥行き： 17cm

奥行き： 19cm

径： 25X41cm

深さ： 12cm

床下土坑

構造

径： 113x (126) cm 

深さ： 21cm

本住居は西壁から北壁にかけての壁沿いに、

整ったプランを有する幅60~80cm、深さ 3~4cmの

周溝状の掘り込みを掘削し、 また竃前には円形プラ

紀前半頃の所産と認識される。
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〔住居掘り方覆土〕

1 ：黒褐色土：やや砂粒含

み、粘性やや有り。黒色土、

白色粒子少雇混入（左下へ）
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こ
2 :黒褐色土： l層土と同じだがシルト性高く、粘性も高い。

褐色土混入し白色粒子少ない

3 : 4面シルト

第102図
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〔鼈掘り方毅土〕

1 ：褐灰色土：黒色土、

焼土粒、浅黄色土混入

2 ：褐灰色土：焼土粒、浅黄色土と灰塊混入

3 :灰黄褐色シルト： As-Cと若干の焼土粒、黒色土混入

4 ：黒褐色土

B 2 -3号住居



第 7節 B区 2面

ンの大型の床下土坑を伴う掘り方を

有しており、 これを黒褐色土で埋め

戻して床を造っている。

鼈は住居東壁南寄りに設けられて

いる。左右両側に袖の残欠を有する

r
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SA=EA 
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カ゚ク乱
じく焼土の分布状況から、土葺き屋根で

あったものと認識される。

吋
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SA la lb カク乱 SA'
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L=Bl. 80m 

研
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〔住居 ・住居掘り方覆土〕

1 ：暗褐色土：軽石 ・炭 ・焼土混入し、黒褐色粘質土含む

l'：焼土 ・炭粒 1層土より多く含む

2 ：暗褐色土：軽石粒、炭粒、炭化物混入じる

3 :黒褐色土： As-C混黒色土、黒褐色粘質土入り混じる。上層に

薄く炭陪あり。（貼床）

4 ：焼土

〔鼈覆土〕

I ：暗褐色土：焼土、炭粒入混じり、黒褐色粘質土混入

2 ：黒褐色粘質土と焼土の混土：炭含む

3 ：暗橙色土：焼土主体。炭、灰含む

EA 

が、記録化が不十分で掘り方、或は上位

の構造を含め鼈の構造を明らかにするこ

とはできなかった。

床面に於いては柱穴、貯蔵穴共に確認

されなかったが、掘り方面に於いて鼈右

側の南壁際に貯蔵穴の掘削されているの

を確認した。

また、上位の構造は詳らかでなかった

が、覆土中の炭化材の状態から板屋根を

鉦いていた可能性が考慮される。
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第103図 B 2-4号住居と出土遺物
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第 3章 発見された遺構と追物

ー一ー／ 1 

BE2-4住

(7) 3 -1号住居（第104図

PL62 • 63 • 69) 

口
概要

位置する。

遺存状態は良好でない。

遺物

本住居は、 3区東端部に

本住居では竃右側を中心

に土師器甕（ 4)・坪（ 1• 2 • 

3)、須恵器坪 (5 • 6)、刀子

(7) 

時期

規模

9
|
'
|
 

麟
十

(A-A') 

〔床下土坑裂土〕

1 :暗褐色土： As-C混入土。 明暗

褐色土に白色パミス粒含む。 粘

性の高い土がプロック状に入り

混じっている。焼土粒少最含む

9
I

斤
8
C
o
 

などの出土を見た。

出土遺物から推して 9世紀前半と思われる。
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〔貯蔵穴〕

1 :暗褐色土：軽石粒僅かに含む。

焼土粒あるが机は少ない

-4 

径 ：385X 351cm 深さ ：13cm

鼈 幅 ：96cm

（左袖）幅： 24cm

（右袖）幅 ：30cm

構造

奥行き ：117cm

奥行き： 30cm

奥行き： 25cm

本住居はやや横長の長方形プラ

ンを呈し、南壁東半部が23cm程南に突

き出している。

り方を埋め戻して床を造り出している。

鼈は東壁右寄りで上位構造は詳らかでない。

尚、柱穴、貯蔵穴等は確認できなかった。

〔住居覆土〕
l ：灰褐色土 ：多量の焼土、褐色土、白色粒子含む
2 ：褐色士 ：焼士含む
3 :黒褐色土： 焼土、灰、褐色土含む
4 ：灰褐色土 ：1陪土より褐色土多く含む
5 ：褐色土 ：焼士、灰の混土恩
6 ：黒褐色粘 質土 ：焼土多く含む
7 ：黒褐色土 ：白色粒子含む
8 :黒褐色士 ：やや粘性あり。白色粒子、少貴の焼土 含む

9 ：黒褐色粘 質土 ：少量の焼土含む
10：謀褐色粘質土 ：白色粒子、褐色土含む
11：黒褐色土： 白色粒子多く含む
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第 7節 B区 2面
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〔鼈覆土〕

1 ：褐色土：焼土、炭化物含む

2 ：褐色土と焼上、灰の混土層

3 ：黒灰層：焼土、炭化物含む

4 ：褐色土：灰と焼土含む

5 ：褐色土：焼土多量に含む

¥
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6 ：灰層：炭化物焼土含む

7 ：暗褐色土：焼土含む

8 ：暗褐色土： 7層に比し焼土多く含む

9 ：灰層：暗褐色土と焼土含む

10：黒色粘質土

11: 2層に同じ

第104図の 2 3 - 1•2 号住居と出土遺物

2住ー2 1/4 

(8) 3 -2号住居（第104図、 PL63• 69) 

概要 本住居は 3区の西部に単独で位置する。

本住居は大きく削平されており、住居北東部の掘

り片面を確認できたに過ぎなかった。

遺物 調査範囲は狭かったが、須恵器高台付碗（ 1)

や土師器甕（ 2）などが見られた。

時期 本住居の時期は、出土遺物から推して10世紀

前半期と認識される。
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第 3章 発見された遺構と遺物

規模 残径： 243x 168cm 深さ：ー 0cm 

鼈 幅： 80cm 奥行き： 44cm

（左袖）幅： 19cm

（右袖）幅： 23cm

奥行き： 12cm

奥行き： 11cm

~ -• --'. 

1 

構造 本住居は概ね 1/4程が調査できたに過ぎな

かったが、概ねプランは方形様を呈する。

掘り方を有する。構造は不詳。

竃は北竃で、恐らく北壁東寄りに設置されている。

竃掘り方は楕円形プランで北壁の壁面を跨いで掘削

され、燃焼部もこの位置にあると思われ、両側に袖

の痕跡も見られるが、上位構造も含め詳らかでない。

尚、柱穴、貯蔵穴等は認められなかった。
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L=81. 90m C' 

三

〔住居覆土〕

l ：明灰褐色土：白色軽石、少量の焼土

粒含む

2 ：明灰褐色土：白色軽石、黒色粘質土

含む

3 :明灰褐色土：白色軽石、焼土、炭化

物含む

4 ：暗褐色土：焼土、黒色粘質土含む

シ

X、
も 吋

B
 

L=81. 90m L=81. 90m B' 

〔鼈覆土〕

1 :明灰褐色土：白色軽石、焼土粒含む

2 ：明灰褐色土 ：1層土に焼土含む

3 ：明灰褐色土： 2層土に炭化物を含む

4 ：明灰褐色土：多量の焼土、灰、炭化

物含む

5 ：焼土：灰含む

第105図の 1 D-1号住居と出土遺物
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：：：：ご＝＝ミ、‘¥I 明瞭ではないが、鼈右側の落ち込み部分に

1/4 7 求められよう。尚、この部分には左右にハ

字状に配置する掘り込みが見られる。
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第 7節 B 区 2面

上位構造は明瞭ではないが、左袖の下面に

は浅い掘り込みがあり、右袖の残存部先端

に袖材らしい粘土が確認されている。

床面南東寄りに小ピットが在るが、位置

的に柱穴とは認められない。また貯蔵穴は

第105図の 2 D-1号住居出土遺物

(9) D-1号住居

（第105• 106医、 PL63• 69 • 70) 

概要 本住居はD区の北東部に単独で位置する。

本住居の遺存状態も良好とは言い難かった。

遺物 本住居からは土師器甕(6)を中心とする遺物

の出土があったが、この中には須恵器高台付碗（ 1

~3)、灰釉陶器高台付碗（ 4)、砥石（ 5)、古墳時代

前期の土師器甕片(7)などが見られた。

時期 本住居は出土遺物から推して、概ね10世紀後

半期の所産と判断される。

規模 径 ：444X 296cm 深さ： 9cm 

鼈幅： 93cm 奥行き： 120cm

（右袖）幅： 21cm 奥行き： （12)cm 

貯蔵穴 （左）径： 34X 98cm 深さ： 11cm

（右）径： 46X48cm 深さ ：16cm

ピット 径．・ 36X30cm 深さ： 9cm 

構造 本住居は横長の長方形プランを呈するが、掘

り方の有無は詳らかでない。

竃は東壁南寄りに、壁面を跨いで設置されている。

(10) D-2号住居

（第107図、 PL63• 70) 

概要 本住居はD区中部に単独で位置する。

新旧関係は不明だが住居東壁北部と住居

中西部に土坑が重複するように在り、或は

本住居に伴う可能性も有する。

遺物 本住居からは平安時代のものを一定

量の出土遺物が得られたのであるが、この

中には須恵器高台付碗(1~3)、土師器甕

(4)、砥石(5)などが見られた。

時期 出土遺物から推して本住居は概ね10世紀前半

期の所産として把握される。

規模 径： 371X 316cm 深さ： 10cm

鼈幅： 84cm 奥行き： 87cm

（右袖）幅： 23cm 奥行き： 38cm

貯蔵穴 径： 68x 59cm 深さ： 8cm

土坑 径： 90X65cm 深さ： 22cm

構造 本住居はやや菱形に近い隅丸方形を呈し、南

東部が25cm程東側に突出している。

本住居は掘り方を有するものと思慮され、 3• 4 

層土は床土の可能性を有している。

竃は東壁南寄りに設定され、燃焼部は東壁面を跨

ぐように設置されている。上位構造は不明だが、東

壁南端部が東に突出することによって、燃焼部右側

壁面部が掘り残しの袖としての機能を有している。

柱穴は確認されなかったが、竃右側の突出部に浅

い貯蔵穴が掘削されている。貯蔵穴は南北両側は住

居壁面に接しているが、奥側（東）は壁面との間に

10cm前後の余裕が持たれている。
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第 3章 発見された遺構と遺物
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(C~C') 

〔鼈覆土〕

l ：明灰褐色砂質士 ：焼土粒多く含む

2 ：明灰褐色砂質士 ：1層に比し焼土粒多し

3 ：黒色粘質土 ：白色軽石含む

4 ：明灰褐色砂質士 ：焼土塊、炭化物含む

5 ：焼土塊、灰

ピ
叫

吋

(A-A'• B-B') 

〔住居覆土〕

1 ：明灰褐色砂質士 ：少量の白色軽石、黒色粘質土含

む

2 :明灰褐色砂質士：白色軽石、暗灰色土、黄灰色砂

質土含む

3 ：黒色土： As-C軽石含む

4 ：黒色土 ：As-C軽石、灰色砂質土含む

5 ：暗褐色土

2_ _ 2 1 L=81. 8m•上

こ二＝主ラ―-9/-- ―----—--ノ
4 3 

¥ I // 
4 1/4 

D
 

第106図の 1

1/3 

D-2号住居と 出土遺物
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ぷ°し 〔住居毅土〕

1 ：暗褐色土：白色軽石、焼土粒含む

2 ：黒褐色土：焼土、炭化物含む

3 ：暗褐色土：焼土、炭化物多く含む

4 ：黒色粘質土：焼土粒、炭化物含む

5 ：黒灰褐色土 ：白色軽石含む

、D-3；主一lご／

第106図の 2 D-3号住居と出土遺物

(ID D-3号住居（第107図、 PL64• 70) 

概要 本住居はD区東端部、D-1号住居の東に単独

で位置している。

遺存状態は悪く、東側は調査区域外に、また西側の

大半は攪乱等の削平で失われているが、埋土などの

状態から竪穴住居跡の掘り方の一部と判断した。

遺物 僅かに須恵器碗（ l）が出土したに過ぎない。

時期 出土遺物からすると 9世紀後半という時期が

与えられるが、出土遺物が僅か l点であるためその

特定は難しい。

規模残径： 201X 180cm 深さ： 0cm 

鼈幅：（58)cm

構造 本住居は大きく壊されているため全容は不明

で、プランも確認することはできなかった。

本住居は掘り方を有しているが、これを黒色粘質

土で埋め戻して床を作り出している。

竃は断面に見えるだけで、プランや上位構造は不

明であるが、東竃で浅い掘り方を焼土を含む黒褐色

土や暗褐色土で埋め戻していることが確認された。

柱穴、貯蔵穴を確認することもできなかった。

第 7節 B区 2面

(12) 3 -16 • 17 • BW  2 -4 • 5号溝と谷

（第108~llO図、 PL59• 64~66 • 71~77) 

概要本遺構は南側に流下する 3-16 • 17号溝とBW

2 -4 • 5号溝、及びこれと鈎状に連なる谷状遺構(B

区では「谷」、 2区では「1日河道」と呼称したが以下

「谷」とする）から成っている。

このうち16• 17号溝は完全に重なるが、 16号溝の

方が古い。また本線部分では 2条以上の溝を認識し

たものの新旧の把握ができなかったため、 3区側の

溝との接続状況は明らかにできなかった。

本遺構群には流水の痕跡が見られ、水路と認識さ

れ、屈曲部には水流を制御したと思しき簡易施設も

見られた。また谷部分には幾つかの大型の竪穴が掘

削されていたが、粘土採掘坑の可能性や流水を利用

した何らかの施設の可能性が考えられる。

遺物 溝遺構からの遺物の出土は 3-16号溝から須

恵器甕（ l）片が出上のみであった。しかし、溝と谷

の接合部から谷にかけては土師器坪(1~7)、須恵

器の坪(8 • 9)・高台付碗（10~12)、凹石（14)、磨

石（108)、敲石(15)、薄板材（16)、疑わしいものを含

め杭(17~47• 69~88 • 107)、割材(48~60• 63 • 

89~92 • 106)、切断した痕跡のある材(61~67• 

93~105)など木質を中心に多量の遺物が出土してい

る。杭、割材、切断痕のある材は丸木材が多く、樹

皮付のものも見られた。

時期 出土遺物から推して本遺構は凡そ 9世紀前半

期の所産と認識される。

規模溝長さ： 57.lm 幅： 421cm 深さ： 16局

溝： 94cm 17号溝： 64cm

谷長さ： 32.7m 幅： 670cm 深さ： 210cm

掘り込み 1 径： 5.8X5.9m 深さ： 128cm

掘り込み 2 径： 4.8X5.7m

掘り込み 3 径： 3.9X7.0m 深さ： 180cm

掘り込み 4 径： 6.7X7.4m 深さ： ll4cm

構造 溝群は概ね南流するが、その走行は緩やかに

蛇行する。そしてその南端で東に屈曲して谷に入り、

大きなカーブを描いて南に走行を変じている。

屈曲部は楕円形プランの箱形に掘削され、東西に
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10 

〔近 ・現代〕

1 ：耕作土

〔17号溝覆土〕

2 :茶褐色土 ：As-B、黒色粘質土含む

3 ：茶褐色土 ：As-B含む

4 :暗褐色土： 白色粒子、小礫含む

5 ：灰褐色土：褐色土含む

6 ：灰黒褐色土 ：As-C含む

7 ：暗褐色土：褐色砂塊と小礫含む

〔16号溝毅土〕

8 ：暗灰色土：砂粒含む

9 ：淡褐色砂質土 ：黒褐色土含む

10：砂礫層：粗～細に分れる

11：暗灰色粘質土： 黒褐色土含む

12：暗褐色粘質土

第107図の 1 3-16・17・BW2-4 • 5号溝

細かく並ぶ樹皮付のものもある杭の打設があり、一

方、中位層から 1回で切断したものの多い粗染が南

北に並べられているのが確認され、

造を持つ施設の遺存が窺われた。

しがらみ状の構

溝は箱堀状を呈するが、部分的に薬研堀状を呈し

ている。谷には大型で楕円形プランの竪穴が 4箇所

程確認されている。谷中央部の竪穴は袋状を呈し、

上位壁面には棚落ちも見られた。底面は平らを意識

しているが、流水により凹凸の多い箇所も見られる。

168 

(13) 

概要

号溝」）

2 -1~3 • B 2 -1 • BE 2 -1 • 2号溝

（第112図、 PL60)

本溝群はB区東部に位置する。溝は 2-1号溝

（以下「 1号溝」）、

下「 2号溝」）、

2 -2 • B 2 -1 • BE 2 -1号溝（以

2 -3 • B 2 -1 • BE-2号溝（以下「 3

の3条に分けられる。

本溝群は畠と重複するが、新旧関係は記録できな

かった。 また 2号溝は 3号溝を切っている。

1~3号溝は流水の痕跡から、水路と認識される。



＋ 030~795 

(C-C') 

〔BW2-4号溝・谷西部覆土〕

l ：暗褐色細砂：細粒

2 ：暗褐色土と細砂の混土：保水性なし。 1層

砂含む

2':細砂層少ない

3 ：小円礫層：鉄分混入

4 : 2層土と 3層礫の混土

5 : 3層礫に多屈の 2層土、と少量の黒色土入

る混土

6 ：極暗褐色土と細砂の混土

6':鉄分、細砂多い

6": 6'層より細砂多し

7 : 6層土と 3層礫と黒色土の混土

8 ：鉄分入る 2層土と砂礫の混土

9 ：黒褐色土と細砂の混土

9': 9層土と 3層礫の互層 (9分層）

9": 9層土と 3層礫が塊状に入る

10 : 9'層に似るが礫がやや大きい (5分層）

11：黒褐色土と 3層礫、褐色土の混土

12 : 3層より径小さい

13：褐色土塊

14:円礫層

15：黒褐色土塊

16 : 14層土に鉄分混入

82-4 • 5号溝

B
 

3'2" 3 
B'L=81. 50m 

2-4 • 5号溝

＇ 

(B-B') 

〔館堀覆土か〕

1 ：黒褐色土： As-B混入

〔BW2-4号溝・谷西部毅土〕

2 ：川砂層：白色粒子少鼠の暗褐色土

混入

D
 

D'L=81. 80m 

2'：暗褐色土少量混入

2":混入物少なくゆるい

'l''：混入物なし

3 ：川砂層：鉄分と

C'L=81. 80m 
少最の暗褐色土

ー 混入 可
3':粒子大きい

(E-E') 

〔谷全体の堆積層］

1 : （注記不備）

2 :黒褐色 ・暗い黒褐色シルト、川砂、小円礫の互層

3 : 2層土にローム崩落土多く含む。シルトは砂層多し

4 : 2層に比し砂層、ローム多く含むが 3層より少ない

5 : 2層と同じだが砂陪、鉄分多く、砂層には円礫多し

6 ：構成は 2層と同じだがシルト層非常に少なく砂陪多

し。鉄分、ローム少鼠

7 :小円礫多い砂層：薄く水平に堆積し全体に鉄分多し

8 ：地山崩落土層：暗褐色土～褐色土

E
 

9 :構成は 5層に似るがあまり水平堆積しない。ローム

とグライ化したローム混入

10 :小・中円礫半ばづづの円礫層：水平堆積。大きい礫

は鉄分を非常に多く含む。黒色土含む

11:小円礫と 8層土、グライ化したローム、黒色土の混

土。水平堆積するが、各層混入物多し

12 : 10 • 11層土の混土層

13 : 10層に似るが大礫多く水平堆積しない

14 : 8層土、グライ化したローム、黒色土の混土：ロー

ム殆どで水平堆積しない （下に続く）
E'L=82. OOm 

堀り込み3

堀り込み2

谷

— 
985-795 

キ
吋

第107図の 2 BW 2-4 • 5号溝と谷遺構

堀り込み4

12 

15 : 8層土、グライ

化したローム、

黒色土の混土：

組成均ー。径 5

cm、少し川砂含

む

16 :グライ化した

ローム塊：谷地

東側掘り込み底

部に見える

17 : 13層礫層と同じ

だが大きい礫少

なく小さい礫多

し：水平堆積し

ない
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本溝群からの出土遺物は見られなかった。

覆上の状態等から古墳～平安時代の所産と認

識されるが、時期は特定には至らなかった。

(1号溝） 長さ．・ 10.lm 幅： 80cm 深さ：

21cm 

(2号溝）長さ： 35.7m《2-2号溝： 24.lm/B2 

-1号溝4.9m/BE2 -1号溝： 14.4m》 幅： 79cm

深さ： 36cm

(3号溝）長さ： 37.6m《2-3号溝： 29.lm/B2 

-1号溝： 8m/BE 2-2号溝24.6m》

深さ： 28cm

幅： 56cm
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r
 

構造 1号溝は南北に走行

し、直線的なプランを呈し

ている。 また、 2 • 3号溝

は走行を概ね北北東ー南南

西方向に取っているが、プ

ランは蛇行している。 その

振幅は 3号溝の南部を除い

てあまり大きくない。

掘削形態は何れの溝も箱

堀状を呈する。

G
 l

.
 

i

喜

f

i

-
:
l言

第111図の 1

。

BE 2 -1 • 2号溝

掘削形態は箱堀状を呈するが横断面形の中央が部

分的に窪んで薬研堀状を呈する箇所もある。

(14) 

概要

BW  2 -2 • 3号溝（第112図、 PL70)

BW 2 -2 • 3号溝はBW区南部に位置し、平

行するように在る。

BW 2 -4 • 5号溝や谷から分岐するように在る

が、 これらとの新旧を明確にすることはできなかっ

た。一方、 2号溝は位置的に前者屈曲部から分岐し

ていた可能性が考慮される。

両溝の埋土は流水の痕跡が顕著であり 、両溝は共

に水路であったものと思慮される。

遺物

規模

構造

176 

両溝とも出土遺物は多くなかったが、

からは須恵器坪（ 1）、

須恵器坪 (2~5)、

出土している。

(2号溝）

さ ：79cm

(3号溝）長さ： 23.9m

2号溝

3号溝からは土師器坪（ 1）、

と流れ込みの釉陶器壺 (6)が

長さ ：12.lm

幅 ：156cm

幅 ：240cm

深さ： 62cm

深

両溝共南北に走行を取るが緩やかに蛇行する。

(15) 

概要

B区 2面の土坑（第113図、 PL66• 81) 

ため、

B区2面では幾つかの土坑、

たが、多くは上位面の掘り残しの可能性を持つもの

であった。尚、紙面の都合から全部を掲載できない

ピットについては 2韮について写真を掲載す

るに止め、以下、

東端に南北に連なり、

遺物

ピットを確認し

4基の土坑について報告する。

B区北東部に在る B2 -1号土坑は 3面の調査に

よって確認されたが、覆土から 2面に属すると判断

した。断面観察から複数の土坑の集合体と考えられ

るが、掘削意図等は特定できなかった。

BE区東部に確認されたBE2-1~3号土坑は区

2 • 3号土坑東部は近代の溝

によって壊されている。 2面の遺構として扱ったが、

形態的に 1面に属するものである可能性も否定でき

ない。尚、掘削意図は不明である。

B 2 -1号土坑から平安時代の土師器片を中

心とした若干の遺物の出土を見たが、 BE2-1~4 

号土坑からの遺物の出土は見られなかった。
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〔2-3号溝覆土〕

4 ：砂層

5 ：黒色粘質土

/ 

(C-C') 

〔2-1号溝覆土〕

1 ：暗褐色土 ：白色粒子含む

2 ：黒褐色土： As・C含む

3 ：黒色粘質土

005-730 x 
A A'L=81. 30m 

で

(D-D') 

〔溝埋没後の客土〕

K-120 1：黒褐色土 ：圃場整備後。

酸化鉄多量に含む

2 ：暗褐色土： 白色粒子含む

B B' 

3芦 2

(B-B') 

〔2-2号溝覆土〕

1 ：灰褐色土 ：白色粒子含み粘性あり

2 ：灰褐色土と灰褐色粘質土の混土

3 ：灰褐色粘質土：白色粒子、黒色粘質土含む

~ ~ J1 | 
叶+720 2-1号溝

1/3 

／
 

口
B1-3溝ー2

(A-A") 

〔BE-1号溝授土〕

1 ：褐灰色土：黒色強い自然堆積層。軽石

粒含む

2 ：暗褐色土： 3層土、黒褐色粘質土混入。

壁崩落土

3 ：暗褐色細砂層 ：軽石混入。流水と自然

堆積層の混土

〔BE・2号溝覆土〕

4 ：褐灰色土：軽石粒、粗粒軽石粒混入

5 :灰黄褐色シルトと細砂の混土

6 ：細砂とシルトの互層：底面付近は地山

との混土、掘削排土か壁崩落土か

B1-3溝ー2

- 1 // 
＼ 

ヽ B1-3溝ー4

-=二f十一 980-805 B2-2号溝

B2-3号溝
＋ ＇゚ ＼ 

D
 

E 
~-----—一、ヽ

八

2': As-B密に含む

〔BW2-2号溝授土〕

3 :にぶい黄褐色土：褐色砂

2-2号溝

D' L=Sl. 80m 

K-llO 

C I C'L=Sl. 40m 

-2下＝ゴ2-
3 

礫（川砂）縞状に含む

3'：黒色土含む

4 ：暗褐色土： 所謂平安の洪

水層に酸化鉄縞状に含む

4':酸化鉄縞状に含む

4":褐色砂礫（川砂）多量に

含む

5 ：褐色粘質シルト質土 ：細

砂含む

6 ：黒褐色土 ：黒色土含む

7 : 3層土に黒色土密に含む

（下に続く）

8 :黄褐色土：地山シルト密

に含む

9 : 3層土に細かい砂礫密に

含み黒色土と酸化鉄含む

10：褐色砂礫層：酸化鉄含む

11 ：径 1cm以下の円礫層

12 :川砂 ：径1.5cmの円礫と

多屈の酸化鉄含む

13：黒褐色土：しまりに欠け

る

(E-E') 
(BW 2-3号溝毅土〕

1 ：暗褐色土 ：細砂含む。粘

性無く堅い

l'：砂粒多い

2 ：褐色土：細砂含む。粘性

無く堅い

2': 2 • 3層土の混土

2" :礫多い

3 :細礫層： 0.5~1mm 

4 :細礫層 ：0.5~5mm 

5 ：暗褐色土 ：細砂含み、粘

性あり。やや締まる

6 :小礫層 ：0.5~1cm 

7 ：黒褐色土 ：細砂含み、粘

性あり。やや締まる

8 : 7層土と 4
層礫の混土

// 
B1-3溝ー5 2-3号溝

(A-A') 

[B 2 -1号溝覆土〕

l ：黒褐色土： 色調明るい黒褐

色土多く、黒色土、 As-C混

黒色土、白色粒子、酸化鉄

も混入する

2 : 1層と 同じだが黒色土以外

少ない

3 : As-B純層：一次堆積では

なく火山灰も含む

4 :黒色土と As-C混黒色土の

混土

6 ：黒褐色土と黒色土、酸化鉄

の混土

：白色粒子多く、 As-Bも含

む

6':プロック少ない

6": 6'層より白色粒子少ない

」~ L=81. 70m 7 : As-B混土に 黒褐色土含

む。 As-B火山灰も含む

8 ：極暗褐色土

9 ：灰白色シルト ：有機物腐食

土

10 : 7'層と同じ

11：黒褐色土 ：黒色土、 As-C、

火山灰も含むAs-B混入

11': As-C混黒色土も含む

12：黒褐色土： 極暗褐色土、白

色粒子微量に含む

窃：鉄分、黒色土、白色粒子

も多い。自然堆積層

12＇：極暗褐色土多い

13：暗褐色粘質シルト：黒褐色

土多く、白色粒子少絨含む

13＇：黒褐色土少ない

13'': 13'層より黒褐色土少ない

14：黒褐色粘質土：暗褐色粘質

シルト混入

15：黒色土

第111図の 2 2 - 1~3 • B 2 - 1 • BE  2 - 1 • 2 号溝及びBW2- 2 • 3号溝と出土遺物





第 7節 B区 2面
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12 13 B'L=81. 80m 万 1

12" 13'9 13" 12" 

(B-B') I 6 :暗褐色粘質シルト：黒色土、褐

〔B2 -1号土坑覆土〕 色土混入

1 ：黒褐色土 ：色調明るい黒褐色土 7 ：黒褐色粘質シルト：黒色土多く

多く、黒色土、 As-C混黒色土、 混入

白色粒子、酸化鉄も混入する 8：暗褐色粘質シルト ：黒褐色土多

2 ：黒褐色土：白色粒子混入 く、白色粒子少盤含む

3 :黒色土とAs-C混黒色土の混土

4 :黒褐色土： l層土と同じだが黒

色土以外は少ない

5 ：黒褐色土： 1層と同じだが白色

粒子は多く含み、それ以外の混

入は少ない 時期 B 2 -1号土坑は上位にAs-

Bが入るため平安時代末期に近い時

BE2-1坑

l
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BE2-2坑 BE2-3坑 期の所産と認識される。一方BE2-1~
I 

4号土坑の時期は特定できなかったが、

形態的には中世に下る可能性も

規模 巻末土坑 ・ピット一覧参照
A'L=81. 60m 

構造 B 2 -1号土坑は複数の土坑の集
』こL=s1.60m ¥ / 

合体であるが、断面で確認できるのみで、

個々の土坑への分割は叶わなかった。尚、

全体としてのプランは不整形で、個々の

土坑の底面は平底であった。

BE 2-1~4号土坑は南北方向に主軸

A' A
 

A' 

しーとノ` 二＿＿ t 
〔BE2 -1 • 2 • 3号溝覆土〕

1 ：黒褐色土： As-B少鼠、焼土粒微鼠に含む。締まりあるが粘性低い

第112図 B 2 -1号土坑とBE2 -1~3号土坑

を取る、長方形プランのものである。掘

削形態は箱形を呈する。
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第3章発見された遺構と遺物

第 8節 B区 3面

(1) B区3面

B区3面に於いては広い範囲でAs-C降下後の復

旧水田の所謂擬似畦畔を確認した。また、土坑ピッ

トも確認しているが、これらの多くは上位

面の掘り残しと判断されたため、ピットに

ついては 1面の項(153)頁に掲載した。ピッ

ト番号537以降のものがこれに該当する。

尚、 3面では遺構外の出土遺物として

土師器碗（ 1)・甕(2 • 3)等の古墳時代

前期の遺物や敲石(4)が得られた。

ー

□
 

／
 

/~(/ 

II 
(2) 水田址（第113図の1・2、PL78~81)

概要 B区4面に於いては 2• 3 • D区 、
も含めた広い範囲で216面以上の水田面

を確認した。

この水田は小区画水田であり、

As-Cを多く含む黒色土で覆われて

]

「

戸

了
戸

l
l
 

◎ 

いたため、 As-C降下後の復旧水田

と判断した。またこの水田面は所謂

擬似畦畔であった。

遺物水田に明確に伴うような出土

遺物は認められなかった。

時期 覆土の状態等から概ね 4世紀

の所産と認識される。

規模 全体東西 ：104m 南北： ＂ 
＂ 
II 

；
汀
乙

＇／し
h

"

J
 

l゚ミ

100m 

区画 面積： 4.9~23.9m'（平均10.

29) 

大畦 幅 ：146cm以下高さ ：8cm 

／ク

I 111 

ー

＂＂り

第113図の 1 B区3面水田址 (S=l/400)
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第 8節 B 区 3面

怠ロ＼ 

〔B1 ~ 149号土坑覆土）

1 : b' 

2 : yプロッ ク
L=Bl. 70m 

• 1 2 1 ・一一l--

1/3 

2
 □‘、

＼
 

／
 4

 
／
 

ー

◎
l
I
'且

1/3 

造

畦

構

幅： 82cm以下

口

高さ： 6cm 

上述のように本水田址は小区画

水田であり、水田開削に伴う当初掘削

時の畦畔や耕作面の凹凸が地中に写し出さ

れた所謂疑似畦畦として確認された。土圧

による圧縮もあって畦も低く、畦畔も分離できない

箇所もあり、決して良好な遺存状態ではなかったが、

全体としてそのプランは比較的はっきりと把握する

ことができ、以下のような所見を得ることができた。

水田面の並びは土地の傾斜に従う南北方向を基準

第113図の 2 B区3面水田址 (S= 1 /400) とB3-149号土坑 (S= 1 /60) 
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第3章発見された遺構と遺物

としており、直線的、或いは分岐したY字形の配列

で個々の水田区画を配置している。水田面はB区や

や南寄りに水路を伴わない東西走行の大畔が設けら

れている。そしてこれを境として南北の区域それぞ

れに凡そ 3m間隔で南北方向の畦を設け、この南北

方向に設けられた畦と畦の間を東西方向の畔で区

切って水田区画を形成している。

また、土地は南に向かって緩傾斜しているため、

水田面は高低差の少ない棚田状様相を見せている。

尚、水田に伴う水路や水口等の掘削位置を確認す

ることはできなかった。

(3) B 3 -149号土坑（第113図）

概要本土坑はB区に位置している。

また、 他の遺構と の重複関係はなく 、掘削意図を

特定することもできなかった。

遺物 本土坑からの出土遺物は見られなかった。

時期 本土坑に於いては出土遺物もなく、本土坑の

時期は特定でできなかった。尚、覆土から推して古

墳時代以降の所産と認識されるのであるが、上位面

の所産である可能性も否定できない。

規模巻末土坑・ピ ット一覧参照

構造 遺存状態が良好ではないため全容

は詳らかにできないが、本土坑は隅丸方

形様のプランを呈している。

本土坑の掘削形態は箱状に近く、底面

は平底状を呈するものと認識される。

第 9節 B 区 4面

(1) B区4面

B区4面ではA区4面東部と同様に土坑や小型の

ピット、或は風倒木痕を確認している。特にピット

は500基を上回る多量のものを確認調査している。

尚、確認範囲はB区に限られるが、時期を特定でき
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第114図の 1 B区4面の土坑・ピット群全体図（その 1、中西～東部） （S=l/400) 
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なかったために 1面に分類した 3区等で見つかった

ピット等に、 4面に含まれるもののある可能性も否

定できない。

また、紙面の都合で掲載できなかったが、 4面に

於いては各ピット枚の断面図等を取るなど、細かい

データを記録していることを付記しておく 。

尚、 4面に於いては軟質陶器鉢(B4-1)のよう

第 9節 B区 4面

な上位層からの混ざり込みの出土遺物もあったが、

壺片(B4 -2)等、古墳時代前期の土師器を中心とし

た若干の出土遺物があった。

(2) B区 4面の土坑

（第115• 116図、 PL82• 83) 

概要 B区4面では15基の土坑を調査した。
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第3章 発見された遺構と遺物

その分布はB区の北部と南部に分かれており、 13

号土坑がピットと重複する以外は単独で在った。ま

た、 14号土坑は下位面へのグリッド掘削時に調査さ

れている。

尚、これらの土坑の掘削意図を特定することはで

きなかった。

遺物 11号土坑から上位からの流れ込みと判断され

る土師器片が出土した以外、各土坑からの出土遺物

は見られなかった。

時期 本土坑群各土坑は弥生時代以前の所産とでき

るだけで、時期を特定することはできなかった。

規模巻末土坑・ピット一覧参照

構造本土坑群各土坑のプランは 1号土坑が長方

形、 5 号土坑が正方形、 6•9·10号土坑が短冊形、
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第 9節 B区 4面

A
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7号土坑が長い楕円形で、他の土坑が

崩れた楕円形を呈する。

掘削底面は 1• 5~6 • 11号土坑が平

底で他の土坑は船底形を呈する。尚、

4号土坑の底面は凹凸が激しい。

(3) B区 4面のピット

（第114• 115図、 PL82• 83) 

概要 B区4面に於いては500韮以上

の小型ピットを確認、調査した。

これらは重複するものもあったが、
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第115図の 2 B区4面の土坑・ピット（抜粋） （S = 1 /60)及び

多くは単独で位置していたが、大きくはB区の東西 B区4面出土遺物

にその分布域は分けられる。東側の分布域では北北 遺物各ピットからの出土遺物は認められなかっ

4面ー2

東ー南南西に連なるもの 1筋、南北に連なるもの 2

筋、西側では北北西に連なるもの 1筋のおぽろげな

分布状態が認められたが、明確に柵状を呈するもの、

或は樹木の根を示すものなどは認められなかった。

また、風倒木痕等の周囲には見られなかった。

一方、これらには大小があり、土坑として良いも

のから細杭の打設痕としか認識できないものまで

種々あり、また斜めに入っていて植物の痕跡と考え

られるものや、或は杭の打設痕と認識されるものな

ど様々で、掘削意図も断定できないものが多かった。

従って群としてみた場合その性格は把握できないの

であるが、杭の打設痕であるにせよ、植生の痕跡で

あるにせよ、上述のように風倒木痕周辺にその分布

が見られないことから、これらの掘削或は形成時に

風倒木痕となる樹木が有ってこれを意識していたこ

とが分かる。また、おぼろげに 4筋のピットの集中

する分布域が認められることから、意図的な土地使

用が窺われるのである。

た。

時期 時期については 4面の土坑と同様に弥生時代

以前の所産とできるだけで、特定することはできな

かった。

規模 巻末土坑・ピット一覧参照

構造 本ピット群各ピ ットのプランは様々であり一

定しないが、楕円形、円形を呈するものが多く、隅

丸方形を呈するものもあった。

その規模も一定しておらず、統一性は認められな

かった。また、掘削（形成）の方向は多くは垂直で

あるが、稀に明らかに樹木の根の痕跡と分る斜めに

入るものも見られた。

遺構の遺存状態が決して良好とは言い難いものが

多いため明確ではないが、掘削底面は平底のものや、

丸底のもの、尖底のものなどがあってこれも一定し

ていない。尚、プランと底面形態との間に関連性は

認められなかった。
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第3章 発見された遺構と遺物

第10節 B区 5面

(1) 旧石器の試掘調査（第116図、 PL84)

概要 B区4面終了後、下位面に対して旧石器時代

の埋蔵文化財の試掘調査を実施した。試掘トレンチ、

或はグリッドの掘削位置は本線、

側道それぞれに設定し

たが、その位置は第116

図の 1右上に示した試

位置因の通りである。

尚、本線部分に於いて

は安全上の観点から、

一部で段掘り施し或は

機械掘削を併用した箇

所もある。

遺物上位層からの流

れ込みである土師器片

得たが、目的とする時

期の遺物は得られな

かった。尚、本線部11

号グリッドから炭化物

を得ている。

D D 

DD  

D D 

所見 旧石器時代の出

土遺物を得ることはで

きなかった
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第116図の 1 B区5面試掘トレンチ ・グリッド設定位置図(S= 1 /800)と土層堆積概念図（左右S= 1 / 400、上下S= 1 /600) 
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第11節遺構外の出土遺物

また第116図の中に①・②・③とした 3箇所の抽出

図を掲載したが、 B区中・東部では 4箇所で、南方

流下する流水の痕跡と判断される谷地形が確認され

た。少なくもAs-BP降下以前にはB区が不安定な土

地であったことが認識される。

出土遺物の出なかった点、本遺跡が東の中屋敷遺

跡、西の岡屋敷遺跡の間に在る谷地部である点、及

び上述のように小河川の流路が形成されていたこと

などから推して、旧石器時代の埋蔵文化財はなかっ

たものと判断した。

第11節遺構外の出土遺物

②
 

①
 

＼
〉

|
|
¥
¥
-／

 
m
 

(1) 縄文時代の出土遺物

（第117~119• 121図、 PL85~88)

本遺跡に於いては 4面を中心に縄文時代の遺物を

得ている。以下その一部を報告するが、同一遺跡名

で処理された側道側の 1区を誤って取り込んだた

め、本項には 1区（中屋敷遺跡）の遺物も併せて処

理し、掲載した。本来であれば分離すべきであった

が、中屋敷遺跡が縄文時代早期、本遺跡が中・後期

と区分できたため、参考資料として掲載するこ

ととした。

縄文時代の遺物としては縄文時代早期撚糸系
|
|
¥
‘
-

の縄文土器片(1~21)、中期の加曾利 EI式

(22 • 23) • II式(24~26)• III式(27)、IV式

ー

|

|

¥

-

第116図の 2 B区5面土層堆積概念図（左右S= 1 /400、上下S= 1 /600)及び一部グリッド抽出図
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第 3章 発見された遺構と遺物
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第117図 A・B区及び 1区出土縄文土器
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こ

＜二三乏

こ

二

第11節遺構外の出土遺物

(28~32)、称名寺式

(33 • 34）、中期(38)

があった他、石鏃

(40~40)、打製石斧

(41~54）、スクレー

パー(55)、敲石(56・

37 v 57)、石皿(58)、多孔
1/5 

至
1/3 石(59~63)、凹石

(64~69)などがあっ

た。
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(2) 弥生時代の出

土遺物

（第118図、 PL86)

本遺跡の弥生時代の

出上遺物としては弥生

時代中期と思われる弥

生土器の甕(39)1点を

確認している。

(3) B区の遺構外

出土遺物

（第120、PL88)

B区の遺構外の出土

遺物は多岐に亘るが、

この中には竪穴住居の

竃に使用された天井石

（1)、磨石(2 • 3)、

台石(4)、礎石(5)、

付札かと思わ

れる薄板(6)

の他、何らか

の部品(7)、

48 

薄板材(8.

9 • 13)、角棒

(10~12)など

があった。

第ll8因 A・B区出土石器（その 1)
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第3章 発見された追構と遺物
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(4) 2区の遺構外

出土遺物

（第120図、 PL89)

2区の遺構外出土遺物には埴輪（ 1.

2)、焙烙鍋（ 3)、青磁壺（ 4)、施釉陶器

の皿(5 • 6)や高台付碗（ 7)・鉢（ 8).碗(9)・甕

55 

1/3 (10)、或は瓦（11)、磁器碗（12)等が見られた。

第119図 A ・B区出土石器 ・石製品（その 2)

190 



冒 B-l ¥ IB-2 

- l 
l 

I刈I。̀¥¥¥l¥¥¥¥ ーロ：7

ー， ／ ＼ヽ、一か＼＼／l- 鼻 ：： 

編 [I II,一 B-13

B-4 

-汀-[]ロニニ三
っ言／口

2-5 2-6 

／口ロロロロ｛口
言ク／言 □□ーロ

ロ／口1(
第120図 B区・ 2区遺構外出土遺物

191 

ゆ

g

8

B

B
 

証
ロ
~
1
0
'

ー

1日
リ
ー

土

hu'’

廿

f
|

l

1

1

1

1

1

1

0

"

り＂

り，＇

の叩
門
日
N

u

,

'

円

M,

遺

□
:
I
J/
I
_
 

，

＼

ー

1
／

り

川

｀



第3章 発見された遺構と遺物

(5) 3区の遺構外出土遺物（第121図、 PL89)

3区の遺構外出土遺物はさして多くなかったが、

平安時代の土師器坪（ 1• 2)、土師器甕（ 3)、須恵

器坪(4)や、古墳時代前期の所産である土師器甕

(5)等の遺物が見られた。

(6) D区の遺構外出土遺物

D区に於いては土師器片を中心に若干の移行に伴

わない遺物の出土を見た

31 ¥→- -::../ 

/ ------ : “―  

二 □三三 —---3-4 

が、特に図示すべきものは

見られなかった。

(7) 遺跡全域での遺構

外出土遺物

この他、区の特定できな

かった遺物として土師器片

や内耳鍋片が見られたが特

に図示すべきものは認めら

れなかった。

68 
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第121図 3区遺構外出土遺物及びA・B区出土石製品（その 3)
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第 1節群馬県中世屋敷跡の建築物考察

第 4章分析・考察

第 1節群馬県中世屋敷跡の建築物考察

1 はじめに

群馬県波志江中屋敷西遺跡B区1面の屋敷遺構は

出土建築材のAMS法年代測定により 15世紀前半と

推定される。本稿は周濠で囲われた屋敷内の掘立柱

建物柱建物について、時代的・地域的特長を明らか

にしたい。

2 掘立柱建物の分布と敷地割

南北約51m、東西41mの長方形周濠内に30棟以上

の掘立柱建物があり、その中央部のやや北寄りに約

半数の建物が重複して集中分布し、主屋と主屋に伴

う副屋がセットになって 7期に亘る重複建替えが認

められる。

他の付属屋の分布は主屋の北側に、中庭を囲うよ

うにその北西部と東方、西方の 3ヶ所にそれぞれ数

棟ずつ重複し、主屋の南方にも小型建物が 2ヶ所に

分かれて分布する。これらの付属屋はそれぞれ機能

を異にすると考えられる。

7期に亘る主屋域の変遷と、それに伴う付属屋の

配置は、柱穴の重複する例が少ないことから、柱穴

の新旧関係から判断することができず、各建物の方

位と位置関係を基準に決定し、さらに、周濠の南半

分を区画する東西溝SD6 • 12 • 13 • 15 • 18と主屋以

下の建物群との配置関係が変遷の重要な基準とな

る。

SD 6 • 15は出入口の開口部を設けた同時期の区画

溝で、北周濠との間隔が周濠の東西幅と等しく、正

方形の敷地区画割とする時期が想定される。

SD13・18は溝心々間3.5mの鍵形配置で、その喰違

い開口部を出入口とする同時期の区画溝と考えられ

る。 SD13・18は周濠と連結しないことから周濠を南

宮本長二郎

北に 2分割するための区画溝であることは明らかで

あり、 SD12はSD13の東半部を改修して東周濠と連

結したものと考えられる。

いっぽう SD6 • 15は東・西周濠と連結した状況か

らみて、屋敷地は当初正方形で、のちに南にSD7• 

9溝（新旧不明）を設けて敷地を拡張して、 SD13・

18の区画溝を設けたと考えられる。

3 建物配置の変遷

以上のような屋敷地割の変遷と、建物配置の変遷

を想定して作成したのが、図 1～図 7である。

前項に記した南方の小建物は 2ケ所に分かれて、

いずれも東西溝と菫複する位置にあり、 SD18と重複

またはその東側にある建物は正方形周濠の時期に、

SD15と重複する建物は南辺拡張後の時期に充てる

ことができる。但し、周濠は 7期の全時期に亘って

存在していたかどうかは疑問で、西周濠と重複する

南北溝SD2を東縁とする時期が初期に存在した可

能性がある。

主屋の建築形式は、庇付きと庇のない時期に分か

れて、後者を初期段階に位置付けて 3期の変遷を想

定し、当屋敷跡で最大の主屋SB5 • 9の2期は周濠

拡大後として、全建物遺構を 7期に配分した。

4 梁間 1間型住居

関東地方の中世掘立柱建物跡の平面形式は、鎌倉

幕府を中心とする神奈川県下に総柱型が分布し、他

の関東地方は梁間 1間型が普及して、当屋敷も梁間

1間型である。全国的には総柱型が主流で、梁間 1

間型は関東地方と東北地方に分布する以外は、総柱

型分布域では付属屋に使用されて普及する。（註 1)
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第 4章分析と考察
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第 1図 B区 1面屋敷遺構建物変遷図（その 1)

本稿はSB18の平面的特徴についての分析を進め、

その結果を表記した。

SB5を除いて全て梁間 1間型とみなし、妻側中央

柱をもつもの 6棟と（表の括弧内に 2で示す）、 2本

の間柱をもつもの 2棟（括弧内 3)である。妻側中

央柱は隅柱を結ぶ軸線に接して外側に立つ近接棟持

柱であり、軸線上に立つ場合も壁心棟持柱として、

ともに切妻屋根の棟木を直接支持する形式が想定さ

れる。

梁間 1間型平屋建物に棟持柱をもつ形式は、弥

194 

生 ・古墳時代に存在してその系統を引くものと思わ

れるが、中世では他に類例がない。但し、軸線上中

央柱のSBl0・11の2例は棟持柱ではなく間柱の可能

性がある。間柱 2本のSB3 • 4は、桁行柱穴に較べ

て柱径が小さく浅いために間柱としたが、 SB3では

両側面とも 2本のうち 1本が欠失、 SB4では東側面

に間柱がないものは、間柱穴が浅いために削平され

たものと考えられる。同じ理由で梁間 1間の妻側柱

間に間柱や棟持柱のない場合、身舎の 4面に庇を巡

らすSB9を除く身舎のみのSB2 • 7 • 8 • 9 • 12 • 
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B区 1面屋敷遺構建物変遷図（その 2)

13 • 15 • 17 • 18の9例は、梁間10~15.5尺と広いこ

とから間柱を立てずに壁を造ることは不可能であ

り、間柱穴は側柱穴より小さく浅く掘立てたために

後世の削平により検出されないことを示している。

胴張形平面と片切妻造屋根

SB5は桁行 5間、梁行北 2間、南 3間の南北棟建

物で、西側面北半に庇が付く。桁行側面を胴張形と

する点で、中世に類例のない形式を示す。胴張形平

面の平屋建物は古墳時代の大形建築に出現する形式

で、前記の梁間 1間型の近接棟持柱と同様に古墳時

代の形式を継承するものと思われる。

SB5の南側面 3間、北側面 2間とする形式は、北

側面中央柱を近接棟持柱とする切妻造で、南側面は

梁間 3間として屋内棟持柱を立て、寄棟造屋根とす

る片切妻造屋根であったと考えられる。

SB 5と時期が前後する大形主屋SB9の庇の妻側

面についても、北側面 2間、南側面 3間で、南側面

に対応する屋内棟持柱があり、北側面中央柱を棟持

柱とする片切妻屋根に復元することができる。

片切妻屋根の民家は東北地方の豪雪地帯に現存

し、縄文時代の北陸 ・東北地方の竪穴住居にも積雪

期の出入口を片切妻や片入母屋の妻壁に出入口を設

けていたと思われる例があり、 SB5 • 9はその伝統

を継承した可能性がある。

6
 

柱間寸法と造営尺

SB 1~18の柱間寸法は尺度を用いたものと仮定

して、現在の尺度(1尺＝0.303cm)に近い尺度で割

切れる 5寸単位の柱間寸法を求めて表記した。中世

社寺建築の柱間寸法は 5寸間隔の垂木支割で柱間寸

法が決定される。中世住居は垂木の配列と無関係に

5寸単位の柱間寸法を採用したとする仮定には無理

はあるが、筆者は弥生 ・古墳時代の掘立柱建物に同

195 



第 4章分析と考察

じ手法を用いて、弥生 ・古墳時代の柱間寸法が、同

時代の中国尺度と軌をーにしているとの仮説（註 2)

を立てた分析と同じ方法を用いた結果、表記のよう

に、各建物遺構の柱間寸法は 5寸単位で決定され、

しかも、弥生 ・古墳時代と同様に柱間寸法は等柱間

ではなく、かつ相対する側面の全長が 5寸または 1

尺の差をもつ例が多いこと、および、中世に全国的

に普及する総柱型や梁間 l間型の柱間寸法には 6尺

5寸間が多いのに対して、当遺跡では 6尺～10尺に

分散する点で、中世の一般的傾向とは異なり、弥生・

古墳時代の柱間寸法決定法を継承しているものと考

えられる。

造営尺は 1尺＝30.0~30.5尺の範囲に分布する

が、 30.2~30.3cmの現尺に近い例が多く、これを当

遺跡の造営尺とみなすことができる。造営尺値の前

後の広がりは、主として柱を掘立てる際の造営誤差

によるものと思われる。正確な寸法設定は柱頭部の

梁 ・桁の木造りで行われるため、造営誤差の大きい

例の柱は柱径の範囲内での傾斜をもつものと考えら

れる。 SB5の胴張形平面の場合は同様に、柱頭部は

4隅の柱頭を直線で結ぶ方形の側桁位置での造営尺

であり、桁行側面の中柱は上方で内側に傾斜する形

式であったと云える。

第 1表 掘立柱建物遺構分析表

SB 
身舎柱間数

方位 庇
身舎規模（尺）

桁行柱間寸法（尺） 妻 柱 造営尺 (cm)
桁行 X 梁行 桁行 梁行 庇

1 3 X 1 (2) l 22.5 11.5 8 • 7 • 7.5 棟持柱 30.22 

2 3 X 1 9 ,  N・S 23.5 12 0 
5 0 

5.5 
75・85・7.5 30.21 

3 X 1 (3) l 
25.5 14 0 8.5 • 8.5 • 8.5 

間柱 30.0~30 2 3 
26.0 14 5 9・8.5・85 

3 X 1 (3) 
18.5 12 5 5.5・6・65 

間柱4 9 ,  N 7.0 30.33 
18.0 11 5 4 • 7 • 7 

2 

l 
34.0 16.0 13 • 7. 5 • 7 • 6. 5 棟持柱

30.2~30 33 5 5 X w 2 5 
間柱3 34.5 16 5 4 5 • 7 5 • 6.5 • 8 • 7 

6 4 X 1 (2) ↑ ↓ 30.0 
10.5 7 • 15 • 8 

棟持柱 30 5~30.6 
11.0 7.5 • 7 5 • 6.5 • 8.5 

7 3 X 1 l 21.5 13.0 7 • 7 • 7 5 30.0~30.6 

8 3 X 1 l 
21.5 

21.0 
13.5 

7 5 • 7 • 7 

7 • 7 • 7 
30.19~30 6 

， 4 X l ↑ ↓ 4面 28.0 15.5 4 0 
6 • 8 • 7 • 7 

14 5 • 6 5 • 7 
30 06~30 3 

10 4 X ] (2) l 24.0 13.0 5 • 12 • 7 ？ 30 17 

11 3 X 1 (2) ’↓  18.5 9.5 6 • 6.5 • 6 （間柱） 30.0 

21.5 10.5 7 • 7.5 • 7 
30.5 12 3 X l ↑ ↓ 

22.0 10.0 75・7・7.5 

13 4 X 1 f ↓ N 
32.5 

33.0 

12.0 9.5・85・7.5・7 
30.27 3.0 

13.0 9 •7.5· 9 ・7.5 

14 2 X 1 (2) ’↓  15.5 10.0 7 • 5 • 8 棟持柱 30.6~30.7 

15 4 X 1 9,  29.0 10.5 14. 5 • 8 • 6 5 30.48 

X 1 (2) l 
35.0 11.0 6 • 18 5 • 10. 5 

（間柱） 30.32~30.48 16 4 N 
36.0 11.5 7.5・9.5・ 8 ・11 

17 4 X 1 9 ,  28.5 13 0 
8・7・7・6.5 

9 • 13. 5 • 6 
30.31 

18 2 X 1 9,  16.0 10.0 8 • 8 

（註） 身舎柱間数欄の梁行括弧内数値は妻側面の柱間数で、妻側中柱穴の機能を妻柱欄に示す。上下 2段に設けた数値は、建物方位が南北棟

の場合、上段を北側、下段を南側とし、東西棟の場合、上段を西側、下段を東側とする。柱間寸法欄の数値は、北から南、または西から

東の順序で示す。造営尺は桁行総長の実測長さから算出したもので、同一建物の尺度差は桁行・梁行2側面の差を示す。
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7 庇付建物

庇付建物は 4面庇 (SB9)、2面庇 (SB2)、 1面

庇 (SB4 • 5 • 13 • 16)の6例がある。庇の身舎側

柱からの出は、 2.5尺～ 5尺の狭い例(SB2 • 5 • 9 • 

13) と7尺 (SB4)の広い例があり、前者は弥生時

代以来の古式を示し、後者は律令時代に出現する広

庇の影響を受けたものと考えられる。

中世の総柱型 ・梁間 1問型の庇の出は狭い例が一

般的で、時代が降るに従って広庇が増える傾向にあ

る。但し、室町時代の遺跡が少ないために、同時代

の全国的な傾向は明らかではないが、当遺跡では庇

出の狭い古式例が多い点で、前記の諸特徴と軌を一

にするものといえる。

8 主屋建物の形式と変遷

屋敷地内中央部に集中して重複する建物群は、桁

行 4間規模の大型で庇付きが多いことから主屋とみ

なしたが、その建物形式の特徴と変遷について考察

する。

庇付建物 6棟のうちSB4 • 5は、 SB5を主屋、 SB

4を角屋とする曲屋と考えられる。 SB13• 16は同規

模、同形式で位置をずらせて建替え、敷地北半部の

付属屋を共有する 1時期とみなし、他のSB2とSB

9を含めて、庇付主屋は 4期の変遷が考えられる。

庇のない主屋は L字形の配置をとる副屋とのセッ

ト関係から、 SB3 • 6、SB7 • 12、SB8 • 17の3

期の変遷が考えられる。 SB7 • 12は北側面の柱筋を

揃えて近接することから、 SB7を主屋、 SB12を角屋

とする曲屋形式に想定されるが、他の 2期はほぼ同

規模の建物を L字形に配置して、主屋 ・副屋の区別

をつけ難い。

以上のように、主屋の建築形式は無庇の掘立建物、

庇付独立建物、角屋付曲屋形式とそれぞれ形式を大

きく異にした変化を示し、共通するのは身舎を梁間

1間型とする点のみである。

曲屋主屋は東北地方の中世館跡の主殿形式として

14世紀には成立している（註 3)。現存古民家でも東

北地方に分布する形式で、その一部は関東地方にも

第 1節群馬県中世屋敷跡の建築物考察

及んでおり、 15世紀の当遺跡にも主殿形式として成

立していたとみなせるが、梁間 1間型の曲屋形式は

中世では他に類例がなく、地方的特長を示すもので

あろう。

周濠と建物群配置との関係は前記のとうりである

が、東面から南面にかけての周濠には少なくとも 4

期の改修が認められる。 7期に亘る建物郡の変遷と

周濠改修との関係の詳細は明らかでないが、その改

修時期の多さは、主屋形式の多用な変化と無関係で

はないと思われる。

9 結 語

以上のように、当遺跡の建物形式は、弥生時代に

出現する梁間 1間型平屋建物を基本形とし、胴張形

平面、不整方形平面、梁間寸法決定法、柱間寸法の

不揃いなどの形式は古墳時代に認められる形式であ

る。

梁間 1間型住居は律令時代には衰退するようであ

る。摂関期以後に新形式の総柱型の出現とともに復

活し、関東地方では主流となるが、古墳時代の建築

技法が15世紀の当遺跡に存続しているものとすれ

ば、新たな知見であり、また、主屋建築形式の多様

な変化を含めて、その歴史的な評価を新たにしなけ

ればならない。

註

註 l 宮本長二郎「日本中世住居の型式と発展」 「建築史の空間J

中央公論美術出版、 1999年

註2 宮本長二郎「弥生・古墳時代の尺度」 「歴史遺産研究 2号」

東北芸術工科大学編 2004年

註3 高橋与右衛門「発掘された中世の建物跡」 「北の中世」日本

エディタースクール出版部、 1992年
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第 2節 群馬県波志江中屋敷西遺跡から産出した昆虫化石

1. はじめに

遺物包含層から得られた昆虫化石（昆虫遺体とも

いう）群集が、遺跡が成立していた頃の周辺環境や

植生 ・人の居住の多寡などの様子を探る手がかりに

なることについては、わが国のみならず諸外国にお

いても多くの研究例がある (Buchlandet al., 

1974 ; Kenward, 1976)。

昆虫の種数が多く棲み分けが明瞭であることや、

昆虫の食性がきわめて多様であることは、環境復元

の際、重要な武器となる。一方で、昆虫の種数が多

いことは、種を同定するうえで困難さを伴い、現生

の昆虫分類学では、目 (Order)や科 (Family)・属

(Genus)などのレベルでそれぞれ同定者を異にす

ることも多い。今日、昆虫の同定にあたっては、究

極的には交尾器 (Genitalorgan)の外部形態と、

DNAによる系統解析が主流となりつつある。五体

満足に揃った成虫の分類においてすら同定作業は困

難をきわめており、体節ごとに分離した先史～歴史

時代における遺跡産昆虫や、地質時代の昆虫化石の

分類 ・同定に取り組む研究者がなかなか生まれない

ことはこうした事情を考慮すればよく理解できる。

遺跡の発掘現場では、条件さえ整えば昆虫化石は

必ずといってよいほど保存されている。そして、そ

れらが同定されれば他のどんな生物化石より、古環

境について雄弁に語ることができるのも事実なので

ある。しかるに、日本では遺跡から取りあげられる

昆虫化石は年間10例にも満たないのが現状である。

2.分析試料

ここに述べる波志江中屋敷西遺跡は、赤城山南麓

の群馬県中部 ・伊勢崎市に所在し、北関東自動車道

建設に伴って、群馬県埋蔵文化財調査事業団により

発掘調査されたものである。

本遭跡は、主に古墳時代後期から中近世に至る複
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合遺跡とされており、昆虫分析試料の大半は、中世

の館に伴う外堀を埋積する堆積物下層（試料 1) よ

り採取されたものである。堆積年代は、考古遺物よ

り15世紀前半とされている。これ以外に、 14~15世

紀のものとされる13号溝（試料 2)、およびほぽ同時

代と考えてよい 7号井戸（試料 2入産出層準不明（試

料 4)の計 4試料より産出した昆虫化石がケースに

入れた状態で筆者のもとに送られてきた。

昆虫化石の同定は、筆者採集の現生標本と実体顕

徹鏡下で 1点ずつ比較のうえ実施した。昆虫化石は、

いずれも節片に分離した状態で検出されており、そ

のため、本論に記した産出点数は、昆虫の個体数を

示したものではない。

3.分析結果

分析試料中より確認された昆虫化石は、計101点で

あった（表 1)。水生昆虫では食植性のガムシ Hydro-

philus acuminatusが試料 1より 8点、試料 2より 8

点など、計17点産出した。このほか、ガムシより小

型の水生・食植性のヒメガムシ Sternolophusrufipes 

が試料 1より 2点検出された。

地表性昆虫では食肉性のオオゴミムシ Lesticus

magnusが試料 1より 1点、同じく食肉性のアオゴ

ミムシ属 Chlaeniussp．が試料 1より 1点、主に食肉

性であるが雑食性の種群をも含むオサムシ科Car-

abidaeが試料 1より 1点発見された。これ以外に、

雑食性のトックリゴミムシ属 Lachnocrepssp.（試料

1より 1点）、ツヤヒラタゴミムシ属 Synuchussp. 

（試料 1より 1点）、また食屍性昆虫として知られる

オオヒラタシデムシ Eusilpajaponica（試料 1より

1点）、地表性で雑食性のアリ科 Formicidae（試料

2より 2点）が発見されたほかは、すべてが陸生の

食植性ないし雑食性昆虫のみで占められた。

最も多く認められたのは、ヒメコガネ Anomala
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表 1 群馬県波志江中屋敷西遺跡から産出した昆虫化石

生態 食性 和 名 A 子 名 試料 1 試料 2 試料 3試料 4 計

水生
食植 ガムシ Hydrophilus acumzna/z,:s Motschulsky El Pl L6 £6 Hl Al El 17 

ヒメガムシ Sternolophus rufipes (Fabric1us) P2 2 

オオヒラタシデムシ Eusiipa japonica (Motschulsky) El 1 

地 喜オサムシ科 Carab1dae E 1 1 

表
アオゴミムシ属 Chlaenius sp p 1 1 ， オオゴミムシ Lesticus magnus (Motschulsky) E 1 1 

性 トックリゴミムシ属 Lachnocreps sp. p 1 1 

ツヤヒラタゴミムシ属 Synuchus sp. E2 2 

コガネムシ科 Scarabaeidae L 2 E 1 L3 E 1 7 

サクラコガネ属 Anomala sp, E 1 L 4 Al L2 L 1 ， 
陸 食

ヒメコガネ Anomala ru/ocuprea Motschulsky E 23 P 5 H 1 A 1 L 1 E 1 Hl E 5 38 

ドウガネプイプイ Anomala cuprea Hope E 1 1 
生 コガネムシ Mime/a splendens Gyllenhal E 8 P 1 ， 

植
ヒメカンショコガネ Apogoma amida Lewis E 1 1 

性
マメコガネ Popi/la japonica Newmann E 1 1 

そ ハムシ科 Chrysomelidae E 2 2 

の アカガネサルハムシ Acrothinrnm gascl汝evitchiiMotshulsky E 1 1 

コメッキムシ科 Elateridae E 2 2 
他

カメムシ目 Herniptera S 1 1 
そ
の アリ科 Fomicidae 02 2 
他

不明甲虫 Coleoptera Al 1 

総 計 68 18 7 8 101 

（検出部位凡例） H (Head) :頭部 S (Scutellum) :小樽板 P (Prdnotum) :前胸背板

E (Elytron) :鞘翅 A (Abdomen) :腹部 L (Leg):腿腔節 0 (Others) :その他

表 2 波志江中屋敷西遺跡（B区館址）出土昆虫保管一覧

シャーレ
規格

遺 構 ： 水平位置 ： 垂直位置 個体数 注記
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料 lょり 1点）、ヒメカンショコ

ガネ（試料 4より 1点）、アカガ

ネサルハムシ Acrothiniumga-

schkevitchii（試料 1より 1点）

などが伴われた。未分類のコガ

ネムシ科 Scarabaeidaeは、試

料 1の2点をはじめ、全試料か

ら計 7点確認された。これ以外

に食植性のハムシ科 Chry-

somelidaeが試料 2より 2点発

見された。また、主に食植性だ

が種によって肉食のものもある

とされるコメッキムシ科

Elateridae（試料 2で2点）と、

、、
11-11 

：：……i-一----------------+-----------------1―--------:--------|―-----------・---ーー カメムシ目 Hemiptera（試料 1
10 より 1点）、地表性で雑食性のア

リ科 Formicidae（試料 2より

rufocuprea（試料 1の31点をはじめ計38点）であり、

これにサクラコガネ属 Anomalasp.（試料 lの5点

をはじめ計 9点）、コガネムシ Mimelasplendens（試

料 lょり 9点）、ドウガネブイブイ Anomalacuprea 

（試料 1より 1点）、マメコガネ Papillajaponica（試

2点）が確認され、不明甲虫 Coleopteraとした昆虫

は試料 2より 1点検出された。

4.推定される古環境

昆虫化石の検出点数が少なく、そこから多くの情
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報を引き出すことは困難であるが、波志江中屋敷西

遺跡の中世の外堀や溝などより検出された昆虫群集

をもとに、遺跡周辺の古環境について述べる。なお、

昆虫化石は、外堀下層（試料 l)、13号溝（試料 2)、

7号井戸（試料 3)、および産出層準不明（試料 4)

の計 4サンプルに分けて採取されているが、試料ご

との産出組成に有意な差が認められないため、ここ

では一括して考察することにする。

本遭跡の試料 1~4より発見された昆虫組成は、

これまで愛知県西部に位置する大毛沖遺跡（森、

1996)や大毛池田遺跡（森、 1997a)などをはじめ、

同時代（中世）における日本各地の溝や土坑 • 井戸

内などより得られた群集組成（森、 1998、1999)と、

きわめて似かよったものであるといえる（森、1998、

1999)。

すなわち、成虫がマメ科植物や果樹 ・各種畑作物

の葉を加害し、幼虫がこれらの根を食害する畑作指

標昆虫としてのヒメコガネの多産は、わが国の中世

（鎌倉時代～室町時代）の分析試料より産出した昆

虫群集（森、 1997b、1999) の特徴とよく一致して

いる。同様の生態を有するマメコガネやドウガネブ

イブイ ・サクラコガネ属などが本遺跡の昆虫群集に

伴われたことは、こうした共通性をさらに補強する

ものであるといえる。

また、試料 4より 1点見いだされたヒメカンショ

コガネは、甘藷すなわちイモ類の葉を、試料 1より

1点検出されたアカガネサルハムシはブドウ類など

をそれぞれ食害する畑作害虫として著名であり、こ

れらの産出も遺跡の周りに畑作物が存在したことを

示している。

このように、ヒメコガネ ・マメコガネ ・ドウガネ

ブイブイ ・ヒメカンショコガネといった畑作指標昆

虫が、波志江中屋敷西遺跡の溝堆積物中より発見さ

れたことは、遺跡周辺に畑作物が植栽されていたこ

とを強く示唆するものであり、同時に中世の人々が

日本各地の森林伐採と里山の開発を精力的に行った

ことの反映でもあることは、筆者がこれまで述べて

きたとおりである（森、 1999)。
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また、食植性の水生昆虫であるガムシやヒメガム

シの産出は、外堀内に水生植物が繁茂していたこと

を示している。

大型の地表性昆虫であるオオゴミムシの発見は、

地表にこれらのエサになるミミズや多足類などが多

数生息してことを物語っている。乾燥した擾乱地表

面上に多く、オオゴミムシ同様、主に各種小動物を

捕食するアオゴミムシ属が検出されたことも、波志

江中屋敷西遺跡一帯の地表環境の推定に有効であ

る。また、少数ながら、エサを求めて地表面上を徘

徊するオオヒラタシデムシやオサムシ科が昆虫群集

に伴われたことは、当時の古環境を考えるうえで興

味深い。オオゴミムシ ・アオゴミムシ属 ・オオヒラ

タシデムシ ・オサムシ科などの地表性昆虫の発見か

らは、遺跡周辺の植生が少なく、人間が植栽した畑

作物や果樹などがわずかに繁茂するだけの乾燥した

地表環境が展開していた可能性が指摘される。

今回の昆虫分析試料に、食糞性昆虫や汚物食の昆

虫類がまったく出現しなかったことから、外堀周辺

の人為的汚染はきわめて軽微であり、昆虫分析試料

を産出した外堀や溝の付近は、人間生活に関わる汚

染はほとんど進行していなかったと推定される。
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第3節出土人骨

第 3節波志江中屋敷西遺跡出土人骨

はじめに

波志江中屋敷西遺跡は、群馬県伊勢崎市波志江町

に所在する。北関東自動車道路建設に伴い、（財）群

馬県埋蔵文化財調査事業団による発掘調査が、平成

10 (1998)年 2月～同12(2000)年 3月まで行われた。

波志江中屋敷西遺跡の B区 1面 1号墓坑・同 2号墓

坑・同3号墓坑 ・同 4号墓坑・同 5号墓坑・同 6号墓

坑・同7号墓坑・同8号墓坑の 8基の墓坑より人骨が

出土したので、以下に報告する。しかしながら、全

体的に出土人骨の保存状態は良くないため、主に出

土歯について報告せざるをえない。人骨の所属年代

は、主に副葬品より、中世に比定されている。

出土人骨は、清掃後、できるかぎりの接着復元を

行い、写真撮影 ・観察 ・計測を行った。

なお、歯の計測は藤田の方法（藤田、 1949)に従っ

た。また、歯の比較データの内、中近世人はMAT-

SUMURA［松村］ （1995)を用い、現代人は権田

(1959)を用いた。

1. B区 1面 1号墓坑 (1998年 6月18日出土）

本墓坑は、屋敷内の南西隅に所在する。

(1) 人骨の出土状況

人骨は、長軸約90cm・短軸約60cm・深さ約20cmの

隅丸方形土坑から出土している。

(2) 副葬品

副葬品は、銭貨が 8点出土している。

(3) 人骨の出土部位

出土人骨の残存状態は非常に悪い。主に、歯の歯

冠部のみが出土している。

(4) 被葬者の頭位 ・埋葬状態

人骨の出土状況から、被葬者の頭位は北である。

また、埋葬状態は顔面部を西側に向けて右側を下に

した横臥（側臥）屈葬であると推定される。

(5) 被葬者の個体数

出土人骨特に出土歯に、重複部位が認められない

楢崎修一郎

ため、被葬者の個体数は 1個体であると推定される。

(6) 被葬者の性別

歯冠計測値が比較的小さいため、被葬者の性別は

女性であると推定される。

(7) 被葬者の死亡年齢

出土歯の咬耗度を観察すると、下顎切歯は線状に

象牙質が露出している状態である。また、上下顎の

犬歯及び第 1大臼歯には、象牙質がわずかに点状に

露出している状態である。その他の歯は、咬耗はエ

ナメル質のみである。これらを総合して、被葬者の

死亡年齢は約20歳代であると推定される。

(8) 被葬者の古病理

①歯石：歯石の付着は、認められなかった。

②嗣触（虫歯） ：俗に虫歯と呼ばれる嗣触は、認めら

れなかった。

③臼帝歯：過剰歯の一種である、臼帝歯が 1本認め

られた。これは、大きさが長径 5mm・ 短径 4mmの歯

で、咬頭は 4咬頭が確認された。上顎大臼歯の矮小

歯の可能性もあるが、今回、遊離歯ながら幸いにも

上下顎の大臼歯は12本すべてが出土しており、その

可能性は低いと考えられる。ちなみに、矮小歯の出

現する頻度が高い歯種は、上顎第 2切歯 ・上下顎第

3大臼歯に多いことが知られている。したがって、

臼帝歯であると推定されるが、これは、通常上顎の

第 2あるいは第 3大臼歯の近心頬側部に位置するも

のである。顎骨に植立している状態ではなく、遊離

歯の状態であるので、部位の同定は困難であるが、

形態的には上顎右大臼歯の臼帝歯であると推定される。

． 
■■ 

写真 1．波志江中犀敷遺跡 1号墓坑出土歯臼芳歯
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匡 区
M3 M2 Ml P2 Pl C I 1 Pl P2 Ml M2 M3 

M3 M2 Ml P2 Pl C 12 C P2 Ml M2 M3 

匡 区
写真 2.波志江中屋敷西遺跡 1号墓坑出土人骨出土歯

註： I1 （第 1 切歯） •I 2 （第 2 切歯） • C （犬歯） • p 1 （第 1 小臼歯） •P 2 （第 2 小臼歯） •Ml （第 1 大臼歯） •M2 （第 2 大臼歯） •M

3 （第 3大臼歯）を意味する。

2. B区 1面 2号墓坑 (1998年 6月12日出土）

本墓坑は、屋敷内の中東部東に所在する。

(1) 人骨の出土状況

人骨は、長軸約120cm・短軸約70cm・深さ約15cmの

隅丸方形土坑から出土している。

(2) 副葬品

副葬品は、かわらけ l点が出土している。

(3) 人骨の出土部位

出土人骨の残存状態は、非常に悪い。主に、歯の

歯冠部のみが出土している。

(4) 被葬者の頭位 ・埋葬状態

人骨の出土状況から、被葬者の頭位は北である。

また、埋葬状態は頻面部を東側に向けて左側を下に

した横臥（側臥）屈葬であると推定される。

(5) 被葬者の個体数

出土人骨特に出土歯に、重複部位が認められない

ため、被葬者の個体数は 1個体であると推定される。

(6) 被葬者の性別

歯冠計測値が比較的小さいため、被葬者の性別は
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女性であると推定される。

(7) 被葬者の死亡年齢

出土歯の咬耗度を観察すると、上下顎の犬歯から

小臼歯は象牙質が点状に露出する状態である。また、

下顎第 1大臼歯は象牙質が点状に露出する状態であ

り、第 2及び第 3大臼歯の咬耗はエナメル質に限定

されている。したがって、被葬者の死亡年齢は約30

歳代であると推定される。

(8) 被葬者の古病理

①歯石 ：歯石は、ほとんどの歯に付着あるいは付着

していた痕跡が認められた。

②輌触（虫歯） ：俗に虫歯と呼ばれる扇触は、上顎左

第 2大臼歯の近心面歯頸部及び遠心面歯頸部に歯髄

腔まで進行した嗣蝕症第 3度 (C3) の状態で認め

られた。また、下顎左第 2大臼歯の頬側面歯頸部に

象牙質まで進行した顧蝕症第 2度 (C2)の状態で

認められた。



第 3節出土人骨

匡 区
M3 M2 P2 Pl C 12 I 1 I 2 C p 2 M2 M3 

M3 M2 Ml P2 Pl C 12 C Pl P2 Ml M2 

匡 阿

写真 3.波志江中屋敷西遺跡 2号墓坑出土人骨出土歯

註： I1 （第 1 切歯） •I 2 （第 2 切歯） • C （犬歯） •p 1 （第 1 小臼歯） •p 2 （第 2 小臼歯） •Ml （第 1 大臼歯） •M2 （第 2 大臼歯） •M

3 （第 3大臼歯）を意味する。

3. B区 1面 3号墓坑 (1998年 6月12日出土）

本墓坑は、屋敷外の周堀東肩に所在する。

(1) 人骨の出土状況

人骨は、長軸約85cm・短軸約55cm・深さ約15cmの

隅丸長方形土坑から出土している。

(2) 副葬品

副葬品は、検出されていない。

(3) 人骨の出上部位

出土人骨の残存状態は悪い。主に、頭蓋骨片及び

四肢骨片が出土している。

(4) 被葬者の頭位・埋葬状態

人骨の出土状況より、被葬者の頭位は北である。

また、埋葬状態は屈葬であると推定される。恐らく、

左側を下にした横臥（側臥）屈葬であると推定され

る。

(5) 被葬者の個体数

出土人骨には、重複部位が認められないため、被

葬者の個体数は、 1個体であると推定される。

(6) 被葬者の性別

四肢骨の大きさが比較的小さいため、被葬者の性

別は女性であると推定される。

(7) 被葬者の死亡年齢

歯が出土していないため、被葬者の死亡年齢は不

明である。恐らく、成人であろう。また、経験則で

はあるが、頭蓋骨がある程度出土しているのに、歯

が出土しない場合は無歯顎の場合が多く、その点で

本被葬者は老齢である可能性もある。

(8) 被葬者の古病理

出土人骨には、特に古病理は認められなかった。
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4. B区 1面 4号墓坑 (1998年 7月7日出土）

本墓坑は、屋敷内の中北部南寄りに所在する。

(1) 人骨の出土状況

人骨は、長軸約135cm・短軸約90cm・深さ約35cmの

長方形土坑から出土している。

(2) 副葬品

副葬品は、銭貨が10点出土している。

(3) 人骨の出土部位

人骨の保存状態は悪い。頭蓋骨片及び四肢骨片が

出土している。

(4) 被葬者の頭位 ・埋葬状態

人骨の出土状況より、被葬者の頭位は北である。

また、埋葬状態は屈葬であると推定される。

(5) 被葬者の個体数

出土人骨には、一部、重複部位が認められるため、

被葬者の個体数は 2個体であると推定される。この

ことは、本土坑の大きさが通常の土坑より大きいこ

とからも支持される。

例えば、本遺跡の 1 号墓坑・ 2 号幕坑• 3号墓坑

の大きさを、それぞれ長軸 ・短軸でみると、 90cmX

60cm (1号墓坑） ・120cmX 70cm (2号墓坑） •85cmX 

55cm (3号墓坑）の大きさである。

(6) 被葬者の性別

出土四肢骨の大きさより、被葬者の性別は男性 1

個体 ・女性 1個体であると推定される。

(7) 被葬者の死亡年齢

被葬者の死亡年年齢推定に有用な歯が出土してい

ないため、被葬者の死亡年齢を推定するのは困難で

ある。しかしながら、恐らく 2体とも成人であろう。

(8) 被葬者の古病理

出土人骨には、特に、古病理は認められなかった。
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5. B区 1面 5号墓坑 (1998年 8月7日出土）

本墓坑は、屋敷内の中南部南寄りに所在する。

(1) 人骨の出土状況

人骨は、長軸約130cm・短軸約100cm・深さ約30cm

の楕円形土坑から出土している。

(2) 副葬品

副葬品は、銭貨が12点出土している。

(3) 人骨の出土部位

人骨の残存状態は、非常に悪い。主に、歯の歯冠

部のみが出土している。

(4) 被葬者の頭位 ・埋葬状態

人骨の出土状況より、被葬者の頭位は北である。

また、埋葬状態は顔面部を西に向けて右側を下にし

た横臥（側臥）屈葬であると推定される。

(5) 被葬者の個体数

出土人骨特に出土歯には、重複部位が認められな

いため、被葬者の個体数は、 1個体であると推定さ

れる。

(6) 被葬者の性別

出土歯の歯冠計測値、特に上下顎犬歯が比較的大

きいため、被葬者の性別は男性であると推定される。

(7) 被葬者の死亡年齢

歯の咬耗度を観察すると、下顎切歯から小臼歯は

象牙質が線状に露出するマルティンの 2度の状態で

ある。しかしながら、出土した上顎歯の切歯はエナ

メル質のみの咬耗である。これは、歯を道具として

使用した異常磨耗の結果であると推定されるが、残

存状態が悪いために確かなことは不明である。した

がって、ここでは、被葬者の死亡年齢は約30歳代で

あると推定するにとどめておく。

(8) 被葬者の古病理

①歯石 ：出土歯のほとんどに、歯石が付着あるいは

付着していた痕跡が認められた。

②鵬触： 出土歯には、俗に虫歯と呼ばれる鵬触は認

められなかった。
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匡 区
I 2 I 1 I 2 C M3 

M2 P2 Pl C 12 Il C P 1 P 2 

匡 匡

写真 4.波志江中屋敷西遺跡 5号募坑出土人骨出土歯

註： I1 （第 1 切歯） •I 2 （第 2 切歯） •C （犬歯） • p 1 （第 1 小臼歯） • p 2 （第 2 小臼歯） •Ml （第 1 大臼歯） •M2 （第 2 大臼歯） •M

3 （第 3大臼歯）を意味する。

6. B区 1面 6号墓坑 (1998年 8月7日出土）

本墓坑は、屋敷外の周堀東肩に所在する。屋敷廃

絶後に掘削されたと推定されている。

(1) 人骨の出土状況

人骨は、長軸約137cm・短軸約87cm・深さ約68cmの

長方形土坑から出土している。

(2) 副葬品

副葬品は、かわらけ 1点及び銭貨 6点が出土して

いる。

(3) 人骨の出土部位

人骨の残存状態は、非常に悪い。主に、歯の歯冠

部が出土している。

(4) 被葬者の頭位 ・埋葬状態

人骨の出土状況より、被葬者の頭位は北である。

また、埋葬状態は顔面部を西側に向けて右側を下に

した横臥（側臥）屈葬であると推定される。

(5) 被葬者の個体数

出土人骨には、重複部位が認められないため、被

葬者の個体数は、 1個体であると推定される。しか

しながら、土坑の大きさが通常の土坑よりも大きく

本被葬者は土坑の中でも西側半分に埋葬された状態

であるため、東側半分にもう 1体埋葬されていた可

能性もある。土坑の東側からは、炭化物が出土して

いるが、自然科学分析には付されておらず不明であ

る。

(6) 被葬者の性別

出土歯の歯冠計測値が比較的小さいため、被葬者

の性別は女性であると推定される。

(7) 被葬者の死亡年齢

出土歯の咬耗度を観察すると、マルティンの 2度

の状態である。したがって、被葬者の死亡年齢は約

30歳代であると推定される。

(8) 被葬者の古病理

①歯石：出土歯には歯石の付着は認められなかった。

②麒蝕（虫歯）：出土歯には、俗に虫歯と呼ばれる麒

蝕は認められなかった。
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複部位が認められないため、被葬者の個体数は、 l

匡 匡
M3 C I 1 Il C Pl P2 

P2 Pl C 12 Il I 2 C M 1 

匡 匡

写真 5.波志江中屋敷西遺跡6号墓坑出土人骨出土歯

註： I1 （第 1 切歯） •I 2 （第 2 切歯） •C （犬歯）•p 1 （第 1 小臼歯） •P2 （第 2 小臼歯） •Ml （第 1 大臼歯） •M3 （第 3 大臼歯）を意

味する。

7. B区 1面 7号墓坑 (1998年 8月 7日出土）

本墓坑は、屋敷外の周堀東肩に所在する。屋敷廃

絶後に掘削されたと推定されている。

(1) 人骨の出土状況

人骨は、長軸約120cm・短軸約100cm・深さ約40cm

の長方形土坑から出土している。

(2) 副葬品

副葬品は、かわらけ 2点及び銭貨 6点が出土して

いる。

(3) 人骨の出土部位

出土人骨の残存状態は、非常に悪い。出土歯片及

び四肢骨片が出土している。

(4) 被葬者の頭位 ・埋葬状態

人骨の出土状況より、被葬者の頭位は北で顔面部

は西を向いていたと推定される。また、埋葬状態は

右側を下にした横臥（側臥）屈葬であると推定され

る。

(5) 被葬者の個体数

出土人骨の残存状態は非常に悪いが、明らかな重
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個体であると推定される。

(6) 被葬者の性別

出土人骨の大きさが比較的小さく華奢であるた

め、被葬者の性別は女性であると推定される。

(7) 被葬者の死亡年齢

死亡年齢推定に有用な歯はわずかに、下顎左犬歯

のみ復元することができた。この犬歯の咬耗度を観

察すると、象牙質が線状に露出する程度のマルティ

ンの 2度の状態である。したがって、被葬者の死亡

年齢は約30歳代であると推定される。

(8) 被葬者の古病理

①歯石：出土歯には、歯石の付着は認められなかっ

た。

②顧蝕（虫歯） ：出土歯には、俗に虫歯と呼ばれる嗣

蝕は認められなかった。



8. B区 1面8号墓坑 (1998年10月26日出土）

(1) 人骨の出土状況

土坑は、西側が切られているため、大きさは不明

である。

(2) 人骨の出土部位

人骨の保存状態は非常に悪く、四肢骨片が出土し

ているのみである。

(3) 被葬者の頭位 ・埋葬状態

出土人骨の残存状況が悪いため、被葬者の頭位及

び埋葬状態は不明である。

(4) 被葬者の個体数

出土人骨の残存状況は悪いが、重複部位が認めら

れないため、被葬者の個体数は 1個体であると推定

される。

(5) 被葬者の性別

四肢骨片の大きさから、被葬者の性別は女性であ

ると推定される。

(6) 被葬者の死亡年齢

被葬者の死亡年齢推定に有用な歯が出土していな

いため、被葬者の死亡年齢は不明である。恐らく、

成人であろう。

(7) 被葬者の古病理

出上人骨には、特に、古病理は認められなかった。

まとめ

波志江中屋敷西遺跡のB区l面 1号墓坑から 8号

墓坑の 8基の墓坑から中世の人骨が 9体出土した。

出土人骨の鑑定結果を、以下の表にまとめた。

表1.波志江中屋敷西遺跡出土人骨まとめ

波志江中屋敷西遺跡出土人骨

墓坑 個体数 性別 死亡年齢 その他

1号募坑 1個体 女性 約20歳代 臼帝歯

2号墓坑 1個体 女性 約30歳代 歯石・顧蝕

3号墓坑 1個体 女性 老齢個体？

4号墓坑 2個体 男性 ・女性 成人 (2体）

5号墓坑 1個体 男性 約30歳代 歯石

6号墓坑 1個体 女性 約30歳代

7号墓坑 1個体 女性 約30歳代

8号墓坑 1個体 女性 成人
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表 2.波志江中屋敷西遺跡出土人骨歯冠計測値及び比較表

波志江中屋敷西遺跡出土人骨 中世時代人 江戸時代人 現代人
歯種 闘 1号募坑 2号墓坑 5号墓坑 6号墓坑 ． ＊ ＊ ＊ 

右 左 右 左 右 左 右 左 5 辛 ざ 辛 d 芋

MD 9.0 8.3 9.0 8.8 8.6 8.48 8.29 8.78 8.38 8 67 8.55 
I 1 

BL 破損7.1 7.6 7.3 7 0 7 29 7 00 7 52 7.06 7.35 7.28 

MD 6 6 6.3 7 3 7 5 6.98 6.85 7.16 6.97 7.13 7 05 
I 2 

破損 破損BL 5 9 6.2 6.55 6.26 6 74 6 33 6.62 6 51 

MD 7 8 7 3 7.5 8 3 8.2 (7 8) 7.96 7.43 8 01 7 60 7.94 7 71 
上 C 

BL 8 0 破損8 4 8 4 8.5 7.8 8.50 7.94 8.66 8.03 8.52 8 13 

MD 7 5 7 3 6.8 7.0 7.25 7.02 7.41 7 23 7.38 7.37 
p 1 

BL 9.1 9.0 9.3 8.9 9 46 9 03 9.67 9.33 9.59 9.43 

MD 6.5 6 5 6.5 6 4 6.8 6.87 6 69 7.00 6.82 7 02 6.94 
P 2 

BL 8.5 8.4 8.7 8.9 8.7 9 39 8 88 9.55 9.29 9 41 9.23 

MD 10.5 10.4 10.45 10. 09 10.61 10.18 10 68 10.47 
顎 Ml 

BL 11. 2 11. 2 11 81 11 30 11.87 11.39 11 75 11. 40 

MD 9.5 9.2 8.5 8.9 9.65 9 42 9 88 9.48 9. 91 9. 74 
M2 

BL 11 4 11.3 10 9 10.9 11. 72 11.19 12.00 11.52 11.85 11 31 

MD 8 5 8.3 7 4 8.5 8.8 8.8 8.94 8 86 
M3 

BL 9 8 10.1 8.8 9.8 10 1 10 2 10.79 10.50 

MD (5.6) (5 3) 5. 42 5.22 5.45 5 32 5.48 5.47 
I 1 

BL 5.9 5 8 5 78 5.61 5. 78 5.65 5.88 5. 77 

MD 6.3 5 9 (5.8) (6 1) (6.0) 6 04 5 78 6.09 5.97 6.20 6.11 
I 2 

破損BL 5.8 6.1 6.3 6.0 6 22 5 98 6.29 6.11 6 43 6.30 

下 C 
MD 7.1 7.1 6.0 6.1 (7 8) (7.3) 6.3 6 7 6 88 6 55 7.06 6.69 7 07 6.68 

BL 7 2 7.4 7 3 7.8 歯石 8.5 7.3 7 3 7.82 7.33 8.04 7.39 8 14 7.50 

MD 7 3 6 5 6.4 7. 7 7.6 6.9 7.07 6 96 7 32 7.05 7 31 7 19 
p 1 

BL 7 7 7.5 7.5 8 2 8 2 7.8 8.10 7. 72 8 34 7.89 8.06 7. 77 

MD 6.7 6.7 6.8 6.9 7.3 7 1 7.1 7.12 7.00 7.45 7 12 7.42 7 29 
p 2 

破損BL 7 6 7 9 8.0 8.0 8.2 7.7 8.49 8.06 8.68 8 30 8.53 8 26 

MD 11.2 11.1 10.8 11. 2 11.56 11.06 11. 72 11.14 11. 72 11.32 
顎 Ml 

破損BL 10.8 10 7 10.8 11.00 10.49 11.15 10 62 10.89 10.55 

MD 10.2 10 0 10.1 10 1 11.3 11.06 10.65 11.39 10 78 11.30 10.89 
M2 

BL 9.8 9 7 9.8 9.2 10.4 10.55 9.97 10.75 10 21 10.53 10.20 

MD 10.2 10 6 10.2 11 0 10.96 10.65 
M3 

BL 10.4 9. 7 9.8 10 0 10.28 10.02 

註1.計測値の単位は、すべて、「mm」である。

註 2.歯種は、］ 1 （第 1切歯）・ I2 （第 2 切歯） •C （犬歯）•p 1 （第 1 小臼歯）•p 2 （第 2 小臼歯） • Ml （第 1 大臼歯） •M 2 （第 2 大臼歯） •M
3 （第 3大臼歯）を意味する。

註 3 . 計測項目は、 MD（歯冠近遠心径） •BL （歯冠唇頬舌径）を意味する
註 4. 「破損」は、歯冠が破損しており計測ができなかったことを示す。

註 5.「歯石」は、歯石が付着しており計測ができなかったことを示す。

註 6.計測値の内、（ ）内は、咬耗により計測値が影響を受けていることを示す。

註 7. 「*」は、 MATSUMURA(1995)より引用。なお、 MATSUMURA(1995)には、第 3大臼歯のデータは無い。

註 8. 「**」は、権田(1959)より引用。
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付編

1 群馬県、波志江中屋敷西遺跡における自然科学分析

I.波志江中屋敷西遺跡のテフラ

1. はじめに

群馬県域に分布する後期更新世以降に形成された地層

の中には、浅間、榛名、赤城など北関東地方とその周辺

の火山のほか、中部地方や中国地方さらには九州地方な

どの火山に由来するテフラ（火山砕屑物，いわゆる火山

灰）が多く認められる。テフラの中には、噴出年代が明

らかにされている示標テフラがあり、これらとの層位関

係を遺跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層

の堆積年代を知ることができるようになっている。

そこで、年代の不明な土層や畠遺構が検出された中屋

敷西遺跡においても、地質調査を行って土層の層序を記

載するとともに、採取された試料を対象にテフラ検出分

析と屈折率測定を行って示標テフラの層位を把握し、土

層や畠遺構の年代に関する資料を収集することになっ

た。調壺分析の対象となった地点は、 B区5面15トレン

チおよびB区東地点である。

2.土層の層序

(1) B区5面15トレンチ

B区5面15トレンチでは、下位より若干青みがかった

灰色砂礫層（層厚10cm以上，礫の最大径13mm)、砂混じり

黄灰色土（層厚62cm)、灰色石質岩片混じり灰色砂質土（層

厚17cm，石質岩片の最大径 3mm)、灰色粘質土（層厚 9cm)、

黄灰色粘質土（層厚llcm)、黄色粘質土（層厚 5cm)、黄

色風化軽石層（層厚 8cm)、砂混じり灰色土（層厚21cm)、

黄色軽石混じり黄灰色砂質土（層厚24cm,軽石の最大径

3 mm)、黄色土（層厚 8cm)、黄白色軽石混じり黄色土（層

厚13cm,軽石の最大径 1mm)、黄灰色土（層厚13cm)、白

色軽石混じり黄色粗粒火山灰層（層厚12cm,軽石の最大

径 4mm)、灰色砂質土（層厚16cm)、黄灰色粗粒火山灰混

じり暗灰色土（層厚17cm)、暗灰色土（層厚 6cm)、黒色

がかった暗灰色土（層厚14cm)が認められる（図 1)。

これらのうち、黄灰色砂質土中に含まれる黄色軽石と

黄色土中に含まれる黄白色軽石は、それらの岩相から、

各々 約1.9~2.2万年前＊ 1に浅間火山から噴出したと考え

られている浅間板鼻褐色軽石群 (As-BP Group,新井，

1962, 早田， 1996)と約1.7万年前＊1に浅間火山から噴出

した浅間大窪沢第 1軽石 (As-Okl, 中沢ほか， 1984, 早

株式会社古環境研究所

田， 1996) に由来すると考えられる。また、白色軽石混

じり黄色粗粒火山灰層は、その層相から約1.3~1.4万年

前＊ 1に浅間火山から噴出したと考えられている浅間板

鼻黄色軽石 (As-YP,新井， 1962, 町田・新井， 1992) に

同定される。

(2) B区東地点

B区東地点では、下位より暗灰色土（層厚14cm以上）、

黒灰色土（層厚 6cm)、灰白色軽石を多く含む暗灰色土（層

厚 8cm,軽石の最大径 4mm)、暗灰色土（層厚 3cm)、灰

色砂層（層厚 2cm)、灰色土（層厚 6cm)、灰白色砂混じ

り暗灰色土（層厚19cm)、暗灰色土（層厚11cm)が認めら

れる（図 2）。これらのうち、発掘調査では、灰色砂層の

直下から畠遺構が検出されている。

3. テフラ検出分析

(1) 分析試料と分析方法

B区5面15トレンチおよびB区東地点において採取さ

れた試料20点を対象にテフラ検出分析を行い、示標テフ

ラの検出同定を行うことになった。分析の手順は次の通

りである。

1)試料15gを秤量。

表 1 B区におけるテフラ検出分析結果

軽 石 火山ガラス

地 点試料

横 色調最大径貸形態色調

5面15トレンチ 1 + 

東地点

3 -

5 -

7 -

9 + 
11 -

13 -

15 + 
17 + 
19 + 
21 + 
23 -

1 ++ 

灰 1. 7 + pm 灰白

+ pm 白

+ b w,透明，白

pm 
＋ pm 白

白 1.3 ＋ pm 白

＋ pm 白

＋ pm 白

白 3 1 ＋ pm 白

白 2.1 ＋ pm 白

白 3 5 ＋ pm 白

白 3.1 ＋ pm 白

＋ pm 白

灰白＞白 24,2 0 + + pm 灰白，白

3 十＋ ＋白＞灰白 35,1 7 ++ pm 白，灰白

5 + 灰白＞白 20,1 3 ++ pm 灰白，白

6 ++ 灰白，白 30,1 2 ++ pm 灰白，白

7 + 灰白 1.5 ++ pm 灰白

9 +++ 灰白 3 9 ++ pm 灰白

10 - ++ pm 白

11 - ++ pm 白

13 + 灰 1 2 ++ pm 灰白

＋＋＋＋ ：とくに多い，＋ ＋＋ ：多い，＋＋ ：中程度，＋ ：少ない，ー ：認

められない．最大径の単位は， mm.bw:バプル型，pm:軽石型．（ 2）分析

209 



付編 自然科学分析

結果

2)超音波洗浄により泥分を除去。

3) 80℃で恒温乾燥。

4)実体顕微鏡下で、テフラ粒子の量や特徴を観察。

テフラ検出分析の結果を表 1に示す。 5面15トレ ンチ

の試料21から15にかけては、円磨された白色の軽石（最

大径3.5mm)が少羅ずつ含まれている。この班晶には、斜

方輝石や角閃石が認められる。この軽石については、そ

の特徴から約4.1~4.4万年前に榛名火山から噴出した榛

名八崎軽石(Hr-HP,新井， 1962,鈴木， 1976,大島，

1986) に由来すると考え られる。また試料 9にも白色の

軽石（最大径1.3mm)が含まれている。この軽石の起源に

関しては、屈折率測定を行い示標テフラとの同定を試み

た（後述）。試料 1には、灰色軽石（最大径1.7mm)が少

量認められる。この試料には、重鉱物として斜方輝石や

単斜輝石が多く含まれている。これらの特徴から、この

試料には As-BPGroupに由来するテフラ粒子が含まれ

ていると考えられる。

一方、火山ガラスはいずれの試料からも検出されたが、

中でも試料 5では平板状のいわゆるバブル型ガラスが少

量認められた。色調は無色透明である。このバブル型ガ

ラスは、その特徴から約2.4~2.5万年前＊1に南九州の姶

良カルデラから噴出した姶良 Tn 火山灰 (AT, 町田•新

井， 1976, 1992,松本ほか， 1987, 池田ほか， 1995) に

由来すると考えられる。したがって、産状から試料 5付

近に ATの降灰層準があると考えられる。

東地点では、とくに試料 9にスポンジ状に比較的よく

発泡した灰白色軽石（最大径3.9mm)が多く含まれている。

この軽石の班晶には、斜方輝石や単斜輝石が認められ、

4世紀中葉に浅間火山から噴出した浅間C軽石 (As-C,

新井， 1979) に由来すると考えられる。砂層として認め

られた試料 6には、 As-Cに由来する灰白色軽石（最大径

3.0mm)のほかに、あまり発泡の良くない白色軽石（最大

径1.2mm)が含まれている。この白色軽石は、試料 6以上

の層準から検出される。

4.屈折率測定

(1) 測定試料と測定方法

B区5面15トレンチの試料 9および東地点の試料 6に

ついて、示標テフラとの同定精度を向上させるために、

温度一定型屈折率測定法（新井， 1972, 1993) により屈

折率の測定を行った。

5.小結

波志江中屋敷西遺跡において、地質調査、テフラ検出

分析、

表 2 B区における屈折率測定結果

地点試料重鉱物 opx (y) ho (n 2) cm (n 2) 

5面15トレンチ 9 ho,cm〉opx〉cpx1. 707-1. 711 l.671-1.6771.661-l.664 

東地点 6 opx〉cpx,ho 1. 706-1. 711 1. 672-1. 680 

opx:斜方輝石，cpx:単斜輝石，ho:角閃石， cm:カミングトン閃石．

屈折率の刹定は，温度一定型屈折率測定法（新井， 1972, 1993)による。

浅間板鼻褐色軽石群(As-BPGroup,約1.9~2.2万年前，

少なくとも 2層以上）、浅間大窪沢第 1軽石(As-Okl,約

1. 7万年前）、浅間板鼻黄色軽石 (As-YP,約1.3~1.4万

年前）、浅間C軽石（As-C, 4世紀中葉）、榛名ニツ岳渋

川テフラ (Hr-FA, 6世紀初頭）などの多くの示標テフ

ラやその粒子を検出することができた。また、東地点に

おいて認められた洪水に由来すると考えられる砂層の層

位は、 Hr-FAより上位で浅間Bテフラ (As-B,ll08年）

の下位と考えられた。そして、この砂層に覆われた畠の

年代については、 As-C降灰後で Hr-FA降灰前と推定さ

れた。

5面15トレンチの試料 9には、重鉱物として角閃石や

カミングトン閃石のほか、斜方輝石や単斜輝石が含まれ

ている。斜方輝石（y)、角閃石 (n2)やカミングトン

閃石(n2)の屈折率は、順に1.707-1. 7ll、1.671-1. 677、

1. 661-1. 664である。これらの特徴から試料 9に含まれる

テフラは、約2.5~3万年前に榛名火山から噴出した榛名

箱田テフラ (Hr-HA,早田， 1996)に由来すると考えら

れる。

東地点の試料 6には、重鉱物として斜方輝石のほか、

単斜輝石や角閃石が含まれている。斜方輝石（y)と角閃

石 (n2)の屈折率は、順に1.706-1. 7ll、1.672-1.680

である。これらの特徴から試料 6に含まれるテフラは、
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B区5面 15トレンチの土層柱状図
数字はテフラ分析の試料番号
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6世紀初頭に浅間火山か

ら噴出した榛名ニツ岳渋

川テフラ(Hr-FA,新井，

1979,坂口， 1986,早田，

1989, 町田・新井， 1992)

に由来すると考えられ

る。したがって、層相か

ら洪水に由来すると考え

られる試料 6の砂層は、

Hr-FA堆積後に発生し

B区東地点の土層柱状図
たと考えられる。なお今

数字はテフラ分析の試料番号 回の分析では、 1108（天

仁元）年に浅間火山から噴出した浅間Bテフラ (As-B,

新井，1979)に由来するテフラ粒子は検出されなかった。

このことから、この洪水の発生は、 As-B降灰前と考えら

れる。この洪水堆積物に覆われた畠の年代については、

As-C降灰後で As-B降灰前の間で、とくに作土中に Hr-

FA起源の粒子が認められなかったことか らHr-FA降

灰前の可能性より高いと指摘されよう。
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群馬 ・栃木 ・茨城の北関東 3県を結ぶ高速道路建設計画が

II. 波志江中屋敷西遺跡における
プラント ・オパール分析（ 2) 測定結果

1.はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である

珪酸（Si02lが蓄積したものであり、植物が枯れたあと

も微化石（プラント ・オパール）となって土壌中に半永

久的に残っている。プラント・オパール分析は、この微

化石を遺跡土壌などから検出する分析であり、イネの消

長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査が可能であ

（藤原 ・杉山， 1984)。る

2.試料

試料は、 B区東地点から採取された 6点である。試料

採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3.分析法

プラント ・オパールの抽出と定量は、プラント・オパー

ル定呈分析法（藤原， 1976) をもとに、次の手順で行っ

た。

1)試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

2)試料約 1gに対し直径約40μ mのガラスビーズを約

0.02g添加（電子分析天秤により 0.1mgの精度で秤量）

3) 電気炉灰化法 (550℃•6 時間）による脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W• 42KHz • 10分間）による分

散

5) 沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6) 封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作

成

7)検鏡 ・計数。

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来するプラント ・

オパール屈折率測定を合わせて行った。その結果、下位

より榛名八崎軽石(Hr-HP,約4.1~4.4万年前）、榛名箱

田テフラ (Hr-HA,約2.5~3万年前）、姶良 Tn火山灰

(AT,約2.4~2.5万年前）をおもな対象とし、 400倍の

偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400

以上になるまで行った。これはほぼプレパラート 1枚分

の精査に相当する。試料 1gあたりのガラスビーズ個数

に、計数されたプラント ・オパールとガラスビーズ個数

の比率をかけて、試料 1g中のプラント ・オパール個数

を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重

と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体 1個あたりの植物

体乾重、単位： 10-5g)をかけて、単位面積で層厚 1cmあ

たりの植物体生産量を算出した。イネ（赤米）の換算係

数は2.94、ヒエ属（ヒエ）は8.40、ヨシ属（ヨシ）は6.

31、ススキ属（ススキ）は1.24、タケ亜科0.48である。
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4.分析結果

稲作跡の検討が主目的であることから、同定および定

量はイネ、ヒエ属型、ヨシ属、ススキ属型、タケ亜科の

主要な 5分類群に限定した。これらの分類群について定

量を行い、その結果を表 1および図 1に示した。写真図

版に主要な分類群の顕微鏡写真を示す。

表 1 群馬県、波志江中屋敷西遺跡におけるプラン

ト・オパール分析結果
検出密度（単位 ：X100個／g)

地点・試料

分類群学名

イネ Oryza saliva (domestic rice) 
tエ属型 Echinochloa type 
ヨシ属 Phragmites (reed) 
ススキ属型 Miscanth硲type
タケ亜科 Bambusoideae (Bamboo) 

B 区東地点

2 3 4 5 

22 31 7 
7 

1 

80 
7 

51 
58 44 
36 117 

12 
37 
62 

34 29 
81 68 29 
96 253 256 

推定生産益（単位：kg/m'・cm)

イネ Oiyza saliva (domestic rice) 
ヒエ屈型 Echinochloa type 
ヨシ属 Phragmites (reed) 
ススキ属型 Miscanth硲type
タケ亜科 Bambusoideae (Bamboo) 

※試料の仮比菫を1.0と仮定して算出。

2.35 0.65 0.91 0.22 
0.61 0.62 
3.22 0.78 2.16 1.84 
0. 72 0.55 0.46 1.01 0.85 0.36 
0.17 0.56 0.30 0.46 1.21 1.23 
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図1 波吉江中屋敷西遺跡、 B区東地点におけるプラン
ト・オパール分析結果

5.考察

プラント ・オパール分析で同定される分類群のうち、

栽培植物が含まれるものには、イネをはじめオオムギ族

（ムギ類が含まれる）、ヒエ属型（ヒエが含まれる）、エ

ノコログサ属型（アワが含まれる）、ジュズダマ属（ハト

ムギが含まれる）などがある。このうち、本遺跡の試料

からはイネとヒエ属型が検出された。以下に各分類群ご

とに栽培の可能性について考察する。

1)イネ

イネは、現表土の下層（試料 1)から As-C混層（試料

4) までの層準から検出された。このうち、現表土の下

層（試料 1)では密度が8,000個／gと高い値であり、稲

作跡の検証や探査を行う場合の判断基準としている5,

000個／gを上回っている。これは、比較的最近の水田耕

作に由来するものと考えられ

る。畠遺構が検出された灰色

砂層直下では、密度が3,100

個／gと比較的高い値である。

また、同層は直上を砂層で覆

われていることから、上層か

ら後代のものが混入したこと

は考えにくい。したがって、

同層の時期に調査地点もしく

はその近辺で稲作が行われて

いた可能性が考えられる。

砂層直上層（試料 2)では密度が2,200個／gと比較的

低い値であり、 As-C混層（試料 4)でも700個／gと低い

値である。イネの密度が低い原因としては、①稲作が行

われていた期問が短かったこと、②土層の堆積速度が速

かったこと、③採取地点が畦畔など耕作面以外であった

こと、④稲藁が耕作地以外に持ち出されていたことなど

が考えられる。

2) ヒエ属型

ヒエ属型は、現表土の下層（試料 1)とAs-C混層（試

料 4) から検出された。ヒエ属型には栽培種のヒエの他

にイヌビエなどの野生種が含まれるが、現時点ではこれ

らを完全に識別するには至っていない（杉山ほか，1988)。

また、密度も1,000個／g未満と低い値であることから、

これらの層準でヒエが栽培されていた可能性は低いと考

植物珪酸体（プラント ・

オパール）の顕微鏡写真

（倍率はすべて400倍）

Na 分類群 試料名

イネ

イネ（側面）

ヒエ属型

キビ族塑

ヨシ属

ススキ属型

メダケ節型

ネザサ節型

えられる。

6. まとめ

プラント ・オパール分析の結果、畠遺構が検出された

灰色砂層直下からはイネが比較的多く検出され、調査地

点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が認め

られた。また、灰色砂層の上層や浅間C軽石（As-C, 4 

世紀中葉）混層などでも、稲作が行われていた可能性が

認められた。
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2 波志江中屋敷西遺跡出土材の樹種

1.はじめに

ここでは、 9 世紀の谷地部、 15世紀の溝 ・ 周溝 • 井戸、

近世後期の土坑、および近現代の溝などから出土した木

製品や加工材計159点についての樹種同定結果を報告す

る。対象とされた器種は、 9世紀のもので杭 ・割材 ・切

断材、 15世紀のもので漆椀・箆 ・下駄 ・建築材 ・杭 ・割

材 ・切断材など、近世後期の試料で角材 ・薄板材 ・切断

材など、近現代の試料で杭 ・角棒 ・厚板材などが含まれ

る。これらの樹種を明らかにすることで器種別の用材傾

向を明らかにし、用材選択の背景について検討を行った。

2.方 法

プレパラート試料はすでに群馬県埋蔵文化財調査事業

団により作成済みのものと、出土材から直接採取して作

成したものがある。いずれの場合も、横断面・放射断面・

接線断面の 3断面について剃刀を用いて切片をスライス

し、ガムクロラール（抱水クロラール50g、アラビアゴ

ム粉末40g、グリセリン20ml、蒸留水50mlの割合で調整

した混合液）で封入したものである。検鏡は光学顕微鏡

にて40~400倍で行い、所有の現生標本と対照することに

より同定を行った。同定後のプレパラー ト試料は群馬県

三村昌史（跨パレオ ・ラボ）

埋蔵文化財調査事業団に保管されている。

3.結果

樹種同定結果を付表に示す。

以下では、時代不明のものを除き、 9世紀 ・15世紀 ・

近世後期および近現代というように時代別にまとめ、各

木製品の用材傾向と選択の背景について考察を加えてい

く。

(1) 9世紀の木製品 ・加工材

9世紀の木製品 ・加工材はすべて B2区の谷地部より

出土したものである（表 1)。

表 1 9世紀の木製品 ・加工材の用材

樹種／器種 杭 杭か割材薄板材切断材切断材か 計

針葉樹 アカマッ 1 1 
ヒノキ 1 1 
イヌガヤ 1 1 

広葉樹 ヤナギ属 1 1 
クリ 19 3 8 10 1 41 
クヌギ節 24 4 ， 4 4 45 
アカガシ亜属 1 1 
トチノキ 1 1 

計 45 8 19 1 14 5 92 

杭は杭かとされたものも含めて、アカマツ ・イヌガヤ・

クリ ・クヌギ節 ・アカガシ亜属の材が見出された。一般
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に杭材には特に決まった樹種が用いられるような傾向に

はないが、クリ ・クヌギ節の材が突出して用いられてい

る上、すべて硬質で丈夫な材が選択されていることから、

材質に関した選択性が働いていることが推察される。

切断材や切断材かとされた加工材にはクリ ・クヌギ節

が見出された。このように、杭材の樹種構成と共通した

傾向が認められており、これらの材は杭材の樹種構成と

同様に杭材を調達した際の廃材などに由来する可能性が

考えられる。

(2) 15世紀の木製品・加工材

木製品のうち、椀には 7点中クリが 4点、トネリコ属

が2点、広葉樹が 1点見出された（表 2）。したがって回

転成形に適する硬質の樹種が用材として選択されている

ことが伺える。一般に、椀の用材としてはケヤキやブナ

属といった硬質で均質な材やトチノキなどの軽軟で加工

容易な材が用材とされることが多い。クリやトネリコ属

が椀の用材として用いられているのは事例としてはある

ものの、やや珍しい結果であるため、木地屋など地域的

な木材供給の側面が影響していることも想定される。

箆にはヒノキが見出された。木理通直 ・割裂容易で薄

板を割り出しやすく、また細部の加工も容易なことから

ヒノキが選択されたとみられる。

下駄にはクリが見出された。下駄には比較的様々な樹

種が用いられる傾向にあり、使用者の嗜好性や機能性な

どに応じて多様な用材傾向が認められるが、この下駄は

硬く丈夫なクリ材を用いて耐久性を意図したものと推測

される。

表 2.15世紀の木製品・加工材の用材

樹種／器種 漆椀 箆 下駄建築材 杭 杭か

針葉樹 アカマツ 1 
ニョウマツ類 2 
モミ属

ヒノキ 1 

広葉樹 ヤナギ属 5 
クリ 4 1 3 1 
ツブラジイ

コナラ節

エノキ属 1 
ケヤキ 1 
センダン

ヤマウコギ類

トネリコ属 2 
広葉樹 1 

計 7 1 1 3 ， 2 

表 3.近世後期および近現代の木製品 ・加工材の用材

時 代 近 世 後 期

樹種／器種 角材 薄板材 切断材 加工材

針葉樹 アカマツ

ニョウマツ類

スギ 1 2 
ヒノキ 1 
アスナロ 1 
針葉樹 3 

計 1 3 2 2 
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建築材にはニョウマツ類 ・ケヤキ ・クリが見出されて

いる。これらの樹種は高木になるので大径が得られ、そ

の上材が丈夫で耐朽性が高いことから用いられたのであ

ろう。

杭にはヤナギ属 ・クリ ・エノキ属が見出され、また杭

の可能性があるものにはアカマツ ・クリが見出された。

杭には溝から出土したものと井戸から出土したものがあ

るが、いずれ場合も軽軟で対朽性の低いヤナギ属と硬く

対朽性の高い部類のアカマツ・クリ ・エノキ属の材が分

け隔てなく用いられており、材質にはあまり関係なく杭

材として適度な径長の得られる材が選択されたのであろ

う。これらは遺跡周辺に身近にみられた樹種のひとつと

して想定される。

また、注目されるのは切断痕のある材に見出されたセ

ンダンが見出されたことである。センダンは南方系の樹

種で群馬県は分布圏外であり、周囲に植栽されていたも

のが枯死や材の利用に際して伐採されたのであろう。セ

ンダンは種子でも検出されており、屋敷周辺に植栽され

ていたことは間違いないであろう。

(3) 近世後期および近現代の木製品 ・加工材

近世後期および近現代には、全体的に針葉樹材の利用

が目立つ結果であった（表 3)。対象となる器種が限られ

ていることもあるが、このような針葉樹材の多用は近世

では一般的な傾向であるといえる。特に近現代ではアカ

マツやニョウマツ類の利用が顕著であるが、周辺にアカ

マツ林が増加しており、最も身近に入手できる材のひと

つであったのであろう。

丸棒 角棒 割材 薄板材小木片切断材加工材 計

1 
2 

1 1 2 
1 2 

2 3 10 ， 
1 1 

1 1 
1 
1 

1 1 
1 1 2 

2 

1 2 

1 2 3 1 1 5 1 39 

近 現 代
計

杭 角棒 厚板材 割材 薄板材

1 2 1 4 

1 1 1 3 
2 1 6 

1 2 
1 
3 

2 3 3 1 2 19 



4.見出された樹種

見出された樹種について、同定根拠となる材組織の特

徴を以下に述べ、また分布や材質等の一般についても簡

潔に記す。

(1) アカマツ Pinusdensiflora Sieb. et Zucc. マツ科

写真図版 1a -1 C 

仮道管と放射柔組織、放射仮道管、および水平・垂直

両樹脂道を取り囲む薄壁のエピセリウム細胞からなる針

葉樹材。放射仮道管の水平壁は内腔側に向かって鋸歯状

の突起を有し、鋸歯の先端部は鋭利なものが多く鋸歯の

間隔も密、しばしば重鋸歯状となる。分野壁孔は大型の

窓状。

アカマツは国内の温帯～暖温帯にかけて広く分布し、

主に尾根沿いなどの明る＜土壌の薄い乾性立地や湿地縁

辺にみられる高木性の常緑針葉樹で、現在では各地の山

野に最も身近な樹種のひとつである。材は重硬で割裂困

難、樹脂分が多いため水湿には耐性がある。

(2) ニョウマツ類 Pinussubgen. Diploxylon マッ

科

上記のアカマツと基本的な材構造は一致するが、組織

の保存が悪く放射仮道管の水平壁の鋸歯がほとんど観察

しえなく、ニョウマツ類（マツ属複維管束亜属）の材で

あることまでしか同定が不能であったものである。ニョ

ウマツ類にはアカマツのほかにクロマツ等が含まれる。

(3) モミ属 Abiesマツ科写真図版 2a -2 C 

仮道管と放射柔組織からなる針葉樹材。晩材部は明瞭

で量多い。放射組織の末端壁はじゅず状末端壁を有する。

分野壁孔はスギ型で小さく、 1分野にふつう 2-4個。

モミ属にはいくつかの種が含まれ、最も低標高からみ

られるものに温帯下部～暖温帯に分布するモミがある。

材は通直でやや軽軟、強度もあり加工しやすく割裂性に

優れるが、狂いは大きい。

(4) スギ Cryptomeriajaponica (L.f.)D.Don スギ科

写真図版 3a -3 C 

仮道管と放射柔組織、および樹脂細胞からなる針葉樹

材。晩材部は量多く明瞭。分野壁孔はスギ型で大きく、

1分野にふつう 2個。

スギは高木になる常緑針葉樹で、天然分布は降水量の

多い地域に限られて点在し、特に日本海側には多い。生

育地は湿地周辺や谷部、尾根沿いなど幅広く、低地から

比較的高標高のブナ林までみられる。材は通直で軽軟、

保存性は中庸、適度な強度があり割裂性 ・加工性に擾れ

る。

(5) ヒノキ Chamaecyparisobtusa (Sieb. et Zucc.) 

End!. ヒノキ科写真図版 4a -4 C 

仮道管と放射柔組織、および樹脂細胞からなる針葉樹

材。晩材部は量少ない。分野壁孔は大型のトウヒ型から
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ヒノキ型でやや大きく、 1分野にふつう 2個。

ヒノキは主に暖温帯（福島県以南）に分布し山地の尾

根沿いや緩斜面などに生育する、高木になる常緑針葉樹

である。現在では中部地方や紀伊半島、四国南部にまと

まった分布がある。材は通直でやや軽軟、加工し易く強

度に優れる上、耐朽性が著しく高い。

(6) アスナロ Thujopsisdolabrata Sieb. et Zucc. 

ヒノキ科写真図版 5a -5 C 

仮道管と放射柔組織、および樹脂細胞からなる針葉樹

材。晩材部はしばしば星多い。分野壁孔はヒノキ型で小

さく、ふつう孔口はごく狭く、 1分野に 2-4個。放射組

織には内容物が多い。

アスナロは主に温帯に分布する高木になる常緑針葉樹

で、耐陰性が高い。材質は軽軟で割裂 ・加工容易。耐久

性は良好で水湿に強い。

(7) イヌガヤ Cephalotaxusharringtonia (Knight) K. 

Koch イヌガヤ科写真図版 6a-6 c 

仮道管と放射組織、および樹脂細胞からなる針葉樹材。

樹脂細胞は早材・晩材の区別なく散在する。仮道管の内

壁にはらせん肥厚がみられる。分野壁孔はヒノキ型で、

1分野にふつう 2-3個。

イヌガヤは小高木程度になる常緑針葉樹で、主に温帯

下部～暖温帯に分布し、林床や谷沿いなどでみられる。

材は比較的通直、緻密で硬く、強靱である。

(8) ヤナギ属 Salix ヤナギ科写真図版 7a -7 C 

小型で丸い道管が、ほとんど単独でやや密に分布する散

孔材。道管の穿孔は単ー。放射組織は単列異性。

ヤナギ属には多くの種が含まれ、そのほとんどは河畔

などの日当たりの良い湿潤な砂質土壌を好む種が多い

が、日当たりの良い乾いた土壌を好む種もある。材は軽

軟で加工容易であり、保存性は低い。

(9) クリ Castaneacrenata Sieb. et Zucc. ブナ科

写真図版 8a -8 C 

年輪の始めに大型で丸い道管が単独で 1-2列に並

び、晩材部では小型でやや角張った道管が火炎状に配列

する環孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は単列同性。

道管と放射柔細胞との壁孔は対列状～柵状。

クリは主に温帯下部 ・暖温帯に広く分布する落葉広葉

樹で、向陽地や明るい林内に多くみられる。材質は強硬

であるが割裂性に優れ、弾性を有するほか水湿に対する

耐性が高い。

(10) ツブラジイ Castanopsiscuspidata (Thunb. ex 

Murray) Schottkyブナ科 写真図版 9a -9 C 

大型の丸い道管が、年輪の始めに単独で間隔をあけて

並び、その後はやや不規則に径を減じながら分布し、晩

材部では極小型の薄壁で角張った道管が火炎状に配列す

る環孔材。木部柔細胞は散在状～短接線状。導管の穿孔
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は単ー。放射組織は単列同性のものと、広放射組織から

なる。

ツブラジイは高木になる常緑広葉樹で、関東以西の暖

温帯の山中にみられる照葉樹林を特徴付ける樹木の一つ

であり、同じシイノキ属のスダジイと比較して内陸部に

多い。材質はやや重硬で加工は困難ではなく、割裂性は

中庸、耐朽性は低い。

(1リ コナラ属コナラ節Quercussect. Prinus ブナ科

写真図版10a-10c

年輪の始めに大型の丸い道管が単独で 1-2列に並び、

晩材では小型でやや角張った道管が火炎状に配列する環

孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は単列同性のものに

大型の広放射組織が混在する。

いわゆるナラ類の材で、温帯下部～暖温帯に分布する

コナラ、涸帯に分布しコナラよりより高標高地域からみ

られるミズナラなどが含まれる。いずれも重硬で弾性を

持つ材で、保存性は中庸、割裂 ・加工は困難である。

(12) コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Cerris ブナ

科写真図版na-nc

大型の丸い道管が単独で 1 —数列ならび、径を除減しな

がら晩材部では丸く厚壁の小導管が単独で放射方向に配

列する環孔材。道管の穿孔は単ー。放射組織は単列同性

のものに広放射組織を交える。

クヌギ節にはクヌギとアベマキが含まれる。いずれも

暖混帯の適湿な向陽地にみられる高木になる落葉広葉樹

である。現在群馬県にはクヌギが広く分布している。材

質は重硬であり弾性を有し、割裂 ・加工は困難。

(13) コナラ属アカガシ亜属Quercus subgen. 

Cyclobalanopsis ブナ科写真図版12a -12 C 

中型で丸く壁の厚い道管が単独で放射方向に帯びをな

す放射孔材。道管の穿孔は単ー。放射組織は単列同性の

ものと大型の広放射組織からなる。

いわゆるカシ類の材で、アカガシ、アラカシ、ウラジ

ロガシ、シラカシなど含む。いずれも暖温帯を中心に分

布する常緑高木である。材は日本産の木材の中で最も重

硬で強靱な部類に入り、加工は困難、割裂性は中庸。

(14) エノキ属 Celtis ニレ科写真図版13a -13 C 

年輪始めに大型で丸く壁の厚い道管が単独ないしは 1

-2個複合してややまばらに配列し、晩材部では小型でや

や角張った道管が多数複合して、斜上状 ・接線状 ・かた

まり状に分布する環孔材。道管の穿孔は単一。放射組織

は上下端に 1-2個直立細胞が連なる異性で 1-7列程

度。

エノキ属にはエノキや工ゾエノキ等が含まれ、共に河

畔などの適湿な向陽地に多い。エゾエノキはエノキより

も高所にみられ、エノキは比較的先駆的な樹種で二次林

山中にも多い。材は重さが中庸でやや硬く、従曲性を持
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(15) ケヤキ Zelkovaserrata (Thunb.)Makino ニレ

科写真図版14a-14C

年輪の始めに大型の丸い道管がほぼ単独で 1-2列に

並び、晩材部では小型の薄壁で角張った道管が多数集合

して接線方向あるいはやや斜めに帯をなす環孔材。道管

の穿孔は単一。放射組織は主に上下端のみ直立細胞から

なる異性で 1-5列、しばしば大型の結晶を含む。

ケヤキは高木になる落葉広葉樹で、谷沿いや川沿いの肥

沃な土壌にみられ、渦帯に広く分布する。材はやや重硬

だが、均質で切削加工は容易、割裂性は中庸で保存性に

優れる。

(16) クワ属 Morus 写真図版15a -15 C 

年輪のはじめに大塑で丸い道管が単独あるいは 1-2 

個複合して 1 —数列並び、晩材部では小型で角張った道管

が数個～多数集合する環孔材。道管の穿孔は単一。放射

組織は異性で 1-5列、しばしば上下端の直立細胞は数個

縦に連なる。

クワ属のうち、自生するものでは国内の温帯～暖渦帯

に広く分布し林縁などの向陽地や谷沿い •河畔の適湿地

にみられるヤマグワ、主に中国地方以西に分布するケグ

ワなどがあり、いずれも低木状態でみられることが多い

が、大きいものは小高木程度になる。また、栽培される

種では中国原産で古くから移入されているマグワがあ

る。材はやや重硬で靱性に富み、加工はやや困難である。

(17) センダン Meliaazedarach L. var. subtripinnata 

Miq. センダン科写真図版16a -16 C 

年輪の始めに丸い大型の道管がやや間隔をあけて一列

に並び、その後はやや径を減じながらまばらに分布し、

年輪界付近では急に径を減じて角張った薄壁の小道管が

放射方向 ・斜上状 ・塊状に集合して分布する環孔材。年

輪始めの大道管の間にも放射方向を中心に塊状に集合し

た小道管が分布する。道管の内腔には着色物質が詰まり、

穿孔は単ー。小道管の内腔にらせん肥厚は認められない。

木部柔細胞は周囲状。放射組織は同性または異性で紡錘

形をなす 1-4列。

センダンは高木になる落葉広葉樹で暖温帯の林内に生

育し、海岸近くに多く分布する。現在は東海地方以西に

自生状態のものが分布しているが、本来の分布域は四

国 ・九州 ・小笠原・琉球であるとの見解もあり、古くか

ら各地で植栽されてきているため本来の分布域は明らか

でない。

(18) トチノキ Aesculusturbinata Blume トチノキ

科写真図版17a-17C

小型で丸い道管が、単独もしくは放射方向に数個複合

してやや密に分布する散孔材。道管の穿孔は単ー。放射

組織は単列同性、層階状に配列する。



トチノキは高木になる落葉広葉樹で、温帯の河畔や渓

畔にみられる。材質は軽軟で加工・割裂は容易だが、保

存性は低い。

(19) ヤマウコギ類 Acanthopanaxcf. spinosus Miq. 

ウコギ科写真図版18a -18 C 

小型で角張った不定形の道管が10-15個程度集合し、接

線方向 ・斜めに数列のまとまりをもって分布し、全体と

しては帯状～斜めに連なる紋様孔材。年輪の始めには一

回り大きい道管が一列に配列する。道管の穿孔は単ー。

隔壁木繊維を有する。放射組織は異性で 1-4列、鞘細胞

が認められる。道管と放射組織との壁孔はやや小さなふ

るい状。

ウコギ属のうち高木のコシアブラを除く、ヤマウコギ

やオカウコギなどの低木類の材を示している。ヤマウコ

ギやオカウコギは、藪や山地林内のやや薄暗い立地に多

付表．樹種同定結果一覧

W番号 樹 種 器種 遺 構 遺遺構物別Nu 遺構時期

1 クリ 割材 B 2 —谷地（谷地部） 68 9世紀

2 クリ 杭 B 2ー谷地（谷地部） 79 9世紀

3 クリ 割材 B 2 —谷地（谷地部） 90 9世紀

4 クリ 杭 B 2 —谷地（西端部付近） 26 9世紀

5 クヌギ節 割材 B 2ー谷地（西端部付近） 49 9世紀

6 クリ 角棒 B区 12 

7 クヌギ節 杭か B 2ー谷地（谷地部） 85 9世紀

8 クヌギ節 杭 B 2 —谷地（谷地部） 83 9世紀， クリ 杭 B 2 —谷地（西端部付近） 35 9世紀

10 クヌギ節 杭 B 2 —谷地（谷地部） 70 9世紀

11 クヌギ節 割材 B 2ー谷地（西端部付近） 50 9世紀

12 クリ 杭 B 2 —谷地（西端部付近） 32 9世紀

13 クヌギ節 杭 B 2ー谷地（西端部付近） 41 9世紀

14 クヌギ節 杭 B2 —谷地（西端部付近） 45 9世紀

15 クリ 杭 B 2ー谷地（西端部付近） 37 9世紀

16 トチノキ 割材 B 2ー谷地（谷地部） 91 9世紀

17 クヌギ節 割材 B 2 —谷地（西端部付近） 51 9世紀

18 クリ 割材 B 2-谷地（西端部付近） 58 9世紀

19 クヌギ節 割材 B2 —谷地（西端部付近） 53 9世紀

20 クリ 杭 B 2-谷地（西端部付近） 64 9世紀

21 クヌギ節 杭か B2 —谷地（西端部付近） 47 9世紀

22 クリ 切断材 B 2 —谷地（西端部付近） 62 9世紀

23 クリ 杭 B2ー谷地（西端部付近） 33 9世紀

24 クリ 杭 B 2 —谷地（西端部付近） 40 9世紀

25 クリ 切断材 B2ー谷地（谷地部） 94 9世紀

26 クリ 切断材 B 2 —谷地（谷地部） 97 9世紀

27 クリ 杭 B 2ー谷地（谷地部） 69 9世紀

28 クヌギ節 割材 B 2 —谷地（谷地部） 106 9世紀

29 杭 B 1-3号井戸 5 15世紀

30 クリ 杭 B 2 —谷地（谷地部） 75 9世紀

31 クリ 杭 B2ー谷地（谷地部） 72 9世紀

32 ヤナギ属 切断材 B 1 -18号井戸 11 15世紀

33 クヌギ節 杭 B 2 —谷地（谷地部） 71 9世紀

34 クヌギ節 杭 B 2 ~谷地（西端部付近） 27 9世紀

35 クリ 杭 B 1-18号井戸 4 15世紀

36 クヌギ節 杭か B 2ー谷地（谷地部） 86 9世紀

37 クリ 杭 B 2 —谷地（谷地部） 77 9世紀

38 クリ 杭 B 2ー谷地（西端部付近） 42 9世紀

39 クヌギ節 杭 B 2 —谷地（谷地部） 76 9世紀

40 ヤナギ属 杭 B 1-18号井戸 5 15世紀

41 クヌギ節 杭 B 2 —谷地（西端部付近） 29 9世紀

42 クリ 切断材 B 2 -谷地（谷地部） 100 9世紀
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い落葉広葉樹である。材は重さ・硬さがやや重硬で加工

は困難でないが、材の表面に刺があり、しばしば髄が発

達する。

(20) トネリコ属 Fraxinus モクセイ科写真図版19

a -19 C 

大型で丸い道管が年輪の始めに一列に並び、晩材部で

はごく小型で厚壁の道管がほぼ単独に分布する環孔材。

木部柔細胞は周囲状。道管の穿孔は単一。放射組織は同

性で、 1-3列。

トネリコ属には日当たりの良い山中や林縁など乾性立地

に生育する落葉小高木のマルバアオダモ、渓畔に生育す

る落葉高木のヤマトアオダモやシオジなどがある。材質

は種によってやや異なるが、概して重さ・硬さ中庸～や

や重硬、靱性があり、加工は困難でない。

W番号 樹 種 器種 遺 構 迫遺構物別Nn 造構時期

43 クヌギ節 切断材 B2 —谷地（谷地部） 101 9世紀

44 クヌギ節 杭 B 2ー谷地（谷地部） 78 9世紀

45 クヌギ節 杭 B2 —谷地（谷地部） 73 9世紀

46 クリ 杭 B 1 -18号井戸 2 15世紀

47 杭 B 1 -12号井戸 2 15世紀

47 クリ 杭 B 1 -18号井戸 3 15世紀

48 クリ 杭 B2ー谷地（谷地部） 80 9世紀

49 クヌギ節 杭 B2 —谷地（西端部付近） 30 9世紀

50 クリ 杭 B2 —谷地（西端部付近） 28 9世紀

51 クリ 切断材 B2 —谷地（谷地部） 98 9世紀

52 クリ 切断材 B 2ー谷地（谷地部） 102 9世紀

53 クリ 切断材 B2 —谷地（谷地部） 93 9世紀

54 クリ 切断材 B 2ー谷地（谷地部） 105 9世紀

55 クリ 杭 B 2 —谷地（谷地部） 82 9世紀

56 クリ 杭 B 2ー谷地（谷地部） 107 9世紀

57 クヌギ節 割材 B 2 —谷地（谷地部） 92 9世紀

58 クヌギ節 切断材 B2 —谷地（谷地部） 99 9世紀

59 クリ 割材 B 2ー谷地（谷地部） 89 9世紀

60 クリ 杭 B 2 —谷地（西端部付近） 23 9世紀

61 クヌギ節 杭 B 2ー谷地（西端部付近） 31 9世紀

62 アカマツ 杭 Al-1•2 号溝 11 近・現代

63 クリ 杭か B2ー谷地（西端部付近） 46 9世紀

64 クヌギ節 割材 B 2 -谷地（西端部付近） 52 9世紀

65 クリ 切断材 B2 —谷地（西端部付近） 61 9世紀

66 クヌギ節 角棒 B区 11 

67 クヌギ節 杭か B2 —谷地（谷地部） 87 9世紀

68 アカマッ 角棒 A l - 1•2 号溝 8 近 ・現代

69 クヌギ節 切断材 B2―谷地（西端部付近） 9世紀

70 ヤナギ属 杭 B 1 -18号井戸 7 15世紀

71 イヌガヤ 杭か B2 —谷地（谷地部） 88 9世紀

72 エノキ属 付札か B区 6 

73 竹 B2 —谷地（谷地部） 9世紀

74 ニョウマツ類 割材 Al - 1• 2 号溝 近 ・現代

75 アカマツ 厚板材 Al-1•2 号溝 7 近・現代

76 ヒノキ 薄板材 B2ー谷地（西端部付近） 16 9世紀

77 スギ 薄板材 B区 ， 
78 モミ属 角棒 B 1 -17号井戸 2 15世紀

79 竹 B区

80 ヤマウコギ類 B 1-13号溝

81 ニョウマツ類 杭 A l - 1 • 2 号溝 12 近 ・現代

82 ヒノキ 角棒 Al-1・2号溝 10 近 ・現代

83 アカマツ 角棒 A l -1 •2 号溝 ， 近 ・現代
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w番号 樹 種 器種 遺 構 逍遺構物別No 遺構時期 W番号 樹 種 器種 遺 構 逍遺構物別Nn 遺構時期

84 モミ属 不明 B 1-17号井戸 120 クリ 杭 B 2 —谷地（西端部付近） 18 9世紀

85 ニョウマツ類 薄板材 A I -I • 2号溝 3 近 ・現代 121 簾状のあみものか 竹 B 1-13号井戸 10 15世紀

86 ヤナギ属 杭 B 1-18号井戸 8 15世紀 122 クリ 漆椀 B 1-4号井戸 5 15世紀

87 スギ 薄板材 Al-1・2号溝 4 近 ・現代 123 ヒノキ 薄板材 Blー周堀 107 15世紀

88 クヌギ節 杭 B2ー谷地（谷地部） 81 9世紀 124 ヤナギ属 杭 B 1-18号井戸 6 15世紀

89 モミ属 加工材 B 1-17号井戸 3 15世紀 125 ヒノキ 箆 B 1ー周堀 108 15世紀

90 スギ 厚板材 Al - 1•2 号溝 5 近 ・現代 125 切断材 B区屋敷 2 15世紀

91 スギ 厚板材 A 1 ~ 1 • 2号溝 6 近 ・現代 126 針葉樹 薄板材 B区 13 

92 トネリコ属 漆椀 B区屋敷 1 15世紀 127 クヌギ節 杭 B 2ー谷地（西端部付近） 20 9世紀

93 竹 B区 128 クヌギ節 杭 B 2ー谷地（西端部付近） 24 9世紀

94 クワ属 切断材 B2 —谷地（南端） 129 アカガシ亜属 杭 B2ー谷地（西端部付近） 19 9世紀

95 ヤナギ属 割材 B 2ー谷地（西端部付近） 60 9世紀 130 クヌギ節 杭 B2ー谷地（西端部付近） 39 9世紀

96 ヤナギ属 切断材 B 1-18号井戸 12 15世紀 131 クリ 角棒 B区 10 

97 クヌギ節 杭 B2ー谷地（西端部付近） 17 9世紀 133 クリ 杭か B 2ー谷地（西端部付近） 34 9世紀

98 クヌギ節 杭 B2 —谷地（西端部付近） 21 9世紀 138 クヌギ節 杭 B2 —谷地（西端部付近） 38 9世紀

99 クヌギ節 杭 B 2 —谷地（西端部付近） 25 9世紀 139 クヌギ節 切断材 B2ー谷地（西端部付近） 63 9世紀

100 クヌギ節 切断材か B 2ー谷地（谷地部） 103 9世紀 141 クリ 割材 B2ー谷地（西端部付近） 56 9世紀

101 クヌギ節 切断材か B 2 —谷地（西端部付近） 65 9世紀 142 クリ 割材 B2ー谷地（西端部付近） 55 9世紀

102 モミ属 木製部品 B区 7 144 クリ 割材 82 —谷地（西端部付近） 57 9世紀

103 クヌギ節 杭 B 2 —谷地（西端部付近） 43 9世紀 145 クリ 割材 B 2ー谷地（西端部付近） 54 9世紀

104 クヌギ節 切断材か B 2 -谷地（西端部付近） 66 9世紀 146 クヌギ節 割材 B 2ー谷地（西端部付近） 59 9世紀

105 針葉樹 薄板材 A 2 -3号土坑 1 近世後期 148 クヌギ節 杭 B 2ー谷地（西端部付近） 44 9世紀

106 針葉樹 薄板材 A 2 -3号土坑 2 近世後期 149 クヌギ節 薄板材 B区 8 

107 クヌギ節 切断材か B2ー谷地（谷地部） 104 9世紀 151 コナラ節 小木片 B 1ー周堀 109 15世紀

108 クリ 切断材か B2 —谷地（西端部付近） 67 9世紀 152 ップラジイ 角棒 B 1-13号井戸 ， 15世紀

109 ヤナギ属 切断材 B 1 -18号井戸 13 15世紀 160 クリ 杭か B 2ー谷地（谷地部） 84 9世紀

110 スギ 切断材 A 2 -3号土坑 4 近世後期 161 センダン 切断材 B 1-4号井戸 7 15世紀

111 スギ 加工材 A 2 -3号土坑 6 近世後期 162 クリ 切断材 B 2ー谷地（谷地部） 96 9世紀

112 スギ 加工材 A 2-3号土坑 7 近世後期 163 クリ 杭か B 1-18号井戸 ， 15世紀

113 トネリコ属 漆椀 B 1 —周堀 100 15世紀 164 ヒノキ 切断材 A 2 -3号土坑 8 近世後期

113 針葉樹 薄板材 A 2-3号土坑 3 近世後期 165 アカマッ 杭 B2ー谷地（西喘部付近） 22 9世紀

114 クリ 漆椀 B 1 —周堀 101 15世紀 166 ヤマウコギ類 切断材 B 1-3号井戸 6 15世紀

114 広葉樹 丸棒 B 1ー周堀 106 15世紀 167 切断材 B 2ー谷地（谷地部） 95 9世紀

115 クリ 漆椀 B 1 —周堀 102 15世紀 1001 ヤナギ属 割材 2-8号溝 7 15世紀

115 アスナロ 角材 A 2-3号土坑 5 近世後期 1002 エノキ属 杭 2-5号溝 4 15世紀

116 クリ 漆椀 B 1 —周堀 103 15世紀 1003 ヤナギ属 杭 2-6号溝 5 15世紀

116 アカマツ 杭か B 1-18号井戸 10 15世紀 1004 ヤマウコギ類 割材 2-7号溝 6 15世紀

117 広葉樹 漆椀 B 1 —周堀 104 15世紀 1005 ヤナギ属 割材 2-9号溝 8 15世紀

117 クヌギ節 杭 B2 —谷地（西端部付近） 36 9世紀 1006 稲藁か 籠 B 1-4号井戸 6 15世紀

118 クリ 下駄 B 1ー周堀 105 15世紀 取 1 ケヤキ 建築材 B 1-3号井戸 2 15世紀

118 クヌギ節 割材 B 2 —谷地（西端部付近） 48 9世紀 取 2 ニョウマツ類 建築材 B 1-3号井戸 3 15世紀

119 クヌギ節 杭 B2ー谷地（谷地部） 74 9世紀 取 3 ニョウマツ類 建築材 B 1-3号井戸 4 15世紀

3 波志江中屋敷西遺跡から出土した大型植物化石

1.試料と方法

大型植物化石の検討は、抽出済みでプラスチックケー

ス（乾燥）ないしタッパー（液浸）に保存された合計 5試料

について行った。大型植物化石の同定・計数は肉眼および

実体顕微鏡下で行った。

2. 出土した大型植物化石

全試料で同定された分類群は木本がコナラ殻斗、コ ナ

ラ属果実、クリ果実、センダン核の 4分類群、草本がイ

ヌビエまたはヒエ炭化頴、アワ炭化穎果、エノコログサ

属またはアワ炭化顆、キビ族炭化胚乳の 4分類群であり、
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不明炭化種実、昆虫も含まれていた（表 1）。以下に、各

試料の大型植物化石を記載する。

B区l面 2号井戸： 草本のみであり、イヌ ビエまたは

ヒエ、アワ、エノコロ グサ属またはアワ、キビがそれぞ

れ少量であった。 他に、不明炭化種実、昆虫も少量含ま

れていた。

B区1面 7号井戸：クリのみであり 、完形 2~3個分

の破片であった。

B区1面堀種子①：セ ンダンのみが 2個であった。

B区1面堀種子②： コナラ属のみが 2片であり、完形

1個分位かと思われる。
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表 1 大型植物化石出土一覧表（＊数字は個数、（ ）内は半分ないし破

片の数を示す）

り、一度乾燥させた炭化種実を洗浄すると

破損する恐れがあるので、カビが付着した

まま写真撮影をした。
KT220 KT220 KT220 

分類群 ・部位＼地区 ・遺構面・遺構名 B区一調 B区1面 B区 1面

2号井戸 7号井戸 種堀子①

コナラ 殻 斗

コナラ属 果 実

クリ 果 実 (10) 

センダン 核 2 

イヌビエまたはヒエ 炭化穎 (1) 

アワ 炭化穎果 1 

エノコログサ属またはアワ 炭化穎 (2) 

キピ族 炭化胚乳 1 

不明 炭化種実 (2) 

毘虫 羽 (1) 

遺構面・遺構名なし：コナラのみ 2個であった。

3.主な大型植物化石の形態記載

(1) コナラ Quercus serrata Murray 殻斗

殻斗鱗片は覆瓦状に並び、殻斗上端はやや内側を向き、

基部は鋭脚。殻斗径は7.4mmと7.8mm程度。

(2) コナラ属 Quercus 果実

乾燥により、変形・萎縮している。 2片あるが、各 1/

2片程度か。推定の果実長は20mm程度である。

(3) クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 果実

いずれも破片であり、完形の推定の長さ20~25mm、幅

25~30mm。

(4) イヌビエまたはヒエ Echinochloa crus-galli 

(Linn.) P.Beauv. and/or Echinochloa crus-galli P. 

Beauv. var. fumentacea Trin. 炭化穎

腹面側の破片である。微細破片のため識別困難であっ

た。

(5) アワ Setaria italica Beauv. 炭化頴果

穎の表面には、アワ特有の突起があり、横方向の波状

の隆起があるように見える。本標本は、カビが生えてお

4 放射性炭索年代測定

1.試料と方法

大型植物化石の検討は、抽出済みでプラスチックケー

ス（乾燥）ないしタッパー

(1) はじめに

波志江中屋敷西遺跡の 3号井戸から出土した柱材、お

よび谷地部西端から出土した流木の 2点について、遺構

の年代観を得る目的で加速器質量分析法 (AMS法）によ

る放射性炭素年代測定を実施した。

KT220 KT220 

B区 l面

種堀子②

(2) 

近似種とした。

2 
(6) エノコログサ属またはアワ Setar-

ia and/or Setaria italica Beauv. 炭化穎

腹面側の微細な破片であり、識別困難で

あった。

(7) キビ族 Paniceae 炭化胚乳形

はヒエに似るが、表面磨耗しており、胚・謄

は確認できない。

(8) 不明 unknown 炭化種実

非常に微細な破片である。 2号井戸試料

中には、イヌビエまたはヒエ、アワなどのキビ族が含ま

れているので、これら穎果が粉々になった破片と推定さ

れる。

4.考察

落葉広葉樹のコナラを含むコナラ属、クリ、センダン

が遺跡周辺の植物相であった。クリは栽培されていた可

能性もあり、いずれも破片であることから、利用後の残

滓が 7号井戸内に投棄された可能性がある。草本類は、

イヌビエまたはヒエ、アワ、エノコログサ属またはアワ、

キビ族といった栽培種ないしその可能性があるものであ

るが、いずれも炭化しているので、栽培地からの流入で

はなく、生活の場で投棄されたものが 2号井戸内に流入

した可能性が考えられる。

5. ま と め

コナラを含むコナラ属、クリ、センダンが遺跡周辺の

植物相であり、クリは栽培•利用されていた可能性が考え

られた。また、イヌビエまたはヒエ、アワなどのキビ族

が利用されていたと考えられた。

山形秀樹（（掬パレオ・ラボ）

2.試料と方法

3号井戸柱材、谷地部流木ともに丸木材であり、その

外側数年輪分を採取し、分析試料とした。

これら試料は、酸 ・アルカリ ・酸洗浄を施して不純物

を除去し、石墨（グラファイト）に調整した後、加速器質

量分析計(AMS)にて測定した。測定した14C濃度につい

て同位体分別効果の補正を行なった後、補正した14C濃

度を用いて14C年代を算出した。
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表 1 放射性炭素年代測定および暦年代較正の結果

測定番号
試料データ

013c 

（測定法） (%0) 

PLD-2775 
最外年輪含む木片：

B区 1面 3号井戸柱材 -28.0 
(AMS) 

（樹種クリ）

PLD-3047 
木片

B区1面 3号井戸 -27.0 
(AMS) 

建築材No2 

PLD-2776 
最外年輪含む木片：

BW区2面谷地部西端流木 ~27.8 
(AMS) 

（樹種クリ）

3.結果

表 1 に、各試料の同位体分別効果の補正値（基準値—25.

0 )、同位体分別効果による測定誤差を補正した14C年

代、 14C年代を暦年代に較正した年代を示す。 14C年代

値（yrBP)の算出は、 14Cの半減期として Libbyの半減期

5,568年を使用した。また、付記した14C年代誤差（土 l

d)は、計数値の標準偏差 5 に基づいて算出し、標準偏差

(One sigma)に相当する年代である。これは、試料の14C

年代が、その14C年代誤差範囲内に入る確率が68％であ

ることを意味する。

なお、暦年代較正の詳細は、以下の通りである。

暦年代較正

暦年代較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が

5,568年として算出された14C年代に対し、過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、

および半減期の違い (14Cの半減期5,730士40年）を較正

し、より正確な年代を求めるために、 14C年代を暦年代

に変換することである。具体的には、年代既知の樹木年

輪の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚のU-Th年代と 14

C年代の比較、および海成堆積物中の縞状の堆積構造を

用いて14C年代と暦年代の関係を調べたデータにより、

較正曲線を作成し、これを用いて14C年代を暦年代に較

正した年代を算出する。

14C年代を暦年代に較正した年代の算出に CALIB4.

3(CALIB 3.0のバージョンアップ版）を使用した。なお、

暦年代較正値は14C年代値に対応する較正曲線上の暦年

代値であり、 1/j暦年代範囲はプログラム中の確率法を

使用して算出された14C年代誤差に相当する暦年代範囲

である。カッコ内の百分率の値はその 16暦年代範囲の

確からしさを示す確率であり、 10％未満についてはその

表示を省略した。 1び暦年代範囲のうち、その確からし

さの確率が最も高い年代範囲については、表中に下線で

示した。
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"C年代 "C年代を暦年代に較正した年代

(yrBP士16) 暦年代較正値 丘暦年代範囲

calADSl0-845 (22 9%) 
1,160±45 calAD890 calAD855-900 (35. 9%) 

calAD920-960 (34. 5%) 

460土35 calADl,440 calADl, 415-1, 455 (100%) 

calAD785 
calAD790 

1,195土45 calAD825 calAD775-890 (100%) 
calAD840 
calAD860 

4.考 察

各試料は、同位体分別効果の補正および暦年代較正を

行なった。暦年代較正した 1/j暦年代範囲のうち、その

確からしさの確率が最も高い年代範囲に注目すると、そ

れぞれより確かな年代値の範囲として示された。
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おわりに

詳細はくり返さないが、本遺跡では縄文時代中・

後期の遺物、弥生時代以前の小ピット群、 4世紀の

As-C復旧水田、古墳～平安時代にかけての溝群、平

安期の竪穴住居や溝、谷状の遺構や畠、中世の屋敷

や水田、そして近代以降の溝や土坑など多くの遺構

を発見・調査し、出土遺物を得たのである。そして

それらを不充分乍らも報告してきた。そして図示す

べきものはなかったが、縄文土器97点、 1,778g、古

墳時代前期を中心とする時期の土師器片が合計

1,066点、 10,393g、埴輪片34点、 2,192g、平安時

代を中心とする時期の土師器編2,950点、 16,737g、

須恵器片568点、 15,117g、羽釜20点、 458g、灰釉

陶器37点、 150g、瓦10点、 275g、中世の焼締陶器

116点、 8,275g、軟質陶器27点、 1,244g、かわらけ

20点、 227g、内耳鍋368点、 13,331g、焙烙鍋11点、

336g、陶器66点、 1,043g、磁器21点、 76g、黒色

安山岩等の剥片25点、 1,082g、多孔石等の石製品 6

点1,551gがあり、その他少量の鉄、ガラス等の出土

遺物も見られた。この他炭化物等の自然遺物サンプ

ルも幾つか保管している。

こうした多くの調査成果があったものの、編者（石

守）の能力不足から充分な報告ができなかったこと

は誠に懸愧に耐えない。しかし乍ら少なくも記録保

存に於けるインデックスとなり得るものには本書を

仕上げることができたことに多少なりともほっとし

ている。尚、本報告書の作製に当っては多く同僚の

協力があり、そして無能な担当を盛り立ててくれた

整理補助員各氏の奮闘があったことも記さなければ

ならない。彼らの協力なくして本書の刊行はなかっ

たのであり、心からの感謝を申し上げる次第である。

また、炎天下、或は寒風吹きすさぶ中を懸命に発掘

調査に取り組んで戴いた発掘作業員各位にも感謝申

し上げたいと思う。

そして最後になるが発掘調査、整理事業を支えて

下さった日本道路公団、群馬県教育委員会文化課、

付編 自然科学分析

伊勢崎市教育委員会始め、関係各位に心よりの御礼

を申し上げ、稿を閉じたいと思う。
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財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団「荒砥荒子遺跡」（中沢悟編）

2000 

永井久美男「新版 中世出土銭の分類PL」高志書院 2002 
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遺物一覧

A 区

(1面）

Al-1・2溝

N(l 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

1 10-000001 磁器碗
残存70X4 7 残高2.底高部台～内高方形台。枠青に磁渦染「付福け」。銘見。込焼み成五不弁良花コンニャク版。 肥前

第 7図 PL6 1 18世紀中～後葉

2 10-000002 須恵器横瓶か 残存71X5 2 厚1.1 口縁破片。折り返し口縁。 8世紀前半 第 7図 PL6 

3 30-000001 薄板材 径7.QXl.3 残長24.9上下欠損。柾目材 複維管束亜種 第 7図 PL6 

4 30-000002 薄板材 径6.5Xl.3 残長24.0上下欠損。側の腐食進む。板目材か スギ 第 7図 PL6 

5 30-000003 厚板材 径53X2.2 残長17.2上下欠損。板目材 スギ 第 7図 PL6 

6 30-000004 厚板材 径68Xl.4 残長15.7 上下欠損。板目材か スギ 第 7図 PL6 

7 30-000005 厚板材 径27Xl.6 残長10.9上下欠損。面荒れる アカマツ 第 7図 PL6 

8 30-000006 角棒 径3.4X3.4 残長25.5上下欠損。横断面形正方形。面荒れる アカマツ 第 7図 PL6 

9 30-000007 角棒 径3.5X3.4 残長20.3上下欠損。横断面形正方形か。一部面残る アカマツ 第 7図 PL6 

10 30-000008 角棒 径45X3.7 残長157 上下欠損。面荒れる ヒノキ 第 7図 PL6 

11 30-000009 杭 径46X5.2 残長447 上位欠損。自然木の先端外周削り先端造る アカマッ 第 7図 PL6 

12 30-000010 杭 径39X3.7 残長25.6上端欠損。角棒を用い、両側から削り竪状の先端形成 複維管束亜種 第 7図 PL6 

A 1-5号土坑

書：0:：3|灰資：こ こ こ ］9x:5 (:] 451口縁～体部：：0 ・内：ここ：整等の特徴
備 考 1図版号 1図版番号

10世紀以降。大窯第 9図 PL6 

AS区1面

N(l 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

1 10-000004 磁器碗 残存38X4 2 厚0.8 体部破片。内外面施釉。表面に染め付け。波佐見 18世紀中～後葉 第14図 PL6 

2 10~000005 青磁碗 残存37X3 6 厚04 口縁破片。内外面施釉。淡青 龍泉窯系 第14図 PL6 

3 20~000001 砥石 4.3X9 5X3.0 表面の剥離多し。表裏左側面に研磨面形成 第14図 PL6 

4 20-000002 敲石 10 3X5.5X2.7 河床礫使用。上端に敲打痕、磨耗痕一周 こも編み石に転用 第14図 PL6 

A区北トレンチ

韮言言：言百旦言旦［：呈：I旦菩巨且直言言ミ云こjfニロ

備考 □□9:号

- 1 PL6 

18世紀後半 I — I PL6 

— ,PL13 

(2面）

A 2 -1号住居

No資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

1 10-000009 土師器坪 径14.0 器高43 ほぽ完形。口縁横撫で。体～底部外面箆削り、内面箆 8世紀前半 第16図 PL13 
撫で

2 10-000010 土師器坪 径13.0 器高43 ～4底/5部。外口面縁箆外削面り横撫で。口縁～底部内面箆撫で。体部 8世紀前半 第16図 PL13 

3 10-000011 土師器坪 径(12.6) 器高3.6 放2射/3状。の口箆縁磨横き撫で。体～底部外面箆削り、内面撫で後 8世紀前半 第16図 PL13 

4 20-000003 磨石 5.3X3 8Xl5.l 一部欠損。片面に研磨面残る。 こも編み石に転用か 第16図 PL13 

A 2-2号住居

N叶資料番号 I 資料名称 1 測 定 値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 I図版号 I図版番号

1 110-000012 I土師器甕 I残存5.8X1.8 厚23.81口縁～肩部破片。口縁横撫で体部内面撫で 平安時代前期 I第18図 I PL13 

A 2-3号土坑

Nu 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

1 30-0000ll 薄板材 径5.8Xl.8 残長23.8先丸まり元折れる。腐食進行。柾目材 針葉樹 第27図 PL13 

2 30-000012 薄板材 径4.7Xl.8 残長18.1両側欠損。片側縁割れか。腐食進行。柾目材 針葉樹 第27図 PL13 

3 30-000013 薄板材 径9.3Xl.9 残長36.9両端欠損。腐食進行。節持ちの板目材 針葉樹 第27図 PL13 

4 30-000014 切断材 径l.9X9.4 残長48.6両端折れる。正目材。 スギ PL13 

5 30-000015 角材 径3.2X2.5 残長18.5上下欠損。四囲整形 アスナロ 第27図 PL13 

6 30-000016 薄板材 径l.1X5.5 残長34.1両端折れる。側縁割れる。柾目材 スギ PL13 

7 30-000017 薄板材 径1.2X 9 3 残長44.2両端折れる。節持ちの柾目材 スギ PL13 

8 30-000018 切断材 径9.7X5.3 残長77 全体が粗造化する。切断痕跡残る ヒノキ PL13 
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A区2面

言讐只：どここ：｀三三ご二徴

B区

(1面）

B 1-1溝

Nu 資料番号

1 10-000013 

2 10-000014 

4 10-000016 

5 10-000017 

6 10-000018 

7 20-000005 

8 20-000006 

B 1 -3溝

資料名称

土師器坪

土師器坪

須恵器坪

かわらけ

内耳鍋

敲石

こも編み石

測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴

口径（6.5)残高29 体口部縁～外底面部指撫1/で4、。左口回縁り横の撫底で面。箆内削面り体～底部箆撫で、

口径（ 6)残高2.8 ロ誓~ 闘1/4。底器面面箆荒削れる。鉄分付着。口縁横撫で。
体外 撫で、 り

口鵞12.8 底径64 
残 4.0 

形口縁。腰1部/4～欠底損面。回器転面箆荒調れ整る。鉄分付着。右回転縮轄整

ロ鵞7 3 底径5.0
器1.8

低底部面一回部転欠糸切損。り 口縁に一部煤付着。左回転輔櫨整形。

ロ径（16.0)残高16.9 口縁～体部片。薄手で口縁屈曲。口端部平で外に引か
れる

3.6X3.5Xll.3 河中位床礫に使磨耗用痕。上一端周に敲打痕残り、裏面に研磨面形成。

5 3X5.0Xl0 4 河床礫使用。中位に幅 4cm程の磨耗痕一周

遺物一覧

粗粒：石安：岩□言勺
備 考 図版号 図版番号

9世紀半 第41図 PL37 

9世紀半 第41図 PL37 

9世紀半 第41図 PL37 

第41図 PL37 

15世紀後半 第41図 PL37 

雲母石英片岩 第41図 PL37 
こも編み石に転用

PL37 

万湿号 1 資料名称 1 測定値 (cm)

1 I 10-000019土師器坪 口径13.1 器高3.3 贔詞扁｀｀｀：：二：こ部口：指梅で。低1，：已前半考 三第42図 PL37

B 1-8溝

三：：：口：：I[［こ：芸豆皇亡三ど：：こ：内面全体iし 1 備

考 1二言
第44図 PL37

B 1 ~10溝

N叶資料番号 I 資料名称 I 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴

1 110-0000221心師器台付 I残存18.5Xl0.8厚〇．4|体部破片。内外面刷毛目

備

古墳前期

考 1図版号1図版番号

第41図 PL38

B 1 -11溝

二：ぃ：：ロニ心箪以嘉｀｀｀｀ら］：：：：：；徴望讐開岱fI8世：］中葉考 1図版号 1図版番号

B 1-12溝

No 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形 状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

1 10-000024 焙烙鍋 口径(170)残高62 口縁～底部片。口縁～体部やや開く。内外面横位の撫
第66図 PL38 

で

2 10-000025 内耳鍋 口径(14.0)残高99 面口横縁位～体の部撫片で。やや厚手で口縁の屈曲やや弱い。内外 15世紀前半 第66図 PL38 

3 10-000026 内耳鍋 口径269 残高107 横口位縁～の体撫部で 1 / 2。やや厚手で口縁の屈曲弱い。内外面 15世紀前半 第66図 PL38 

4 10-000027 男瓦 13 2X8 7X30.6 下2/面3に。布凸目部痕径9.4cm。径1.1cmの目釘穴貫通、上面撫で、 第66図 PL38 

5 20-000008 こも編み石 7.5Xl5 1X4.0 痕河床一礫周使用。左右側敲打による扶れ作り、横位の磨耗 石英閃緑岩 第66図 PL38 

6 20-000009 こも編み石 6.lXll 4X3.8 河床礫使用。中位に幅3.2cm程の磨耗痕一周 PL38 

7 20-000010 こも編み石 残存5.4Xl07 厚29 右磨側耗扶痕一れ周る河床礫使用。左側欠損。中位に幅 4cm程の PL38 

8 20-0000ll こも編み石 4.0X2 7Xll.l 河床礫使用。一部欠損。中位に幅3.2cm程の磨耗痕一周 PL38 

B 1 -13溝

下五号 1 資料名称

1 I 10-000028内耳鍋 贔；1；勺7；直；：：471人16。外；；唸0、:iし国需l::IJl-/l)面：s：で。底面被115:：西後半考 三第66図 PL38
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遺物一覧

B 1-14溝 (2-8溝含む）

N叶資料番号 I資料名称 I測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 ぼl版号I図版番号

1 I 10-000029 I焼締陶器甕 I口径(23) 残高11.9 

2 ] 20-000012]砥石か ]6.2X6.8X (6.6) 

口縁 l/4。折り返し口縁。表裏面横位の撫で。内面に 2-8号溝ー 5と1第68図IPL39 

ここ： り。 6面柱状を成す。全面研磨。一部に1:：：二:： I第::図IPL39 

B 1-15溝

No1資料番号 1資料名称 1 測定値 (cm) 

1 I 20-000013こも編み石 4.6X2.6Xl2.2

形状・整形・調整等の特徴 備 考 l図版号 l図版番号

麿裏剥離した河床礫使用。中位に幅3.3cm程の磨耗痕― I粗粒輝石安山岩 I - I PL38 

2 I 40-000003 I鉄滓 9.8X7.5X3. 7 碗形鉄滓。鉄分は租とて多くない —,PL59 

B 1-18溝

咋『言言麟言；：言且号言］；；塁号疇百言二二；し磨<I:::i安二 1言言言言
B 1ー周堀

N(l 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

1 10-000031 かわらけ 口鵞11 7 底径57 ほ閥形。器面やや荒れる。左回転観櫨整形。底面静 15世紀前半 第56図 PL39 
器 30 止り

2 10-000032 かわらけ
口径11.4 底径63 転口縁糸切一部り欠後損箆。調酸整化焔調整。右回転輔轄整形。底面回 15世紀前半 第56図 PL39 3 2器高31 

3 10-000033 かわらけ 口鵞8 8 底径44 回口転縁鞘一櫨部整欠損形。。 底内面面吸回転炭。糸切口縁り外面に一部煤付着。 左 15世紀後半 第56図 PL39 
器 20 

4 10-000034 かわらけ 口鵞10.9 底径59 左一部回転欠損輛櫨。器整形面。ひ底び割面れ回荒転れ糸切る。り 口縁一部推される。 15世紀後半 第56図 PL39 
器 2.5

5 10-000035 かわらけ 口鵞8 0 底径55 口縁1/2欠損。左回転漉櫨整形。底面回転糸切り 15世紀後半 第56図 PL39 
器 18 

6 10~000036 かわらけ ロ賃11. 7 底径6.5 3 似。酸化焔焼成で甘い。右回転鞘櫨整形。底面静止 15世紀前半 第56図 PL39 
器 3.5 糸 り

7 10-000037 かわらけ ロ賃8.1 底径49 2/3。片岩入る。左回転観輯整形。底面回転糸切り後 15世紀後半 第56図 PL39 
器1.8 撫で

8 10-000038 かわらけ ロ径（113) 器高31 1 / 4。左回転輛轄整形。底面回転糸切り 15世紀前半 第56図 PL39 

9 10-000039 かわらけ 底径5.3 器高32 1/ 4。回転鞘櫨整形。底面回転糸切り 15世紀前半 第56図 PL39 

10 10-000040 かわらけ 口径(105) 器高27 1 / 4。左回転輛鑢整形。底面回転糸切り。口縁に圧痕 15世紀前半 第56図 PL40 

11 10-000041 かわらけ 底径6.1 器高3.2 破片。左回転輔櫨整形。底面回転糸切り 15世紀前半 第56図 PL40 

12 10-000042 かわらけ 底径6.4 器高2.3 破片。左回転輔轍整形。底面箆調整 15世紀後半 第56図 PL40 

13 10-000043 かわらけ 口径(11) 器高3.1 破片。回転観輯整形。底面回転糸切り 15世紀前半 第56図 PL40 

14 10-000044 白磁皿 口径(9.79) 残高1.8 口縁破片。内外面施釉。外面露胎部吸炭 中国冒記14 輩紀中 第56図 PL40 ~15 中

15 10-000045 陶器内禿皿 底径5.3 器高1.8 1/ 4。削り出し高台。全面施釉。内面底部に円錐ピン 大琵塁~W前期 第56図 PL40 
痕 16 ～末

16 10-000046 内耳鍋 口径（36) 器高16.3 ロ目～体部破片。外面煤付着。口縁屈曲。内外面横位 15世紀後半 第57図 PL40 
ので

17 10-00004 7 内耳鍋 口径（30) 器高164 の口撫縁～で体。部耳破貼付片。け外後面指煤撫付で着。 口縁屈曲。 内外面横位 15世紀後半 第57図 PL40 

18 10-000048 内耳鍋 残存143Xl0 7厚0.7口畠～体畠破片。外面一部に煤付着。口縁屈曲。内外 15世紀後半 第57図 PL40 
面位の で

19 10-000049 内耳鍋 残存13.8X9.3 厚0.7口目～体部破片。外面煤付着。口縁屈曲。内外面横位 15世紀後半 第57図 PL40 
ので

20 10-000050 内耳鍋 残存10.9X97 厚07 ロ口縁縁～屈体曲部。破内片外。面横外面位煤の撫・灰で付。着内。耳貼内面り付吸炭け。指撫薄手でで 北西部出土 第57図 PL41 

21 10-000051 焼締陶器甕 残存ll.2X10.3厚11 形口縁成部。破常片滑。外面煤・内外面一部に自然釉。口縁縁帯 13世紀中～後期 第57図 PL41 

22 10-000052 焼締陶器甕 残存10.1X9.l 厚18 口言塁は。ロ冒やや閾き出され、 目喜やや広し。外面 第57図 PL41 
に 。内頸部撫でで他は の撫で

24 10-000053 焼締陶器甕 底径（16) 残高54 腰で～。底底部部内1/面3指。撫底で面。荒底れ面る撫。腰で部か内外面指撫で 箆撫 第57図 PL41 

25 10-000054 須恵器坪 口賃11 5 底径6.3 2/3。酸化焔調整。右回転輔輯整形。底面撫で調整 第57図 PL41 
器 36 

26 10-000055 須恵器坪 底径58 残高4.2 面1/回3転。糸酸切化り焔調整。器面荒れる。右回転輔轄整形。底 第57図 PL41 

27 10-000056 須恵器坪 口鵞(11.0) 底径5.7 1 / 3。回転輛櫨整形。底面回転糸切り撫で。 東堀出土 第57図 PL41 
器 32 

28 10-000057 須恵器坪 口賃(11.2) 底径6.0 1/4。右回転帷櫨整形。底面回転糸切り撫で。 東堀出土 第58図 PL41 
器 29 
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